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w　調　査　結　果

1．植　物　群　落

　A．　自　然　植　生

　日本には，厳密な意味において，もはや原生林はないといわれるように，森林植生に限らず，

草本植物群落をも含めて原始植生はかなり限られてしまう。今臼使われている自然植生とは，原

始植生よりも巾広く，原始植生とほとんど差がないと考えられる植生にまで適用されており，少

なくとも日本においては，自然植生と表現されている植生は後者のく源始植生とほとんど差がな

いと考えられる植生”をさしているということができる。

　また，この自然植生が，人間等の様々な影響によって破壊された時，植生は様々な遷移段階の

群落を経て，禰：び元の植生に再生してゆく。この際の各遷移段階の群落が，元の自然植生である

原植生に対する代償植生である。したがって，代償植生とは原植生に対応する二次生の植生群を

さしている。植物批会学的には，人二に植栽林や播種による人工草地でない限り，自然に発生した

群落であり，群落の種類組成から，自然植生と代償植生の群落は同一の群落，群集にまとめられ

る。うらがえせば，植物社会学的に群落分類された各群落は，自然植生である場合と代償植生で

ある場合の両方の場舎がある。自然植生と代償植生との異なる点といえぽ，現在ある群落が成立

している立地が自然立地であるか，人為的に形成された立地であるかの差にすぎない。したがっ

て，植物社会学的に分類された群落は，自然植生として分類されることがあっても，代償植生と

して國定化，絶対分類化されることはない。

　例えば，オオバコクラスの植生は，河辺における自然植生であり，また同時に，路傍や運動場

などにおける代償平生としても生育している。人醐の活動影響の大きい今目，代償髄生として大

きく拡大分布しているにすぎない。同じことはシロザクラス，ススキクラス，タウコギクラス，

禦モギクラスなどの草本植物群落についても，まったく同様のことがいえる。したがって，ここ

では，群落の生育立地のほとんど大半が，人為的に形成されたものと考えられる植生，すなわち

シロザクラス，オオバコクラス等の各群落と人工樋栽林を代償植生として弁義的に区分してある。

　自然植生として分類された群落の一部は，代償植生として発達している群落も少なくないが，

自然立地にも多く謂められる群落についてはすべて白然植生の項にあげてある。

a　森　林　植　生 Waldgesel蓋schaf重en

1）　ヒノキアスナロ群集（Tab。2）

　Th騰jopsieもum　ho狼dae　ass．nov．

下北半島の脊陵山地にはヒノキアスナロとブナとの針広混交林が発達している。



32

ヒノキアスナロ
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Fig。14．ヒノキアスナロの分布図（倉田1964），
Verbreitungskarte　von卿L妙ρ♪5f∫漁）Zαみプα’αvar．1～oπ磁8（nach　Kurata　l964）．
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鑛痴話

　　　　　　Fig。15，ヒノキアスナロ群集の秋津彬観（奥薬研）．

Herbst．Aspektdes　Thulopsietum　hondae（Oku．Yagen，ca400m員berMeer）。

　ヒノキアスナ叫よ，種として栃木累から北海道渡島半島まで分布している。南の地域，東北地

方南部では，標高2，000mまで生育するとされている。しかし，下北半島地域では，ほとんどO

m（猿ケ森砂」築地，大湊砂洲）地に談で生育している。ヒノキアスナロは，一部では亜高山針葉

樹と混生する（料手県五葉山，奥田1968）が，多くはブナクラス域の尾根部貧養立地生のク1コベ

ーシャクナゲ群団に属する針葉樹類クロベ，キタゴヨウ，コメツガなどと混生している。この傾

向は，このヒノキアスナロの懇懇で，中部地方にその主な分布域をもつアスナロについても同様

であり，これら針葉樹類の混交林の多くはクロベーシャクナゲ群団に含めまとめられる群落であ

る。脊森県津軽，下北両半島に発達するヒノキアスナロ林は，乾湿の両極端立地にまたがって生

育し，むしろ陰湿な緩斜面をより好み，群落構成種はササーブナオーダーの種群で占められ，乾

性立地上のシャクナゲークロベ群団の群落と性格を異セこしている。しかし，下北半島西部地域で

ぱ，乾性立地上のクμベーシャクナゲ群団に類する群落が認められ，後述のマルバマソサクーブ

ナ群集，ヒノキアスナロ亜群集，およびヒノキアスナローキタゴヨウ群落などにまとめられた。

　ヒノキアスナロ群集は，陰湿な斜面に発達する群落で，高木層にヒノキアスナロが優難し，平

均20mGヨ測）高に達している。ヒノキアスナロの優占する高木層には，ブナ，ベニイタヤカエ

デ，ミズナラなどが散生する。群落によっては高木層が完全にヒノキアスナロで占められている

ことも少なくない。このようなヒノキアスナロ完全優占群落では，三内の植群がきわめて貧相に

なっている。このヒノキアスナ事・の一斉林は，有胴材としてのヒノキアスナロを残し他の夏緑広
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　　　Fig．！6．ヒノキアスナロとブナとの混交林であるヒノキアスナロ

　　　　　　　群集の秋期群落相観（奥二二D．

Herbst．Aspekt（les　T　l㌃ulopsietし1　m　h　o　nぐl　a　e，　eines　Mischwaldes　von　7ヲ～～ヴ砂51ぶ

4・婦1窺αvar．1～・磁～8　und魚9～’∫cノで〃α～ごε（Oku－Yagen．　ca　200n｝曲er　Meer），

葉樹類を択伐した結果と考えられる。このヒノキアスナロ群集は，ヒメアオキーブナ群集に比し

てヒノキアスナロが混生することと，チシマザサを欠き，針葉樹林生のツルツゲ，陰湿地生のツ

ルリンドウ，コケシノブが特徴的に生育することで標徴，区分されヒノキアスナロ群集にまとめ

られる。また，このヒノキアスナ；コ群集内には，腐生のラン科植物であるフタバラン，オオハク

ウンラン，ホテイランなどが特徴的に生育し，標徴種群として有力であるが常在度が低いために，

ここでは標徴鶏群から除いた。ヒノキアスナロ群集は，高木層にブナ，ベニイタヤ，ミズナラ，

ホウノキ，ハリギリ，シナノキを少難度，低常在度ながら混生し，低木層には日本海側気候の多

雪地域を指標するヒメアオキーブナ群団の標徴種であるオオオバクロモジ，チシマザサ，ヒメア

ォキ，ハイイヌガヤ，ハイイヌツゲ，ハイシキミ，ヒメモチ，エゾユズリハを混生するのをはじ

め，オオカメノキ，アオダモ，ハクウンボク，ノリウツギ，アオハダと，多くの夏緑生低木類を

も混生している。その構成種群は，ヒメアオキーブナ群集と多数共通している。草木膚において

は，ヤマソテツ，ミヤマイタチシダ，シノブカグマ，トウゲシバなどの比較的陰湿性の羊歯植物

が高い常在度で生育している。またツルアジサイ，イワガラミ，ツタウルシ，マツブサなどのツ

ル植物が多いなどブナ林と多くの共通点をもっている。したがって，このヒノキアスナロ群集は

ブナ林と岡じチシマザサーヅナ群団に含めまとめられる。ヒノキアスナロ群集は，群落組成のち
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がいから以下の3亜群集，3変群集に区分された。

　　a）　コカンスゲ亜群集

　コカソスゲー種で区分される。ヒノキアスナロ群集生育地の中でも比較的乾燥立地の緩斜面や，

広い麗根上に発達している。群集区分種の一種であるコケシノブの常在度が低く，多雪気候指標

種群であるヒメアオキ，ハイイヌガヤなどの常在度，植被率も低い。代ってミズナラ，バクウソ

ボク，アオハダなどの夏緑広葉樹類の常在度，植被率が高くなっている。コカンスゲ亜群集は，

さらにキッロウハグマ，テリハタチッボスミレで区分されるキッコウハグマ変群集とヒメカンス

ゲで区分されるヒメカンスゲ変群集，および特甥の区分種ももたない典型変群集に区分される。

　コカソスゲ璽群集は，群落の平均出現罪数が28種類ともっとも少ない値を示す。生育立地は，

傾斜角度5～25度の傾斜地が多い。

　　b）典型亜群集

　特励の区分種をもたない群集の典型群落である。地形的にはほとんど傾斜のない広い尾根上部

が多く，弱ポドソーール土壌の発達が認められる群落が多い。林床の低木層，あるいは草本層に，

ヒバの若子低木が密生している群落が多く（Fig。17），草本鱒にはヤマソテツ，ツルアリドウシ，

シノブカグマ，ツルツゲなどの常在度と植被率が高い。平均繊現種数は25種類と他の2亜群集と

の中閥の数値を示す。

　　c）　ミヤマカンスゲ亜群集

　ミヤマカンスゲ，マルバフユイチゴ，ミゾシダ，オシダ，エゾツリバナ，ナライシダ，サルメ

ンエビネ，アケボノシュスランで区分される。斜面下部や平坦地形上の適湿立地に発達している。

高木履にブナが高い植被率で混生する群落が多い。低木層はヒメアオキ，ハイイヌガヤ，ハイイ

ヌツゲ，オオバクロモジなどの多雪気候指標種群の常在度，植被率がとくに高い。草本層におい

てはミヤマイタチシダ，シノブカグマ，ミゾシダ，オシダ，ナライシダ，ヤマソテツなどの羊歯

植物やツルアリドウシ，ツルアジサイ，イワガラミ，ミヤマカンスゲ，オクノカンスゲなどの常

在度が高い。平均娼現種下は38種と，もっとも多い種群が生育している。

　ヒノキアスナロ群集は，下北半島西部地区のほぼ全域，および策部志野山地の第三紀起源の火

成岩類を母岩とする地域に限られて分布しており，その他の火山灰台地上にはほとんどみとめら

れない。また津軽半島のヒバ林，および，北海道渡島半島におけるヒノキアスナロ林はその種類，

構成から明らかにこのヒノキアスナロ群集に含めまとめられる。館脇，吹上（1951）は北海道桧

山地方のヒバ林を以下の5つのタイプに区分している。

i）

li）

韮i／

i切

v）

ヒバーシダ型

ヒバ『スゲ型（ヒメカンスゲ）

ヒバーササ型

ヒバー灌木型

ヒバ（ヒバ）型
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　　　　　　Fig．17．ヒノキアスナロ群集の林内相観，

　　上　ヒノキアスナロ林床型，　下　シダ林床型（ヤマソテツ）

Bodenschicht　des　Thulops1etum　h・ndae．　Oben：mit　zahlreichen

」ungbaUlnen　von　7ワzz’ノ砂∫～5　4と）Zαゐ1η’α　var．　1～o〃4』～｛ノ．　Untel、：　mit　clicht

deckenden　Farnpflanzel玉von飾9～08y～α〃～αオ∫・〃〃～〃でω～α．

　このうちi）ヒバーシダ型はミヤマカンスゲ亜群集に，ii）のヒバスゲ型は灘カンスゲ燕群集に，

iii）ヒバーササ型），ヒバー灌木型，ヒバー（ヒバ）型は典型亜群集にそれぞれ含めまとめられる。

　ヒノキアスナロ群集の優占種であるヒノキアスナロ，いわゆるヒバは，材としては，その害が
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　　　Fig．18。ヒノキアスナロ群集の群落断面摸式図．

　　Vegetationsprofil　des　Thulopsietum　　hondae．

F．c．　：澱zg～‘5θ襯梛α　ブナ

Lc．　＝π盈／む6ノ初」α如var．♪∠4雄勿5μ　ハイイヌツゲ

Lr．：Z！乱τ耀go5αツルツゲ

L．U．　：ゐ∫ノκ♂61・α〃〃め6〃‘～’αvar．1〃6川ゐノ・αノ～α‘6α　オオバクロモジ

P，m．：1勉4y5傭1～砂5な〃〃’‘1‘α　シノブカグマ

P．ma．：jP肱9め鼠y1☆乙〃～α‘5～〃〃～’肥α〃‘’ヤマソテツ

S．n．　：5’ノ’磁1～～の）’8パ∫ノrψoノ～～‘α　シシガシラ

T．d．：％〃ノ（ψ酪‘♂oZ・τゐノ倣z　vaLノ～・〃4‘κヒノキアスナ・

もっとも著しいとされる腐朽菌ワダグサレダケに対してもっとも耐朽性を有しているといわれる。

またその生長年数が長いことからくる材の強固性から，建築材として利用され，また曲げもの類

や難根葺材などとして利用されてきた。

　津軽，下北両半島のヒバ林は，藩政時代まで津軽藩，南部藩によって藩の備蓄材として厳重に

温存されてきたといわれる。明治以後国有林となったヒバ林は，明治32年以後から輪伐期130年，

下北半島では生長が劣るとして150年で抜伐，あるいは前更作業がおこなわれ始めている。とく

に，明治40年代には，森林鉄道がしかれ，ヒバ材の生産は急増している。ヒバ林の更新は，主に

林床にその幼樹が多いことから天然更新が中心であった。しかし，昭和に入り，第二次大戦をピ

ークにして大量のヒバ材が伐採されその原生的様相を変えてしまったようである。
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　　　　　　　　Fig．！9．ヒノキアスナロ林の群落配分模式図．

　　　　Schematlsche　Darstellu1｝g　des　7ソ吻砂∫∫540勧ノ瓢αvar．　ho〃4‘ど8．Waldes．

a：Thujops玉etu顯hondae，　typische　Subass．ヒノキアスナロ群集典型亜群集

b：Thujopsietumhondae，　Subass．　vQn　Cafex　do至lchostachya　vaL
　glaberτ1ma　ヒノキアスナロ群集，ミヤマカンスゲ亜群集

。：Polysticho－Pterocaryetum，　Subass．　von　Thulopsis　dolabrata
　var．　hon（Iae　ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ヒノキアスナロ亜群集

　ヒバの幼時期の生長は，きわめて緩漫であり我々がおこなった年輪測定器による測定において

樹高1m，直径2cmの低木が27年の年数を経ていた。また伐採されたヒノキアスナロ（マルバ

マソサクーブナ群集域の尾根）の切株の年輪を測定した結果によると，南北漁1径が340mmで240

年，南北直径38！mmで210年の測定値が得られた。これを10年毎の生長速度をみると（Fig。20

参照）60～70年の長い年月の闘，ヒノキアスナロの生長速度は横ばい状態を続けており，その後，

比較的速い肥大生長を続けていることがうかがうことができる。このようにヒノキアスナロは，

ほ回状に長い間栄養生長をなし，数十年におよぶ緩漫生長後に，成長生長をおこなうことがうら

づけられる。このように，ヒノキアスナロの生長年期がきわめて長いことからも，近年の速い経

営年周の要請で，しだいにスギやクロマツの植林におきかえられつつある。
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　　　　Fig．21，ヒノキアスナロ群集の冬期群落相観ヒノキアスナロの

　　　　　　　　　大木にはらせん状のよじれがみられる（冷水峠）．

Winter．Aspekt（les　T｝｝ulopsletumhondae（PaβReisui），　Die　Stamme　der　alten
T1両螂’∫‘～・1‘～∂1欲エvar．1～・ノ～4αβsind　scl｝raube嶽f6rmig　verdre1儀t．
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　2）　ヒメアオキーブナ群集（Tab．3）

　　A疑cuも。・Fageも疑m　cre無atae　Miyawak量eもal．1968

　ヒメアオキーブナ群集は，日本の裏1謡本気候域における夏緑広葉樹林の核をなす気候的極相林

である。すなわち，この群集は斜面中，下部の土壌条件の最適域を占めて発達している。またヒ

メアオキーブナ群集ではブナが完全優占木となり，他の高木類をほとんど混生しておらず，蕊高

木屑，低木層にもブナの若木が多数見られる。すなわち種としてのブナの生態的最適域であると

いえる。ブナは下北半島地域に於いては，平地（芦洲砂洲）から半島地域の最高峰釜｝臥山879m

の山頂近くほぼ850m付近まで生育している。突出した山頂付近では，強い風衝作用等のいわゆ

る山頂効果によって風衝低木林や凝亜高山草原壕犬となっておりブナを欠くが，これらの極端立地

を除いてはほぼ全域がブナの生育範囲に入るといえよう。ここでのヒメアオキーブナ群集は，群

落高の平均は約20mほどでブナが下金優占種であり，わずかにベニイタヤ，ホウノキ，ミズナラ

を混生するのみである。亜高木層においてもブナが多く，またべニィタヤ，ハウチワカエデを

混生する。亜高木層全体の植被率は5～20％と少ない。低木層には，日本海側多雪地域指標種で

あるササ類をはじめ，常緑低木類ヒメアオキ，ハイイヌガヤ，ハイイヌツゲ，ハイシキミ，エゾ

ユズリハ，ヒメモチ，チシマザー1ち　クマイザサが繁茂している。さらに夏緑広葉樹のオオバクロ

モジ，オオカメノキ，ウワミズザクラ，アオダモと低木層に生育する種類も多く，60％ほどの植

被率をなしている。常緑低木植物類は，冬季の厳寒期を経るにもかかわらず，根雪として積った

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s9照nergrURc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　コわ　　げヒぐじを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1夏陽撫

sch1藷虻Ψr［e疎ρ1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一…一冬期1し1ゼ1；」1蒙一一…・一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ササ短およひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常緑広葉抵木類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1照ner9＝巳tlne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LaubstraUcト1≧［・ξen

　　　Fig．22．ヒメァオキーブナ群集内の冬期積雪線．

　Schneewehen－Linie　und　Vegetationszustand　des　A　u　c　u　b　o．

　Fagetum　crenatae　imWinter，
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　　Fig．23一工順域にヒメアオキーブナ群集が，斜翻・・下部に

　　　　　　ヒノキアスナロ群集が住み分けて発達している．

1！nGiP｛elbereich　derBerge　e飢wickd亡s1cll　das　Aucubo－Fagetum

crenata・，　am　M気tte1，・mdUnヒerhang　da・Th・1・pslet・㎜h・nda・・

雲によって，むしろ寒気から保護されるとされ，北陸地方ではユキツバキがこの種群に加わる

（Fig．22）。林床の草本植物はユキザサ，ツクバネソウ，チゴユリ，エンレイソウなどの地中植

物をはじめナライシダ，ヤマソテツ，シノブカグマ，ヤマイヌワラビなどのシダ植物を混生する

が，植被率は一般に低く，典型亜群集域で20％ほどである。

　これらの日本海側多雪地域指標種である常緑低木類を区分種としてヒメアオキーブナ群集にま

とめられた。これらの常緑低木種群はチシマザサーブナ群団の標徴種でもあり，したがって，こ

のヒメアオキーブナ群集はチシマザサーヅナ群団の典型群集に位置される。ヒメアオキーブナ群
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．耀百八

Fig，24。上　北園山8491nの山］頁一帯を占めるヒメアオキーブナ群集．

　　　下ヒメアオキーブナ群集の群落桐観と三内相観．

　InnereseinesBesta繊desdes　Aucubo．Fagetumcrenatae
　（Berg　Kamabuseyama　ca　800m茸ber　Meer）．
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集は，群落組成のちがいから以下の二亜群集が認められた。

　　a）典型亜群集

　ヒメアオキーブナ群集の典型群落で，よく発達した典型的かっ色森林土壌上に発達している。

群落はチシマザサ～ブナ群団，およびオーダー，クラスの上級単位標徴種群によって構成され，

他の特刷の区分種群をもたない群落である。平均出現種数は23種で，とくに華本望の植被率が20

％と低いのが特徴である。

　　も）　オシダ亜群集

　上記典型亜群集に比較して，さらに斜面下部，あるいは平地や回状地の湿性立地上に発達し，

オシダ，シラネワラビ，ミヤマイタチシダの比較的大型のシダ類やミヤマカンスゲ，トチバニン

ジン，アケボノシュスラン，タエギキョウ，イワガラミなどの多年生草本植物によって区分され

る。平均出現種数は31種類と多く，草本層の植被率が40％ほどと多くなっている。

　下北半島におけるヒメアオキーブナ群集の残存群落は，下北丘陵と恐山一三火山群の山地に限

られている。しかし，これらの山地においては，自然林としてはむしろヒノキアスナロ群集が大

勢を占めている。ヒメアオキーブナ群集は八郎鳥媚子鳥42！mの山頂至剛でも見られるように，山

頂部に帽子をかぶせたように分布発達し，山地中腹以下はヒノキアスナロ群集の針葉樹林で占め

られる。また恐山～燧火山群の山地においても斜面の中下部域は，ヒノキアスナ；コ群集によって

占められ，ヒメアオキーブナ群集は，山頂部付近にのみ発達している。この分布様式は釜臥山

879m，円山807m，燧岳781m，袴腰爵622m等においても認められ，北海道渡島半島での分布様

式（舌1三1脇1958）と一致している。とくに燧1吾山頂域は広い溶岩台地状地形をなし，この台地上に

広大なヒメアオキーブナ群集の残存三分がみられた。これらヒメアオキーブナ群集の分布様式は，

山頂域に火山灰の堆積層があり，また，中腹斜面に比較して山頂域の方がより緩傾斜地であり，

土壌の発達が進行しやすい環境にあることに起因するものと考えられる。

　3）　マルバマンサクーブナ群集（Tab。4）

　　Hamamel重di・罫agetu膿　crenatae　Miyawakieもal．1968

　マルバマンサクーブナ群集は，山地斜面上部や，凸状斜面乾性立地」二に発達するブナ，ミズナ

ラおよびヒノキアスナロ，ブナの混交林である。

　群落の相観はブナ，ヒノキアスナロ，あるいはミズナラの優占林であり，ここ下北半島では，

多くはヒノキアスナロを混生した針広混交林である。マルバマンサクーブナ群集は，ここではシ

シガシラ，ムラサキヤシオツツジ，ボツツジ，マツブサ，イワナシ，ヒロバハナヒジノキなどの，

とくにツツジ群植物によって標徴および区分される。これらのツツジ科植物は，シャクナゲーク

ロベ群団との共通種群である。したがって，このマルバマソサクーブナ群集はササーブナオーダ

ーの群落のうち，群落組成的にもっともシャクナゲークロベ群団に近い群落といえる。

　マルバマンサクーブナ群集は，ここでは組成的に2亜群集，2変群集に下位区分された。
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　　a）　ヒメカンスゲ亜群集

　ヒメカンスゲ，アズキナシ，ヤマツツジ，アクシバ，チゴユリ，ミチノクホンモンジスゲ，ミ

ヤマガマズミ，マルバマンサク，ウワミズザクラ，マイヅルソウ，アキノキリンソウなど多くの

種群で区分される。このヒメカンスゲ亜群集は，下北半島の恐山一燧火山群地域に集中して発達

している。

　ヒメカンスゲ璽群集は，さらに以下の2変群集に区分された。すなわち，サワシバ，ソバナ，

キバナイカリソウ，ミヤマカンスゲ，クルマムグラ，サンカクヅル，ツリバナで区分されるサワ

シバ変群集と，ヒノキアスナロ，アカシデ，ハイイヌツゲ，シノブカグマ，ノリウツギ，ヤマモ

ミジ，アオハダ，ヤマウルシ，ツルリンドウで区分されるヒノキアスナμ変群集である。

　サワシバ変群集は，下北半島のおもに西海岸，平館海峡に面した仏ケ浦，九双泊などの海岸の

斜面に発達している。このサワシバ変群集は，ヒノキアスナロの針葉樹を混生しないブナ優占林

であり，海岸からの強い北西風に直接あたる斜面に発達しており，樹冠はやや風鍵形をしてい

る。

　ヒノキアスナロ変群集は，後述のヒノキアスナ1・亜群集の区分種群によって区分され，ヒノキ

アスナ矧！群集に接して，より蕪蒸な尾根部の群落である。おもに，恐山一燧火山群の内陸部の

渓谷域に発達している。しかし，ヒノキアスナ獄は，おもに低木層に生育し，高木1轍まブナ，お

、．鑛

　　　FΣg．25．マルバソサクーブナ群集の群落相観（仏ケ浦）．

Physiognomiedes　Hamamelidi－Fagetum　crenatae（Hotogegaura
200～500m　Uber　Meer）．
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るいはミズナラが優下している場合が多い。

　　b）　ヒノキアスナロ亜群集

　ヒノキアスナロ，アカシデ，ハイイヌツゲ，シノブカグマ，ノリウツギ，ヤマモミジ，アオハ

ダ，ヤマウルシ，ツルリンドウで区分される。高木層に針葉樹のヒノキアスナロを混生した，針

広混交林である。下北半島においては，下北半島北都の恐山一燧火山望洋地域に多く認められ，ヒ

ノキアスナロ群集域内の急傾斜地や，母岩の露出する尾根至濤1に発達している。

　4）　ヒノキアスナiコーキタゴヨウ群落（Tab．5）

　　Tんμノopsε8　do’αbrα置αvar，ん。πdαθ・Pεπ配s　pαroεf‘orαvar．ρθπ舌αPんμ’α一Gesellschaf毛

　山地の岩塊地の尾根部に発達する針葉樹林，群落の高さは16～22mに及ぶ。ヒノキアスナロ，

およびキタゴヨウが高木層を占め，ブナ，ミズナラ，アカシデ，ナナカマドの夏緑広葉樹類が小

簾度で混生している。低木層にはムラサキヤシオソツジ，ハナヒリノキ，アクシバ，イワナシ，

ホツツジなどのツツジ科穂懸の植被率が高く，ヒノキアスナμの低木，ヤマモミジ，オオバクロ

モジ，ハウチワカ澱デなどの夏緑広葉樹類が小難度で混生している。このヒノキアスナローキタ

ゴヨウ群落は，母嶽露諸地ま二では・トタゴヨウー種の単一針葉樹林となっており，高木揺1の髄被率

蜘ミ

　Fig．26．　i．i．1地回岩上に発達しているヒノキアスナP一キタゴヨウ群落。

7ヲ㍑ヴ砂∫ガ540Zαみプα∫αvar，1zo／z4α8．p加，，∫ノ〉α7・τぴ70ノ・αvar．♪8ノ～∫妙1～ッZZα．Gesellschaft

auf｛｝achgr甑digem　Andesit（Nakayama－PaB　360m蕪N），
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は低い。高木層の下押率が高い植分ではヒノキアスナロが高木層，低木願ともに高い植被率を占

めている。すなわち，ヒノキアスナローキタゴヨウ群落は，土壌の堆積とともにヒノキアスナロ

林のマルバマンサクーブナ群集，ヒノキアスナロ亜群集に移行するものと考えられる。

　このヒノキアスナローキタゴヨウ群落は低木層にムラサキヤシオツツジ以下のツツジ科植物が

多く混生することから温帯針葉樹林のシャクナゲークロベ群団に含められる群落である。下北半

島ではこのヒノキアスナローキタゴヨウ群落は，恐山一鞭火山群の中央部から平館海峡に面した

下側斜面に点在的に認められる。

　5）　ジュウモンジシダーサワゲルミ群集（Tab．6）

　　Polystic鼓。－Pもeτocaryetul漁　Suz・鵯Tok・etal・1956

　山地の平谷部に発達する高木夏緑広葉樹林。高木層には複葉の夏緑広葉高木であるサワグルミ

が優占し，トチノキ，カツラ，ハルエレ，ベニィタヤなどを混生している。林床はおもに大型シ

ダ下物のミヤマベニシダ，クサソテツ，オシダ，サカゲイノデ，リョウメンシダで特徴づけられ

る。下北半島におけるサワグルミ林は，下北丘陵，および恐山一燧火山群域の山地帯漢谷部に発

達し，多くは高木層にヒノキアスナ獄を混生している。これらのサワグルミ林はサカゲイノデ，

オクノカンスゲ，リョウメンシダ，ミヤマイラクサ，モミジガサ，スミレサイシン，ジュウモン

ジシダ，クルマバソウ，オオバクロモジ，キブシを標徴種，および区分種としてジュウモンジシ

ダーサワグルミ群集に奮めまとめられる。ジュウモンジシダーサワグルミ群集は，林床が大型シ

ダ類によって特門づけられ，サワグルミ群囲の特徴をもっとも良く示している群落である。しか

し，この下北半島におけるジュウモソジシダーサワグルミ群集は，林床にこれらの大型シダ類を

多く生育している他，クルマバソウ，オクトジカブト，エンレイソウ，ホウチャクソウ，ルイヨ

ウショウマ，ジャコウソウ，イヌドウナ，ミヤマカンスゲなどの多くの地中植物種群を混生して

いる。この地中植物種群が多く林床に生育するのは，ハルニレ群団の群落の特徴であり，下北半

島におけるジュウモンジシダーサワグルミ群集は，ハルニレ群団の植生と組成的に類似し，両群

団の差が少なくなる特微をもつ。この傾向は東北地方北部力・ら，北海道南部にかけても，同様の

傾向に認められ（佐々木！980），北海道南部では，ハルェレ優占林とサワグルミ林の組成的差は，

とくに小さいことが知られている（遠山・持田1977）。

　下北半島におけるジュウモンジシダーサワグルミ群集は以下の2亜群集，2変群集に区分され

た。

　　a）　ケヤマハンノキ亜群集

　ケヤマハンノキ，ミヤマシケシダ，ミズヒキ，ソボスミレ，オニグルミ，オウレン，ノブキ，

キツリフネで区分される。ケヤマハンノキ亜群集は，おもに下北丘陵地における谷部小河川内の

テラス地に発達した群落である。生育立地が平担な河川敷テラス上であることから，本来ヤナギ

林の発達が考えられるが，河川の水量が少なく，流川による物理的破壊作用が小さく，ヤナギ林
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よりも安定した森林植生であるサワグルミ林が成立しているものと考えられる。

　　b）　ヒノキアスナ日亜群集

　ヒノキアスナロ，アオダモ，オオカメノキ，ヒメアオキ，トチバニソジンで区分される。ジュ

ウモンジシダーサワグルミ群集の主な分布域である下北丘陵や恐山一燧火山群域の山地内で，も

っとも多く認められる群落である。高木1轡にヒノキアスナロが高い植被率で混生し，針葉樹と広

葉樹の混合林である。ヒノキ・アスナロ群集域の谷部河川沿いに普通に発達している。このように

ヒノキアスナロは，生態的には尾根部貧養地（ヒノキアスナローキタゴヨウ群落）から中養立地

（ヒノキアスナロ群集），　さらに谷部湿潤地（ジュウモソジシダーサワグルミ群集，ヒノキアス

ナロ亜群集）までとほぼ尾根から谷の全域に生育し，生態的な生育地が広い。

　ヒノキアスナロ亜群集は，さらにコタニワタリ，マタタビ，ロンロンソウ，オオハナウドで区

分されるコタニワタリ変群集と，特別の区分平群をもたない典型変群集とに区分された。

　6）　ヤチダモーサワゲルミ群落（Tad．6）

　　1ア｝’ακεπ罵8　η諺αηds1π‘rεcα　var．ノαρoπεcα一」Pfer⑰cαr〃α　｝’1邑。”「o麗α“Gesellsc蓋aft

　カルデラ湖である恐山宇曾三門の灘獅」湖郷域に発達する湿生：夏緑広葉樹林，高木層は18～30m

にも及び，サワグ・レミ，ヤチダモ，トチノキ，ベニイタヤカエデなどが混生する。低木1轡には，

とくにエゾアジサイの植被率が高く，その他にサワフタギ，ハイイヌガヤ，ハイイヌツゲなどが

高い割竹率で混生している。草本／韓は全植被率80％に及ぶ高い植被率で発達しており，フッキソ

ウ，ミズバショウ，ギョウジャニンユク，ツルニンジン，オクトジカブト，エンレイソウ，オオ

ウバユジ，ホウチャクソウなどの多くの地中植物種下が生育する。さらに，オシダ，ミゾシダ，

クサソテツ，ミヤマベニシダ，ミヤマメシダなどの大型の羊歯植物も高い欄被率で生育してい

る。このヤチダモーサワグルミ群落の生育地は，カルデラ湖である宇曾利湖に流入する外輪山か

らの流水で滋養されている。さらに，湖岸との聞に自動華道路が建設されているために，停滞水

もあり冠水立地も多い。このヤチダモーサワグルミ群落は，ジュウモンジシダーサワグルミ群集

とはフッキソウ，ミズバショウ，キタコブシ，サワフタギ，ヤチダモ，ギョウジャニソニク，オ

ククルマムグラ，ツルニンジン，チゴユリ，ケナシヤブデマジによって区分される。これらの区

分種下は，主にマツバスゲーハソノキ群集の群落構成種であり，両群落の堆移帯の群落と考えら

れる。

　7）　エゾイタヤーケヤキ群落（Tab．7）

　　滋。θr7πoπo　var．　gZαbr配ηひZθ」産ooα8θrrαfα”Gese11schaft

　下北半島北部，津軽海峡に罰した斜面下部に発達している夏緑広葉樹林，高木層には優占種の

ケヤキの他エゾイタヤ，ミズナラ，ハリギジ，イヌザクラなどが混生している。亜高木層，低木

屡にはハイイヌガヤ，ヒメアオキ，オオバクロモジなどの裏日本多霊気候域の指標種群の他ガマ
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ズミ，ヤマグワ，ムラサキシキブ，サンショウ，アオダモ，ウリノキ，オオカメノキ，ハナイカ

ダなどの常在度がr。1い。草本層は調査区1～2では70％であるが，調査区3～9においては約40

％と比較的植被率は低いものの生育する草本植物種数は多く，オシダ，クジャクシダ，サカゲイ

ノデ，ミヤマシケシダ，イヌガソソク，ジュウモンジシダ，クサソテツなど大型の羊歯植物や，

モミジカサ，エンレイソウ，ヤマブキショウマ，ムカゴイラクサ，オクトリカブト，イヌドウナ，

スミレサイシンなど多年生草本植物が窩い常在度で生育している。これらのサワグルミ群団の標

徴租祥である羊歯植物や多年生草本植物が林床に多く生育することから，このエゾイタヤーケヤ

キ群落は，サワグルミ群団に属する群落と考えられる。このエゾィタヤーケヤキ群落は，下北半

島最北部の，津軽海峡に賦した海岸段丘斜面に発達しており，北海道にはケヤキ林の報告がない

ことから，木州におけるケヤキ林の北眼群落であると考えられる。このエゾイタヤーケヤキ群落

ともっとも組成的に類似する，下北半島におけるジュウモンジシダーサワグルミ群集とは，エゾ

イタヤ，ケヤキ，ガマズミ，ムラサキシキブなどの嘉祥によって区分される。このエゾイタヤー

ケヤキ群落ぱ，以下の二下位群落に区分された。

　　a）　オオバショウマ下位群落

　エゴノキ，クリ，カマツカ，チマキザサ，フジ，サルトリイバラ，ヤマモミジ，オオバショウ

マ，ヒナスミレ，フッキソウ，ナライシダ，ミヤマイタチシダ，ナンブサナギイチゴ，ヒメカン

　　　Fig．27。エゾイタヤーケヤキ群落の林内相観（風間浦村）．

1n篇eres　der・4cβノツノ～o刀。　var．　g1αゐノw〃一Z冶Z々。て，α∫61フ・αごα，Geselischaft（Kazamaura

20m浪ber　Meer）．
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スゲなどの多くの種群で区分される。このオオパショウマ下位群落は，下北半島南部の三沢市根

井で認められ，群落高8～10mの亜高木林で，二次林と考えられる。低山地生のクリ，エゴノキ

やチマキザサ，フジ，サルトリイバラなどの好陽生の種群が多い。

　　b）　スミレサイシン下位群落

　ガマズミ，クジャクシダ，スミレサイシン，ウリノキ，ノジウツギ，ミヤマシケシダ，エンレ

イソウ，イヌガンソク，シウリザクラ，ヤマブキショウマ，ルイヨウショウマ，ムカゴイラクサ，

ジュウモンジシダなどの多くの湿生立地指標種群で区分される。エゾイタヤーケヤキ群落の典型

的植分である。津軽海峡に面した海岸投丘斜面にあり，本州北限と考えられるケヤキ林である。

　8）　クルマバソウーミズナラ群落（Tab。9）

　　．48Pθrω’θodorα’α一Qμ¢rcω8配。πgoiεcαvar．　gro8sεrθrrα加一Gese圭至scha墾t

　クルマバソウーミズナラ群落は，おもに下北丘陵や片崎山，桑畑山周辺，恐山，燧岱火山群の

山地に発達するミズナラ，イタヤカエデ類の優占する夏緑広葉樹林。高木層にはミズナラ，ベニ

イタヤ，エゾイタヤ，ハリギリ，トチノキ，ホウノキ，クリ，サワシバなどが混生する。亜高木，

および低木暦には，裏日本多雪気候域の指標種群であるオオバクロモジ，ヒメァオキ，ハイイヌ

ツゲ，ハイイヌガヤ，クマイザサなどをはじめウワミズザクラ，オオカメノキ，ツリバナ，ヤマ

モミジ，ハウチワカエデ，ガマズミ，バクウンボク，ツノハシバミ，エゴノキ，ムラサキシキブ

など多くの夏緑広葉樹類が生育している。さらに草本履では60～95％の高い植被率を示し，ミヤ

マカンスゲ，クルマバソウ，ヤマカモジグサ，トリアシショウマ，イヌドウナ，オシダ，スミレ

サイシン，ツクバネソウ，エンレイソウ，サラシナショウマ，チゴユリ，オオタチツボスミレ，

ミヤマカンスゲ，オクトリカブトなどの，地中植物を含む多くの多年生草木植物種が繁茂してい

る。さらにオシダ，ミゾシダ，クジャクシダ，サカゲイノデ，クサソテツ，ミヤマシケシダなど

の羊歯植物類も多く混生している。群落の出現種数は50～92種で，平均繊現種数も65種類と，き

わめて多数の種群が生育している。このミズナラ林はオクノカンスゲ，ミヤマイボタ，タマブキ，

クルマバソウなどの草本植物種群によって区分されクノレマバソウーミズナラ群落としてまとめら

れた。このクルマバソウーミズナラ群落の群落区分種である華本植物種群や，林床に繁茂する地

中植物を含む多くの多年生草本植物，および羊歯植物などはニレーシオジオーダーを標徴，区：分

する種群であり，したがって，ニレーシオジオーダーに含めまとめられる群落としてまとめられ

る。このクルマバソウーミズナラ群落は，分布的には下北丘陵の片崎山，桑畑山，恐山一燧火山

群の北部山地部に発達が認められ，これら山地の斜面下部や低地の適湿土壌上に発達している他，

山地内の台地上地や斜面の比較的上部まで，局」也的ながら発達が認められる。これは濃霧や雲天

による水の蒸散量の低下や空中湿度の高さによるものと考えられる。

　このクルマパソウーミズナラ群落は，代縷植生として発達したものが多く，とくに適湿立地の

ヒノキアスナロ群集の伐採跡地に発達したと考えられる群落が多く，陰湿で種類組成の貧弱なヒ
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ノキアスナロ群集に比較して，比較しようもないほど多くの出現種数をもつクルマバソウーミズ

ナラ群落がヒノキアスナロ群集の代償植生として進出していることは興味深い。

　この代償植生としてのクルマバソウーミズナラ群落内においては，ヒノキアスナロの再生は少

なく，ヒノキアスナロ群集への移行，遷移はかなり難しいものと考えられる。また，自然植生と

してのクルバマソウーミズナラ群落は，地形的には低位段丘上の，現在畑地や住宅地として利用

されている適湿なローム質土壌上に，局部的に残存している。

　津軽半島の古画丘上に発達が認められているクルバマソウーミズナラ群集（奥鑓他1970）は発

達途上の群落と考えられ，群落組成がより貧弱であることから，捌群落としてここでは扱った。

　9）　エゾイタヤーシナノキ群落（Tab．8）

　　・4cθr〃葛。πo　var．　gZαδrμ’π・Tε伽ノαpoπε¢α・Gesellscha£t

　エゾイタヤーシナノキ群落は，下北半島北部の海岸，沿岸域の風衝地に発達する夏緑広葉樹林

である。

　群落の高さは3～12mの低木林から亜高木林まで認められる。群落の上層である亜高木罵，あ

るいは低木層はエゾイタヤ，シナノキのいずれかが優幽し，ミズナラ，ハウチワカエデ，アオダ

モ，ハリギリ，エゴノキ，ウワミズザクラ，ニワトコなどを混生する。亜高木林であり，低木層

を伴なう群落では，ツノハシバミ，ハイイヌガヤ，オオバクロモジ，オオカメノキ，サンショウ，

カマツカなど多くの夏緑広葉樹類が混生している。林床における箪本層は，低木林を除いては，

～般に槽被率が高くオオシュロソウ，エゾニュウ，アキノキリンソウ，マイヅルソウ，ナンプア

ザミ，アマニュウ，アキタブキなど多くの草木植物種群が混生している。とくに高茎の多年生草

本植物であるセリ科植物，キク科植物が混生するのが特徴である。エゾイタヤーシナノキ群落は，

下北半島においては，半島北部一帯の，津軽，および平館海峡沿岸域に限られ，尻歴の桑畑山山

塊の風衝地，恐山一燧火山群の北部，東部の館海峡平沿岸域にとくに多く分布が認められる。広

域的には，青森県から秋田察にかけての日本海の沿岸域に分布し，また北海道に於いても報告さ

れている（遠山，持田1978）。したがって，このエゾイタヤ～シナノキ群落は，北日本の厳しい

冬季季節風に対応した海岸風孟夏緑広葉樹林であるといえる。

　エゾイタヤーシナノキ群落は以下のこ下位群落に区分された。

　　a）　アマニュウ下位群落

　アマニュウ，ミミコウモリ，ギョウジャニソニク，シシウド，ウド，オクトリカブト，クロバ

ナヒキオコシ，シラヤマギクの比較的高茎の多年生革本植物群で区：分される。平舘海峡に益した

半島菓北部の沿岸風心地に発達した群落である。多くは低木林状である。

　　b）マイヅルソウ下位群落

　マイヅルソウ，ツノハシバミ，クルマバソウ，クジャクシダ，オオタチツボスミレ，スミレサ

イシンで区分される。尻屋の桑畑山山塊の沿岸風衝地に発達している群落である。マイヅルソウ
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　Fig。28．エゾイタヤーシナノキ群落の群落相観（叢叢海岸）．

Die　Aぐβノ・〃’o〃。　var．　g♂α∂〃〃ル7｝畜αブ64＞o〃’cα・Gesellscha圭t　beherrscht　die

Hange　der　K茸sten－Landschaft（Ushitaki－Kt1ste）．

下位群落は，さらにハウチワ懇懇デ，ツルアジサイ，イワノガリヤス・ツリバナ，ハイシキミ，

シラネアオイ，トリアシショウマ，ルイヨウショウマ，アオダモで区分されるハウチワカェデ下

位群落と，ヤブニンジン，サラシナショウマ，ツルマサキ，オシダ，ヒロバヘビノボラズ，ハイ

イヌツゲで区分されるツルマサキ下位群落とに区分される。ハウチワカエデ下位群落は，三層群

落をなす亜高木林で平均出現種数5！種類ともっとも多く，高木の森林植生マルバマンサクーブナ

群集やクルマバソウーミズナラ群落への移行群落と考えられる。ツルマサキ下位群落はおもに低
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Fig29．海岸風門地におけるエゾイタヤーシナノキ群落の相観（平滝海岸）。

Windgeschorener　Bestand　der窺8ノ・〃～ω～o　var．　gZαゐノ・～‘〃z．77♂ノαノζψoノ’～α‘．Gesellschaft

（Ush玉taki－1く｛iste）．

木林であり，桑畑山の石灰岩上の風種了地に発達した植分である。

　このようにエゾイタヤ～シナノキ群落は，風衝低木林から群落組成の豊かな亜高木林まで，多

様な群落形と種類組成をなしている。また土壌は，概して湿性であり，多くの講本楠物種群によ

って特薦づけられるものの，地域と立地によって群落組成に変化が多い。したがって，生態的に

は他の群落と区別しうるものの，群落組成に大きなr隔があり，ここでは群落として扱っておく。

　10）　ホツツジーミズナラ群集（Tab。9）

　　Tr隻peもaleio・Quercetu凱grossese驚ra重ae　Ohba19ア3

　ホッッジーミズナラ群集は，山地の尾根部や母岩の露出する乾燥しやすい貧養立地に発達しい

る。群落の高さは12～18mあり，高木林であるが20mを越えるような高木林はない。高木層はミ

ズナラが優馨しており，ヤマウルシ，コシアブラ，アカマツ，コナラ，クリ，ホウノキ，カスミ

ザクラ，ベニイタヤ，オオヤマザクラなどのおもに夏緑広葉樹類が小雛度，低常在度で混生して

いる。麗高木護以下にはオオバクロモジ，ウワミズザクラ，アオダモ，オオカメノキ，ハウチワ

カエデ，ツノハシバミ，アズキナシ，ミヤマガマズミなどブナクラスを標徴する多くの夏緑広葉

樹類が混生している。さらに裏日本多雪気候域を指標するヒメアオキ，ハイイヌツゲ，ハイイヌ

ガヤ，ハイシキミ，チシマザサなどの常緑生の低木類も高い常在度で生育している。草本層では
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マイズルソウ，トリアシショウマ，シシガシラの常在度が高い。ホツツジーミズナラ群集は，こ

こ下北半島ではヤマウルシ，コシアブラ，シュγラン，ホツツジ，ツルアリドウシ，アカマツ，

コナラを岡じミズナラ林であるクルマバソウーミズナラ群落に対する区分種としてまとめられる。

クルマバソウーミズナラ群落がオシダ，ミゾシダ，サカゲイノデ，クジャクシダなどのシダ植物

をはじめ多くの湿生の草本植物種群で区分されるのに対し，ホツツジーミズナラ群集はホツツジ，

ヤマツツジ，アクシバ，オオハナヒリノキなどツツジ科植物をはじめ乾生の木本植物によって区

分される。

　ホツツジーミズナラ群集は以下の三亜群集に区分された。

　i）　エゾユズリハ亜群集

　エゾユズリハ，ヤマドリゼンマイで区分される。恐山神社境内の宇雷利湖畔に発達している群

落であり，周囲には硫気孔がある。高木層はウワミズザクラとミズナラの優占しているが，出現

種数は14～18種と他の二亜群集に上ヒ較して半数以下と少ない。硫気孔周辺植生であるシロバナシ

ヤクナゲーアカミノイヌッゲ群落に接して発達しており，硫気孔にもっとも近い森林植生である。

恐山の硫気孔周辺にはヒメアオキーブナ群集さらにヒノキアスナロ群集と続いて発達しているこ

とから，ヒメアオキーブナ群集への発達途中の群落として位置づけられる。

　ii）　典型亜群集

　特別の区分種をもたないホッツジーミズナラ群集の典型群落である。おもに安出岩の母岩が一

部露出する尾根部に発達している。周辺の植生からみて，多くはヒノキアスナロ群集の代償植生

と考えられる◎出現種数は48～55種1蓑ともっとも多い。

　iii）　アクシバ亜群集

　アクシバ，ミチノクホンモンジスゲ，オオハナヒジノキ，マルバマンサク，ヤマツツジ，イヌ

エンジュで区分される。おもに安山岩の蹄：1二1する尾根部や，渓谷岸の岩上に発達している。局部

的な自然植生であると同時に，マルバマソサクーブナ群集の代償三生としても発達している。

　11）　クマイザサーコナラ群落（Tab．10）

　　Sαsα　8θηα泥θπεε8・Qzεεrα8s　8θrrα彦α隔Gesellsc熱aft

　下北半島の丘陵部を中心にロナラを主木とする夏緑広葉樹林が拡がっている。高木層はコナラ

の他クリ，カスミザクラ，イタヤカエデ，オオヤマザクラ，ミズナラなどの夏緑・広葉樹類が混生

している。しかし，多くはミズナラとの混合林が多い。このコナラ林は嗣じナラ林（Qπ61禰。螂属

の林），　ミズナラ，カシワ林と群落糟観的にも，生態的にも区励される。しかしながら，このコ

ナラ林は，クマイザサ，コナラで区分される他は積極的な区分種群に乏しい。隣接する森林植生

であるクルマバソ・外一ミズナラ群落やエゾイタヤーシナノキ群落，あるいはヒノキアスナロ群集，

ヒメアオキーブナ群集は，それぞれ比較的多くの標徴種および区分種があることから，結果的，

消極的にコナラ林が区分される。したがって，ここではコナラ，クマイザサを区分種としてクマ
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イザサーコナラ群落としてまとめられる。クマイザサーコナラ群落は温帯下部乾燥立地におもに

生育するクリ，コナラ，エゴノキ，ガマズミ，カマツカなどの夏緑広葉樹類が主要木として高い

常在度で生育する他，オオバクロモジ，ハイイヌツゲ，ヒメアオキ，ハイシキミ，クマイザサな

ど裏日本多雪気候域を指標するおもに常緑生の低木類も同時に生育している。したがって，中部

地方の太平洋側を中心に発達する気候的，土地的極相林と考えられるクリーコナラ群集（営脇等

1969）や常緑広葉カシ林域のクヌギーコナラ群集等とは，明らかに区：捌される。また，嗣じ裏日

本多雪気候域の指標種群を混生するコナラ林としてサィゴクミツバツツジーコナラ群落（宮脇等

！977），オクチョウジザクラーコナラ群落（桐沢1977），ウゴツクバネツギーコナラ群落（越前谷

1976），カスミザクラーコナラ群落（相沢1977），オオ・》ロモジーミズナラ群集（大場1977）な

どが報告されている。しかし，オクチョウジザクラ，ウゴツクバネウツギ，コシノホンモンジス

ゲ，トキワイカリソウなどの種群は西日本や，北陸地方に分布のかたよりがあり，この下北半島

の潔ナラ林ではこれらの種群をまったく欠いている。しかし，下北地区のコナラ林には対応すべ

き特徴的な区分種は認められず，多くの種群を欠くという消極的な差で区分されるにすぎない。

クマイザサー識ナラ群落は，代償植生として分布することも多く，現存植生としては比較的広く

各地に分布が認められる（Fig．30参照）。しかし下北丘陵地の山地上部や，恐山一門火山群の西

側にはほとんど分布していない。

　このクマイザサーコナラ群落の拡がりは地質，土壌条件の影響を多分に受けているものと考え

られる。すなわち，比較的成立年代の新しい火山灰地域や砂丘地，さらに，おもに第三紀の砂岩，

凝灰岩，頁岩など貧養で乾燥しやすい地質をもつ地帯の土壌上に集中的に分布している。

　また，この地方の中庸立地上の主要な森林植生であるヒバ林（ヒノキ・アスナロ群集やマルバマ

ンサクーーブナ群集）や，ブナ林（ヒメアオキーブナ群集）が，第三紀起源の火成岩類（主に安山

岩類）を基岩とする地質時代的により古い下北丘陵地や恐山一門火山群地帯に限定分布しており，

分布をさらに拡大する傾向が認められない。したがって，この三三群落的な分布を示す森林植生

とも，分布的にも住み分けるものと考えられる。したがって，これら貧養，乾燥立地を形成しや

すい砂丘砂，砂岩上，および火山灰土壌上（黒ボク土壌上）の潜在自然楠生としても，一部この

クマイザサーコナラ群落が考えられる。（Fig．112参照）

　クマイザサーコナラ群落は，以下の三下位群落に区分される。

　　a）　ウメガサソウ下位群落

　アカマツ，ジンヨウイチヤクソウ，マイヅルソウ，ウメガサソウで区分される。太平洋側の砂

丘砂上に発達している。もっとも乾燥貧養立地上の群落であり，土壌は菌系綱層をもつ砂丘未熟

土壌である（Bi玉d　15，　Fig。31参照）。砂丘砂上の膚然植生と考えられる。

　　b）典型下位群落

　特別の区分種群をもたないクマイザサーコナラ群落の典型群落。おもに下北半島北部の蒲野沢，

加藤沢，野牛川沿いの砂岩，頁岩地帯に発達している。
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Fig．31．砂丘上のクマイザサー

　　　　　コナラ群落と土壌断面

　　　　　　（猿ケ森砂丘），

5α5α∫θノzαノ～8π5ゴ5－Qμ6プ。〃5∫6’γα∫α一Ge－

sellschaft　auf　alten　DUnen　und　1hr

Bo（1enprofil（Sarugamori－D員nen）．
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　　C）　カノツメソウ下位群落

　カノツメソウ，ヒメアオキ，フジ，サンショウ，アオダモて区分される。

　おもに上北丘陵の火山灰台地や砂層上に発達している。カノツメソウ下位群落は，さらにヤマ

ツツジ，アクシバ，ヒメカンスゲで区分されるヤマツツシ　卜位群落とトチノキ，ユキササ，オオ

バショウマ，ミソシダ，ヒトリシズカ，ツクバネソウで区分されるオオバショウマ下位群落，お

よび，特別の区分種をもたない典型下位群落とに下位区分される。ヤマツツシ下位群落は，段丘

斜面の肩部などの，砂質土壌がむき出しの乾燥立地上の群落てあり，オオバショウマ下位群落は，

斜面下部の適湿立地を占めている。さらに，典型下位群落かその中間の立地を占めている。この

趨

受

勲

銭纐

　穰

　轟轟夢

　F1932．第三紀砂層上に発達しているクマイナサーコナラ群落（三沢衛根升）

3α5αg6／zαπ8／2∫～5．（3ε‘8rα‘5∫8〃αごα．Gesellschaft　auf　Tertlar－Sancl（Stadt　Mlsawa　40m　NN）
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　Fig．33．くり返しの伐採によって低木林状をなしているクマイザサー

　　　　　コナラ深洋落（東通村尻労）．

Durch　wiederho】ten　Sclユ1ag　niederwaldartig　e撹wicke】te　3α5α56παπ6ノ～5ガ5－Q～‘81τz／5

∫8照ごα．GeseUschaft（Shitsukari　in　HlgashldGr気．Mu④．

カノツメソウ下位群落のオオバショウマ下位単位：は，適湿立地を占め，同じ適湿立地を占めるク

ルマバソウーミズナラ群落と組成的に類似してくるが，クルバマソウーミズナラ群落のミヤマカ

ンスゲ，オクノカンスゲ，スミレサイシン，エンレイソウなど多くの地中植物を含む草本植物種

群を欠いており，組成的に大きな段差がある。このことはクマィザサーコナラ群落の主な生育地

である火山灰，砂層を母材とするより貧養な土壌立地と，クルマバソウーミズナラ群落の，より

地質的に古く，憲養な火成岩類を母材とする土壌立地との差と考えられる。

　桧）　タマブキーケヤキ群落（Tab．！1）

　　0αcα麗α　fαrノ「αrα8fo1εα　vaτ．　δ配Zδεfθrα昂Zε」んooα　8εrrαfαロGesel茎scha｛t

　下北半島の南部，三沢市以南でみられるケヤキの優占する夏緑広葉樹林。高木層の優占種であ

るケヤキの他，クリを混生している。低木暦は植被率20％と少なく，ウメモドキ，ケヤキ，キタ

コブシ，コバノガマズミ，ミツバウツギなどの夏緑広葉樹類が混生している。草本層は常緑｛生の

オオバジャノヒゲが生育する他，ハエドクソウ，ヤマハッ九タマブキなどが生育している。下

北半島におけるケヤキを含む夏緑広葉樹林は，エゾイタヤーケヤキ群落が下北半島の北端部で認

められている。このエゾイタヤーケヤキ群落は，サワグルミ群団に属する群落として位置づけら
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　　　　　　Tab．11．タマブキーケヤキ群落
CαcαZガαノ為ノ：伽α⑳伽var．加防吻π一Z8Zゐ・ηα∫・rプαごα一Gese11schaft

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

£xposit1o且：

Neigung（。）：

H6he　d．　Baumschlcht－1（m）；

Deckung　d．　Bau組schicht－1（％）：

薮6he　d．　Baumschicht．2（m）＝

Deckung己Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Declqmg己Strauchsc1ユicht（％）：

Hδhe　d。　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）l

Artenzah1；

調査弼積

方　　忌

詞　　斜

高木第一層の高さ

高木第一層の植被率

高木第二層の高さ

高木第こ二層の植被率

．低木層の高さ

低木暦の植被率

草本層の高さ

草本隅の無論率

毘現種数

τrellnarten　d．　Gesel！schaft：

　Cα‘αZ’α勲噛ノu⑳伽var．∂～あのu

　O♪層妙ogo／zμα7～∫∫6砂～‘∫

　π（燃5d〃一α’α

Arten　der　h6heren£三nheiten；

Z4ん0ηα　36ノγα∫α

ム抜刀‘配560〃ψy‘な

α∫∫α刀（～α‘プ（～ノ1α孟寓

Coア・ノ～π∫ωπ’1η駕1－5α

L’〃4ω一α郡〃め召ZJα∫αvar．ノπ6〃めノ・ζηZα68α

ム血8’ノ～oZ∫αん・δκ5　var．ゐ・アー8α傭

％～〃・〃L∫α0αη∫」♂0∫αvar．　Zαd”∫∫

Ac6’闇〃～・’Z・var．9勧’・～〃μ

群落の区分種

　タマブキ

　オオバジャノヒゲ

　ウメモドキ

上級単．位の種群

　ケヤキ

ヤマグワ

クリ

ミズキ
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随伴種　Beglel亡er：WF65妙宛ノど。ノ・必ππ礁フジSd・2，　（｝迎♂o〃僻勉ノ妙。ノ～」‘αスギS－1・2，　5〃”砿

c1L加αサルトリイバラK一十，　耀oZαg1り4）oσ61’α5タチツボスミレK一十，　ノ娩86ピα‘ノガbZfα臨ミツバアケ

ビK一十，　P8‘α5露8∫ノ妙。π記κ∫var．9～9αノz♂8‘‘∫アキタブキK一十，　Ezωノ壱y〃鷹5／b7吻〃zβ∫var3rα4∫CαノZ5

ツルマサキK一十，　M々αo葱8αα〃3♂〃β〃5蒔イヌエンジュ　B2一十，　．κね．Z砂αノ～α必♪∫ご’z‘5ハリギリ　B2一十，

Z砺読。澱yZπ〃zρψ召1’読〃πサンショウS一十，　R～‘ゐ～45ρα”槻珈5　var．6砂’ψ1リノZZz4∫モミジイチゴS－1・2，

A‘α7～‘ん（ψαπαエ砂∠ノzo5z‘5ヤマウコギS一十，　7読灘z65　cz‘功’4α♂αイチイ　S一十，　Plz2：y〃～α1ゆの謡α01～ひ・α

ハ濫ドクソウK－！・2，　Bo8ん〃3ω”α孟1甲’α’功f5アカソK一十，　乃’z4πκ∫伽8ノ↑g61”αηαイヌザクラB2－1・1，

」2481απ5αだαノ～”L施Zどα　オニグノレミ　B2一十，　βz‘oπ5ノ〃2z‘∫αZα‘♂‘∫f．‘～々α‘04召’～’α彦z∬　コマユミ　S一十・2，

▽あ躍フzκ〃a4∫♂α‘認躍ノ多かマズミS－1・2，　E㍑碗y〃雄∫o鱒ψ1り”ε‘5ツ夢バナS一÷，　＆妙妙たαδμノπαZぬ・

ミツバウツギS一十，迎80かαノz∫1曜∫〃卯薦～4∫ヤマハッカK一÷．
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　　　Fig．34。タマブキーケヤキ群落の群落懇懇（三沢市谷地頭）．

Cαcαたπノ聯繋プα⑳あαvar．伽ある彪1rα一Z8読。ηα5θププα如一Gesellschaft　auf　Yachigashlra

iH　der　Stadt　Misawa（40m　NN），

れる。しかし，このタマブキーケヤキ群落は，南部の三沢市付近に限って分布しており，しかも，

このタマブキーケヤキ群落は常緑生のオオバジャノヒゲ，ツルマサキを混生する他，オオバクロ

モジを除いて裏1ヨ本多雪気騒騒を指標する常緑生（針葉樹類を含む）の低木類ハイイヌガヤ，ハ

イイヌツゲ，ヒメアオキ，ヒメモチなどを欠いており，またサワグルミ群団の種群をも欠いてい

る。したがって，このタマブキーケヤキ群落はクリ，カマツカ，ガマズミ，サンショウなどの温

帯下部中庸立地生の夏緑広葉樹類が多いことから，数ナラーーミズナラオーダーのケヤキ群國に含

めまとめられる群落と考えられる。
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　i3）　アカマツーミズナラ群落（Tab．12）

　　Pεηπ8　d「θη8ぎノ702「α一9瀦θro配8　η～oπgoJε6α　vaτ．　groε8θ8θ7？rα’α騨Gese匪肇schaf重

　半島東部の砂丘地帯には，クロマツが広い範囲にわたって防風砂林として植栽されているが，

アカマソの纏林は少ない。しかし，一部ではアカマツの自然林がこの砂丘上に点在している。ア

カマツの樹令は数十年から百年に達すると推定され，樹高は8～13mと目測された。

　高木層にはアカマツ（あるいはクロマツが混生）が優占し，低木層に夏緑広葉樹がよく生育し

ている。この低木層には，クマイザサーコナラ群落の構成種群であるミズナラ，アズキナシ，オ

オカメノキ，カスミザクラ，ウワミズザクラ，エゴノキ，クリなど数多く生育している。草本層

にはアキノキリンソウ，ススキ，マイヅルソウ，ヒメノガリヤスなど好陽地生の種群が多い。こ

のアカマツーミズナラ群落については，斉藤等（！965）で同じ猿ケ森砂丘にて，アカマツーナラ

類群落として報告されており，種組成的にほとんど一致している。後に，この斉藤等（1965）の

アカマツーナラ類群落を大場等（！973）がアカマソーミズナラ群落としてまとめており，その群

落名に従い，アカマツーミズナラ群落としてまとめた。この下北半島地区でこのアカマツーミズ

ナラ群落と生態的に隣接するクマイザサー謙ナラ群落とは，アカマツ，オオウメガサソウ，ウメ

ガサソウ，ベニバナイチヤクソウ，イチヤクソウ，ツタウルシによって区分され，クマイザサー

コナラ群落より，一層乾燥した砂丘上の土地的極相林の一つと考えられる。

　アカマツーミズナラ群落の土壌は砂丘砂がむき出しの砂質未熟土壌で，表面に薄いアカマツの

葉による落葉層がある。

招）　ヒメヤブランークロマツ群落（Tab．！3）

　　Lfゆρθ7πεπoγ一Pεπ配8　fん研ゐθrgεε一Gesellsc髭aft

　半島爽部太平洋岸（泊，白糖地区）に迫った安山岩質集塊岩は，海岸部で急しような海岸断崖

地形を形造っている（物三崎）。この海岸三三地上には樹高12mほどのクロマツの自然林が発達

している。このクロマツ林は，林冠の植下が平均60％ほどで，他の森林群落に比較して林冠が空

いており，したがって，林床には隣接群落であるハマオトコヨモギーコハマギク群集などのスス

キクラス標徴種群ススキ，アキノキリンソウ，ツリガネニンジンなどが多数生育している（Fig，

35）。この群落はクロマツ，ヒメヤプラン，ショウジョウスゲ，キヅタ，イチイによって他の群

落から区分され，これらの種群を群落区分種としてヒメヤブランークロマツ群落としてまとめら

れた。この群落の平均臨現丁数は26種である。このヒメヤブランークロマッ群落は，林床の植物

種群のちがいによって，以下の二つの下位群落に区分された。

　　a）　ミヤマビャクシン下位群落

　林床がほ伏生の低木類ミヤマビャクシン，ハイネズで（区分される）特徴づけられる群落で，

ヒメヤブランークロマツ群落の先端部のもっとも海岸に突出した位置に発達している。平均仕硯

種数は18種類と少なく，ハマオトコヨモギーコハマギク群集と隣接している。
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Fig．35．白糖の海岸岩上に発達するヒメヤブランークロマツ群落．

が1・’砂8〃～ノノ～01－」）～〃〃3’1～～〃めωg1～一Gesellschaft　auf　Felsk負ste（Shiranuka）．

　　わ）　ツタウルシ下位群落

　林床がススキクラスの種群，およびその他の草本植物蕪蒸によって特徴づけられ，平均出現種

数は32種類と多い。ツタウルシ下位群落はヤマツツジ，アキカラマツ，アオモリアザミ，ツタウ

ルシで区分される他，ミズナラ，ハイイヌツゲ，エゾイタヤ，アオダモなど夏緑広葉樹類が多数

混生してきている。このツタウルシ下位群落はより内陸側に発達している。

　ヒメヤブランークロマソ群落に接して，ここでは，ヒノキアスナロの虜生木が多数認められ，

原植生では，ヒノキアスナロ林が海岸にまで迫っていたと考えられる。したがって，ヒメヤブラ
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ソークロマツ群落，とくにツタウルシ下位群落は，生態的にはマルバマンサクーブナ群集，ある

いはヒノキアスナ露群集に接するものと考えられる。

　15）　ヤマカモジグサーカシワ群集（Tab．！4）

　　Br篠chypod圭。・Queτcetumδent註tae　ass．hov．

　下北半島におけるカシワ林は，陸奥湾側の砂丘上，および丘陵地にもっとも広く，また特徴的

に分布している。太平洋側の沿岸域においても砂丘上，および丘陵地に認められるが，群落のひ

ろがりはごく小さい。このカシワ林についても下北半島において2！ケ所の植生調査区を設け群落

組成の解析をおこなった。その結果，下北半島におけるカシワ林は，群落高2m以下の低木林か

ら群落高11mの亜高木林におよび，群落組成的にも大きな差が認められる。一般には，カシワー

種の優占林で，他の夏緑広葉樹類をほとんど混生せず，わずかにヤマナラシ，カマズミ，タニウ

ツギなどを小被度で混生するにすぎない。林床はホソバヒカゲスゲ，ヤマカモジグサ，ワラビ，

ススキ，オオヨモギ，アキノキリンソウ，アオモリアザミなどの多くの草原生の草本植物類が繁

茂し，低木層のカシワと二層群落を形成している。カシワ林については，宮脇，大場！971が北海

道におけるカシワ林を中心にエゾノヨロイグサーカシワ群集を報告している。しかし，この下北

半島，および東北地方のカシワ林等と総合常在度表で比較した結果，林床に生育する草本植物種

群にフ1コラ域のちがいによる大きな種類組成的弓が認められる。したがって，ここではホソバヒ

ヵゲスゲ，ヤマカモジグサ，ホタルカズラを標三種，および区分種としてヤマカモジグサーカシ

ワ群集としてまとめられた。このヤマカモジグサーカシワ群集は北海道におけるエゾノヨロイグ

サーカシワ群集に対応して，本州の中北部に分布するものと考えられる。ヤマカモジグサーカシ

ワ群集は，ここでは3亙lli群集，4変群集に下位区分された。

　　a）　コハマギク亜群集

　　コハマギク，オオウシノケグサ，キバナノカワラマツバ，センダイハギ，チャシバスゲで区

分され，砂丘上草本植物群落（ハマボウフウクラス）に続いて後方に，低木群落のパイオニア風

衝低木林として発達した群落である。したがって，ここではハマボウクラスの砂丘上華本植物群

落につづいて，ハマナスーハイネズ群集の低木群落にとってかわって発達している。群落の高さ

は2m以下で平均繊現種数2！種類ともっとも少ない。このコハマギク亜群集は，陸奥湾側の砂丘

上にもっとも多く分布し，太平洋側では猿ケ森砂丘上に局部的に認められるにすぎない。澱ハマ

ギク亜群集は，さらにカワラナデシコ，ハイネズ，ヒメィズイで区分されるハイネズ変群集とハ

マナス，マイヅルソウで区分されるハマナス変群集に下位区分された。

　　b）　イブキボウつウ亜群集

　イブキボウフウ，トダシバ，クロマツで区分される。群落高5～6mでカシワ林の典型的群落

と考えられ，平均出現種数25種類の二層群落を形成している。陸奥湾側の旧砂丘上に発達してい

るQ
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　　c）　バッコヤナギ亜群集

　バヅコヤナギ，ナワシロイチゴ，ヤマナラシ，ヤマブドウ，ノイバラ，ハンゴンソウ，チゴユ

リで区分される。区分種群として多くの低木植物が生育し，またガマズミ，ベニイタヤ，クリ，

ミズナラ，カマツカ，ヤマモミジなど，ブナクラスの標徴種群を低い常在度と植被率ながら混生

している。群落の高さは4m～11m（平均群落高麗8m）と，もっとも高く，平均出現種数にお

いても47種ときわめて多くの種類が混生している。このバッコヤナギ亜群集は，その群落組成と

分布からみて，高木夏緑広葉樹林のクマイザサーコナラ群落，あるいはクルマバソウーミズナラ

群落等の自然植生が破壊され，植生立地的に貧化した土地に代償難生的に拡がり発達した植分と

考えられ，潜在自然植生をクマイザサーコナラ群落とする地域の代償植生と考えられる。このバ

ッコヤナギ亜群集は陸奥湾側，太平洋側双方の内陸部，丘陵地上に発達している。バッコヤナギ

亜群集は，さらにクマイザサ，カスミザクラで区分されるクマイザサ変群集，ニガナ，ナガボノ

シロワレモコウ，リンドウ，ノ認ンギク，ヤマニガナ，キツネヤナギ，ノブドウで区分されるニ

ガナ変群集に下位区分された。

　ヤマカモジグサーカシワ群集，コハマギク亜群集，およびイブキボウフウ亜群集は，土地的極

相林としての自然植生と考えられ，陸奥湾側の海岸にとくに集中的に分布し，太平洋岸側には代

償植生としてのバッコヤナギ亙臣群集が散見されるイ包はきわめて少ない。この分布的なかたよりは，

　Flg．36．ヤマカモシグサーカシワ群集の群落相観（東通村岩屋）．

WindgeschorenerBestanddes　Brachypodio－Qrercetum　dentatae
（Higashidorl－Mura，　Iwaya）．
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冬季の北西側，すなわちむつ湾側からの季節風の影響によるものと考えられる（F三g．9参照）。

　このヤマカモジーカシワ群集は，北海道のエゾノヨロイグサーカシワ群集とともに，カシワを

標徴種としてカシワ群団にまとめられる。

　16）　マツバスゲーハンノキ群集（Tab．15）

　　Caric壼biwensis－Al筑eもu顯　japon壼cae　Sasak三Ya．1978

　湿潤立地上に発達する夏緑広葉樹林，高木層は10mないし22mにもおよび，ハンノキ，ヤチダ

モ，一部ではキタコブシが優占する。この3種類の高木類の他はトチノキ，ミズキ，オニグルミ

などを混生することがあるが，常在度，植被率ともにきわめて低い。亜高木1翻こおいても，～般

に植被率は低くハンノキ，ヤチダモ，キタコブシの常在度，植被率が高く，他の種群の混生は少

ない。低木層においては，ハイイヌツゲ，ミヤマイボタ，カンボク，カラコギカエデ，ケヤマウ

コギ，ノリウツギなどの低木類の常在度が高く，比較的植被率の高い特等も多い。草本層は一般

に植被率が高く，比較的高下の多年生草本植物タユヘゴ，タチアザミ，カサスゲ，ヒメシロネ，

オシダ，オニシモツケ，爆睡ナルコユリなどの他にタチギボウシ，マツバスゲ，ツボスミレ，ミ

ズバショウなどの常在度が高い。この下北半島のハンノキ林は，タチァザミ，タチギボウシ，ヤ

マグワ，マツバスゲ，オオカモメヅル，オオナルコユリ，ケナシヤブデマリで標徴，区分され裏

1ヨ本気候下のブナクラス域に広く分布が認められるマツバスゲーハンノキ群集（佐々木1978）に

含めまとめられる。マツバスゲーハンノキ群集は，ここでは以下の4阻i群集に区分された。

　　a）　イヌスギナ亜群集

　ドクゼリ，イヌスギナで区分される。高木層は！7～22mと高いが，林床はカサスゲが優占し，

ミズバショウ，タユスゲ，イヌスギナ，ドクゼリの植被率が高く，訟シクラスの種群によって占

められている。この群落はハンノキ，あるいはヤチダモの根元付近だけが盛り上がり，それぞれ

の冠水立地であるため，ヨシクラスの種群がよく繁茂している。

　　b）典型亜群集

　特別の区分層群をもたない。林床はカサスゲ，あるいはヨシ，オニシモツケ，ヒメシダ，ナガ

ボノシ耳コワレモコウの貸地率が高く，ヨシクラスの種群によって特徴づけられる。

　　c）　エゾフユノハナワラビ亜群集

　エゾフユノハナワラビ，オオバセンキュウ，ヒメナミキ，ツルウメモドキ，コウライテンナン

ショウ，アオハダで区：分される。このエゾフユノハナワラビ颯群集は群落高14～18mと高く，平

均娼現種数も40種類と，4亜群集中もっとも中間的である。このエゾフユノハナワラビ亜群集は，

前述のヨシクラスの影響の強いイヌスギナ亜群集，典型亜群集に比して，もっともハンノキ林の

特微をよく示している群落である。

　　d）　ツリフネソウ亜群集

　ツリフネソウ，ホウチャクソウ，ズミ，イッポソワラビ，ツルニンジンで区分される。4亜門
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Fig．37．マッバスゲーハンノキ群集の群落相観（東通村蒲野沢）．

Physlognomledes　Carici　biwensis・Alnetum　lapo鷺icae
（HigashidOrl－Mura，　KabanOsawa）．

　　　　　Fig。38．マッバスゲーハンノキ群集の林内相観（東通村蒲野沢）．
Inneresdes　Carlci　biwensis・AlnetumlaP・nicae（Kaban・sawa，20mNN）・
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集の中でもっとも鵡現種数が多く42～64種（平均出現種数49種）の生育が認められた。隣接群落

であるヨシクラス，鶴町シモツケーオオヨモギクラスの構成種群の他，低木，ツル植物などの混

入によるものである。

b　低　木　群　落

Geb貸schgesel韮schaf毛en

　D　マルバシモツケーコメッッジ群集（Tab．16）

　　Spiraeo　beti茎i£o蓋iae－Rhododendretum　tschonoskii　ass．nov．

　下北半島北部のむつ市の酉側に，下北半島での最高峰で，カルデラ湖である宇曾利山湖の外輪

山の一包をなしている釜伏山879mがある。この釜伏山の山頂部は釜を伏せたように岩塊が突照

している。この民謡山山頂域，および半島北谷部の縫道石山（628m）の山頂部にミヤマナラの低

木およびコメツツジ，ミネヤナギ，マルバシモツケ，ウラジロヨウラク，ホツツジ，ミヤマハン

ノキ，アカミノイヌツゲ，ハナヒリノキ，ミネザクラなどの多くの低木類と，ヘビノネロザ，ヒ

メノガリヤス，アキノキリンソウ，ヒメカンスゲ，イワキソバイ，ショウジョウスゲなどの草本

植物を多く供なった風衝低木群落が発達している。この低木林は釜伏山の山腹の大半を占めるヒ

メアオキーブナ群集の上部に発達しており，ブナクラス域へ山地風衝心に発達するコメツツジー

ハコネコメツツジクラス（大場1973）に属する群落と考えられる。このコメソツジーハコネコメ

ツツジクラスに属するチョウジコメツツジ群集（：大場1973），およびミヤマママコナーオオ仏門

ツツジ群集，オオバツツジ群集，ヌマガヤ～オオコメツツジ群落（宮脇1968）と常在度表で比較

した結果，これらの群落とはロメツツジ，雛ケモモ，ヘビノネゴザ，ヒメノガリヤス，マルバシ

モツケ，ミネヤナギの多くの種群で区分される。したがって，これらの種群を標徴種および七分

種としてマルバシモツケーコメツツジ群集としてまとめられた。群落の高さは30cmから130cm

におよび，群落高約70cmを越えるものは工層群落に階層が分化している、，平均出現並数は16種

類で比較的一定している。マルバシモツケーコメツツジ群集は以下の5亜群集に区分される。

　　a）　ヒノキアスナロ亜群集

　ヒノキアスナロー種で区分される。ヒノキアスナΣ・亜群集は，縫道石山の南西斜面，標高約

620mで得られ，コメツツジ，ヒノキアスナロ，アカミノイヌツゲの常在度，植被痩が高い。また

マルバシモツケ，ミネヤナギを欠いている。平均娼現種数は13種類ともっとも少ない。このヒノ

キアスナロ亜群集の生育している山頂部の露岩地には，地表植物のオオウラヒダイワタケノ46か

〃ogy昭槻61漉ノz加ノ弓gだが密生し，マルバシモツケーコメツツジ群集内にも生育している。また隣

接する森林髄生は，縫道石岳一帯に生育するヒノキアスナロ群集である。

　　b）　ツルッゲ亜群集

　ツルッゲ，チシマザサ，ヒカゲノカズラ，ミヤマスミレ，ベニバナイチヤクソウ，ミヤマワラ

ビ，マンネンスギ，イワガラミ，マイヅルソウ，ノギラン，ウスバサィシンなどの多くの種群に
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　　　　　Fig．39．’マルバシモツケーコメツツジ群集の群落相観（むつ市釜臥山）．

　　　　Bestallddes　Spiτaeo　beti亙lfc）liae．Rhododendretum　tschonoskil

　　　　auf　dem　Berg　Kamabuse　870m蒲er　dem　Meer，

よって区分される。このツルツゲ罫1群集は，これらの区分種群の他にコメツツジ，コケモモ，ミ

ネヤナギ，ミヤマナラ，ハナヒリノキ，アカミノイヌツゲなどの低木類の常在度，および植被率

が高く，平均出現騒騒25種類と他の亙1巨群集に比較してとび抜けて多く，森林群落への移行群落と

考えられる。

　　c）典型亜群集

　特別の区分種をもたない群落で，ここではコメツツジの植被率は低く，ミヤマナラの低木が優

占している。釜伏山で認められた。平均出現種数は17である。

　　d）　ハイネズ亜群集

　ハイネズ，イワセソトウソウで区分される。群落ljは40Cmと低く，ほ伏性の群落でコメツツ

ジの植被率がもっとも難い。イワノガリヤス，ヘビノネ澱ザ，イワキンパイ，アキノキジンソウ，

イワセントウソウなどの草本植物種群が鼠立っている。縫道石岳で認められた。

　　e）　ミヤマトウキ亜群集

　ミヤマトウキ，イヌヨモギの草本植物種群で区分される。釜伏山で発達が認められ，群落高は

30cmから90cmと比較的低い散生群落が多い。　コメツツジがもっとも難い植被率を占め，ミネ

ヤナギ，コケモモ，マルパシモツケ，ミヤマハンノキ，ノリウツギなどの低．木類や，ヘビノネゴ

ザ，ヒメノガジヤス，ショウジョウスゲ，アキノキゾソソウなどの多くの草本槌物種群の植被率
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が高い。平均出現種数は14種類で，マルバシモツケーコメツツジ群集の亜群集の中では平均的群

落といえる。

　マルバシモツケーコメツツジ群集は，生育地が突出した岩峰であることから，土地要因と山頂

効果によって発達した凝亜高山低木群落であり，植生帯としては，ブナクラス域にあるものと考

えられる。

　2）　ヒメノガリヤスードクウッギ群落（Tab．17－a）

　　Cα護αηεαgro8だ8　1己αた。几θπsεs－OorεαrεαノαPoπεcα轄Gese1韮sckaft

　低地の本領斜地や崩壊地に発達する低木群落である。高さ1mほどのドクウツギ，イヌコリヤ

ナギ，ヤマハギ，キブシ，キツネヤナギなどの夏緑生低木類によって群落は構成される。ここで

はドクウツギの植被率がもっとも高い。草本構物はススキ，オオタチツボスミレの他オオヨモギ，

トリアシショウマ，アキタブキ，ウドなど滋モギクラスの種群が多いがいずれも櫨被率は低い。

　この群落は段鼻面の肩部分に見られるが，道路沿いの人工のり面の肩付近にも見られ，多くは

火山灰土など比較的軟らかい土質の上に発達している。このヒメノガリヤスーボクウツギ群落は

ドクウツギを群落区分種としてまとめられ，イヌロリヤナギ，ヤマハギ，スギナは後述のヤマブ

ヤショウマーヒメヤシャブシ群集に対する区分種となっている。

　3）　ヤマブキショウマーヒメヤシャブシ群集（Tab，17－b）

　　Arunco・Al舞eも羅m　pendulae　Miyawak量eta蓋．1977

　尾駁沼の湖岸にみられる段丘などのように，岩質の砂岩，およびシルト岩の急傾斜地に発達す

る低木群落で，オオバクロモジ，ヒメヤシャブシ，タ諏ウツギ，モミジイチゴなどの低木類が繁

茂し，永永率は75～80％と高い。草本層においては約1mの高さでチマキザサ，ヒメノガリヤス，

オオタチツボスミレ，トジアシショウマ，ヤマブキショウマなどが生育している。

　ヒメノガリヤスーヒメヤシャシャブソ群落は，以下の2下位群落に下位区分された。

　　a）　ヤマブキショウマ亜群集

　ヤマブキショウマー種で区分される。低木層にヒメノガリヤスが優占するヤマブキショウマー

ヒメヤシャブン群集の典型的植分である。

　　b）　チマキザサ亜群集

　チマキザサ，ツルウメモドキ，イヌガソソク，ミゾシダ，ヒカゲスゲ，ツノハシバミ，イヌザ

ンショウの多くの種群で区分される。低木1蕾はオオバクロモジ，タニウツギが優占し，森林生の

低木オオバクμモジ，ハイイヌガヤ，チマキザサなどが混生している。また出現種数も21種類と

多くなっていることから森林群落への移行群落といえる。
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　　　　　　欝響

懸懇耀壼、 姦
隷擁．

岡崎菟
戴寒肉摺、
・寒ご＼＼’

擁
　　　　　Fig．40．段丘崖のシルi・岩上に発達した低木群落ヤマブキショウマー

　　　　　　　　　　ヒメヤシャブシ群集（六ケ所村尾駁）．

　　　　　Arunco．Alnetum　pendulae　aufFelsterrassen（Obuchi，20mNN），

　4）　モミジイチゴークマイチゴ群落（Tab。18）

　　Rπb麗sρα置7πα加8var，　cqρ⑳P九〃伽s・・翫肱s　crα‘αθρε’o磁8・GeseHsc臨aft

　森林の伐採跡地や，荒地に発達する低木群落。モミジイチゴ，クマイチゴのバラ科有刺低木植

物の他キブシ，タエウツギ，キツネヤナギなどの低木植物によって区分される。下北半島におい

て比較的広い面積で森林伐採がおこなわれているのは下北丘陵や恐山一難火山群の山地帯であり，

おもにヒノキアスナ峯コ群集域（ヒバ林）である、，…般にブナクラス域の森林伐採跡地では，伐採

後初期は一年生の草木植物群落であるベニバナボロギクーダソドボ麗麗ク群集，続いて多年生草

本植物群落であるススキクラスの群落，あるいは磁モギクラスの群落を経て，低木群落のタニウ

ツギ群団，そして森林植生と移行遷移すると考えられる。しかし，比較的貧養な伐採跡地では，

いきなりススキクラス，あるいはこのバラ科有刺低木類の群落が発達する。調査された5調査区

のうち調査番号1～2は，ススキクラスの種群の植被率が高く，ススキ，アオモリアザミ，ハハ

コグサ，ノロギリソウなどの多年生草本植物が多く混生している。調査番号3～5は，とくにモ

ミジイチゴ，クマイチゴのバラ科植物やキブシ，タニウツギ，ヤマブiぐウ，クマヤナギなどの低

木植物が多く組成的にも大きな差がある。しかし，ここではモミジィチゴークマィチゴ群落とし

て一括してまとめられた。モミジイチゴークマヤナギ群落は，森林伐採後の年数や，立地の差に

より維成的には大きな差があり，とくに，．伐採地に切り残された森林の林床植物や，伐採後侵入
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糠耀二品
　Fig．4！．ヒノキアスナロ群集の伐採跡地とモミジイチゴークマイチゴ群落（八郎鳥帽子岳）．

　　Kahlschlaggeb廿sc｝｝von　R’め～’3／）αZ〃z‘z’～‘5　var．αψ∫oρ1り〃～‘5－R”ゐ～’5θ耀αβ8・ヴb！’”5・Gese11schaft

　　nach　Kahlschlag（1es　Thujops三etum　hondae（Berg　Hachiroeboshi300m　NN）．

した一年生草本植物，ススキクラスやオニシモツケーオオヨモギクラスの多年生草本植物などが

泥在しているためである。

　5）　ハマナスーエゾノコりン：ゴ群集（Tab．19）

　　Roso－Maletmn　mandshuricae　O楠a，MiyawakietTx。1973

　海岸砂丘上，海岸崖，山頂岩地の風衝地など発達する低木群落，群落の高さ2m以下でヒロバ

ヘビノボラズ，エゾノコリンゴ，イチイ，ヒョウタンボク，タニウツギ，ノリウツギなどの低木

類やクマヤナギ，ヤマブドウ，オニツルウメモドキ，サルトリイバラ，センニンソウなどのツル

植物も高い常在度で混生する。エゾノコリンゴを標徴種としてハマナスーエゾノコリンゴ群集

（大場等1971）にまとめられる。大難等197！はハマナスーエゾノコリンゴ群集をハマナス群団

Rosetalia　rugosaeに含めまとめているが，ハマナスーエゾノコリソゴ群集は，海罎砂

丘地に限らず海岸崖，山頂縫地などの懇懇地に広く分窟が認められ，また他の多くの低木類を混

生することからタニウツギ群細（堀川，佐々木1968）に含めまとめるのが妥当と考えられる。こ

のハマナスーエゾノコリンゴ群集は，ここ下北地方では多くはエゾィタヤーシナノキ群集に移行

するマント群落と考えられる。ハマナスーエゾノコリンゴ群集はここでは以下の2亜群集が認め

られた。
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　　a）　イチイ亜群集

　イチイ，クマヤナギで区分される。津軽海峡に面する海岸段丘面に発達した風衝低木林で常緑

針葉樹のイチイが優占してる。

　　も）キンギンボク亜群集

　キンギンボク，オニツルウメモドキで引分される。桑畑山の山頂部の石灰岩の露岩上，尻労の

海岸岩地（石灰岩），小田野沢の砂丘砂上の風衝地に発達が認められた。

　6）　ミヤマビャクシン群落（Tab．20）

　　」ππεPθr認sαrρθπ‘εε一Gesellschafも

　海岸岩崖に発達する風衝低木群落。ほ伏生の針葉樹ミヤマビャクシンがカーペット状にひろが

り，そのミヤマビャクシンの枯葉の間からコハマギク，オオウシノケグサ，ヤマカモジグサ，シ

ョウジョウスゲ，ススキ，アキカラマツなど草本植物が見えかくれするように，しかしながら地

表面にほとんどカーペット状に繁茂している。下北半島では泊海岸の岩野地と尻屋崎，冷冷クキ

ドウノ崎の海岸岩地にのみ生育が認められた。ミヤマビャクシン群落は以下の2群落に下位区分

された。

　　a）　ススキ下位群落

　ススキ，ヒロバクサフジ，キバナノカワラマツバ，キンギンボクで区分される。尻労クキドウ

ノ崎で得られた群落でハマオト諏滋モギーコハマギク群集セこ接して発達しており，ススキクラス

のススキ，コハマギク，アキカラマツ，ショウジョウスゲなど草本植物の植被率が高い。

　　b）　ヤマツツジ下位群落

　ヤマツツジ，ツリガネニンジンで区分される。泊海岸の岩狸で認められた群落でヤマツツジ，

ミヤマイボタ，ツタウルシ，クマヤナギなど木本植物の髄被率が高い。

　7）ハマナス先駆群落（Tab．2トa）

　　π08αr配go8α・P三〇無iergesellsc難aft

　とくに太平洋岸側の天ケ森，猿ケ森などの大砂丘地には，群落の高さ1m足らずのハマナスの

低木群落が見られる。海襟汀線に平行して発達している比高差数mの砂丘列の，二列あるいは三

列屡の後砂丘上に発達している。

　ここでは砂上草本構物群落のオニシバーハマニンニク群集，ハマニソニクーコウボウムギ群集，

あるいは後背湿地植生ヒライーカモノハシ群集と隣接し，また一部ではクロマツの造林地と隣接

している群落もある。

　群落はハマナスの優先低木林でクロマツ，タニウツギを小鳩度に混生するものがある他は他の

低木類はまったく混生していない。林床の草本層においても砂丘上草本植物群落の構成種である

ハマニンニク，ハマヒルガオ，ハマボウフウ，オニシバ，ハマニガナ，ハマエンドウなどが多く，
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Nr．　d，　Aufn．：

Datum　d，　Aufnahmel

Gr68e　d．　Probeflache（m×m）：

Expos三tion；

Neigung　（o）：

1｛6he　（L　Vegetatlon　（cm）：

王）eckung　d．　Vegetatlon（％）：

Artenzahl；

Trennart　der　Gesellschaft；

　Jz〃～ψ8ノマ6∫5α7冨8／zご’ピ

Trennarte賑der　Untereinheit：

Tab．20．ミャマビャクシン群落
」～4πψθフ』‘‘∫　5αア98／z彦’∫一Gesellschaft

　ム必∫cαπ〃L，455’π8ノ～5∫5

　Wc’αブ＠02眈α

　GαZ∫Z‘〃ゐη6π‘〃多var．α5どα’∫α〃π

　乙0π’αヲプαノπ0ノγOZO∫∫

Trennarten　der　Untereinhelt：

五4θノ～‘ψ1・・1π’1’ψ1り・ZZαva垣‘ψ・〃どαz

Rlzoゐ漉ノ～爵w～たαθ〃顧σノゾ

調査番号

調査年月臼（月／ED

調査面積

方　　．位

傾　　斜

群落の高さ

群落の上被率

出現－歯数

群落区分種

　ミヤマビャクシン

下位群落区分種

　ススキ

　ヒロハクサフジ

　キバナカワラマツバ

　キンギンボク

下位群落区分1重

　ツリガネニンジン

　ヤマツツジ

Kea月一u，　Trennarten　d．1ユ6heren£inheiten：．1二級単．位の標徴種，区分種

　Coco雇～躍07・δfc雇αZz‘5　　　　　　　　　　アオツヅラフジ

　ゐ∫9～‘5ρ’～〃μ∫561LOノ～0凹々　　　　　　　　　ミヤマイボタ
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　B61・訪6’雇αフ・α06〃～05α　　　　　　　　　　クマヤナギ

Begleiter：　　　　　　　　　　随伴種
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ノzz”απ5コメガや十。2，　in　3：Zθ蔽。ηα561アα’αケヤキ十，1n　Nr．4：5bZ’4詑goη〃9α一α～‘1「αz　var．α5’α々。α
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Fundorte調査地：！－3，　Shltsukari，　Kuki〔10no－Kap．尻労クキドウノ崎，蛋5：Tomar三泊
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Fig．42．砂丘後方の低木マント群落，・・マナス先駆群落（東通村小EEI野沢繭通）．

　　　PlonieレPhase　von　Rθ∫‘多川go5αals　Mantelgesellschaft　au圭alten　Dこ玉nen

　　　（Minami〔lor三一DUnenkUste，　Higashidori－Mura）．

またヤマアワ，ススキ，オオウシノケグサなど華原生の構成種群は少なく，この低木群落を特徴

づける特別の種群を欠いている。したがってこの群落は来発達なハマナス先駆梢としてまとめら

れる。この地方の砂丘地帯は多くは砂丘砂鉄採収やクロマツの造林等で大規模に人的影響が加わ

っており，海岸低木マント群落であるハマナス群落は，他の砂丘草本櫨物騒勲こ比してその翻復

が遅く，乗発達のままにいると考えられる。またハマナス先駆群落はハイネズの生育地よりも，

砂の移動の少ない平垣地や地下水位の高いより湿性地に発達している。

　このハマナス先駆群落はコウボウシバ，ススキ，ヤマァワなどの草本植物群をわずかをこ混生し

はじめており，次期遷移群落としては本州とくに日本海岸嚢llで認められているアキダミーハマナ

ス群集Elaeagao－Rosetum　rugosiより，むしろ北海道で認められているヤマブドウ

ー・・マナス群集Vitici－Rosetuln　rugosiへの移行が考えられる。

　8）　ハマナスーハイネズ群集（Tal）．22）

　　Roso・Juniperet疑m　conferもae　Ohba，　Miyawak量etTx．19ア3

　海難砂丘華本植物群落の後方に発達する最初の低木群落で，個旬生の針葉樹ハイネズが優馨し

ハマナス，クロマツの低木類を小三度で混生している。砂丘前線域の不安定帯，半安定帯では株

状のハマニンニク，ケカモノハシや，群状に生育するハマヒノレガオ，ハマエンドウなどの：革本植
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Fig．43．海岸クロマツ植林のマント群落として発達しているハマナスー

　　　　ハイネズ雲集（東通村老部海岸）．

　　Man毛elart三ges　R・so・Junil）eretum　c・nfertae　alnRand

　　eines芦〃～’∫〃3’〃め8’：9～～・Forstes　auほ）Unen（DUnenk菰ste　bei　Oibe＞

物によって砂の移動が比較的おさえられ，さらに，後方にこのハマナス，ハイネズ，クμマツな

どの低木類が繁茂し小砂丘をなして安定帯を形成している。

　この低木群落は，ハマナス，ハイネズを標徴種としてハマナスーハイネズ群集にまとめられる。

ハマナスーハイネズ群集は，前述のように汀線に平行して帯状に発達する砂丘植生のもっとも後

方に発達する低木林であるが，砂丘地形の変動，風の変化等によると考えられる砂丘植生の後退

によって，ハマナスーハイネズ群集が，小砂丘を形成したまま群状にとり残されている植分も多

い（Fig．44参照）。

　このような生育地と群落組成のちがいからハマナスーハイネズ群集は以下の31臣群集が認めら

れた。

　　a）　ハマボウフウ亜群集

　ホマボウフウ，クロマツで区分され，砂蟹草本植物群落帯（半安定帯）にとり残された小砂丘

上に群生した群落である。市国海岸に多く認められる（Fig．44）。

　　b）　ノ、マナス亜群集

　ハマナス，ケカモノハシ，シロヨモギ，ウンラン，ソナレスミレで区分される。むつ開聞の砂

丘地セこ認められる。砂丘の規模が小さく，群落がモザイク状に発達している砂丘地での群落であ
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　Fig，44．砂丘後方の最初の低木群落，ハマナスーハイネズ群集群落相観

　　　　　（穴ケ所村市報海岸）．

GebUschdes　Roso．Juniperetum　confertae　aufaltenD萱nen（lch三yanagl
K面sten－Danen）．

る。多くの砂丘華本義物種群が混生している。

　　C）　コハマギク亜群集

　コハマギクで区分される。むつ湾側の砂丘状に発達している。むつ湾側の砂丘地は段差2mぽ

かりの海爆段丘上にも発達しており，段丘下の不安定帯から段丘上の安定帯にいきなり続いてお

り，半安定階を欠いた植生配分をなしている。したがって，先述のハマナス亜群集では，砂丘上

草本植物のウンヲソ，ケカモノハシ，シロヨモギ，ソナレスミレなどの多くの種群を混生してい

る特徴をもっている。このコハマギク彌群集では，オオウシノケグサ，コハマギク，アズマギク，

ススキ，キリンソウなどすでにススキクラスの種群の混生力湘立っている。コハマギク雛群集は，

さらにナワシロイチゴで区分されるナワシロイチゴ変群集，ガンコウラン，ヒメヤブランで区分

されるガンコウラン変群集，ススキによって区分されるススキ変群集とに下位区分された。

　9）　イヌコリヤナギ先駆群落（Tab，2レb）

　　Sα琵κεπfεσrαμPioniergesellschaft

　海岸砂丘草本植物群落の後方にはハマナス，ハイネズなどの低木群落，ハマナスーハイネズ群

集やハマナス先駆群落が発達している。さらに，ハマナスの先駆群落と混在してイヌコリヤナギ
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の低木群落が砂丘上に発達している。

　群落の高さ40～130cmでイヌコリヤナギが優議し，タニウツギ，ハマナス，クロマツの低木

類が小職度で混生している。下生えにはハマニンニク，コウボウシバ，ハマエンドウ，ヤマアワ，

ススキ，ヒラィなどがいずれも低被度で混生している。この群落はイヌコリヤナギー種を区分種

としてイヌ隷リヤナギ先駆群落としてまとめられた。イヌコヲヤナギ先駆群落は，砂丘凹状部の

地下水位の比較的高い場所（ここではコウボウシバ，ヒラィを供なう）にも発達しているが，凸

状地の乾性立地にも多い。下北半島では，太平洋側の砂丘上の，とくに南部の国璽，天ケ森砂丘

．しに多く観察された。

　この砂丘地のヤナギ類の群落は，秋田県の能代海岸域でもイヌ潔リヤナギ，オノエヤナギの低

木林が認められ，乾燥，適湿の両極端立地での先駆植物としてのヤナギ類の，生態的特微の～端

を示す群落として興味深い。

　10）　イソノキーヤチャナ繊麗落（Tab．23）

　　1己1εα〃επ既s　er8πα♂α一ノ吻｝’εcασαZθvar。ご。ηεθπ♂08α一Gese玉lschaf重

　下北半島北部，田名部泥炭地におもに認められた湿原内低木群落。イソノキーヤチヤナギ群落

は，高さ2m以下のイソノキ，ヤチヤナギの他，低木類ではノリウツギ，クマヤナギ，ハイイヌ

田嚢夢

　霧

　　　Fig．45．イソノキーヤチヤナギ群落（むつ市，金谷沢）。

R1～α〃〃～～，∫ご1・召〃α’α．躍yノ㊧αgα♂6　var．伽〃8雇05α．Gesellscha士t　auf　dem　Tanabu．

Torfmoor（Stadt　Mutsu，　Kanayasawa）．
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　　　　Tab．23．イソノキーヤチヤナギ群落
Rんα〃〃・z‘∫α・θノ～α如一堰）ワ’～6α9αZ8　var．∠・ノノ～8〃ω5α・Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Auf1｝ahme：

Gr6βe　d，　Probeflache（m　x　m）：

H6he〔L　Strauchsじhicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

恥he　d・Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

Artenzah1：

調査番号

調査月日（月／日）

調査面積

低木層の高さ

低木層の植被野

草三層の高さ

草本層の植被率

出現函数

Trennarten（ler　Gesellschaft：

　必～んα〃η㍑，∫6ノ．・θ～αzα

　ム勿1ゾCα9αZ8　var．’0η～8／zご05α

Sonstige　Arten：

　理y41’απ98αραπ’α‘～α如

　＆〃zg～で’50ノ加州～’｛ル！1αvar．α～ゐα

　石yぐ砂～4∫7〃αα盈1αノ観5

　P1〃「α9〃漉郡αz’5‘ノ’α〃∫

　T1躍ら少ご8”～∫ρα！’‘5〃・15

Pご8’¶’4々〃ノ凄α9ノ～液ノ～～槻var．1α加5αぐz酬

ム癒∫α～ノz〃π‘∫5∫π〔ノノ15’∫

βノーα61りψoぬθノ’．鐸Zηα加〃〃’var．ノ〃～501wπヤマカモジグサ

魚Zoノπ9～∫〃～’61噂αノ～〃～α

Tノゴα漉ノ～μ〃’ブ妙。ノ～～α‘〃’

TIZ8らμ6ヂ～∫ブζψ0η’Cαvar．ノb〃〃0∫α

々y5’〃～αc1Lガα4αw‘7・～ぐα

β6ノ℃ん8ノ〃～αノ・α‘8ノノZO∫α

Pθオ6ノ～z〃αノ〉弓《yπ～α刀α

Rんκ5〃「’‘1’ocαψα

ハ伽Z加～砂5’5ノ妙。ノ～～ω

05〃耀〃ぬノ妙。刀1ごα

群落区分種

　イソノキ

　ヤチヤナギ

その他の種群

　ノリウツギ

　ナカボノシロワレモコウ

　ヒメシロ不

　ヨシ

　ヒメシダ

　ワラビ

　ススキ

アリノトウグサ

ミズオトギリ

ィワハリガネワラビ

クサレダマ

クマヤナギ

ミツバツチグリ

ヤマウルシ

ヌマガヤ

ゼンマイ

05〃μ〃～諏．∫〃～〃πc’ノ～ノ～α〃～o〃昭1〃2～var．ノわん’8ノ～36ヤ’マドリゼンマイ

1）∫ノZκ54βπ5｛πoノ’α

魚Zoノ～切）豆∫o’廊ノ～如～～∫

ムyご11／wμαノκ忽）∫

アカマツ

ショウジョウバカマ

ミソハギ

　1　　2　　3　　4　　5
6／23　　6／23　　6／23　　8／21　　8／21

5x5　5×5　5×5　8×8　8×8

1・5　1・8

90　　85

0・6　0・6

20　　20

　9　　13

1。4

90

0・6

20

！5

90　1・3

90　　95

22　　24

15’45●43’32●34●3i
　　　l。2　　2。2　　3・3　　2・3i

1・2

1・1

o

十

■

！・2

　1

十

●

o

2・2

●

o

o

十

●

■

●

o

o

の

3・3

2・2

・

！・2

1・2

1・2

　十

÷・2

●

●

●

●

●

o

●

●

o

o

o

●

！・2

　÷

　÷

1・1

1・2

1。2

十・2

　十

●

　十

÷。2

　十

　十

　十

。

●

●

○

●

●

1・2

　十

　十

÷。2

●

1．・2

o

1。2

十

●

■

o

十

十

2・3

十

1・2

十

十

趨．難．ご測4～．種＿今蔓β鮭無ゴ側曾in恥娯．inム鍵n・理博無R～め螂♪ω脚ゲbZ甜5ナワシロイチゴS一十，

1・2

1。2

　十

1・2

÷・2

　十

十。2

●

十

o

o

十

十

●

●

　十

　十

／・2

　十

十・2

　十

Cα1・薦

曜》6／z読。～，～α1αオォァ．ビスゲK＿十，in　Nr。3：乃～ρρん。／9ααノ’～5ωZocノ～～of485オオカモメヅルK一十，

in　Nr．4：Cω’砿Zα5’o‘αψαvar．　ocα．”α那ムジナスゲK一十・2》ゐ。ゐ81～α5853～♂ケb♂～αサワギキョウK一十，

乃層’58〃5α’αvar・ψoη彦α〃8αノハナショウブK一十，蔽1’‘55’8加～読∫ズミK一←，　in　Nr．5：〃8記。ノー6〃α’α

var．ραZz‘4∂∫αハイイヌツゲK一十・2，　Ro∫α〃耀～6ζ〃。／rαノイバラK一十，　A〃4）8Z砂∫15肋で㌘ψ84μ7～c～4Zα∫α

ノブドウK一十，Z）ノη381噂αノ祝πη聯oZ盈モウセンゴケK一十，κ｝ソ）81’ぬ〃μ8泥ご’～‘ノπオトギリソウK：一÷，

・1μ刀6μ∫¢が‘躍5var．磁。ψ妙～3イ　K一÷．

調査地Fundort；八徳池Hattsu－See　ln（le「Stadt　Muts〔1●



80

ツゲ，ズミ，アカマツの芽生えが混生している。草本植物ではナガボノシロワレモコウ，ヒメシ

ロネ，ヨシ，ワラビ，ヒメシダ，ススキ，ヌマガヤなどの常在度が高い。調査された群落は八忠

池（むつ市の東南方）近くの湿潤な泥炭地であり，周囲近くまで水田として利用されている。湿

原内には排水用水路が堀ってあり，冠水立地は現在ほとんどないが地下水位はまだ高く，ヨシク

ラスの種群とススキクラスの種群がともに混生している。このイソノキーヤチヤナギ群落は，こ

の排水溝による乾燥化（地下水位の低下）によって，さらに拡大繁茂した低木群落と考えられる。

ヤチヤナギそのものは下北半島においては小川原湖畔の湿原内や，太平洋側の砂丘後背湿地，沼

地の周辺に群生しているが，小規模な群落でしかない。

c　硫気孔周辺の植物群落

Schwefelvege重ation

　火山の多い我が国では，高い地温と薫硫酸ガス，そして強酸性土ときわめて特異な環境条件に

ある硫気孔地が多く，そこではこれらの特異な環境に対応した特異の植生が発達している。すな

わち，硫気孔周辺特有のヤマタヌキラン，ツクシテンツキのイネ科植物やイオウゴケ，チャツボ

ミゴケの地衣やコケ類による群落である。とくにイオウゴケ，チャツボミゴケは日本の硫気孔植

生に共通して生育しており，イオウゴケーチャツボミゴケ（シロッボミゴケ）クラス（大場1975）

　Fig．46．多様な硫気孔植生の発達している恐山（むつ市）．

Berg　Osoreyama（220m　NN），　auf　dem　Inehrere　Schwefelquellen　mit

Schwefelvege£atlon　en士wlckelt　sind．
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にまとめられる。下北半島においては北部の恐山火山群の中央部にある自転利鎌周辺のみに硫気

孔植生が見られる。ここでは硫気孔植生としての草本植物群落の他，その周囲では硫気と強い酸

性土壌のためにブナ林などの森林植生は後退し，特異な低木群落（シ担バナシャクナゲーアカミ

ノイヌツゲ群落）が発達している。またさらに後方の森林植生ブナ林においても，そのブナの幹

にはほとんど着生地衣類は認められない。

　D　イソツツジ群落（Tab．24）

　　ゐθ伽配ρα」π8frθvaL　4εひεr8εPεJo8π配・Gesellschaft

　ヤマタヌキラン群集と接して後方に，高さ50cmほどの低木植物イソツツジが繁茂している群

落である。イソツツジ群落は，イソツツジー種だけの単一樹種群落の群落も多く，また林床にイ

オウゴケが生育する群落もある。他植物と混生している群落ではヌマガヤ，ヤマウルシ，ハイイ

ヌツゲ，チマキザサを混じえ，ハイイヌツゲ下位群落にまとめられる。ハイイヌツゲ下位群落は，

さらにヒロバハナヒリノキ，ヤマドリゼンマイを混生するヒμハハナヒリノキ下位群落と特別の

区分種をもたない典型下位群落とに下位区分される。

　ハイイヌツゲ下位落群落では，一般に硫気孔難生に多いススキが混生しておらず，ヌマガヤが

代って生育しているのが特微である。

灘灘議議議薦籔畿議灘懸心嚢　嚢畿論義雛翻

藩。．瞬・． 砂越饗蕪，

難難嚢

脚長勤

Fig．47．硫気孔のある荒地に発達しているイソツツジ群落（むつ市恐山）。

Geb廿sche　derゐθ4～〃〃∫》α♂～ど5ケ。　var，読四βノ3ψ’Zo5～〃ノ～一Gesellschaft　am　Ra鍛de　einer

Schwefelquelle（Osore　Zan，220m　NN）．
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Nr．　d．　Aufn．：

GrδBe　d．　Pfobeflache（m2）：

Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchscl｝icht（％）：

H6he　d．　Krautschlcht（・n）：

Deckung　d．　Krautschie1ユt（％）：

Deckung　d．　Moosschicht（％）；

Artenzahl：

　　　　　　　　Tab．24．イソツツジ群落
　　　　　　．乙θ4zθπ1）α♂z‘5〃「θvar．4加召ノ写ψμ05’〃ア～一Gsellschaft

a：Typlsche　Untereinheit典型下位群落

b：Untereinheit　VOn　Z1躍f’》11鷹αVaLρ召Z～’610∫α　・・イイスツゲ下位群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　i…・旨　・

調査番号

調査爾積

低木層の高さ

低木層の植被率

草本麟の高さ

草本層の植被率

コケ履の植被率

｝二lll現価数

11234567891011125252592563030！6、616
i＿＿＿＿＿＿＿＿1．5、．7L6
i＿＿＿＿＿＿＿＿304040
iO．40．50．40．30．70．80．50．50．60，5　　〕、

i959090807095王00959085801

ir碗91弱三脚7i

1

Trennart　d．　Gesellschaft： 群落区分種

ゐ8♂～〃π餌Zz観鐸var．‘1加¢2・∫ψゴZO52’〃～イソツツジ

Trennarten　d．　U漁tere三n1ユeiten：下位群落区分種

MoZ∫7～∫砂5∫り‘ψo刀1ぐα

Rん郡∫’ノゾ‘ゐ。ごαア茅｝‘z

lZ躍。7で刀鷹αvar．鋼Zz‘ゐ5α

5α5αραzノ〃砒乙

ゐ6μco功。θ8γ曜y躍～α

ヌマガヤ

ヤマウルシ

ハイイヌツゲ

チマキザサ

竃511鍾5．5贈臥45．44．451砿2互2！．21

ヒ・・…ナヒリノ劉
052〃～〃κ♂α∫’ηρノ払。’〃〃αノ7～o〃～β～〃23var．ノbた’8ノ～∫8

Begleiter：

　αα40／z～α’1～8’（～ρ乃fZα

　cα1で露αノ～9～‘5だ59～‘αノ；～α

　ヤーマ｝ごジゼンマイ

随伴種

　イオウゴケ

　ヤマタヌキラソ

。

●

●

曹

o

o

o

●

o

夢

●　　　　　　　●　　　　　　　9

o

●

　．2．2　2．3　2．2　2．2　3．4　1，2　3．4i

い2・3・＋L21・2Lli
i2・2・L2L1＋L21・1i
L一∵．∴盆2ユ劇a旦2匿塾2

　　’L2．●i2・23・33・3i

・　　。　　・　　。　　。　；L23．32．2

・5．5

十　　・

●

○

Fundort　und　Datum葺二二…地と調査年月日；Osorezan恐1」．1，22．　Jun三1972．

　イソツツジは硫気孔周辺の特徴的な低木群落として発達しているが，一部では湿原内にも生育

している。また，植生帯でみると，この恐山や八幡平のようにブナクラス域に発達している群落

と，北海道のようにハイマツ，ダケカンバと混生するコケモモートウヒクラス域に発達する群落

があり，群落組成に大きな差異がある。したがって，例えばイソツツジを標徴種としての同一牙洋

集にまとめるには問題があり，ここではイソツツジ群落としてまとめるにとどめた。

　2）　シ日バナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群落（Tab25）

　　勲ododθ認roπわrαo勿。α避P配7πvaτ」08ε配πL一∬」θκ81‘9θroたεvar．わr頗pe4ππ副α¢α一Gese茎茎scha£t

　恐山宇曾利湖畔の硫気孔地からやや離れた丘：の上に発達する低木群落，シロバナシャクナゲ，

アカミノイヌソゲ，ウスノキ，ヤマウルシ，ヒロバハナヒリノキ，ナナカマドなどの低木類によ

る群落である。群落の高さは！．5mほどで，多くはシロバナシャクナゲが優占し，全植被率は90

％にもおよぶ。草本層は植被率5～10％と低くヌマガヤー種が生育するのみで，イオウゴケが生

育する植分も認められる。吉岡他（1965）のシロバナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群落は，さ
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　　　　　　　Tab．25．シロバナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群落

Rん04048η42『oπうプα61陀y6σノカ～〃乃var．プ05θ♂‘〃一IZθ灘5潔9θ7ηただvar．6プεηψθ伽π偲♂α確一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．

GrδBe　d。　Probeflまche（m2）l

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d，　Strauchsch三cht（％）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）：

Deckung己王く：rautschicht（％）：

Artenzahl：

調査番号

調査面積

低木層の高さ

低木層の植被率

草本層の高さ

草本層の植被率

鳩現類種数

Trennarten　d。　Gesellschaft：

　Rん0404θη‘加πう7η01弓’6αψz‘η’var3り50π7ア凄

　IZθ¢∫z‘98プ。履var．ゐ7『θηψθ罐〃～α‘Z認α

　級zooガη伽ηL　1爵一∫～41π

Sonstige　Arten：

　R1～τ‘5孟プ’oゐ。‘αゆα

　L8～κo〃露088’πセyαノ～α

　50ノ・うん5ωηηノ3ぼ忽

　M協加ψ∫∫5ブ‘ψo／z∫6α

　IZO∬0ノ脚z磁var．ραZπ405α

　α〃zz〃～‘♂αc加～αノノ～oηz6μ〃多var．プ罐8・～∫8

　Q～己8ノ℃μ5ノノωノzgoZ／6αV段r．9π）∬0∫召1フ厩α

　∠4cαノz彦1～砂α刀α盟∫6～α4砂1なゾZo～465

　▽伽‘7躍観プセ‘ノτ：α≠z〃π

　3π5αゐμプ～甜π5∫∫

　αψ1zαZo礁～‘5んαη脅zg励fαvar．刀αノ1α

L84～伽μZ郡ケ6　var。4初81’吻～Jo5z〃μ

　L～〃46ハ¢τ‘〃め8ZZα’αvar．ノ1昭〃めプα〃αぐ6α

　αα40／1～α診1癬砂ゐ∫」ζ己

群落区分種

　シロバナシャクナゲ

　アカミノイヌツゲ

　ウスノキ

その他の種群

　ヤマウルシ

　ヒμハハナヒリノキ

　ナナカマド

　ヌマガヤ

　ハイイヌツゲ

　ヤ’マドリゼンマイ

　ミズナラ

　　　　や　ロ　ロシアフフ

　オオカメノキ

　チシマザサ

　ハイイヌガヤ

　イソツツジ

　オオバクロモジ

　イオウゴケ

S

S

S

S

S

S

K
S

K
S

S

S

K
S

K
S

K

　1　2　3　4　5　6
25　　20　　15　　15　　25　　25

1．51．5　　21．5　　3　　6

90　　90　　90　　80　　90　　95

0。60。50．30．50．50．2

　5103020　5　5
　7　7　9　9　1！　8

｝5・43・35・45・44・45・41

1．22．21．11．2　 ．　　・

1．21．2！．2　 ・　　十　　●

1．2　1．2　2．2　1．2　3．3　2．2

十1．21．2

　　・1．2

十1．2　。

●

●

●

■

●

●

●

o

●

o

●

・2．3

0　　　　　　　●

・　　　　　　　o

●　　　　　　●

●　　　　　　o

o　　　　　　●

。　十

〇　　　　　　●

十　　・

十L2
十

十　　。

●

十2L2
■

1．22．3］L。2L2

・L2
0

十　十

。　十

・玉．2

十　　・

●　　　　　　　o

●　　　　　　■

●　　　　　　　・

Fundort調査地：Osorezau恐しU，　Datum調査年月El：1－2：22Jun．1972，3崎：8．　May。玉979．

らにハイイヌツゲ，ミズナラ，コシアブラ，チシマザサなどの多くの低木植物を混生しており，

後方の森林植生であるミズナラーブナ林との移行群落と考えられる。

　宇曾利湖畔では，シロバナシャクナゲが後方のミズナラ林のマント群落として密生している群

落（調査番号5，6）も認められた。

　3）　イオウゴケーコメススキ群落（Tab．26－a）

　　σ♂α40πεα　彦1昭foρゐεZα脚1）θ8C苑αη8P8εαf8θκ麗08αpGese叢叢schaft

　硫気孔に近い砂質土壌の上に，先駆的にコメススキが繁茂している。コメススキは，おもに璽

高山から高山にかけての酸性土壌上に広く生育し，高山では花冠岩の残品砂などの砂の動きやす

い不安定地の先駆植物として群生する（屋久島，甲斐駒ケ岳）他，各地の硫気孔周辺に生育して

いる。イオウゴケーコメススキ群落硫気孔地の砂上先駆植生として発達しており，コメススキー

種だけの散生する群落もみとめられる。しかし，多くはコメススキがカーペット状に高い被度で
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縫甕．

　　　．

　　　　　Fig．48．硫気孔周辺域に発達しているシロバナシャクナゲー

　　　　　　　　　アカミノイヌツゲ群落の低木林（むつ布恐出）．
Geb茸sche　der　1～1z・40‘～βノ～4ノηノ～ゐノ㍑ノ～），α〃ソ・～〃〃var．プ05α♂〃～」～盈む5”96ノηた～～var酒7・8ηψ8‘1’〃～α’Zα如一

Gesellschait　am　Ran（1e　einer　Schwefe1磯uelle（Osore－Zεm　220m　NN）．

　　　　　　　　　　Fig，49．硫気孔周辺の和｛｛生配分模式図．

　　　　　Verteilungsschem乙：しder　Gesellscha｛ten乏lm　Rande　einer　Schwefe1〔玉ueUe．

1：Usori・See宇曽利湖
2：Nackter　Boden　〕裸i也

3：αα40漉α∫1Le’ρ！）1～fZα一D8∫‘ノLα〃4｝3～αノZ8餌’o∫α・Gesellschaft　イオウゴケーコメススキ群1落

4：Lo（ぬ〃μメ）αZμ∫か・8　var．4加εノ＾5ψゴZo5～〃z－GeseUschaft　イソツツジ群落

5：R1～040♂8ノκ〃。πゐ解ご1～＝yoαノソ）τ‘〃z　var．アη56～4〃3一ル爬∫κg6／roゐ～～var．ゐ1でηψ84～〃～α♂Z‘z♂α．GeseUschaft

　シロバナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群i落

6：Caricetum　angustisquamae　ヤ髄マタヌキラソオ洋鱗竃

生育し，イオウゴケを混生している。またヌマガヤ，ヤマタヌキラソを一部混生している群落も

ある。ヤマタヌキラン群集が湿生の硫気孔植生であるのに対し，このイオウゴヶーコメススキ群

落は乾性で立地一しの群落であるといえ，イオウゴケーコメススキ群落（大場1975）としてまとめ
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一し㌻演一戸・

　磁

》騨 講鑛

Flg。50宇曽利湖畔の砂上に発達するイオウコケーコメススキ群落（むつ市恐山）．

αα4b〃～α緬6ε砂1L～♂α」）8δ‘ゐα〃ψ占κτノτβ蜘05α一Gesellschaft　auf　Schwefelsand　am　Ufer　des

Usor】一See，　Bery　OsQrczξ・n（220m　NN）

られた。

　この恐山におけるイオウコクーコメススキ群落は，宇羅利湖騨の局懇懇に発達している。

　4）　ヤマタヌキラン群集（Tab。26勘）

　　Car圭cet聾m　 a鷺gust董sq疑amae　Ohba　蓄9ア5

　ヤマタヌキラン群舅、は，酌目木（九州）の硫気ぎし植生，ツクシテンツキ群集に対応した木州北

部に分布する群落てヤマタヌキランを標軽種とする。また，このヤマタヌキラン群致は，標高

700～！，700mの間の，ほぼフナクラス域から澱ケモモートウヒクラスの下部にまたがって分布し，

しかも，日本海気候（多雲気候）の影1型5下にある群落とされている。この群集域の土壌はきわめ

て強い酸性を示し吉岡笠（！965）によるとpH　20～38の額か繊麗されている。

　高さ20cmほとのヤマタヌキランがカーペソト杁に轡生し，ヤマタヌキランー種の単一群落は，

ヤマタヌキラン群集の典型繁繁象としてやとめられる。ヤマタヌキランか群状に生育していると

ころではヤマタヌキラソの岡にコメススキ，イオウコケを混生している。またヤマタヌキランの

密生によって水分条件か緩和され，チャツホミコケを混生してくる群落が認められる。これは，

チャツボミコケ亜群象としてまとめられた。
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　　　　　　　　　　Tab．26．硫気孔周辺の草本植物群落

　　　　　　　　　Wiesengesellschaften　an　Schwefelquellen

a；GZα40π一瓶1z8吻）1L2Zα，D8507zα〃ψ5如∫Z8鋭‘05α．Gesellschaft　イォゥゴケーコメススキ群落

b；Caricetum　an畠ustlsquamaeヤマタヌキラン群集

　i：TypischeSubass．典型亜群集
　三i：Subass．　von　Jungermannia　thermarum　チャツボミゴケ亜群集

Nr、　d．　Aufn，

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Gesellschaft（c⑮：

Deckung　d，　Gesellschaft（％）：

Artenzahl：

調査番号

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

出現種数

a 　b
．　　　　　　　　　　　1　　・・
1　　　　　　　　　　1　　ユ1

Trennart　der　Gesellschaft：

　Dθ3凶αηψ5∫α∫ZαじZfO∫α

KenRart　der　Ass．：

　cαプ躍σπgz‘5’∫59μαノノ3α

Trennart　der　Subass．：

　ゐπ9召プアπ侃ア～fα疏0ηノ～α7wπ

Kelmart　der　h6heren　Einheitea：上級単位の種

群落の区分種

　コメススキ

群集の標徴種

　ヤマタヌキラソ

亜群集の区分種

　チヤツボミ；z“ケ

　αα‘10癖α〃厩砂んπα　　　　　イオウゴケ

Begleiterl　　　　　　　　　　　　　随伴種

　ル観謝砂∫おブζψo疵‘α　　　　　ヌマガや

乙8伽ノ砂αZ臨7御ar．伽θプ5ψガ♂・∫～研

　　　　　　　　　　　　　　　イソツツジ

1　　2　　3　　4　　5

20　　　12　　　25　　　20　　　25

30　　　30　　　20　　　20　　　20

85　　　95　　　95　　　60　　　50

4　　4　　3　　3　　2

6

2

20

70

2

7　　8　　9　　10

2　　2　12　12
20　　20　　20　　20

80　　　80　　　70　　70

1　　！　　3　　2

i5．4　　5．4｝　1。1　　　十　　　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　　　　。

2．3　　2．2　｝4．4　　互，4　　4．4　　3．3　　4．4　　5．4　　4．4　　4，4！

●　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　o …　　　　　　　　十　十21

3．3　3．3　3．3　十2　1。2　　十

十　　十　　… ●

●　　　　　　　　●　　　　　　　　　・

o　　　　　　　　　・

●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

Fundort　und　Datum調査地と調査年月1三i：OsorezaR恐しLI　22．　Julli　1972．

十 o

d　塩沼地植物群落

SalZWieSe】r監輯GeSel蓋SChaften

　満潮時に海水の流入のある河口付近や，風送塩や海水のしぶきをあびる海岸に近い沼沢地，あ

るいは岩礁地には，耐塩性の強い特殊な群落が発達している。これらの塩沼地に生育する植物群

は，この特殊な環境，とくに高濃度の塩分による生理的乾燥にさらされている。ここ下北半島域

でみられるウミミドリ，シパナ，ツルヒキノカサなどの代表的な塩沼地生植物は，一様に多肉質

である。日本における塩沼地植生は，いわゆるマングローブ林（紅樹林）とよばれるおもにヒル

ギ科の植物（オヒルギ，メヒルギ，ヤエヤマヒルギ）などによる低木群落も認められるが，この

マングローブ林は常九州以南の暖地に限られ，木本植物としては，わずかにハマボウだけが伊豆

半島付近まで北上するにすぎず，埋熱帯から熱帯を中心生育地とする群落である。この下北半島

を含む温帯から寒帯にかけての塩沼地植生は，すべて草本植物群落で一年生アッケシソウクラス

Thero－SalicomieteaR，Tx．1954，およびウラギククラスAstereteatripolium
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鰭評＿一一

　　　　　　講

　辮懸

　　　　　Flg．5！　ヤマタヌキラン群集の群落相観（恐山）。

Bcstandde6　CarユGetumεmgustlsquamae（Os・rezan220mNN）・

へ

轟β

　　　　Flg　52群状に発達したヤマタヌキラン群集（恐山）

H。rst鋤gwachsendes　C乏糺rlcetum　angustヨsquamae（Os・rez役n）
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Wesもhoff　et　Beeftink！962に含めまとめられる。下北半島では後者のウラギ〃ラスの植生だ

けが認められる。

　D　ツルヒキノカサーウミミドリ群集（Tab．27）

　　RaI琶uRc翌lo騨Glaucetum　obtusifoliae　ass．nov．

　下北半島南部の大型湖沼群の沿海部，とくに庭藤沼，鷹架沼，小川原湖の海に接する河口部，

天ケ森砂丘の後背湿地などに中心的に発達している塩沼地植生である。塩干地生植物であるツル

ヒキノカサ，ウミミドリ，シバナが混生している。この群落は東北から茨城，千葉にかけて分布

するといわれるヒメキソポウゲを標微種としてツルヒキノヵサーウミミドリ群集としてまとめら

れた。ツルヒキノカサーウミミドリ群集は，他の多くの塩沼地植生域が硫化水素の発生する厚く

堆積した泥土上にあるのに比し，泥土の堆積がlcmに満たない砂地に発達している。このツル

ヒキノヵサは，また，他地域では器礁地にも召三育し，八戸市南部の海彫岩礁地でその例を観察し

ており，このツルヒキノカサーウミミドリ群集は，砂地と岩礁地の両方に生育地をもつものと考

えられる。ここではツルヒキノカサーウミミドリ群集は以下の四亜群集が認められた。

　董）　ヒメハリイ亜群集：尾下沼の河口部では，コアマモ群集に接しており，より泥土の堆積が

あり，シバナがよく繁茂し，ヒメハリイ，ヒライが混生している。この群落はヒメハリィを区分

種としてヒメハリイ亜群集として区分された。

　ii）　ヤマイ亜群集：さらに内陸の淡水生の湿原植生ヒライーカモノハシ群集に接し，ヒライー

カモノハシ群集の種群ヒライ，ヤマイを混生する。

　撤）　コウボウシバ1亜群集：ヒラィを欠き，　コウボウシバが混生する。　コウボウシバ亜群集は，

地下水位は高いが直接海水が流入することが少なく，海水のしぶき，または風流塩によって高い

曾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　塵

｣

、

～

A B c D 1二　　F G F

　　　Fig．53、塩沼地の植生配分模式図．

Schemat三schc　Verteilしmg　der　Salzwiesen　Gesellschaften．

A：コアマモ群集

B＝ツルヒキノカサーウミミドリ群集

C：ツルヒキノカサーウミミドリ群集

D：　　　　　　　　〃

E：　　　　　　　　〃

F：　　　　　　　　〃

G：　　　　　　　　〃

シバナ亜群集

コウボウシバ亜群集　典型変群集

　　　〃　　　　　ハジコウガイゼキショウ変群集

　　　〃　　　　シロヨモギ変群；集

ヒライ！臣群集　　　　ハヲコウガイゼキショウ変群集

　　〃　　　　　　典型変群集
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Fig．55．ツルヒキノカサーウミミドリ群集の群落相観，ウミミドリとヒライの杣被率の高い植分．
　　　Ranunculo．Glaucetum　obtus三fohae　mitdominierendenGZα～’欝〃’αノ・〃ノ〃’α
　　　var．θみ護”∫施〃ζτund・1～〃～αゼ∫ツ。ゐ。∫ご6〃5～∫（Obuchi　See）．

　　　　　　　　　　　　　　　．4内　議．．
晶．

@　　．一瞬．藤一紬＿難簿灘難題琵垂碧霧窪．・灘

鱗

　　　　　ら鰯饗

・掛．

轍．

　　　　　　　

撫熱嫉灘
響

．鵡／

Fig．56．ツルヒノキカサーウミミドリ腰痛こ，シバナ亜群集の群落相観（高瀬川河口）．

　Bestandder　Subass，　von　Trigloch董n　asiaticum　des　Ranunculo．
　Glaucetum　obtuslま011ae（Mundung　desTakasegawaFlusses）．
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回分濃度下にある。このコウボウシバ亜群集は，さらにハリコウガイゼンショウ，ヤマアワ，ヤ

マイによって区分されるハリコウガイゼキショウ変群集と典型変群集とに区分された。

　iv）典型亜群集：ツルヒキノカサ，ウミミドリ，シバナの三種類の塩沼地生植物が混成し，

他の特劉の区分種をもたない。この典型亜群集は，天ケ森砂丘後背の塩湿地にみられ，もっとも

よく発達した群落で，土．壌の堆積が比較的厚い所に発達している。

　このツルヒキノカサーウミミドリ群集の平均出現種数は5種類と少なく，優先種はおおむねウ

ミミドリ，ツルヒキノカサである。

　2）　チシマドジョウツナギ群落（Tab，28）

　　PωCCεπθ」εεα　ん郡rεZθπSε8襯GeseHSC妻蓋a£t

　下北半島の太平洋側の泊，白糖地区では，下北丘陵地の母岩である安山岩質の溶措（集塊岩）

が海岸にまでせまり出し，岩礁地を形成している。この波打ち際に近い掛雛のわずかな岩の割れ

目や戸くぼ地にイネ科のチシマドジョウツナギをおもとする群落がみとめられた。チシマドジョ

ウツナギは，おもに北海道から千島列島，カナダ（北米）にかけて分布し，難解縫地に群生する。

北海道の塩沼地においては，チシマドジョウツナギ群集（宮脇，大場1965）やチシマドジョウツ

ナギーヒメウシオスゲ群集（宮脇，大場1965）の主要な群落構成種となっている。しかし，ここ

霧即簾’

繁導

　し　じ

蟻二子叢

魏眼鯛

　　　Fig．57．海岸岩礁地に生育するチシマドジョウツナギ群落（白糖）．

P♂κc〃z6Z〃αんμノ・’Z6ノ～5～5－Gesellschaft　auf王くむs亡engesteinen　wachsend（Shiranしlka－KUste），
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Nr．　d．　Aufn．：

Gr68e（1．　PrObef盗che（m2）：

Hδhe　d．　Geselischaf亡（cm）；

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：

Artenzahl：

Tab28，チシマドジョウツナギ群落
　P～イ。6加6π～αた～〃・’Z召刀5ガ5－Gesellschaft

　　調査番号　　　　　　　1　2

　　調査面職箋　　　44
　　群落の高さ　　　　　　i！5　！0

　　群落嚇騨　い・1・
　　韻鱗　　　　！1　1

3　　4　　5　　6　　7　　8

4　　　4　　　4　　　4　　　！6　　　16

15　　　正0　　　10　　　30　　　30　　　30

／5552015152　　2　　3　　5　　6　　9

Trennart　der　Gesellschaft：

　Pzκ6〃～d〃αた～〃・1z8ノ～∫～∫

Sonstige　Arten＝

　3α8プノ～α∫α9～螂1∠

　L）P5’〃～α01～1αノノ～α～〃・’孟ゴζηπ1

　，ル～～α¢∫yoたθ5c6／z5～5

　36♂～〃μ々α〃躍5ぐみα’～α45

P伽オα9・〃～αノ・プvar．ノ砂・〃加

　湿盈〃μ5‘ゐθ8ノ～ψブ‘魏〃μ

　παノ～ごαgo　6‘〃〃彦∫‘1’α臨α

　α～∫‘～加πノ‘ψo加6’〃〃

　1「1η膚α9ノ〃～‘8∫α～’∫オズα～1∫

　ム密∫6ω～〃～〃∫∫’ノ～oノ～∫～∫

　50ノ～6ゐ～‘50あノr鷹6κ5

　ゐ液酬飯‘1泌〃～1Var．’～91噛加〃μ

群落区分種

　チシマドジョウツナギ

その他の種群

ハマツメク→ナ

ハマボヅス

ヒライ

キリンソウ

トウ薄切バコ

アサツキ

エゾオオバコ

ハマゼリ

ヨシ

ススキ

ハルノノゲシ

コオニユリ
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Fundorte調査地：1－5：王ミokkasho－Mura，　T◎mari六ケ所村泊，6－8：Higashidori－M藍ra，　Shiranuka東通

　　　　　　　　村撫1糖

Daωm調査年月｝3：1－5；2＆Okt．197ユ，6－9；20．　JunLユ973．

下北半島においては，樹礁型の塩沼地植生であり，群落組成上も大きな差がある。したがって，

ここではチシマドジョウツナギを区分種としてチシマドジョウツナギ群落としてまとめるにとど

めた。チシマドジョウツナギ群落は，チシマドジョウツナギー種の散生群落とハマツメクサ，ハ

マボヅス，ヒラィ，キリンソウ，トウオオバコなを混生する群落が認められる。

　チシマドジョウツナギ群落は，チシマドジョウツナギ群団（宮脇，大場！965）に含めまとめら

れる。

　3）　コアマモ群集（Tab．29）

　　Zos重eret縫膿nanae　Har】鴛sen　1936

　海水の出入りのある河口部の水中に発達する草本構物群落。ほとんどがコアマモー種の単一群

生群落である。下北半島では海と直結している南部大型湖沼群のうち，尾駿沼，鷹架沼，および

小川原湖に生育が認められる。とくに尾駿沼の河目域では干1｝下寺に良くこの群落を観察すること

ができる。調査された植分もこの尾駁沼でのものであるが，鷹架沼や小川原湖にも湖岸に大最の

コアマモの打ち上げ植物体が観察され，一部ではアマモをも混じえている。したがって，これら
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Nr．　d．　Aufn．＝

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

Wassertiefe（cm）＝

H6he〔1．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetat三〇n　（％）：

Artenzahl：

Tab．29．コアマモ群集

　Zosteretum　nanae

調査番号

調査面積

水深

群落の高さ

群落の植被率

出現種数

Kennart　d．　Ass．：

　ZO甜6ノ・α2～αノ～α

恥gleiter：

　箔ゴ9！06肋～α3～α診～αピノπ

Fundort　簿緑三査三地　：

群集標徴種

　コアマモ

随伴種

　シバナ

1

25

30

20

70

！

2

25

15

10

60

1

3

25

20

10

60

1

4

25

20

10

80

1

5

25

15

！0

40

2

工璽総．　4，4　4・塗　．．与・4　．言・31

Obuchlnulna－See尾駿沼。　Datum調査年月日：28．　Okt．1973。

十

の畔鷹沼，小川原戸内にも大きな群落生育していることが予想される。

　コアマモ群集は汽水中草本植物群落としてアマモクラスZos£eretea　marinaePignatti

1953に含めまとめられる。

e　砂丘上草本植物群落

1）渡ne皿vegeta額。烈

　海耀砂丘地では，植物は強い直射日光と副射熱による水分の蒸散という物理的な乾燥と，海域

からの風送塩などによる水の侵透圧の違いからくる生退ll的：乾燥の影響を受ける。植物にとってき

わめて厳しい環境条件といえる。したがって，この砂丘上に発達している植物群落の構成種群に

は，葉の表面に厚い照りのあるクチクラ層を有する植物や，多肉質の植物種群，さらには地下茎

部のよく発達する植物種群など特異な形態的特徴を備える植物種群が多い。植生的には，下北半

島の砂丘上草本植物群落は，すべて北方生の群落でオカヒジキクラス，ハマボウクラス，ハマハ

コベーハマニンニククラスなどの群落が良く発達している。

　1）　ハマニンニクーコウボウムギ群集（Tab．30）

　　E韮ymo　molhs－Caricetum　kobomugi　Miyawaki1967

　風衝作用がもっとも強く，飛砂の激しい海岸砂丘」二に発達する多年生草本植物群落である。半

円状にそり曲った葉をもつコウボウムギが群状に生育しており，その間にハマボウフウやハマニ

ガナ等が散生している（Fig．58）。コウボウムギは，南は台湾から北はウスリー島にかけて広く

分布し，したがって日本全土に一様に生育する臼本の海岸砂丘上植物の代表的な種の一つである。

このコウボウムギによる群落は，南部の主にヤブツバキクラス域に発達する群落をハマグルマー

コウボウムギ群集とし，北日本の，主にブナクラス域に発達する群落をハマニンニクーコウボウ

ムギ群集としてまとめている（大場等1973）。下北半島におけるコウボウムギを含む群落は，ハ
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Fig．58．飛砂のもっとも多い砂丘地に発達するハマニンニクーコウボウムギ

　　　　群集の群落相観（策1通村小田野沢）．

　Eiymo　mollis－CaricetuIn　koboInugi　au士DOnen　lnithaufiger

　Sandbewe暮ung（Odanosawa　ln　Higashidori－Mura）．

マニン轟クを区分種としてハマニンニクーコウボウムギ群集にまとめられた。ここでのハマニン

ニクーコウボウムギ群集は，シロヨモギ，シ1コザの好窒素生植物によって区分されるシロヨモギ

亜群集と，比較的安定した砂丘の後方部に発達するケカモノハシ麗群集，そして，もっとも風衝

が強く，コウボウムギの群状群落で，この群集の典型群落である典型lI巨群集の黒亜群集が認、めら

れた。

　2）　ハマニンニクーオニシバ群集（Tab．31）

　　Ely…no　mol董is．Zoysieもum　macrostachyae　OLba，Miyawak量et7x．1973

　ハマニンニクーコウボウムギ群集の後方に発達する多年生砂丘上草本植物群落である。地下茎

でつながる高さ5cmばかりのオニシバが比較的疎ながら一面に散生し，シロヨモギ，ハマニガ

ナなどが混生している。ハマニンニクーコウボウムギ群集が砂丘の海側，風衝地に発達している

のに対し，ハマニンニクーオニシバ群集は砂丘の風背側，および凹状地上に発達している（Fig．

23）。

　　a）　ケカモノハシ亜群集

　オニシバやハマニガナなど地下茎の良く発達する植物などにより，比較的砂の動きが安定して
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くると株状にそう生するケカモノハシが混生するようになる。この群落は，ケカモノハシを区：分

種としてケカモノハシ亜群集としてまとめられる。このケカモノハシ亜群集は，以下の三つの変

群集にさらに区分された。すなわち，ヒメスイバ，クロマツで区分されるヒメスィバ変群集，イ

ソスミレ，ハマハタザオで区分されるイソスミレ変群集，それに特別の区分種をもたない典型変

群集の三変群集である。ヒメスィバ変群集は人為的な影響を示す変群集であり，ハマニンニクー

オニシバ群集域に人為的にクロマツの造林（萬木の植栽）をおこなった為に一年生のヒメスィバ

が侵入したものである。イソスミレ変群集は，むつ湾側の砂丘および猿ケ森砂丘の一部に見られ

たものである。

　　b）典型亜群集

　ハマニンニクーオニシバ群集の典型植分で特別の区分種をもたず，群集標徴種のオニシバが優

占している。さらに上級単位の標徴種であるシロヨモギ，ハマニガナ，ハマボウフウなどが混生

しているQ

　　C）　ハマエンドウ亜群集

　ハマエンドウ，オオウシノケグサを区分種とする亜群集である。ハマナスーハイネズ群集や，

より窟養立地上のハマハコベーハマニンニククラスの群落に接する群落である。

雛螺

．驚熱

繊難糠窪無産嚢鞭

縢顯灘難鑛垂議離羅

顯灘
　　　綴曽

Fig．59。地下茎で連らなるハマニンニク一泊ニシバ群集の構成種ハマニガナ，

1認プ～5八ψεノz∫，dessen　Sprosse　durch　weiβe　Rhizome囎ter（lem　Sand　miteina職der

verbunden　sind（Odanosawa，D登nen　in　Higashidori．Mura）．
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F1960・・マニノニクーズニノハ融。のハマナウフウ優占懇懇（独ケ森砂丘）

£1ym・m・111s　Z・y・・etuln　mac・・stdchyae烈、1。mmlereaderα、乃，“α
Z’〃θαZz5　auf　der　Sδrugamorl　Dunen

。　ぴ　　　　　　野魍　　　　　　　　　　　　　。　　熊！嘱乱亀　釦　　　　　　粛　　一

ご。講・ @鍵蟹　　陶　・旨ヅ5ご．　・ざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚　　、　　Flg　61　多数分岐し群塊状に生育するイノス、レ，ハマニノニクーオニノ／・

　　　　群集のケカモノハノ亜群集　イノス、レ変群舞く（小田野訳侮庁）

　Elymo　mollls　Cancetum　kobomugl　Subass　von　Ischaemu狛
　・・亡h・ph…1d…V・・v・・V・・la　se・・mle・sls（0・i・・…w・D・…）
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準

恥

講難羅難離

　　F1g．62．砂鉄採集によって麗乱された砂丘上に発達したハマニンニクー

　　　　　　オニシバ群集のオニシバ先駆群落（天ケ森砂丘）．

Nach　Gewinnung　von　Eisensand　stellt　sich　auf　den　DUnen　die　Pionlergesellschaft　des

εlymo　mQI五is・Zoysietum　macrostachyae　eh（Amagamori－D菰nen）．
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Fig。63．ハマニンニクーコウボウムギ群集とハマニンニクーオニシバ群集の群落配分模式．

　　　SchematischeDarstellung　des　Elymo－Caricetum　kobomugl　und〔les

　　　　Elymo－Zoysietum　macrostachyae．

　　d）　コウボウシバ亜群集

　一部は砂丘後背湿地植生（ヒライーカモノハシ群集等）に接し，地下水位の高い湿性立地に発

達する群落でコウボウシバによって区分される。

　　3）オニシバ先駆群落（Tab．31）

　　Zo〃sεα7παcro8加。吻・Pioniergesellschaft

　下北半島東部の砂丘地；1結；では，一・時砂鉄の鉱床資源が注Bされ，官民共同で採掘作業がおこな

われた。しかし，その後　この砂鉄の埋没量とその分布様が不均一で企業的採算がとれず，不成

功に終っている。現在ではきわめて小規模に採掘されているに過ぎない。この採掘作業の際に大

型機械でかき乱された砂丘上に先駆的に盗じるているのがオニシバである。このオニシバによる
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　　Fig．64．オニシバ先駆群落の群落断lrli模式図．

Vegetationsprofil　der　Zoツ3～α〃～ζπ1り認【z（ゾリ7α一pjoniergesellschaft．
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群落は，植被率は低いがオニシバが一面に散生状に繁茂し，わずかにハマボウフウを混じえるの

みである（Fig．62参照）。出現種数は2～3種類で，ハマニンニクーオこシバ群集が平均出現種

数が6種であるのに比して非常に少なく，単純な群落組成を示している。このオニシバ群落は，

ハマニンニクーオニシバ群集が人為的に破壊され，多くの伴生種を欠いた種類組成の貧弱な群落

である。したがって，オニシバ群落は，ハマニンニクーオニシバ群集の先駆群落としてのオニシ

バ先駆群落とまとめるのが妥当であろう。

4）　スナビキソウーハマニンニク群集（Tab．33－a）

　Messersc賑斑三虚萱。一｝嚢lymeもum　mol蔓隻s　Ohba，Miyawak三etTx．1973

海岸段丘の発達しているむつ湾側沿いの砂丘の，巾の狭い海岸や，津軽海峡沿いの砂礫質海岸

10　＿
（cm）

0　『

！0　一

20　一

30『

　Fig．65．スナビキソウーハマニンニク群集群落断面摸式図．

Vegeta亡lo且sproflldes　Messerschmldio－Elymetum　mollis．
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　　　　　Flg　66　砂丘後方凹状地に発達しているスナヒキソウー

　　　　　　　　　ハマニンニク群集の群落根観（小li」野訳海片り

Physlo9エ10m三edes　MesserschmI（ho・Elymetum　molhs　aufausge1〕1ascnen

hlnteren　Dunen（Odanosawa．Duncn）

に発達しているスナビキソウの優録する群落である。

　隣接して発達するオカヒシキーハマアカザ群集は，より梅｝貫」線に近い梅藻やコミの打ち上げ

帯に発達している。スナビキソウーハマニンニク群類は，より後方の海岸段昆面に沿って，比較

的古い打ち上げ物の周辺や，段丘面上部から，おずかな湧水に滋養される砂地に発辻している。

また，太平洋梅岸：側の大難｛t地’1皆ては，砂斤後方の，地一1・水位の比較的高い避状地の砂美也に発達

が認められる。

　スナビキソウーハマニンニク群集は，ハマハコへ一ハマニンニククラスのスナヒキソウーハマ

ニンニク群団に含めまとめられる群落てあり，ハマハコへ一ハマニンエククラスは，隣接して発

達している一年生の好窒素生草本髄物群落であるオカヒシキクラスに暦応する，多年生の好窒素

生草本植物群落である。

　5）　ハマニンニク先駆群落（Flg．34－a）

　　観〃配π8η葛oJ護f8・Pioniergesellschaft

　ハマユンニクは大型砂丘上ては汀線に近い最前線域及ひ最後部の二ヵ所に唱徴的に繁茂してい

る（Flg　67）。前線の群落は強い風衝を受けハマニンニクー種類か，点状あるいは群状に生育し



Nr。　d．　Aufn．：

Gr6βe　d，　Probefl註che（m×m）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

1）eckung（L　Vegetation（％）：

Arte且zah1＝

a：

b：

Tab，33．スナビキソウ一一マニンニク群集，執心ヒジキ一一マアカザ群集

Messerschmldio，Elymetum　mollisスナビキソウーハマニンニク群集

Salsolo・AtripIicetum　subcordatae　オカヒジキーハマアカザ群集
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　　　　　　　　　　　　］　i　　　　　　　　．．．．．．．．．．　　　　i

　　　　備　　　　　i
調査番万

調査藤積

群落の高さ

群落の植被率

出現回数

　1
1x2

　20

　8◎
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　　2
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　10

　20

　3

　　3
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　15
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　1
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Ke簸nart　d．　Ass．＝　　　　　　　　群集標徴種

　ハ売∬8ノ・5cん漉漉α冨わ’痒。α　　　　　スナビキソウ

1くenn．　u．　Trennart聾感一趣：　　群集標微種区分種

　3αおoZα々0”～αノ噌0刀だ　　　　　　　　　オカヒジキ

　窺rψあ£耀配Orぬ如　　　　　　　　　　ノ・マアカザ

脇膿灘‘5v　1翻召繍f一・ダ・・ン

　五かψZ就g〃瞬加”　　　　　　　ホソバノハマアカザ

Begleiter：　　　　　　　　　　　随伴種
　Cα4y舘曜’α∫o～読〃～〔ぜ～α　　　　　　　　　　　ハマヒルガオ

　な81廊1’の）例5　　　　　　　　　　　ハマニガナ

　Eらηノ㍑‘3ノ〃oZZ～5　　　　　　　　　　ハマニンニク

　Rπ1π薦0∂如5グb伽5　　　　　　　エ・ゾノギシギシ

　Cα1で¢μ‘〃Z記α　　　　　　　　　　　コウボウシバ

　L鷹融侃加読6α　　　　　　　　　アキノノゲシ
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　ノコギリソウ1・2；＆）ノ～01Lπ∫∂ノ雇α‘1町yoオ’5ハチジョウナ十，　in　Nr．7：ノ肋g8♂加64κZ如アマニュゥ1・2；L必αηo診’5ωノ闇θαノzαイブキボゥフゥ十

　8：GZε1z7zfαZ露∠o槻〃5！・マボウフウ十・2，　ln　Nr．10：ハ）㎏oπz‘〃z　3θπ∠∫co3μ〃z一ママコノシジヌグイ　十・2，　0灘α〃∫coノーπ’‘～‘Zα‘αカタバミ

　∫κ6配αご螂ホウキギク牽．

Fundorte　und　Datum調脊地と調査年月臼：1，5：Hamaokunai　in　der　Stadt　Mutsuむつ市浜奥内（20．　Aug．1972），2，9：Higashidori－Mura，　Odano－

　sawa小闘野沢（21・Jun・1978），3－4：Higashldori－Mura，〇三be棄通村老部（21．　Aug．1972），6：Mutsuyakohama陸奥横浜（20．　Aug．！972），7，8：

　Kazamaura風聞浦（16．　Sep．1977）10，1工：K：awauchi－Cho，　Yadonobe川内町，犠野部（9，0kt．1978）

A6ん！♂z8α4ρ加α

　　　　，in　Nr．

　　　十，　A5ご81・

日
。
ω
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　　F三g。67．砂丘の最先端にパイオニヤとして生育するハマニンニク

　　　　　　（ハマニンニク先駆相）小1三［哩弼ミ海岸．

£lymusmo11三s－Pionier－Phasedes　Elymo　moBis－Caricetum　kobomugi
auf　vorderen　DUnen（Odanosawa－D苞nen）．

ている（Tab．34－a）。ハマニンニクは東シベリヤ，北米海岸に広く分布し，とくに欝養立地に群

落を形成するといわれる。ハマニソ論クがもっとも良く繁茂しているシμ灘モギーハマエンニク

群落（Tab。3礁b）においてはハマエンドウ，シ輪講モギ，シロザなど欝欝素生植物種群が混生

していることからハマユンニクは好窒索生の種であることがうかがえる。したがって，ハマニン

ニク先駆群落はハマ幽幽ベーハマニンニククラスに含められるべきと考えられる。

　この前線におけるハマユンニク先駆群落は，海からの古い打ち上げ物に多少影響されることが

あるにせよオカヒジキクラスの群落ほど明確ではない。

　6）　シロヨモギーハマニン鳳ク群落（Tab。34－b）

　　孟rfαπεsjα8観」θrεα’εα・α〃7側S加oZ泥S－Gesel互schaf重

　砂丘上草本植物群落の最後列に発達する群落でハマニンニク，あるいはハマエンドウが優話し

ている。ハマニンニク，ハマエンドウ，シPヨモギ，あるいはシロザなど窟養立地の指標種群で

占められ，砂丘貧養地のハマボウフウクラス（狭義の砂丘上草本植物群落）とは区別さ2tるべき

である。この群落はハマボウフウクラスの群落の後方や，あるいは河口付近のゴミ類の上に発達

しており，広義にみれば後述のエゾオグルマ群落と同様にハチジョウナーハマニンニク群集の群



Tab．34．　a＝£1ymus　mollis．Pionlergesellsclなaft　ハマニンニク先駆群落

　　　　　　　b：Artemls三a　steUerlana・Elymus　mollis－Gesellschaft　シロヨモギーハマニンニク群落

　　　　　　　c：Seneclo　pseudo．arn三ca．Gesellschaft　エゾォグルマ群落

Nr．　der　Aufn，：

Datum：

Gr6βe　der　Probeflache（m2）：

R6he　der　Geseilschaft（cm）：

Deckung　der　Gesellschaft（％）

Artenzahl：

調査番号

調査月獺

調査面積

群落の高さ

群落の無筆率

出現種数

a

1　2　3　4
10　　10　　10　　10

／／　／／
24　　24　　24　　24

4　4　4　2
30　　30　　20　　40

20　　20　　10　　20

1　　1　　1　　1

b C

5　6　7　8　9　10
10　　10　　10　　王0　　10　　11

／／　／　／　／／
24　　24　　24　　24　　24　　6

4　4　4　4　　6　4
40　　30　　30　　3G　　45　　40

30　　30　　30　　40　　30　　90

1　1　　1　　1　1　4

11

10

／
22

2

80

95

5

12　　　13　　　14　　15　　16

11　　　11　　　10　　11　　10

／　／　／／／
6　　6　　24　6　22

4　　4　　4　4　　6

40　　　40　　　10　　40　　20

90　　　90　　　60　　80　　90

5　　5　　5　6　6

17　　18　　　19　　　20

6　6　　6　　6
／／　／　／
21　21　　21　　21

10　12　　9　　6

40　　20　　　30　　　30

30　　30　　　30　　　50

3　3　　3　　4

Kennart銀der　Hδ．熱erenei塾曾ite孫群落の区分および上級単位

　現ツノπZ‘57πoZた5

　Lα〃老yノ囑Z6∫ブ畷》0πガα45

Trennaτter主der　Gesellschaft：

の標微温

　ハマニンニク

　ハマエンドウ

群落の区分種

　シロヨモギ

　コウボウシバ

群落の区分種

　エゾオグノレマ

随伴種

　シ霞ザ

！．1．●2≧。22・32・32●33二iさ．2233・33・412。24・4　1・2　・・2　十●21。25。4　　十　1・2　十・2　2・2

　。　　・　　。　　●　　・　　・　　○　　●　　・　3。42024・4　3。4　2・3　1・2　　●　1●2　　十　　1・2　 1・2

　Ar孟8ノ泓∫3’α　鋸θ〃βノゴα刀ζz

　Cαプ8⑳ρμ〃3’Zα

Trennart　der　Gesellschaft

　58π㏄ぎ。∫》56μ吻一〃フ～’‘α

Begleiter：
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Auβerdem　le　elnmal　in　Aufn．　Nr。11：五曜頗6α伽読。αvar．　Zα6〃～ゴα如　アキノノゲシ1・2，ノ1♂Zf～〃2z　501zo研砂rα5z〃πエゾネギ十，　Nr．13：1∫01Lαθη耀’μ

　αノ～‘1L〔ψゐ07η’廊5ケカモノハシ十・2，　G励η∫αZ漉。ア4αZ∫5ハマボウフウ十．　Nr，14：＆z9’2zαη3α：加παハマツメクサ十・2．　Nr．16：P♂αノz如go　Zαπ080Zα彦α

　ヘラオオバコ＋．Nr．20：Ro5α2亀μgo5α・．・マナス＋．

Fundorte調査地：1－9，14：Ichiyanagi－D漁enkUste市柳海岸，10、13，15－16＝Alnagamorl－D琶ne薮k廿ste天ケ森砂丘，17－20：Ushitaki・K廿ste牛滝海
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懸馨
轟

細

細

譲難
　　　　　　Fig，68．シロヨモギーハマニンニク群落の群落相観（小田野沙ミ海岸：）．

　　　　　Physiognomie　der　A’ゾβ〃’∫5～α3‘8〃8’ブα〃α．EZ）η〃～’5〃～o〃5－Gesellschaft　auf　h三nteren

　　　　　DUnen（Odan・sawa）．

集区分種を欠いた群落とも考えられる。

　シロヨモギーハマニンニク群落は下北半島北東部に発達している猿ケ森砂丘や，天ケ森砂丘な

どのように大型の砂丘地帯にはほとんど認れられず，むしろ海岸岩崖地の一部にわずかに形成さ

れた砂地や，嚢状地（半島西部海岸），あるいは海岸段丘の下部に形成された幅の狭い砂地（む

つ湾沿い，津軽海狭沿い）に発達が認められる（Fig．68参照）。この傾向は他地域についてもい

え，とくセこ日本海岸沿いに発達が著しい。これは太平洋岸においては海水面の干満の差が大きく，

ゴミの打ち上げ線が常に変化し，この群落がひんぱんに破壊されることが予想される。したがっ

て，太平洋岸では内湾沿いや河口附近に分布が集熱している。このことは海岸一年生好窒素生植

物群落であるオカヒジキクラスの群落（ここではオカヒジキーハマアカザ群集）についてもまっ

たく同様のことがいえる。

　7）　エゾオグルマ群落（Tab．34－c）

　　88πθ伽P8e掘。一αrπεcα一Gesellsckaft

　玉石状あるいは小礫状の海岸地に発達するエゾオグルマの優占する群落である。エゾオグルマ

を混生する群落については砂礫状海岸の好窒素生，海岸ソデ群落としてハチジョウナーハマニン

ニク群集としてまとめられている。この群集はおもに北海道で報告されており，下北半島におい
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　　　　Fig．69．エゾオグルマ群落の群落四獣（牛滝海岸），
Physiognomie　der　56／z6‘’o♪∫6～ど40．α〃～～ぐα．Gesellschaft　auf　san〔ligem　Kleshang

an　der　Ushitakl．Meeres1く廿ste，

ても一例（暴露ヨモギ亜群集）報告されている（大揚等1971）。ハチジョウナーハマニンユク群

集はハチジョウナを群集区分種とし，ハマニンニク，ハマエンドウ，シロヨモギ，ウンラン，ハ

マハコベなどの好窒素生の種群が混生し，オオヨモギ亜群集ではオ懇願モギ，オオマツヨイグサ，

トウオオバコを混生している。しかし，懇懇の調査地点においては海難岩地崩壊地に先駆植生と

して発達しているもので，ハマハコベ，マルバトウキ，ハマベンケイソウ，ハチジョウナの群集

漂徴種群と区分種を欠いている。したがって，ここではハチジョウナーハマニンエク群集の未発

達なものとしてエゾオグルマ群落にまとめられた。ハチジョウナーハマエンニク群集はハマベン

ヶイソウーハマニンニク群集とともにエゾオグルマーハマニンニク群団に．まとめられている。

　エゾオグルマは北海道から青森まで分布が記載されており，筆者は青森梁西爾海岸，岩崎村で

エゾオグルマを含む同群落を観察しており，したがって，エゾオグルマ群落の分聯域は青森県内

の南部まで拡がっていると考えられる。

　8）　オカヒジキーハマアヵザ群集（Tab．34－d）

　　Sa叢so豆。．Aもr至pl三cetu職s曲cordatae　W．Loh騰．eも瓶yawaki1962

　海岸に打ち上げられた海藻やゴミなどの中に発達する好窒素生の一年生草本植物群落である。

オカヒジキーハマアカザ群集はオカヒジキ，ハマアカザ，シロザ，ホソバノハマアカザなどの多



ユ08

当職．

・藁

誌；慧議・・
　　　　　黛蟄

Flg．70．海岸に打ち上げられた海藻や木片，ゴミ類・ここに好窒素生群落の

　　　　　オカヒジキーハマアカザ群集が発達している（大間海岸）．

Einlahrige　Stickstofflieben（1e　Sp菰1saumgesellschaft　des　S　a　l　s　o！o．Atriplicetum

subcordatae　auf　Resten、・on　angespuken　Meeres託覧lgen，　M茸11　und　alten　Holzst菰cl《en

（Ooma・K漬ste）．

肉質の…年生草本懸物が混生し，さらに随伴種として海寧好窒素生多年生草本植物であるハマニ

ソエクやスナビキソウなどを混生する植分も見られる。

　一年生講義素生群落についてはオカヒジキの単独群落をハマヒルガか一オカヒジキ群集とし，

ハマアカザ，ハマハ識べ，シロザ，ハマベンケイソウを混生する群落構成種の多いものをオカヒ

ジキーハマアカザ群集として記載している（大場等1971）。オカヒジキーハマアカザ群集は，ハ

マヒルガオーオカヒジキ群集よりは強い風衝作用と窒素，その他の腐機物の要求度が高いとして

いる。この論に従えば，ハマヒルガオーオカヒジキ群集域にオカヒジキの生態的最適域があり，

オカヒジキがより繁茂するべきである。しかし，少なくとも群集組成表の数字からみてもオカヒ

ジキの植被率は低く，むしろオカヒジキーハマオカザ群集域により高い植被率で繁茂している。

またこの両群集は群落構成種群の地理的分布からも区別されることもなく，常に混生，隣り合わ

せる可能性が高く，二つの群集に区分することは無理と考えられ，ハマヒルガオーオカヒジキ群

集は典型亜群集か，あるいは，先駆植生としてオカヒジキーハマオカザ群集の一極雛形としてま

とめられるべきである。
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　9）　コウボウシバ群落（Tab．35）

　　｛】αrθκPπηε記α鮪GeseI藍schaf重

　砂丘後背地の飛砂の少ない場所にはコウボウシバの優心する群落が各地に点在的に発達してい

る。砂丘後背地でとくに地下水位の高いところではコウボウシバの他にハマニンニク，鵡ガナ，

オオウシノケグサで区分されるハマニンニク下位群落がみられ，砂丘地の三家の周辺やクロマツ

の若い造林地など人為的に植生への麗乱作用のあった所に二次的に発達したオオマツヨイグサ下

位群落がみられる。オオマツヨイグサ下位群落はオオマツヨイグサ，ヒメスイバ，ヘラオオバコ，

ミヤコグサで区分され，さらにウンラン，ハマナスで下位区分される植分も認められた。オオマ

ツヨイグサ下位群落においても群落高20cmと低く，手圧その他の影響が作用していると考えら

れる。識ウボウシバは分布域も広く，また他の様々な種群と混生群落をなしているため，群落の

　　　　　　　　Tab．35．コウボウシバ群落
　　　　　　　　　　Cαプ8忽♪z4η繭・Gesellschaft

a：Untereinheit　von　E4ソノ7㍑65ノπoZZ～3　ノ、マニ」ンニクーF位了洋落

b：Untereinhelt　von　Oθ’～o〃3θ’u　8／y’加。∫ψαZα　オォマツ寂イグサ下位群落

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6βe　d。　Probeflache（m2）：

H6he　d。　Vegetatio漁（cm）：

DeckuHg　d。　Vegetation（％）：

Aτtenzah！：

調査番号

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

黒現画数

Trennart　der　（｝eseユlschaft：

　cαノ層鶴μ〃ノ多’zα

Trennartea　der　Unterelnhelt；

　E砂刀㍑‘5ノ刀。〃5

　鳶θ’ゴ5プ（ψ6刀∫

　飛5’〃。αプ〃ろ1・α

Trennarte捻der　Untereinhelt二

0επo〃Lβノ層αoノγん1η5砂α～α

五Z〃π6即αCθω∫6～～α

測αノ～ごαgoZα刀。ωZα∫α

L伽5CO1耽z‘♂α孟～‘5　var．ノ・ψ0刀～ご1‘5

㍑刀α’ゼαプ妙。刀～6α

Ro5αプμgo5α

群落区分種

　コウボウシバ

下位群落区分種

　ハマニンニク

　ハマユガナ

　オオウシノケグサ

下位群落区分種

オオ・マツヨイグサ

ヒメスイバ

ヘラオオバコ

ミヤコグサ

ウンラン

ハマナス

1 a

1　　2　　3

！　　1　　2

15　20　25

60　60　50
3　　3　　6

｝．

b

4　　5　　6　　7　　8

4　　4　　4　　4　　4
20　　　20　　　20　　　20　　　40

85　　　80　　　85　　　70　　　90

6　　7　　7　　8　　9

｛454．4・3　3・4　　4。4　4・4　　4・4　 3・3　　5。41

：　　●　　1●l　　l。2：

i＋　＋　．、
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き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1十・2　　・　十i

参

。

●

●

●
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Fundorte調査地：1－3：0buchi．k雌ste尾薮海岸，4－8：Sarugamori一恥nenk員ste猿ケ森砂丘

Datum調査i年月日：レ3：26．　Okt．1971，4－8：6．　Nov．197L
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位置づけが不明である。しかし，コウボウシバは一般的には砂地の湿性地の指標種として有効で

あり，独立した群落形成よりむしろ他群落，群集の下位群落あるいは亜群集などの区分種として

有効のようである。

£　乾生草本植物群落

　TrockeRwiesengese韮1schafもe聡

　D　ノハナショウブーススキ群集（Tab．36）

　　hid鮎簸玉scaぬthet騒皿si黙ensis　SuganumaetS職gawa￥a19ア2

　沖積低地から山地まで各地にひろがる高騰の多年生草本植物群落，海岸砂丘上では自然植生と

して発達している他，内陸部においても森林伐採跡地や採草地などの人工立地にもひろく拡がっ

て発達している。ノハナショウブーススキ群集はアオモリアザミ，ヒライ，ナガボノシ群ワレモ

聡ウ，ヒメイズイ，ノハナショウブ，ヤナギタンポポ，エゾリンドウによって標微，区分される。

群落の高さは30cmから2mまでと巾があるが1m内外の植分が多く，群落出現種数は21～35

種類（平均鵬現種数30種）と比較的一定している。調査はおもに小田野沢，南通の砂丘地帯でお

こなわれ，ここでは年に一・二半の程度の採輩がおこなわれる場所も見受けられるが，虜然草原

と考えられる野分も多い。ノハナショウブーススキ群集は以下の三顕群集が認められた。

　　a）オオウシノケグサ亜群集

　オオウシノケグサ，センダイハギ，スミレ，オオヤマフスマ，チガヤ，ヤマアワ，エゾフユノ

ハナワラビで区分される。このオオウシノケグサ亜群集は砂丘の凸部の有機土壌層の薄い砂地に

発達している。このオオウシノケグサ亜群集はススキの植被率が低く，おもに酸姓土壌の指標種

であるワラビあるいはチガヤ，トダシバの植被率が高く，平均群落高67cm，平均出現呼数も28

種といずれもやや低い値を示している。

　　b）典型亜群集

　特別の区分種をもたない笹分で，群集の標甲種，区分種群の他，ススキクラスの標洋種群であ

るススキ，ワラビ，トダシバ，オカトラノオ，ノコギリソウ，ミツバツチグリなどの種群の常在

度が高く，とくにススキ，ノハナショウブの値被率が高く，砂丘のやや凹状地形上に発達してい

る。

　　c）　オ肉細モギ亜群集

　オオヨモギ，タニウツギ，ナワシロイチゴ，エゾノヨロイグサ，ヤマハギ，スギナ，アオスゲ，

アカマツ，バッコヤナギで区分される。これらの区分種群の他にもアキタブキ，パッコヤナギ，

サルトリイバラなどの常在度が高い。このオオヨモギ亜群集は区分種群にオニシモツヶーオオヨ

モギクラスの種物や低木類を多く含むことから，より富養の遷移の進んだ群落と考えられる。群

落の高さも50～200cm（平均97cm）と高く，平均出現男数も33種ともっとも多い。
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Fig．74．ワラビの優帰したノハナショウブーススキ群集の群落相観（／」・野沢南通）。

玉rldi．Miscanthetum　sinensls　mitdominierendemP∫6ノ’漁～〃μασ～ご～伽～〃μvar．

Zα‘’〃∫α’♂‘〃厚aしlf　dem　Minami（10ri．至）Unen　ill　Odanosawa．

　2）アズマギクーシバ群集（Tab．37－a）

　　Erigeronti－Zoysietum　japon藍cae

　海燦塀地や砂丘．しに発達するシバ群落（多年生草本佃！l物群落），群落の高さは10～30cmで，

平均繊融融数26種と比較的多くの種群が混生している。すなわち，優占種のシバの他にアズマギ

ク，ネコハギ，オオチドメ，スズメノヤジ，オオウシノケグサ，ツリガネニンジン，ヒロバノカ

ワラサイコ，キバナノカワラマツバ，ミヤコグサなどの常在度が高い。このシバ草地はアズマギ

ク，キバナノカワラマツバ，ツリガネニンジン，ヒロバノヵワラサイコで標野，区分されアズマ

ギクーシバ群集にまとめられる。このアズマギクーシバ群集は下北半島の海騒騒」也，砂丘で磨然

三生としても各地で誌められる。調査された値分は，おもに東通村小田野沢南の砂丘上で，微地

形と遷移度の違いから以下の2亜群集，2変群集に区分された。

　　a）　ク日カワズスゲ亜群集

　ク；・カワズスゲ，エゾフユノハナワラビで区分される。砂丘の鞍状地で地下水位の比較的高い

場所に発達している。

　　b）チャシバスゲ亜群集

　ノコギリソウ，カワラナデシコ，ヒメイズイ，コウゾリナ，メドハギ，アオモリアザミ，オト
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コヨモキ，オオヤマフスマ，チャシハスケなどの多くの種子で区分される。比較的中高茎のスス

キクラスの欝欝種群が植被率こそ低いが，高い常在度で混生している。すなわち遷移的に次期遷

移群落と考えられるノハナショウブーススキ群集との共通種群が多い。チャシバスゲ亜群集はさ

らにハマナス，ヒライて区分されるハマナス変群集とススキ，ホソバヒカケスゲ，ヒメヤフラン

アキノキリンソウ，ウマノアシガタ，アオツッラフシで区分されるヒメヤフラン変群集に下位区

分された。ハマナス変群集は海岸に近い，ヒラィーカモノハシ群集と接して生育し，ヒメヤフラ

ン変群集はより内陸部のクロマツ値林地やノハナショウプーススキ群集に接して生育している。

　3）　ハマオトコ避モギー繭ハマギク群集（Tab　37）

　　Artelnisio　macrocephalae－Ckrysa盤the斑eもum　yezoe猟seOkuδae£aL　1970

　海岸砂丘，海岸岩崖に発達する草木植物群落である。コハマキクによって標微され，ハマオト

識ヨモキーコハマキク群集（奥田他！970）にまとめられる。このハマオト訟ヨモキーコハマギク

群集はおもに太平洋海岸北部に分布し，コハマキクの分布域とほぼ一致するものと考えられる。

干北半島てはほぼ全域の海岸に発達しており，とくに下北丘陵地や恐山一難火山群の山地が侮岸

まて迫り，海岸崖を形成している海岸域でとくに目立っている。下北半島の懇懇，八戸の種差海

厚以南ではハマギクの群落か混生生育し，ハマギク群落が岩礫状地に，ハマオトコヨモギーコハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綴・
Fig。75．放牧地として利用されて拡がったアスマギクーシバ群集の群落相観（尻屋崎）

　　　Das　Epgeront1．Zoysletum　Japomcae　au壬〔lemShlrlyazaklhatsエch

　　　nach　Beweldung　durch　Rlnder　we三ter　ausgedehnt（ShIrlya－Kap）。
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　　　　Fig。76．ハマオトコヨモギーコハマギク群集の群落相観（物見崎）．

0ノ・・∫如・1がα99ノー698αオ～45un（l　blUhendes　CIL’⊃，5μ〃”zω～．ε‘〃～ツ8之・8〃58，　eine　Charakterart　des

Artemisl◎macrocephalae－Chrysanthemetum　yezoense（Monomizaki－K：ap）．
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マギクが岩板状地に発達し，生態的に住み分けている。

　ここではハマオトコヨモギーコハマギク群集は以下の2亜群集，2変群集に下位区分された。

　　a）　ハマゼリ亜群集

　ハマゼリ，ハマボウフウ，エゾオオパコ，ハマオトコヨモギで区分される。尻屋崎周辺で得ら

れた群落で石灰岩の岩隙に発達している。

　　b）　ススキ亜群集

　ススキ，ヤマカモジグサ，アマニュウ，キバナノカワラマツバで区分される。多くは海岸崖の

急傾斜地に発達している。さらに津軽海峡に面する風欄浦海岸ではヒメカンスゲ，フウロウソウ，

センニンソウで区分されるヒメカンスゲ変群集が認められた。

　ハマオトコヨモギーコハマギク群集の上級単位については，これまで未決定のままであったが，

これら海岸岩上の草本値物群落は，種組成的にススキクラスに属することは明らかである。した

がって，ここでは闘日本暖地海岸の海岸草本殖物群落を包含するボタンボウフウ群団に対応して，

エゾカワラナデシコーキタノコギリソウ群団（中函1980）に含めまとめられた。このエゾカワラ

ナデシコーキタノコギリソウ群団は東北地方から北海道にかけての北日本の海岸草本植物群落が

含めまとめられる。

　4）　ナガパグサーシバ群落（Tab，38－b）

　　POαρrα♂eπSε8騨2ro〃8εαゴαρ0πεCα葡Gese難SC｝≧af重

　下北半島の北東部では，標高200～300mをピークとする平均100m荊後の山地が続いており，

これらの山地では森林を伐採し，牧場草地として利用している地区も多い。このシロツメクサー

シバ群落は，このような人工的に作られた立地に，強度の放牧という動物影響とつりあって成立

している群落で，シロツメクサ，オオバコ，ナガバグサ，ミノボロスゲ，ヤマハギで区分され，

おもに踏跡群落であるオオバコクラス，響モギクラスの種群によって区分される。ナガバグサー

シバ群落はシバが圧到的に優占する他はシロツメクサ，ナガバグサの植被率が高い。群落の高さ

は2cmから10cm以下と草丈けが低く，平均繊現種数13種と少ない。ナガバグサーシバ群落は

以下の三下位群落に区分された。

　　a）　ミノボロスゲ下位群落

　ミノボロスゲ，ヤマハギで区分される。シバー種が圧到的に優占し，他の種群の植被率はいず

れも低くナガバグサ，ゲンノショウコ，ミミナグサ，タチツボスミレの群落区分種を欠いている。

ミノボロスゲ下位群落は1鮒状地のやや湿潤立地に発達している。平均出現種数は12である。

　　b）　典型下位群落

　特別の区分種をもたないナガバグサーシバ群落の典型群落，シバ，ナガバグサの常在度，植被

率がともに高い。平均出現種数11種ともっとも少ない。

　　c）　チチコゲサ下位群落
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　チチログサ，アキメヒシバ，ナルコビエ，エゾオオパコで区：分される。ナガバグサーシバ群落

の起伏のあるシバ草地の中で，わずかな凹状地や斜面下部に発達し，群落の高さ8～10cm，平均

出現回数も17種ともっとも多い。

　5）　ニッコウキスゲーヌマガや群落（Tab。39）

　　泓θ’πθrocα伽瞬認θ泥dorff麗var．8s侃εεπ♂α・伽Zεπゆεε8ノαpoπεcα一Gesel藍schaft

　下北半島北部にある田名部泥炭地帯に発達する湿生草本植物群落，田名部泥炭地帯も現在では

多くの部分が水田として利用されており，部分的にイワノガリヤスーヨシ群集やカサスゲ群集，

あるいはハンノキ林などが散生してみられる。しかし，田名部泥炭地北東側には村の共有草地で

ある目名湿原（仮称）があり，比較的広い面積で湿原植生が残存している。ここでは地下水位が

高い約半分の面積がイワノガリヤスーヨシ群集の植生域で，約半分がこのニッコウキスゲーマヌ

ガや群落がひろがっている。ニッコウキスゲの花期である6月下旬にはニッコウキスゲの花によ

って群落を遠くから識別することができる。群落の高さは約1掛内外で植被率は85％以上と高く，

ニッコウキスゲ，ヌマガヤ，ヒメシダ，ナガボノシロワレモコウ，タチギボウシ，ススキ，ミツ

バツチグリ，タチアザミ，エゾツリスゲ，ヒメシロネ，ノハナショウブ，輩シ，ゴウソ，ハンノ

キ，クサレダマなどの常在度が高く，平均禺現種数23種であるが1：B現回数のぱらつきは少ない。

同群落に属すると考えられる小田野沢での調査区の土壌断面調査によると地下水位は60cmと低

い。またこのニヅコウキスゲーヌマガや群落の季観も特徴的であり，春季4～5月まではほとん

ど花をつける植物はなく初夏の5～6月頃にエゾツリスゲ，ゴウソ，一部アゼスゲなどスゲ植物

が花をつけるが倒立つ花でもない。他の植物の新葉展開の季節である6月にはニッコウキスゲが

花をつけ，もっともはでな季観を呈す，夏季の7～8月にはナガボノシロワレモコウ，ミツバツ

チグリ，サワギキョウ，タチギボウシ，ノハナショウブ，ニガナ，クサレダマ，サワヒ誼ドリな

ど多くの種群が花をつける。秋期には一面ススキの原となり，その中にヌマガヤ，エゾリンドウ，

タチアザミなどの花が混じる。太平洋岸の砂丘後背湿地にもヒラィーカモノハシ群集に接して泥

炭の堆積がある湿原に同様の群落が認められ，とくに老部の北部湿原に多い。このニッコウキス

ゲーヌマガや群落はミツバツチグリ，ススキ，ニガナ，ノコンギク，クサレダマ，エゾリンドウ

などを混生することかよススキクラスに念めまとめられる群落と考えられる。

　ニッコウキスゲーヌマガや群落は以下の下位群落に区分された。

　　a）　ノイバラ下位群落

　ノイバラ，ヤマヌカボ，シ獄バナニガナ，アオモリァザミで区分される。もっとも乾燥した立

地の三分でオオヨモギ，ヒルガオなども高い常在度で混生する。

　　b）サワギキョウ下位群落

　サワギキョウ，イヌゴマ，イワノガリヤス，ユウガギク，ツボスミレで区分されヨシクラスの

種群の混入が罵立ち，地下水位のより高い群落と考えられる。
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　　　Fig。77，層名湿原の遠望，河川沿いにヤチダモが生育している．

Oberblick恥er　des　MenaM◎or。　Entlang　dem　Fluβwachst　F’ηユゴ〃z，5〃’αノκ躍z～〃・どαz

var・ノζ4》0ノηC【τ．

Fig．78，ニッコウキスゲの花朝のニッコウキスゲーヌマガや群落穣観（厨名湿原）．

独ημ87r㏄αZZ’5厩融ノ2ゐ’ヵ窪～var，65α磁ノz’α．M∂Z’航ψ∫’∫ノ妙。π～6α．Gesellschaft　lm　Aspekt

von醜〃昭1ηcα〃5ノノ彦∫詔6・～40η男～var。郡α4Z8ノ～彦αin　Mena－Moor　20m銭ber　NN．
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　　c）　トダシバ下位群落

　トダシバ，ウマノアシガタ，カモノハシで区分される。地下水位は比較的高いが，イネ科やス

ゲ科がとくに多くそう生して株が盛り上がり，比較的乾生の種群をも混生している。このトダシ

バ下位群落はさらにマクロボスゲ，ヤチヤナギ，チダケサシで区分されるマクロボスゲ下．位群落

とハリガネスゲ，ノハラアザミ，エゾニュウで区分されるハリガネスゲ下位群落に区分された。

　6）　ウシノシッペイ群落（Tab．40）

　　πθ〃己αr彦ゐrεαsεδ∫rεcα一Gesel璽schaft

　湿原周辺に発達する多年生革本植物群落である。とくに湿原や沼地のまわりの乾燥地に帯状，

あるいは群状に発達し，さらに後方の低木群落につづいている。ウシノシッペイ群落は隣接する

群落によって群落組成に大きな差があり一定していない。したがってウシノシッペイー種を区分

種としてウシノシッペイ群落にまとめられる。ウシノシッペイ群落は，ここでは以下の3下位群

落に区分された。ヤマイ，カモノハシ，エゾノレンリソウ，ミソハギで区分されるカモノハシ下

Nr．　d。　Aufnahme：

Gr6Be（L　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Gesellschalt（c鵜）：

Deckung　d．　Gese韮schaft（％）：

Artenzahl：

Tab．40　ウシノシッペイ群落
飾1〃α1一〃zノ・～α5∫∂〃一16‘z．Gesellschaft

　　調査番号

　　調査爾積

　　群落の高さ

　　群落の三二率

　　員親回数

　1　　　　2　　　　3　　　　4

2×2　　 3×2　　 ！×！　　 2×2

　40　　　　　40　　　　　！10　　　　　30

　90　　　　　90　　　　　40　　　　　70

　8　　　　8　　　　7　　　　6

Trennart　der　Gesellschaft；

　H6〃～α1・〃～γfα∫必ご7一’cα

Trennarten　der　Untereinheite11：

　乃刀め1ゼ吻Zガ55～めう∠ψ～‘編α

　z∫ご1Lα召〃呂～〃ノぼrα∬ψ85

　五α〃舵yノ『z‘5がZo∫z‘5

　義y〃醐〃παノκ｛ψ5

　！1プ〃～読π8zzα1L∫1・如

　HμZoノπ9∫5〃z～6ノ司απご1zα

　CσZα〃α9ノη5彦ガ5砂198～o∫

Beglelter二

　汲〃zα451yoゐ05‘6／z5ガ5

　∫bご。／z彦〃αノ〉畠のη～’σノ～α

　＆川蝉ぬ〃3如”磁‘〃z

　5〃zgδ‘ゴ∫0ノ加孟8・～～⑳Zfαvar．α伽

　1／zz‘Zαブ畷）02z∫cα

　乃力87Z5α彦μvar．ψ・ノ吻Z8α

　Fε5亡しκαγεめrα

群落区分種

　ウシノシツペイ

下位単位区分種

　ヤマイ

　カモノハシ

　」〔Lソノレンリソウ

　ミソハギ

　トダシバ

　アリノトウグサ

　ヤマアワ

その他の種

　ヒライ

　ミツバツチグリ

　フユノハナワラビ

　ナガボノシロワレモコウ

　オグルマ

　ノハナショウブ

　ォオウシノケグサ
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位群落，トダシバ，ヤマアワ，アリノトウグサで区分されるトダシバ下位群落，および特別の区

分種群をもたない典型下．位群落である。

　ウシノシッペイ群落は羅駿沼のまわりに認められたが，一般には水位の変動の大きい沼地のヘ

リに発達し，全国各地に観察される。

　7）　ミヤマトウキ群集（Tab．41）

　　Ange豆iCeもU斑iWatenS圭S　aSS．　nOV．

　下北半島北部尻屋崎に近い出面，クキドウノ崎の海岸岩地にはミヤマトウキ，キリンソウ，ハ

マオトコヨモギ，オオウシノケグサ，キバナノカワラマツパなどがそれぞれ回状に疎生する群落

が認められる。この点点を含む桑畑山（400m）は石灰岩を倉む古成層地帯で，このクキドウノ崎

も石灰岩が海岸にまで押し出している。この石灰岩を発掘する鉱山の跡地で，のりや平担な岩礫

の台地上に発達した群落である。この群落はミヤマトウキー種を標煎種としてミヤマトウキ群集

にまとめられる。ミヤマトウキ群集はその生育分布域から中部以北の山地の岩地に発達するもの

　　　　　　　　　　　　　Tab．41．ミ　ヤ　マ　ト　ウ　キ群集

　　　　　　　　　　　　　　Angelicetum　iwatensis

ぎ謙罐艶＠。m）：鶉馨灘　i，漏、漏、蝿
H6he（L　Vegetation（cm）：　　　　　　群落の高さ　　　　　　　　　30　　70　　30　　40　　40

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　群落の植被率　　　　　　　　70　　60　　30　　75　　40

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　繊現種数　　　　　　　　　　　　8　　9　　5　　10　　15

K：enaart　der　Ass．：　　　　　　　　　弾帯黎画影

　〆レzg8謀‘αfτし7ζ記6π∫お　　　　　　　　　　　ミヤ・マトウキ

　Lo，～4∫co1フ3’oz4Zα〃‘5　var．ノ砂。／3∫6～‘5　　　　　　ミヤコグサ

　C8ノ¶α∫琵π1π丑5漉。万αηz〃π　　　　　　　オオバナミミナグサ

Kennarten（1er　h6heren　Einheiten：　　　上級単位の種三種

　5θ4μ規たαノπ禽ご11認∫傭規　　　　　　　　　キリンソウ

ん弓彦8ノ廊～αノ＠・π忽var．槻κ・ηαψ1副αハマオトコヨモギ

　恥∫オ～καηめノ8α　　　　　　　　　　　　オオウシノケグサ

　Gα盈‘規ηθノWπηαノ’．α5如才κ濯　　　　　キバナノカワラマツバ

　ルε50α7z疏z匹∫5〃昭η5ど5　　　　　　　　　　ススキ

　Cαプθ灘配確）1zαガ。α1少α　　　　　　　　ショウジョウスゲ

i3・3　　2・3　　2。2　　3・3　　3331

÷・2　　÷。2：　　・　　　・　　　◎

　●　　　　・　　　　・　：十・2　　→一・2：

2・2　1・2

牽・2　2・2

1・2　十・2

2・2　十・2

十・2　十・2

　・　　十

十・2　十・2

　十　　　十

1・2　！・2

2・2　　・

　・　十・2

　・　　十

　十

1・2

1・2

十。2

　●

　●

出現一門の種：AuBerdem　le　elnmal　in　Aufnahme　Nr．1：！1clz〃8αα砂∫ηαノコギリソウ十，　ln　Nr．2＝

　7ヲ覆yηzκ∫ブ砂02z～6～‘5イブキジャコウソウ十・2，三n　Nr．411）～α剛1LZ‘55z4）81ゐκ∫vaL　Zoπ9たα～ごかノz～♂5カワ

　ラナデシコ＋，A8’1η厩∫c如τα如ヤマヌカボ＋，迎6z漉αgoごω雇∫c11α砒αエゾォォバコ＋，　in　Nr．5；

　Aた～ど‘α7zz‘‘απ5コメガや十，　D㏄砂Z’5　g！o〃z8プα如カモガヤ十，　TんαZガ。ケκ7π々ε〃3θπ58　var．1卵oZ8‘イα〃π

　アキカラマツ十，C1〃ツ5αη〃L8〃z～4η’ツ8π08π∫θコハマギク÷，五ノ’‘θ刀z∫5’α〃～oπ如アzαオオヨモギ十・2，

　Aπ8’εZ此α841碗5アマニュウ十，五〃ψ6Z（4｝5おんでηψ召4z醒研～α如ノブドウ十，　Wo融ノの）o癖。αヒロバク

　サフジ十，B／rαc1りψo読～〃73棚Zη磁6～〃♂var．ηz∠5ω層z〃πヤマカモジグサ÷．

Fundort調査地：Shltsukari，尻労クキドウノ騎，　Datum調査年月日26．　Jun．1977．
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　　　　　Fig．79．石灰岩のガ礫上に発達するミヤマトウキ群集（東通村尻労）．

　　　Angehcetum　lwatensis　auf　kalkjgem　Kies（Shitsukari　in　Higashicbri・Mura

　　　30111　NN）．

と考えられる。下北半島内では，他にむつ市の釜伏山（879m）の山頂キ：｝地にマルバシモツケー

潔メツツジ群集内にも生育しているが，そこではマルバシモツケーコメツツジ群集の下位群落に

まとめられた。ミヤマトウキ群集はキリンソウ，キバナノカワラマツバ，ススキ，ハマオトコヨ

モギなどの群落構成種からススキクラスに含めまとめられる。

　ここではミヤマトウキ群集はミヤコグサを区分種とするミヤコグサ亜群集，オオバナノミミナ

グサを区分種とするオオバナノミミナグサ亜群集，および典型雛群集のヨ1琶群集に区分された。

　8）　アカソー懇懇ヨモギ群集（Tab．42－1）

　　Boehmer隻。・Artemis量etum　monもa臓ae　Miyawakietal．1968

　海岸の風衝草原や道路，鉄道の法面などに発達する大型多年生草本布直物群落，高さ2mにも及

ぶ大型のオオイタドリ，オオヨモギ，ゴマナ，アカソ，ノコンギクなどの撃茎の多年生臨本が優

占し，下生えにスギナ，アキタブキ，ゲンノショウコなどのやはり多年生草本植物種群が群生す

る。アカソ一髪オヨモギ群集はここでは響町イタドリによって標徴，区分され，オオイタドリ

（一部オオ滋モギ）が優占種である。おもに海岸に近い道路の路肩や鉄道線路の土盛り部分の斜

面に発達しており，これら人工的に形成された裸地に侵入発達したものと考えられる。ここでの

アカソーオオヨモギ群集は比較的乾鶯三立地に発達したもので，やはりアカソーオオヨモギ群集の
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一形と考えられる男鹿半島でのオオィタヂリーオオヨモギ群落（宮脇他1973）にもつともよく類

似している。調査された植分はほとんど下北半島北部に限られている。半島南部にはほとんど見

受けられなかった。

　9）　ミズーツリフネソウ群落（Tab．42－2）

　　」Pπθαんαηzαoε隔1即α孟εεη8彦θκ彦orε欄Gese叢lschaf重

　斜面の地下水のしみ韻る湿性立地に発達する多年生草本植物群落，ツリフネソウ，ミズ，ウワ

バミソウ，ミゾソバ，エゾノヨロイグサ，ヤマカモジグサで区分される。これらの区：分種の他に

はアキタブキ，オオヨモギ，アカソ，ノコンギク，ヒメシラスゲなど高茎の多年生草本植物も多

く混生しているがいずれも植被率は低く，ツリフネソウ，ミズ，ウワバミソウなどの茎部が多汁

質の草本植物が優聞している。このミズーッリフネソウ群落は下北半島北部の津軽海峡側にある

海岸段丘の段丘斜面下部に発達している。群落の高さは40～60cm，群落幽現種数13～16種と，

ともに他のオニシモツケーオオ欝モギクラスの群落と比較して低い催を示している。

　10）　ク轟バナヒキオコシーオオヨモギ群集（Tab．42－3）

　　Pεec♂rαπεん。彦rεcぬocαpp罵8一．4rオθ〃εεsjθ彦πηεηωπ¢απαeSuga獺ma　1970

　高茎多年生草本植物群落，クロバナヒキオコシ，オオヨモギ，ハンゴンソウ，ゴマナ，タチア

ザミ，ヨツバヒヨドリ，トリアシショウマ，オトコエシなどの高茎の多年生草本植物種群の常在

度，植被率が高い。下生えの下草にはアキタブキ，アキノキリンソウ，ミヤマトウバナ，ツボス

ミレ，ミヤマメシダなどが生育している。この高茎多年生植物群落はクロバナヒキオコシ，アキ

ノキリンソウ，ミヤマトウバナで他の群落から標徴区分される。このクロバナヒキオコシーオオ

ヨモギ群集は下北半島北東部の山岳域で認められ，平均出現種数20種類と他のオニシモツケーオ

オ譲モギクラスの群落に比較して多い値を示している。

　ll）　アキタブキーオオヨモギ群落（Tab．42－5）

　　Pεfα8εfθsゴ¢ρoπjc聞8　var．9εσαπεθπ8齢五r♂eηεε82αη葛。π’απα繭Gese隻lscha£t

　アキタブキーオオヨモギ群落はアキタブキ，オオヨモギ，スギナ，ハンゴウソウ，ゴマナ，ゲ

ンノショウコ，ヨツバヒヨドリなどのオニシモツケーーオオヨモギクラスの標微種群によって特徴

づけられるものの特溺の区分種をもたない，いわぽ典型群落である。おもにアキタブキ，オオヨ

モギ，スギナ，ハンゴンソウ，ゴマナが優占している。アキタブキーオオヨモギ群落は東通村小

田野沢の南通などに多い，水田あるいは畑作地が放棄されている場所や畑作地周辺の畔や道路の

土盛り斜面などに二次的に発達した群蔭である。特徴的な群落区分種を欠いていると同時にスス

キ，ノコンギクなどのススキクラスの種群やクマイチゴ，クマイザサ，タニウツギなどの低木類

などの侵入が饅立っている。土盛り斜面などの比較的乾生の土壌上ではアキタブキがパイオニヤ
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種としてよく侵入し，水の引いた水田放棄地（湿性の粘土質土壌上）ではスギナ，ハンゴンソウ，

およびオオヨモギが優占している。したがって，アキタブキーオオヨモギ群落はアカソーオオヨ

モギ群集の先駆的な未発達群落として位置づけられる。

　アキタブキーオオヨモギ群落は以下の4下位群落が認められた。

　　a）　ハチジョウナ下位群落

　ハチジョウナ，アキノノゲシ，ノコギリソウで区分される。畑放棄地などでみられる林分で，

畑地雑草植物群落，ナギナタウジューハチジョウナ群集の標徴種群ハチジョウナ，アキノノゲシ

などの一年生草本植物を混生する。

　　b）典型下位群落

　特別の区分種群をもたない群落の典型群落である。おもに湿姓立地上の三分が多くスギナ，ハ

ンゴンソウの常在度が高い。

　　c）　キツリフネ下位群落

　キツリフネで区分され，キツリフネが優占している。

　　d）　クマイザサ下位群落

　クマイザサ，コウゾリナ，ミヤマカンスゲ，アキノウナギツカミ，ヒメジョオンで区分される。

クマイザサ，ススキなどの草原生種本の常在度が高く，乾性草原であるススキクラスの性格が強

い。クマイザサ下位群落はさらにカシワ，ヒメスイバ，ミヤコグサで区分されるカシワ下位群落

と，アイバソウ，エゾアジサイ，イチゴツナギで区分されるアイパソウ．ド位群落と典型下位1洋落

とに区分される。

　12）　カワラバハコーオオヨモギ群落（Tab．42－4）

　　ゑπ〔鴇Pゐα護ε87παrραrεfαcθαvar．〃θ40θπsε8・減r’θ〃εεsfα’πoπ♂伽α・Gesel蓋schaft

　カワラバハコ，オオマツヨイグサで区分される河辺の高茎多年生草本植物才洋落である。東通村

老部の老部河川敷内の砂礫上に発達している。

　河川敷内の多年生草本植物群落としては，関東地方などで良く研究されており河辺植生の多く

はヨモギクラスのカワラバハコーヨモギ群団（宮脇，奥田1972）に含めまとめられているが，こ

こ下北半島では河辺植生として特別の群落の発達は認められず，オニシモツケーオオヨモギクラ

スの群落，とくにアカソーオオヨモギ群落が川原の土手を中心にもっとも広く生育している。河

川敷内の砂礫上ではカワラバハコが多く混生するが特異性は弱く，ここではカワラバハ数，オオ

マツヨイグサを区分種としてカワラバハコーオオヨモギ群落としてまとめるにとどめる。

13）　スギナ群落（Tab．43）

　石9誕εsθ旗7παroεπsθ一Gese董叢schaft

半島東部地域に広く分布する第三紀砂岩層の，段丘面露呈部分が崩壊し，堆積した砂上に先駆
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Fig．80．河川敷に発達したカワラバハコーオオヨモギ群落の群落相観（面部川）．

Bestand（1er丑1～αρ1LαZ～∫〃βα’gσμα6θαvar．ζy8‘♂08〃5’ぶ一Aノ吹η〃～5～αη～oη如ノ～α．Gesellschaft

im　Fluβbett　des　Oibe・Flusses（10m　NN）．
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Gr6βe　d．　Probefache（m2）：

EXPosition＝

Neiguロ9（。）：

H6he　d．　VegetatiQn（cm）＝

Deckung　d．　Vegetatlon（％）：

Artenzahll

Tab．43．スギナ群落
互9～’～勲〃〃α’w刀∫8－Gesllschaft

　　　　　調査番号

　　　　　調査面積

　　　　　方　　僚

　　　　　傾　　斜

　　　　　群落の高さ

　　　　　群落の懇懇率

　　　　　｝：疑現態数
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　　　　　砂礫ノ・

　　　　　SaRd

　Fig．81．第三紀砂層の崩壊残積上に発達したスギナ群落（三沢市根井）．

π卿勲〃〃σノ脚ノ～∫6．Gesellschaft　au｛tertl溢reln　Sandstelnschutt（Nei　in　Stadt　Misawa，

50m　UberNN）．

的にスギナが群生している。スギナは湧水地付近や，その他の過湿門地で先駆的に単独，あるい

は他の湿生草本植物とともに群落を形成するのが良く観察される。この植分においても，上部の

砂層からしみ出る地下水分に良く浸されており，一難ではぬかるみ状を呈するほど軟弱である。

したがって，このスギナは湧水や，地下水分に強く影響される貧養，湿｛生指標種として商効であ

り，このスギナを群落区分種としてスギナ群落としてまとめられた。この群落の典型部分ではス

ギナが蝋独で30～70％の植被率を占め純群落をなしている。斜面下部のより禽養地にはエゾアブ

ラガヤ，フトイなどの湿生大型植物（珊シクラスの種群）が混生し，群落高，植被率とともに高

くなり，出現乱数は4～5種となっている。

g　低湿地：草本植物群落

　：Nieder・u．　ZwischeRmoor・Gesellscha£ten

　1）　イワノガリヤスーヨシ群集

　　Calamagrosも量01angrdorff圭i・Phragmitetum　commu麓is　Miyawak量et　al．1976

　各地の低湿地に発展する高茎多年生草本植物群落，群落の高さ1～2mに及び，植被率も90％

以上を占める。高茎のヨシ，イワノガリヤス，シロネ，ナガボノシロワレモ鞭ウ，タチァザミ，

などの他，比較的低茎で下層に繁茂しているエゾリンドウ，タチギボウシ，ヒメシダ，ホソバノ

ヨツノ舷、グラ，ヒメシロネ，アギスミレなどの多くの種群が生育している。イワノガリヤスーヨ
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撫幽

購

Fig．82．イワノガリヤスーヨシ群集のイワノガリヤス優占群落（小田野沢）．

Calamagr・sti・1・ngsd・r士fii－Phragmitetum　c・㎜munls　mit
d。minierendemωα・〃α9ノη∫オ～∫Z・ノ～9∫4・ノ：御（Odan・sawa　lOm負ber　NN）・

シ群集（宮脇伽978）は北海道の低湿地に広く発達する孫シ草原と考えられるが，この下北半島

においてもイワノガジヤス，アカネムグラ，エゾレンジソウなどの北方生の種群が多く，北海道

との共通種群を有することから，イワノガリヤスーヨシ群集に含めまとめられ，地域的な一亜群

集に位置するものと考えられる。

　地下水位が高いか，冠水立地では構成種群が減少し，ヨシ，あるいはイワノガリヤスの優占群

落となる。また汽水中ではヨシー種の先駆群落を形成している。
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　2）　ウキヤガラーマコモ群集（Tab．45－7）

　　Sc三rpo　fluviatilis－Zizanieもum　laもi墾ol呈ae　］M［iyawakietOkuda1972

　ウキヤガラーマコモ群集は，湖沼，水流辺に発達する大型挺水櫨物群落ある。フトイ，カソガ

レイ，マコモ，ウキヤガラなどの大型多年生草本の挺水植物群を標徴種としてまとめられる。これ

らの大型挺水植物群は湖沼の水位の変動の大きい湖岸に群生し，他の種群の生することが少なく，

単一種の優占群蕗であることが多い。この下北半島地域ではマコモは三沢市に近い南部に多く，

中・北部ではフトイ，カンガレイが多くなっている。またこれらのマコモ，フトイ，カンガレイ

などの大型挺水植物類は，混生することが少なく，それぞれ群状に独立して生育している場合が

多い。平均1土1現種数は4（2～7種）種と少ない。ウキヤガラーマコモ群集は，全国各地のブナ

クラスからヤブツバキクラス域に発達しているが，量的には北日本の温帯ブナクラス域に多い。

　3）　ヒ：ライーサンカクイ群落：（Tal〕．45－5）

　　」ππCπS　〃0た080επSεε一8CεrρユεS　frε（～廊eferρGeSellSC難aft

　沼地の湿地に発達する中型の挺水植物群落である。鷹架沼や小田沼などに小規模な群落が認め

られ，ヒライが優占している。生育地の土壌は砂質で，泥質土が少なく，浅く冠水している。低

茎のヒライが下層に優占し，その上層に約4Gcm高のサンカクィが突撫し生育している。ウキヤ

ガラーマコモ群集と同様ヨシクラスに含めまとめられる群落である。

　4）　シズイ群落（Tab．45－4）

　　Sc‘ゆ郡sπεppoηεαεs隔Gesellschaft

　大型の挺水植物シズイと小型のホタルイで区分される挺水植物群落である。砂丘後背湿地中の

小滞水中に発達し，フトイ，アゼスゲ，チゴザサなどを小被度で混生している。ヨシクラスに含

めまとめられる群落である。

　5）　ガマ群落（Tab．45－6）

　　物Pんα厩jfo伽一Gesellschaft

　沼地や水路沿いに発達する大型挺水植物群蕗である。ガマは，多年生草本植物であるがその種

子が羽毛をもつ風散布型で分播力が強く，沼地や水流沿いの他にも，水田放棄地や，水はけの悪

い荒地などにもパイオニヤ植生として群生する。したがって，このガマ群落組成は一定せず，ま

ちまちである。調査されたガマ群落も出現種数でみても2～！0種と巾があり，ヨシの常在度が高

い他は，他の混生種の常在度，植被ともに低い。したがって，ガマー種を群落区分種としてガマ

群落としてまとめられる。また，フトイ，カンガレイなどの他の挺水植物種群と混生する群落は

ウキヤガラーマコモ群集のガマ亜群集としてまとめられる。
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　6）　シカクイ群落（Tab．46）

　　石Zθoc海αrε8ωεc1επrα6－Gesellschaft

　砂丘背後湿地内の冠水立地に発達する草：本植物群落，カヤツリグサ科のシカクイが優翻する他，

ハリコウガイゼキショウ，イ，ホタルイ，ミタケスゲ，アゼスゲなどのカヤツリグサ科の植物が

高常二度で混生している。またさらにタチギボウシ，チゴザサ，ナガボノシロワレモコウ，オオ

ニガナなどの常在度も高い。ここではカヤツリグサ科の群落が一般的にそうであるようにシカク

ィー一種だけ（あるいは少数種の混生）の単一群落は，ここでは認められず，群落の平均出現種数

は！4種と比較的多い。このシカクイ群落は，湿原内に作られた古い水路中に発達したもので現在

は水路：全体が水中に没している。

Nr．　d．　Aufn．l

Gr6Be　d．　Pr◎beflache（m×m）：

Wassertiefe（cm）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung（L　Vegetation（％）：

Artenzahl；

Tab，46．シカ　ク　イ　群落
EJ80‘1～αノ・∫5別∫clz～．’ノ・α8．Gesellsch段ft

調査番号

調査面積

水　　深

群落の高さ

群落の植下率

出現轡型

　1　　　　2

1x2　　3x2
　3　　　　1

　30　　　40

　70　　　90

　13　　　16

　3　　　4
1×2　　2×2

　0　　　0
　40　　　35

　80　　　70

　！3　　　12

Trennart　der　Gesel｝sc止｝aft：

　君Z60‘ゐαノブ∫τe～ごノ㍑‘1π召

Sonstige　Aエten：

　5ぐ1ノブ，μ31≧o翻’厩

　15α013π8gZo50∫α

　Lly‘砂～．‘5ノ〃ααごたごαノzπ5

　JZρ～α’5τσαZ〃ごみノαノz～’∫

　Ho5オα1丁目ヴ∂～ノα

　cαプ儂孟1L～〃めω額f

　J4πα‘5ψ2‘5z’5　var，6♂αゆ～6ノ～5

　8απ9～”5・7加∫8川’ヴbZ～αvar．召～ゐα

　Pノ・8／zαノ～〃昭5’αノ～αゐα8

　互9μ～5畝〃μ少αz’‘5♂1‘‘ノ

　Tノゾα487z～‘〃3ブ妙。刀～‘κ〃’

　Cαプ6ユ＝ノ〃～61Lα～‘z’α2～αvar．α5～αだごα

　君ノゼ0ごαZ‘10ノ～5読0泡α刀’〃π

群落区分種

　シカクイ

その他の種

　ホタルイ

　チゴザサ

　ヒメシ獄不

i｛3●4 5・4 4・4

ハリコウガイゼキショウ

タチギボウシ

アゼスゲ

イ

ナガボノシロワレモコウ

オオニガナ

イヌスギナ

ミズオトギリ

ミタケスゲ

シロイヌノヒゲ

3・3

十。2

1・2

十。2

1。1

　十

　●

　十

　●

　十

　十

　〇

　〇

　十

2・2

　十

　●

！・2

十・2

十・2

　十

　●

1・2

1・2

　十

1・2

十・2

十・2

十・2

　0
1・2

十・2

　●

1。2

　0

　■

1。2

2。2

1。2

十。2

十。2

2・2

1。2

　●

1・2

1。2

1。2

　十

　●

　●

十・2

出現一回の種：AuBerde鵡αle　einmal　in　Aufn・Nr．1：ノ∫凶α6〃”〃ノ毒6ノ闇α∬ψ65カモノハシ十・2，疏31μ6一

　切9α如カキツバタ2。2，理y〃ψ1zα8αZβかα90ノ～αvar．ωzg〃∫∫αヒツジグサ十．三n　Nr。2：1π～4！α6’Z～αが5

　ミズギク十，R1～ツノ161zoψo’闇αノ泌87’ガイトイヌノハナヒゲ十，ゐ068Z如加θηαψ1～α々’5サワギキョウ2・2，

　V～oZαη8耀。μ7～ゴαツボスミレ十．　in　Nr．3＝Tlz8妙∫6戸∫！）α飯5ごノ¶～5ヒメシダ十・2，伽，81？c～イ〃31～αゐ。一

　刀8π58コケオヂキリ十・2，L：y5’〃1αご1～fα4αη～〃妥αクサレダマ十jn　Nr．4；孟〃z（2z’∫Z8∫61z8ノ～α～’～が～コウ

　ガイゼキショウ3・3

Fundort調査地：Odansawa東通村，小田野沢，　Datum調査年月耀：12．　Sep．1978
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　7）　ヌマハリイ群落（Tab．45－3）

　　EZθocん副s配ωπi〃α渉αvar．　c〃cZoσαψα一Ges磁schaft

　湿原中の浅い冠水地に発達する挺水植物群落。カヤツジグサ科のヌマハリイの優占群落である。

ヌマハリイは地下茎部によって栄養繁殖し，小沼地の水の増減のある湖岸域にもパイオニヤ的に

群生している。このヌマハリィ群落においても，多くはヌマハリィー種の単一優占群落を形成す

ることが多く，群落単位や上級単位への所属は不明確である。

　8）　ク霞ヌマハリイ群落（Tab．45－2）

　　1ヲ’θocんαrε8　επ孟εrsεfα輌Gese羅sc董董aft

　クロヌマハジイ，セリで区分される中型の挺水植物群落。砂丘後背地内の滞水立地に発達して

いる。このクロヌマハリィ群落は，クロヌマハリィー種で単一優占群落の場合も見受けられるが，

ここではアゼスゲ，オオニガナ，ツボスミレなどと混生し，19種の禺現種数を数える。群落の面

積的拡がりは局地的で少ない。

　9）　ヤマイーハリコウガイゼキショウ群落（Tab．47）

　　17ε〃めrε8‘〃Zε8Sωゐδεspεeαfα一」既πCπ8鵬鷹醐αππ8－Gesellscha重t

　海岸砂丘地の低湿地に発達しているイグサ類による群落である。繊現種数約6種類でヒライ，

ヤマイ，ハリコウガイゼキショウの三種類が優占種となっている。随伴種にはヒライの他ミソハ

ギ，ヤマアワ，チゴザサ，ロウボウシバなどを混生している。位澱的には塩沼植生のソルヒキノ

カサーウミミドリ群集と低湿地植生のヒライーカモノハシ群集との境界部域に発達している。砂

鳶砂の上に厚さ1cmほどの浅い黒色のド・がた康っている冠水立地上群落である。この群落は，

種類組成的にはヤマイ，ハジコウガイゼキショウによって上記の二群集より識別されヤマイーハ

リコウガイゼキショウ群落にまとめられた。ヤマイーハリコウガイゼキショウ群落は，さらに以

下の下位群落に区分された。

　　a）　ムラサキミミカキグサ下位群落

　ムラサキミミカキグサ，コケオトギリ，クロイヌノヒゲ，カワラスガナ，アジノトウグサによ

って区：分される群落である。むつ湾側の砂丘内低湿地で認められた。ムラサキミミカキグサ下位

群落は捕虫袋を有する草丈3cmほどのムラサキミミカキグサをはじめ，クロイヌノヒゲ，コケ

オトギリ，アリノトウグサなどの一年生小型草本植物を混生し，群落高と植被率の低い（20cm，

50％）特異な群落を形成している。しかし，群落繊現種数は10種類とこの群落中ではもっとも多

くなっている。

　　b）　典型下位群落

　太平洋岸側，天ケ森砂丘内の湿地に見られた群落でヤマイ，ヒライが優占し，それにハジコウ

ガイゼキショウが混生している。この三種類の小型カヤツリグサ科植物によって特微づけられて



a＝Untere三nheit　von翫ノ☆〃・～ノ’1・り・‘・ゐ1説77ZOノ～∫～5

b＝Typische　Untereinheit　典型下ムヒ群落

Nr．　der　Aufn．：

Gr6βe　der　Prol〕e員芝iche（m2）：

H6hc　der　Gcscllschaft（cm）；

Dcckung　dcr　Gcsellschaft（％）：

Artenzahh

　　　Tab．47．ヤマイーハリコウガイゼキショウ群落
　測〃めノぜ∫り，～ガ55～め6’宴》’cα’α・」を〃zα45τ£．，o～1～‘乃fαη～♂5－GeSeilscllaft

ムラサキミミカキグサ下位群落　　　　c＝Unteτeinheit　von　1～02～～θ’αイ1～‘∫疋飢σαゐα〃zπ

調査番号

調査τlli積

群落の高さ

群落の植．被率

｝．Ll現種数

　　　　　　　　一・
群落区分種

　ヤマイ

　ハリコウガイゼキショウ

下位群落区分種

　ムラサキミミカキグサ

　コケオトギリ

　クロイヌノヒゲ

　カワラスガナ

　アリノi・ウクサ

下位群落区分種

　ツルヒキノカサ

その他の種群

　ヒライ

　ミソハギ

　ヤマアワ

　チゴザサ

　コウボウシバ

　ハマハナヤスリ

　オオウシノケグサ

　ヨシ

　エソヌカホ

　シロヨモギ

ツルヒキノカサ下位群落

Trennarten　der　Gescllscha．ft：

　1ウ〃めか∫り・1～55～めゐ～ψ～ビ。’α

　」｝〃～α，∫τc‘τ～～～ごみ～α〃，，∫

Trennartcn　dcr　Untereinhcit：

　び〃’1αf～ζ～’ゴα，・αゐ～’∫～〃’8〃∫～5

　1乃ψ01¶～α’〃多1σユ7～θ’」

　Eノ・∫0‘α～，10π召々・～〃，墨

　q）少d川55cノ’の”〃r’∫

　∫五～～o”‘～9～57〃～θηノ～〃～α

Trennart（ier　Untcreinhcit；

　／ヒαノ！～，ノ～o～，～～’5　 た‘～てこ辱‘～ゐζ～’ノ～”

Bcglei重er：

　Jl〃～α’5」，0た0506〃∫’∫

　あ「疏’マ’〃多α〃αψ∫

　α～～α〃zα9ノη5’お【ソ♪’go加5

　ムαc1〃～cg～060∫α

　C々’で£♪～‘〃～～～‘乙

　α，ゐ～0910∬～’〃乙1乃‘・〃〃α～σ

　及∫’～’αzノ・’め’π

　1う「〃γ～92〃～ご85　α”5’”‘’！～5

　五9’η5‘～∫∫6αう7’α

　！1ノ・’o〃～～5～α∫’81～（ノ’・～o〃α

a b C

9　　10　　11　　12

4　　4　　4　　4
25　　　20　　　　25　　　　工5

50　　　　60　　　　80　　　　80

5　　6　　6　　5

1

1　　2　　3
1　　ユ．　　1

20　　20　　20

40　　　60　　40

11　　11　　7

4　　5　　6　　7

1　　1　　1　　4
30　　30　　30　　20
60　　　　6｛｝　　　70　　　8〔｝

5　　5　　4　　5

8

4

25

85

5

13　　　14　　　15

4　　　ユ．　　1

2〔｝　　20　　20

85　　　　70　　　70

7　　6　　8
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随伴種のミソハギ，ヤマァワが小被度で混生するのみでヤマィーハリコウガイゼキショウ群落の

典型群落と考えられる。この天ケ森砂丘地ではまとまった広い拡がりをもって発達している。

　　C）　ツルヒキノカサ下位群落

　ヤマイ一溜リコウガイゼキショウ群落と塊沼地植生であるツルヒキノカサーウミミドリ群集と

の隣接地域に主に見られるもので，海水あるいは風送塩による影響が少なからずあることが，こ

の下位群落区分種であるツルヒキノカサが混生することでうかがえる。

　10）　タマミクリ群落（Tab．48）

　　勘αrgαπεπ7ηρZo〃己8rαfπ7π一Gesellsc｝製aft

　砂丘後背湿地内の小沼地に発達する挺水草本四物群落。水深10～20cm程の水中に発達し，タ

マミクリの他アゼスゲ，ヒルムシ翼，カキツバタ，シカクイ，チゴザサなどを混生している。タ

マミクリは一般には水中にタマミクジー種の単一種群落を形成することが多く，この調査された

調馬は隣接するミズオトギリーアゼスゲ群集の影響を多分に受けていると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．48．タマミクリ群落
　　　　　　　　　　　　　　勘αノ：9α加‘〃占gZ・〃匹θプα∠～槻・Gesellschaft

　Nr．　d．　Aufn．：　　　　　　　　　　　　　　　調査i番号　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　　5

Gr6Be　der　Pr・be正1ache（m×m）：　　調査癖直　　　　　1×21x11×11x11×1
　Wasse「tlefe（cm）＝　　　　　　　　　　水櫟　　　　　　　　　　15　12　15　15　22
　H6he　der　GeseUschaft（cm）：　　　　　　群落の高さ　　　　　　　　　25　　30　　30　　35　　30

　Deckung　der　Gesellschaft（％）：　　　　群落の植被率　　　　　　　75　75　60　80　75

A…n・ahl・　　　　　｝・i灘数　　｛85・・7
　Trennart　der　Gesellsc1烹aft：　　　　　　群落区分種

　のαノ：9α加〃πgJo〃’oノ・砿4〃’

Sonstige　Arte且：

　Cω裾ぬ〃め8；19～∫

　勘‘αηω9伽ノz‘齢ご〃～伽5

　疏∫zα御∫9α故

　κ～βoclzα1・～5τe～ご1LZ，rα6

　Z5α罐ノ～091oか05ごz

　％砂9’oπ～〃ππ～”oπo／z58

　3cゆ～‘51Lαα〃’～

　駒〃ψノ鷹α∫6〃駕90照var．副9臨α

　矛b4ygo／zμ〃L　5’ε加Z4ど∫

　」｝‘πごκ5Z召5c1LO／zακZだ∫

　タマミクリ

その他の種

　アゼスゲ

　ヒルムシロ

　カキツバタ

　シカクイ

　チゴザサ

　ヤノネグサ

　ホタルイ

　ヒツジグサ

　ウナギツカミ

　コウガイゼキショウ

i2・3　　3・3　　1●2　　3・3　　十・21

3・3

1・2

！。2

1・2

十・2

　●

　十

　十

　〇

　■

2・3

2・2

　●

■

十

十

●

●

●

●

Fu漁dort調査地：Odan◎sawa東通村小田野沢，　Datum調査年月温：12．　Sep．1978

2・3

3・3

3・3

　■

　ψ

　■

　●

　o

　o

　●

3・3

　十

十・2

1・2

　0

　十

　●

　o

　十

　●

3・2

1。2

1・2

2・3

十

●

　o

O

　●

十

胴）　ヒメカイウ群落（Tab。49）

　0απαραZ郡8オrε8・Gese叢叢scha至t

下北半島北部太平洋岸偲の小磁野沢の北にある小沼辺に認められた群落。ヒメカイウが沼の岸
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購鞠1識驚 講翻 羅譲繍灘麟舗試織・欝艶．

〈〉

。誉、：、蔓鞘口妻姦

鴨燕了

解軌

　　Fig．85．ヒメカイウ群落の群落相観と群落区：分種のヒメカイウ

　　　　　　（東通村小田野沢）．

Schwimmende　Cα♂Zα♪磁‘5∫ノゴ∫．Gesellschaft　am　Uier　des　Aranuma．Sees　und　ihre

Cha・ak土…rt　Cα”砂・・！1・蛎・（Od・…aw・il・Hig・・h三d。・i－M・…）．
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Tab．48，ヒメカイウ群落

CαZZαραZz4∫〃∫5．Gesellschaft

Nr．　d．　Auf11．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Krautschlcht－！（m）：

Deckung　d．　Krautschic1烹t－！（％）：

恥he　d．　Krautschicht－2（m）＝

Deckung　d．　Krautschic1ユt－2（％）；

Artenzahl；

調査番号

調査薦積

草本第一層の高さ

草本第一層の植被率

草本第二層の高さ

草本第二層の植被率

出現種数

Trennart　d．　Gesellschaft：

　cαzzα少αZz‘∫々ゴ∫

Sonstige　Arten：

翫ブα9フ腕。∫αε‘5〃αz∫5

乃ψ1Lαzα彦ヴbZ如

Ni4・んαrノ‘ψo航zぐ3

50〃μ5ごαうθ1フ鷹〃zoノ廊πご

％孟θノz媚α少αZr‘5彦7ゴ5

群落区分種

　ヒメカイウ

その他の茎蜂

　≡ヨシ

　ガマ

　コウホネ

　フトイ

　クロバナロウゲ

K2

Kl
K2
董く：2

K1
至（2

1

　4

1．8

10

0．6

98

　2

2

　6

1．5

20

0．6

95

　5

3

　6

1。5

20

0．4

90

　5

Fundort調査地：Hlgashidori－Mura，　Odanosawa東通村，小田野沢

15・5 5・5 5・51

2・2

●

●

1・2

2・2

1・2

1・2

　十

2・2

十・2

2・2

部から地下茎を縄手に張り湖水中まで張り出した千分（Fig．85参照）もあるが，多くは高茎の

ヨシ，フトイ，ガマの下層に群生する。津軽半島の岩木川河川敷内の滋シ群落内にも生育が認め

られる。藻シクラスに含めまとめられる群落と考えられる。

　ヒメカイウは地下茎部の太く，良く発達する地下茎部を有する植物であり，したがってヒメカ

イウ群落は，冠水立地や一時的に冠水する，粘泥質土壌上に発達するものと考えられる。

　12）　ミズドクサ群落（Tab．45－1）

　　君9πε8e加配」εη20Sμ1π・GeseUScha£t

　水位が0～10cm程の粘泥地に発達する羊歯櫃物群落，湖沼水辺よりむしろ泥炭の堆積のある

湿原中の水路辺や凹地の冠水立地に発達する。調査されたミズドクサ群落は，諏積的にはきわめ

て狭い局部的なものであるが，津軽半島の湿原中にも同様の群落が報告されている（石川等1968）

ことからミズドクサー種を区分種としてミズドクサ群落として独立してまとめた。

　13）　ヒオウギアヤメーイヌスギナ群落（Tab。50）

　　Irε88εfo8α卿Eg郡」8εオ配〃εραZ麗8frε脚Gesel韮SC蓋aft

　砂丘後背湿地に流入する小河川沿いに発達する羊歯植物群落である。砂丘後背地の大半を占め

るヒライーカモノハシ群集および，ムジナスゲ群集に接して湿原内を流れる小流水にそって帯状

に群生している。この小河川も泥炭の堆積のある泥土の表面を流れる水深10～20Cln程度の浅い

流水である。イヌスギナ群落はイヌスギナ，ミズバショウ，ヒオウギアヤメによって他の群落か

ら区分される。イヌスギナ群落はイヌスギナが一面に優占し，その中にミズバショウ，ヒオウギ
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離

慰問・騨1『騨
鍵　　　　囁鞭

澱

　　　Fig．86．ミズドクサ群落の群落相観（小1三1三i野沢南通湿原）．

Physiognomie　derβσ，，156々〃μZ1ノ〃θ5～〃ノ～．Gesellschaft　auf　weiche1ユTorfb6den　im

Minaml（1◎ri．Moor．

アヤメ，サワオグルマ，サワギキ三疋ウなどの比較的大型の植物種群が散生しているQ平均出現種

数は14種類と比較的少ない。イヌスギナ群落は，群落組成のちがいからヒライ，ナガボシノロワ

レモ凱ウ，タチアザミで区分されるヒラィ下位群落と特別の区分種群をもたない典型下位群落と

に下位区分された。ヒライ下位群落は，隣接群落であるヒライーカモノハシ群集との移行群落で

ある。

　14）　ツルヨシ群集（Tab．5！）

　　Phragmitetum　japo無icae　M：iyawak叢1963

　下北半島においては，大型河川がなく，河辺植生の大規模な群落は認められない。半島中央部

の下北丘陵地域から流れでる老部川では，下流域が比較的広く，いわゆる玉石状の河原を一都で

は形成している。この河原にツル灘シを標機種とするツル製シ群集が発達している。このツルヨ

シ群集はツルヨシー種の単一群落から，オオヨモギ，ウナギツカミ，アキタブキ，ツリフネソウ，

ミゾソバなどを混生する群落まで認められる。このツルヨシ群集の後方で，流水の影響の少ない

ところでは，アカソーオオヨモギ群集などのオニシモツケーオオヨモギクラスの高茎草本植物群

落が隣接して発達している。
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臨

．鰯・・

Fig，87．湿原内を流れる浅い流水辺に発達するヒオウギアヤメーイヌスギナ群落・ミズ

　　　　バショウ，サワオグルマ，サワギキョウが圏立っている（小田野沢爾通湿原），

　Aa　klelaen　Bachen　wachsellde癬5躍05α沼σ～イ～∫顧〃〃ρα々‘5〃℃。Gesellscha圭t（oben），　Nah・

　Au魚ah拠e　diesαGesellschaft　miししy∫～ぐ」／～～‘～〃1～ぐα〃～醜加伽〃58，5β〃4ご～oヵ～6ノη”’，．乙。耀’α

　50∬塀b磁（Mimami⊂1・ri・M・Qr三n　O（1an・sawa）・
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　　Tab．50，ヒオウギアヤメーイヌスギナ群落
　　　乃ゼ558ω∫α，Egz‘～58〃’ノπ！）αZ2‘∫〃で．Gesellschaft

a：Untereinheit　vOn　Jl〃～‘’‘5ツ0々。∫08π5～5　ヒライ下．｛立君羊落

b：Typische　Untereinl腹e三t典型下位群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一
b

N望d．Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

R6he　d．　Krautschic1ユt（cm）：

Deckung　d．　Krautschlcht（％）：

Artenzahl：

調査番号

調査謹積

草本層の高さ

草本層の植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Eg～’ガ∫6彦～〃ノzραz～イ5’1日

頃L5厩6厩臨ノπ6α〃’オ5CIZαあ躍58

　Zプ’558彦05α

Trennarten　d．　Untereinheit：

　」～‘〃（｝～‘3ツ。ん。∫08ノ～∫～ぶ

　3ω～9’‘’∫01加オ0川‘施Z’αvar．α伽

　Cfプ5’，〃μカ～～〃～4αご，〃π

Arten　d，　h6heren　Einheiten：

　P，・（ノπαπ〃躍3如πα々‘z8

　56〃召ご～oμθro痂

　ゐツ〃L／wノ凄α〃‘砂5

　ゐ‘，～70♂～‘z5d∬κ⑳z’‘エ

　Cω宏¢疏～〃め6ノ窟∠

Begleiter’

　71しめ｛μ6’ゴ5ραZz‘5ごノぜ5

　Poら，90πκ〃’5～βゐoZ4～∫

　均41τ2co孟メ6照ノπヴ70ノη

群落区分種

　イヌスギナ

　ミズバショウ

　ヒオウギアヤメ

下位群落区分種

　ヒライ

　ナガボノシロワレモコウ

　タチアザミ

上級単位の種群

　オ同一ガナ

　サワオグノレ暫マ

　ミソハギ

　サワギキョウ

　アゼスゲ

随伴種

　ヒメシタ

　ウナギツカミ

　オオチドメ

　1　　2　　3
1×3　1×31．5×5

　50　　10　　70

　95　　95　　90

　18　　18　　12

　4　　5
1×4　2×3

　60　　50

　90　　90

　8　　12

　5・5　　5・4　　5・5　　5・4　　4。乙1

．ぞ：1’：lf：ll：1’：引

i十・2　　1・2i

i＋・2

　十　　＋i

1
．　十。2

　1・2

1∴
　2・2

○

●

●

●

o

●

●

o

●

　十　　 1。2　　　十　　十。2

1・2　　1・2　　！・2　　2。2

　十　　十　　十　十・2

1。2　　2・2　　292　　2・3

十。2　　　→一　　　・　　2。2

十　十・2　　十　　。　　十

十　　十　　十　　　。　　・

十　　十　　　・　　十　　　・

出現一回の種：Au8erdem　je　einmと匙l　in　Aufn．　Nr．1：R，4ygo’～～〃み疏～〃め6119～∠ミゾソバ十，　in　Nr．2；

　恥，5ガ〃’ごzご1z’α4αt，～〃宏αクサレダマ十，　III　Nr　3：∬5‘～‘1L〃εgZ（2加5αチゴザサ十，　in　Nr．4：E‘ψ曜。所〃～’

　Z〃～4Z《yα1z～〃〃サワヒヨドリ　十，　ln　Nr・5：Cα1’6エ。α♪〃♂αご。αノ・リガネスゲ牽，　in　Nr・6：E♂6061zα1廊

　fπ’6ノ漉記クロヌマハリイ十，ln　Nr．7：乙ツご（ψ～‘5〃z‘～∠～cゐ’α〃”5ヒメシロネ十，　ln　Nr．8＝」9L’冠9〃z～記5

　αZ硲〃τ漉∫ヨシ十．

Fundort調査地：Higashi（lorl・Mura，0〔lanosawa東通村小LLi野沢

Datuln調査年月日：25．　Jun，1977．

　15）オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集（Tab．52）

　　A簸gelico　genuflexae・Car量cetum　vesicariae　MiyawakietFuj韮wara19ア0

　湖沼や流水辺湿地に発達する大型スゲ群落。下北半島では半島北部によった贋名，早掛などの

いわゆる《【田名部泥炭地帯”と半島北端部の大間崎海岸後：背湿地に認められる。群集標微種であ

るオニナルコスゲが優占しヨシ，ミソハギ，シロネ，ヒメシダの常在度が高い。オユナルコスゲ

は多くはヨシを混じえるが，ほとんど単一優占群落を形成することが多い。このオニナルコスゲ

ー種を標徴種としてオオバセンキュウーオニナルコスゲ群集（宮脇，藤原1970）に含めまとめら



139

　　　　　　　　　　　　　　τa1）．51，ツルヨ　ン群集

　　　　　　　　　　　　　Phragmitetum　jaPon三cae

Nr．（L　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　調査番号

Gr6Be　d，　Pr・bef1註che（m×n・）：　　　　調査穂積

H6he　d．　Vegetation（cn1）：　　　　　　　　　　植生高

Deckung　d．　Vegetation（％）：　　　　　　　植被率

Artenzah1：　　　　　　　　　　　　　　　出現単数

　1
3×10

　10
　80
　　1

　2

5×5
100

　90

　11

Kennart　d．　Ass．：

　一斑9ノπ漉∫ノζψoηゴσα

Sonstige　Aτten：

　滋プご81漉5如7π0π孟αノ～α

　∫b4ygOπμ〃3蜘う0履ガ

　mα∫鵜ブ＠・π’α‘5var．9’9απ伽5

　乃ノψαオ’8〃5‘8：τご。ノ落

　アbむgoπ～〃π彦んZ〃～ゐ6／19～ピ

　Eノゴ961りπ⑳zπ～耀∫

　3αZたむ5α｛71薦劾z8／z5’5

　Rz〃πθ躍。玩～’曜b磁∫

　ノ15ごθ1’α9θノ・α彦0読5var．0襯z‘5

　測ω如goα3醐ど6α

Fundort調査地IOibe－Fluβ老溜【l

Datu組　調1査年月瞬　：25．　Jun。1978．

群集標徴種

　ツルヨシ

その他の種

　オ臓卜モギ

　ウナギツカミ

　アキタブキ

　ツリフネソウ
　ヘ　　　　へ　　　　　　　ぐ

　ミソソバ

　ヒメジョオン

　オノエヤナギ

　ェゾノギシギシ

　ノコンギク

　オオバコ

i

15。4　　　　　　　5。5！

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

！・2

エ・2

十

十

十

十

十

十

十

十

れたQここではオオバセンキュウーオニナルコスゲ群集はカサスゲ，ナガボノシロワレモコウ，

i・ウゲブキで区分されるカサスゲ範群集と特別の区分種をもたない典型亙匿群集の二∬巨群集に区分

された。

　16）　カサスゲ群集（Tab．53）

　　Car三ceもum　dispaIatae　MiyawakietOk琶da　l972

　湖沼や流水辺に発達する大型スゲ群落。下北半島では，各地の水湿地に認められ，多くは草本

第一願にヨシが優思し，下層第こ二層にカサスゲが引受する。このカサスゲ群集は，湖岸では流入

する小河川がある側の泥土の厚く堆積した立地に発達し，泥土の堆積の少ない砂質土壌地ではヨ

シの優占群落やウキヤガラーマコモ群集が占めている。カサスゲ群集は，ここではミズバショウ

で区分されるミズバショウヨ1群集とイヌスギナ，タチアザミ，ヒメシダ，ナガボノシロワレモコ

ウ，オオニガナ，イヌゴマの多くの種群で区分されるタチアザミ！Ili群集とに区分された。

　このカサスゲ群集と同様の群落は，ハンノキ若齢林の林床にも多く認められることから，この

カサスゲ群集の多くは，下北半島地区でのハンノキ林であるマツバスゲーハンノキ群集に遷移す

るものと考えられる。またカサスゲとの類似種であるオオカサスゲは，下北半島北端域（大間崎

等）に限られてわずかに生育しており，下北半島地区における大型スゲ群落は，このカサスゲ群

集がもっとも広く分布しているといえる。
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Fig．88．オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集の群落相観とオニナルコスゲ（早掛沼）．

　　PhysiQgnolniedes　Angelico　genuHexae－Cariceセumvesicariae　und
　　seine　Charakterart　Cαノ郡て，85～‘α1ゴα（Hayagake・See　in　der　Stadt　Mutsu）．
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　Tab．54．オオバセンキュウーオニナルコスゲ群集

Angelico　genuflexa－Caricetuおa　vesicariae

Nr．　der　Aufnahlne：

Gr6Be　d．　Probeflache（n・2）：

H6he　d．　Krautschicht－1（cm）：

Deckung（L　Krautschicht4（％）；

H6he　d．　Krautschicht－2（cm）；

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）：

Artenzahl；

調査番．号

調査面積

箪本第一・層の高さ

草本第一層の三門率

草本第二層の高さ

草本第二層の植被率

嵐現種数

1　　2

16　16

200　－

40　－

100　80

80　85
　7　　3

3　　4　　5　　6
！6　　　25　　　25　　　12

－　200　一　　　

一　　30　一　　一

80　　100　　　80　　120

85　　　80　　　80　　　90

5　　5　　6　　7

7

　8

150

90

　9

Kennart　d．　Ass．：

　Cα’・8エ7碍～α～’・～ζ～

Trenaarten（1．　Subass．：

　cαノでぼ61’功α！α’α

　5α〃9～で～∫01加卿～’ヴ～）～～‘～var。α〃πz

　ゐ∫91’御伽ん049”〃～～

Arten　der　h6heren　Einheiten：

　〃zノ噂‘ε9’〃z”召5‘～〃5診ノ’o～13

　Lツ〃〃曾～’〃’αノ～6ψ5

　あ7α塑〃5～〃ビ1ぬ5

Begleiter：

　Tみめソ，如ゴ5μ～♂〃5”ゴ∫

群集漂徴種　　｝
　オニナルコスゲ

・・麟区分種　1
　カサスゲ’　　　　　　　　i
ナガボ．シ。ワ。和ウi

下膨　　1
勝ギ　i
　シロ不　　　　　　　　　　i

随鞭　　　　　i
　ヒメシダ　　　　｛

ムy5〃〃α61～1α盟～〃g’α’おvar．伽η～〃プごαクサレダマ

・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o

十　　。　　。

●　　　　　　　　　o　　　　　　　　●

3・4

3・4

2・2

2・2

1・2　2・2：

1・2！・2；

．ナ　熱一2，i

1・2　3・3　 2。2　2‘3

十　　1。2　　十　　2⇔2

率　2・2　　十　　。

2・2

十

●

。　　　・　　2。2　　十　　1●2　　　・　　2。2

十　　。　　。　　・　　十　　・　　。

繊現～【潮の種1み～！幾如娯｝天jρein嚇し塾Aufn・Nr・！；ん砂gω〃♂〃∫～酌oZ‘躍ウナギツカミ十，　C～cz”α

　ッ～1り5αvar3z～メψo〃1‘‘～ドクービリ　十jn　Nr．6：C‘’Zα〃～α91η5∠～51α〃95401コσy～イワノガジヤス1・2．　ill　Nr．

　7：α1冨’〃π1〃～’ノ～‘」ζz‘8〃πタチアザミ十，々y～ご1漉。πα〃；’∫561π～168ノ～56ミズバショウ十，0〃06！6‘～∫6〃5～6～！～5

　var，加此17マψガαコウヤワラビ1。2．

Fun（lorte調査地：1：001na－KaP大間騎，2－5：H三9ashidor量一エ＞iura，　Hayagake東通村，早撰6－7；H三ga－

　shi（｛ori－Mura，　Mena－Moor　東う通零寸i；i名～1濃1芽〔

　1ア）　ミズオトギリーアゼスゲ群集（Tab．54）

　　Triade熟。－Cariceも秘m　th轍無bergii　ass．nov．

　下北半島各地，とくに爽部地区に広く分布するスゲ型湿生草本擁1£物群落である。群落の相観は

高さ約40cmのアゼスゲの優占群落である。また，あるいは玉．5mにも達する繁茂するヨシの下層

に，アゼスゲが優占するという二層群落を形成している群落も見られる。低湿地におけるスゲ型

草本植物群落の中で，このアゼスゲを含む群落はとくに湖岸や，河岸付近のように水位の変動の

ある場所に多く発達する。この水位の変動の激しい場所，あるいは刈り取り，火入れをしたよう

な場所では混生する他の種群が減り，アゼスゲー種類が高い回読率を優占するようになる。この

アゼスゲ優占群落はアゼスゲ先駆群落（Tab．54－a）としてまとめられた。泥土があり，水位の比

較的安定する地には翼シ，ミズオトギリ，ミソハギ，ヒメシダなどが多く混生し，高茎の草本植

物群と二層群落になっている。これらの群落はミズオトギリ，ミソハギを標徴種，および区分種

としてミズオトギリーアゼスゲ群集としてまとめられ，関東地方で報告されているチゴザサーア

ゼスゲ群集（宮脇，奥田！972）に対応する，温帯におけるアゼスゲの群落として位難づけられる。
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　　　　　　　　　　Tab．53．カサスゲ群集
　　　　　　　　　　Caricetum　dispalatae
a：Subass．　vcn　Lysichitum　camtschatcense　ミズバショウ亜群集

bl　Subass．　von　Cirsium　inundatum　タチアザミ亜群集

Nr。　d．　Aufn．：

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Krautschlcht－1（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）：

H6he　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung（L　Krautscl｝ichb2（％）：

Artenzah1：

調査番号

調査面積

草本第一層の高さ

草本第一層の植被率

華本第二層の高さ

草本第二屠の植被率

と呂現指数

a b

1　　2

16　16
2．5　2．5

80　40
12　1．2

90　95
　3　　3

3

12

2。5

40

1．3

90

　7

4　　5

25　25

2．2　　2

95　90
　9　11

Kennart（L　Ass：

　Cαノ『薦4’塑αZα診α

Trennart　d。　Subass．：

　ゐづノ5～oん1ごz〃ノぼα〃しご3cゐα齪〃∫6

Trennarten　d．　Subass．：

　E4～4’∫o加μρα♂’‘561》

　C～ノ・5’～〃μ加～〃～4‘～∠z〃π

　Tノ招らμ61廊♪αZκ5〃”5

　8απ9‘｛細工傭｛‘．｛アb～～αvar。α～δα

　P1・♂ノzα〃〃～85ごα刀αゐα6

　5ご‘～吻∫ブ‘ψo・～磁var．磁η’〃zθ6痘α

Arten　h6heren　Einheiten：

　鰹Lπε9〃廓6∫α’‘5ご2’αz～5

　E妙αωノ細〃μ’〃‘ZZ〔くyαノ～～〃ノ’

　G8刀加〃α〃’耀・川Vとしr・ノ妙0刀磁

　＆～〃μ寵5αノ’～〃〃

　ゐツ訪’wπα〃6ψ5

Begleiter：

毎5’ノ〃‘～61～～α副gα1ゴ∫var．4ατ，πア加

　飾5如プ8‘雄bzゼα

群集標徴種

　カサスゲ

亜群集区分種

　　ゆ　　　　ミズバショウ

！膨洋集区分種

　イヌスギナ

　タチアザミ

　ヒメシタ

ナガボノシロワレモコウ

オオニガナ

イヌゴマ

上級単位の種

　ヨシ

　サワヒヨドリ

　ェゾリンドウ

　ムカゴニンジン

　ミソハギ

随伴種

　クサレタマ

　タチギボウシ

Kl

ii5・55・5

｝十　1・2・
L　　　　　　　　　　　　　　　i

●　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　o

■　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　o

●

5・4　3・3

●　　　　　　　　●

　　o　　　　　　　　●

レ　・
Fundort調査地：1，2：Kamikita－Oho」dヒlll∫，3－5：0danosawa小田野沢

5・5　≦皇・4　　5●4⊥

●　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

i　l。2　一←。2　　十1
ま　　　　　　　　　　　　

i＋●21’21引
i…＋・2・1
｝！・2　十　　帆

i＋　．尉
1＿∴±釘士

3・4　4・4　3・4

　。　　十　　・

　・　　十　　幸

　。　　・　　十

　・　　・　　十

・　　・　　÷

・　　。　　十

　18）　ツルカワズスゲ群落（Tab．55）

　　0αrεκP8eω｛Jocπrαεcα一Gese董lsc釜裏aft

　三伏生のスゲ植物，ソルカワズスゲで区分される群落。下北半島では南部の小川原湖畔に近い

根井沼に発達が認められる。ここではツルカワズスゲは二層群落をなし，上1膏にヨシが優制し，

その下生えとしてツルカワズスゲが優有している。またミズオトギリ，クロバナロウゲ，アゼス

ゲなどが小町度で混生し，ここではヨシクラスに含めまとめられる。ツルカワズスゲは近くでは

津軽半島の砂丘後背湿地内でも生育が認められ，そこではミズゴケ泥炭上にムジナスゲと混生し，

生育している。生育範囲が広く，また群落組成に大きな差があることからここではツルカワズス

ゲ群落としてまとめておくにとどめる。



Nr．　d．　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．：

GrδBe　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　K：rautschicht－！（cm）：

Deckung　d．　Krautschicl｝t4（％）：

H6he　d．　Krautsch三cht－2（cm）：

Deckung　d．　Krautschlcht－2（％）：

Artenzahl：

　　　　　　Tab．54．ミズオトギリーアゼスゲ群集

　　　　　　　Trladeno・Caricetum　thunbergii
a：Cαプ儂疏瑚68’19～∫一Ploniergesellschaftアセスゲ先駆群落

b；Trjadeno－Caricetum　thunbergl三　ミズオトギリーアゼスゲ群集

調査番号

調査年月欝（月／日）

調査薦積

草本第一層の高さ

草本第一届の植被率

草本第二層の高さ

草本第二履の植被率

娼現種痘

a
「

b 1

8／20　10／28　10／28　　11／5　　11／5　　11／5　　11／5　　11／5　　11／5　　！1／5　　！2／5　　12／5　　12／5

25 4 4 2 4

30　　　　40　　　　40　　　　40　　　　50

80　　　　95　　　　95　　　　80　　　　90

3　　4　　4　　4　　4

　4　　　4　　　4　　　4

180　　　150　　　170　　　150

40　　　　50　　　　55　　　　25

40　　50　　50　　50
90　　　　70　　　　80　　　　90

　4　　5　　5　　6

100 4

100　　40

85　　85

　7　　4

16

！80

80

50

70

　5

4

Kenaarten　d．　Ass．：

　Cαノ¶6灘諺1zπ7めθ7窟∫

　7》伽漉π’〃乃ノ妙。刀’α4〃’

　勿彦1Lη〃πα〃αψ∫

Arten　der　h6heren　E：inheiten：

　刀〃鴇9〃漉85α螂かrαz∫∫

　砲5～ノπαc1颪～α〃1♪ηり5ヴ707’α

Begleiter：

　7職64）ψご6プお汐αZπ∫々’な

　ゐα〃～ツプ～43μZo5～‘5

　為y5∫ノ〃α‘1滋て〃4Zgαノゴ∫var．面ημノブ。α

群集概評種

　アゼスゲ

　ミズオ｝・ギリ

　ミソハギ

上級単位の種

　ヨシ（K、）

　ヤナギトラノオ

随伴種

　ヒメシダ

　エゾノレンリソウ

　クサレタマ

40

80

5

5。4　　5。5　　5。5　　5。4

　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　■

　　　・　　　。　　十

・　十。2　一ト・3

十　　　・　　　・

2・2　　・

　。　　十

　●　　　　　　　　　　驚

。

●

・　　十

十　　　。

●　　　　　　　　　　●

5・4　　5。4　　3。3　　4・4　　5・4　　4●4　　5・4　　4・4　　5・4幽

1・2　　1。2　　十。2　　十・2　　2。2　　！・2　　十・2　　1●2　　　十

＋・2　・　＋　・　＋　＋　・！・2＋・21

十　　 3・3　　4●4　　4●4　　2・3　　2・3　　1．2　　4●4　　1・2

・　　　。　　　・　　　●　　　σ　　　十　　　 …

。　　2・2

●　　　　　　　　　　●

● ●

●　　　2。3　　十・2　　3・4

・　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●

・　　1。2　　十　　　・

●

o

●

・

●

○

●

●

●

Auβerdem　le　einmal　ln　Aufn。　Nr．2：GαZ～z〃ノzか拶盈〃μvar．うr8管ψ6読‘2zc～4Z硯π〃zホソバノヨツバムグラ　十，　Nr，3：識〃～α‘5ツ。ゐ。∫06ノ～5f5ヒライ　十．

　Nr．4：」％4yg切～μ〃り妙。ηfζwμシロバナサクラタデ1・2．　NL　7：n）孟θπ彦〃αραZπ56プ’∫クロバナロウゲ3・3．　Nr．10：〃’582～5α∫αva二ψ02～Zα7z8αノ

　ハナショウブ十．NL　11：EZ80訪αが5〃zαη’∫ZZα鶴var．《yごZoごαψαヌマハリイ十．　Nr．12：EZ60ぐ1zαプ’5αo∫‘πZαプ∫5マツバイ十．　Nr．13：汲4ηα‘∫

　”α躍C痂απμ5ハリコウガイゼキショウ十．

Fundort調査地：Hlgashldori－Mura，　Odanosawa．東通季寸，小田野沢 置
QO
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Tab．55。ツルカワズスゲ群落
C‘〃で認！》56z，40c～〃・α～ぐ召．Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme；

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）；

H6he　d．　Krautsch三c1・t　1（cm）：

Deckしmg　d．　Krautschicht　1（％）：

H6he　d．　Krautschlcht　2　（cm）：

Deckung　d．　Krautsc1、玉cht　2（％）：

Artenzahl＝

調査番号

調査面積

草本第一層の高さ

草本第一暦の植被率

草本第一厨の高さ

草本第二層の緬被率

忠現種数

　1
2x2
200

　80

　50

　70

　5

　2

2×2
170

　80

　45

　70

　5

　3
2x2
200

　60

　50

　80

　6
Trtennart　d．　Gesellschait：

　Cω四声ακZoα〃噂α～ごα

Arten　d．　h6heren　Einheiten：

　Pん’α9〃寵郡ζ醒諾’冨～5

　Tノ”α‘下川ノμノ妙。ノ～盈〃π

　1椀‘ゲ〃が〃α！）ご」～〃5ご’廊

　α〃－‘デごじ〃z～〃め｛ノ1召ガ

　1翅y8魑θ〃〃〃’ノ妙‘）癖。〃ノ〃

　ゐツ∫’〃κ1‘’1～如！1～♪り画17θ昭

Begleiter：

　7ソz晦ψ∠8’ゾ5♪‘ぬ∫’ノプ8

　∬3～‘1‘’〃3ノ）η〃‘1θ∫‘’

群落区分種

　ツルカワズスゲ

上級単位の種

　ヨシ

　ミズオトギリ

　クロバナロウゲ

　アゼスゲ

　シロバナサクラタデ

　ヤナギトラノオ

随搾種

　ヒメシタ

K2、　i414．

監

；iii

1く：2i

アメリカセンダングサK2

Fundort言調誌け也：Nei－See　4艮づト7召，　Datum　言周査ゴr月回　：5．　Nov．197玉．

19）　ムジナスゲ群集（Tab．56）

　Caricet疑m　occultantis　ass．nov．

5・4

十・2

　十

　●

十。2

　●

4・4 4・頑i

5・4

　0

十・2

1・2

　●

●

十

4。4

十・2

　十

　●

　●

十・2

2。3

　砂丘後背地に発達するやや大型のスゲ群落。葉が細長く，たなびくように繁茂するムジナスゲ

が優増し，ナガボノシロワレモコウ，ヒメシロネ，ヒメシダ，タチギボウシ，闘シ，サワギキョ

ウ，ミズオトギリなどの権群の常在度が高い。ムジナスゲは本州の一部と北海道に分布するスゲ

属植物であるが，北海道においても生育地の多くは鷺水立地でヨシクラスに含められる群落を形

成しているのが観察され（釧路湿原等），　この下北半島においても貧養な冠水立地（土壌陶1面，

Fig．89参照）に生育していることからムジナスゲー種を標徴種としてムジナスゲ群集にまとめる

ことができる、，ムジナスゲ群集はここでは以下の211i｛群集，5変群集に区分された。

　　a）　エゾリンドウ亜群集

　エゾリンドウ，ヤマアワ，オオニガナ，ムカゴニンジンで区分される。微かに冠水する凹凸の

ある地表面の凹部の泥炭jl也上に発達し，ヒライーカモノハシ群集との移行部の群落である。群落

の平均霊智庭面は24種と後述のヨシ亜群集より多くの種群が生育している。ヤマアワ亜群集は，

さらにイヌスギナで区分されるイヌスギナ変群集，タチアザミ，トキソウ，カモノハシ，カキラ

ンで区分されるタチアザミ変群集に下位区分された。

　　b）3シ亜群集

　　ヨシ，チゴザサ，アゼスゲのヨシクラスの標徴種群で区分され，2～3cmの冠水立地」．二に発
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　　　　Fig．89．小田野沢南通の砂丘後背湿地におけるムジナスゲ群集の群落網観．

　　Caricetu狙occulta徽tisauf　den蓑lteren　D越ne豆des　Mina蜘（IGri－Mo◎res　in　Oda且Qsawa。

達している。平均串現歴数は約12種類（クロバナロウゲ変群集とシタミズゴケ変群集の平均値）

と少ない。ヨシミ1琵群集はツル灘ケモモ，ススキで区分されるツルコケモモ変群集と，クロバナロ

ウゲ，カキツバタで区分されるクロバナロウゲ変群集，およびシタミズゴケー種で鼠分されるシ

タミズゴケ変群集の3変群集に区分される。このうちツルコケモモ変群集は下北半島の北端部，

大間崎の海岸＝後背湿地に発達している。

　ムジナスゲ群集は，現在のところ調査された下北半島一帯に分布し，とくに南通湿原には大規

模な群落がみとめられる。さらに津軽半島の砂丘後背湿地，および北海道に分布が認められる。

　2G）　ヒライーカモノハシ群集（丁歌b．57）

　　Junco　yakoscensis・1scぬaemetu斑cress董pes　OkudaetaL　1970

　砂丘後背湿地に発達する低層湿原植生Q群落の高さ約40cmで，ヒライ，カモノハシ，ミソハ

ギ，タチギボウシ，ヒメシダ，ヒメシロネ，ナガボノシロワレモコウ，ミツバツチグリ，ノハナ

ショウブ，クサレダマ，ツボスミレ（アギスミレ型が多い），エゾリンドウ，タチァザミ，アゼス

ゲ，サワヒョドジなどの多くの種群がきわめて高い常在度で混生し，群落の稲観，および群落組

成が比較的～饗している。嵐現種数についてみても，平均繊群籍数は25種類で出現種数の最：少値

が18種，最大値が32種と繊現種数のふれの巾も比較的少ない。ヒライーカモノハシ群集は，砂丘

上の湿性地で泥土の堆積の浅い砂泥質湿性：土壌上に発達している。より乾性立地のノハナショウ
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ブーススキ群集，あるいは冠水立地や泥土質土壌上のヨシクラスの群落（イワノガリヤスーヨシ

群集，ミズオトギリーアゼスゲ群集，ムジナスゲ群集，ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落）と

接して発達している。一般に砂丘後背湿地内でぱ，基盤の砂丘地の起伏量が小さく，湿原全体の

傾斜傾度も小さい。したがって立地の環境傾度も小さく漸次的で，群落どうしの境界が明りょう

ではなく，他群落との移行帯にあたる群落が広い面積でひろがっている傾向がある。また，この

ヒラィーカモノハシ群集ではおもに地下茎が良く発達し，地下水位によって滋養されているヨシ

クラスの構成種ヨシ，ヒライ，ミソハギ，カモノハシ，ヒメシロネ，サワギキョウ，タチギボウ

シが高い常在度で生育する他，比較的地表面近くに根茎を発達させているススキ，ニガナ，ミツ

バツチグリ，ツボスミレ，オオヤマフスマなどススキクラスの種群もまた多く混生しているのが

特微といえる。下北半島においては，ヒライーカモノハシ群集は砂丘後背湿地をはじめ，半島全

域にその生育が認められ，とくに太平洋側に発達している南北に長大な拡がりをもつ砂丘地帯に

は，まとまった群落が各地に点在している。

　ヒラィーヵモノハシ群集は，津軽半島の日本海側，砂丘後背湿地にもその分布が報告されてい

る（宮脇他1970），（石川他1972）。

　ヒライーカモノハシ群集はここでは以下の2亜群集，6変群集が認められた。

　　a）　イワノガリヤス亜群集

　イワノガリヤス，ニガナ，ウマノアシガタ，スギナ，ノコギリソウ，オオヤマフスマで区分さ

れる。泥土，あるいは泥炭の堆積が比較1；1勺厚く，地下水位が高い立地に発達している。しかし，

地表面がそう生する植物や植物遺体によって凹凸があり，乾生の植物刑期と1｛門生の種群との混生

が目立っている。

　　i）　ショウジョウスゲ変群集

　ショウジョウスゲ，ニッコウキスゲ，オトギリソウで区分される、，とくに泥炭の堆積の厚い場

所や，あるいは地表而がショウジョウスゲなどのそう生する植物種群によって凹凸が形成されて

いる群落で，ススキ，ショウジョウスゲ，ニッコウキスゲの植被率がとくに高い。このショウジ

ョウスゲ変群集は，さらに，ワラビ，アオモリアザミ，ヤマナラシの乾生立地指標種群で区分さ

れるワラビ亜変群集，ゴウソ，ヤチカワズスゲの湿性立地指標細謬羊で区分されるゴウソ亜変堵洋集，

および特別の区分種をもたない典型亜変群集の3亜変群集に下位区分された。

　　ii）　典型変群集

　特別の区分種をもたないイワノガリヤス猟群集の典型群落。

　　iii）　セリ変群集

　セリ，ヤエムグラで区分される。地表面の凹凸面のうち，わずかな凹地状の冠水立地にセリの

生育が認められる上分である。

　　b）　カモノハシ亜群集

　カモノハシ，チゴザサ，ミズオトギリ，ヤマアワ，トキソウで区分される。地下水位が高く，
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浅く冠水している立地が多い。カモノハシ，チゴザサ，ミズオトギリ，アゼスゲ，サワヒヨドリ，

オオニガナ，タチアザミなどヨシクラスの晶群の常在度，植被率がより高くなっている。

　　i）　オオミズゴケ変群集

　オオミズゴケー種で区分される。局地的にオオミズゴケがマット状に群生している植分で，ヨ

シクラスの種群チゴザサ，ミズオトギリ，ヒメシロネ，アゼスゲなどを欠く傾向があり，代ってイ

ワノガリヤス亜群集の区分種であるニガナ，ウマノアシガタ，スギナなどが散生的に混生している。

オオミズゴケの三三率が高いもののブルト状のミズゴケ群落特有の群落形態にまで至っておらず，

この植分はヨシクラスの影響が強くヒライーカモノハシ群集の下位群落としてまとめられた。

　　1i）典型変群集

　特別の区：二種群をもたないカモノハシ亜群集の典型二分である。より海岸に近い地域に多く分

布する傾向がある。

　　iii）　ミズギク変群集

　ミズギク，ハリコウガイゼキショウ，シカクイ，イヌスギナ，アケボノソウ，ウメバチソウ，

ケカモノハシで区分される。泥土の堆積の薄い，浅く冠水する砂質土壌上に発達している。ミズ

ギク変群集はさらにシタミズゴケの繁茂するシタミズゴケ鍾変群集と特甥の区分種をもたない典

型変群集に下位区分された。

　21）　ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落（Tab．58）

　　0αrεκcαμJZαcθα一〇αreκωπ」απα・Gesellschaft

　ハリガネスゲ，ショウジョウスゲで区分される小型スゲ群落。泥炭の堆積のある湿原に発達し，

ショウジョウスゲ，ヤチカワズスゲ，ハリガネスゲ，アゼスゲの小型スゲ属の植物によって特徴

づけられる。群落内ではスゲ植物やカモノハシが小群状にそう生し，地表面はこれらイネ科植物

群の株によって1互1凸がある。平均幽現回数は24種類と多く，とくにヒメシダ，タチギボウシ，ク

サレダマ，ヒメシロネ，ニガナ，ツボスミレ，ナガボノシロワレモコウなどの常在度が高い。

　ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落は，小型スゲ属植物によって特徴づけられる群落であり，

泥炭の堆積層の表面を流れる，上流域からの流水によって滋養される群落である。

　22）ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落（Tab．59）

　　Clαrθκ07πεαπα鱒Cαrθκη己εcゐα麗κεαπαvar．α8εαだ。α・Gesellscha£t

　砂丘後背湿地中に発達する小型スゲ類群落。群落高30cmほどでミタケスゲ，ヤチカワズスゲ

の他，アゼスゲ，エゾツリスゲなどのスゲ植物が生育する他，下北半島における後背湿地中に広

く生育しているヒライ，チゴザサ，ミズオトギリ，タチギボウシ，ヒメシダ，ナガノシ揖ワレモ

コウ，タチアザミ，ニガナなど多くの種群を混生している。前述のハリガネスゲーヤチカワズス

ゲ群落とは，ミタケスゲ，シカクイ，ハリコウガイゼキショウ，ミズギクが混生することによっ
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Nr．　d．　Aufnahlne＝

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）＝

H6he　d．　Vegetat玉on　（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Tab．60．ヤチスゲ群落
　Cαノ・8露～1〃～05α．Gesellschaft

　　　調査番号

　　　調査面積

　　　植生の高さ

｝．．1．．1現．冊数

　1
1．×2

　30

　40

　9

　2
2x2

　30

　40

　10

　3
1x5

　30

　60

　12

Trennart　d。　Gesellschaft：

　Cαプ8¢～’ノ〃05α

Sontlge　Arten　l

　Cαノ・‘～謬01〃～α〃α

　Jl〃～cμ5ツ。ゐ。∫06ノ～5～5

　M伽y‘η～〃z85〃’ヴ～）～髭～如

　∫5α61～．〃89’！o∂05α

　Hθ3‘αノ’8‘雄bZ∫α

　α〃’α〃π〃～ゐ8磐〃

　＆η～gz‘∫∫・ノ加’8〃～ψ～1‘Z　var．α～∂α

　／〃〃～α‘’〃‘z’・15

　Cω’礁6妙〃‘κ8α

　P1～．πど9〃～’‘郡α～’5‘ノ層α〃∫

　T’噛如46π～〃ノ～ノごψoノ～1‘，〃〃～

　しごy5ノノ〃α61～1α‘Zαて．，’〃¶’α‘

　E1ゴθ！・1」ω－’〃μω’噛‘ノα〃’〃〃

　Loδ‘ぞ！～α3‘ノ∬1！ぴb々‘～

　ゐツ〃’ノブ〃〃．α耀「8♪5

　Z’q15‘～刀5α∫αVar．ψθ〃∠α〃（～‘～

　z）ノη56／9αノマ，〃〃κ1グわ！～α

群落区分．種

　ヤチスゲ

その他の種

　ヤチカワズスゲ

　ヒライ

　ミツガシワ

　チゴザサ

　タチギボウシ

　アゼスゲ

；御∴ウ…

　ミズオトギ9

　クサレタマ

　サギスゲ

　サワギキ…！ウ

　ミソハギ

　ノハナショウブ

　モウセンゴケ

14．「．4．．．

十

十

3・4

十

　●

　●

　●

　o

十

1・2

十

十

　●

　●

　o

　o

　●

3・4

十

十

1．。2

●

1・1

十

十

十

●

　■

●

　●

2・2

十

●

　●

　●

÷・2

2・3

　●

　十

i・1

1・2

ユ。2

　十

十・2

　●

　o

　●

　o

　o
　十

　十

　十

Fundort調査地：Minamidori・Moor，　Oclanosawa．小1＝［／i野沢，南通湿凍

Datum調査i年月1ヨ：27．　Ju11．1978

て区分される。

　ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落は，地下水位の高い浅い冠水立地に発達するがヤチカワズス

ゲやミタヶスゲが株状にそう生し，凹凸があり表・面から水而はほとんど見ることができない。後

背山陵部から流入し，泥土⊥を流れる流水路「宜1沿いの欝養な湿地中に発達している。

　ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落は，尾瀬ヵ原において，高層湿原や中lll三ll湿原内にも生育する

他，とくにブルト状の高層湿原が踏圧その他の人為影響によって破壊された泥炭上に，代償植生

として広く発達している（宮脇，藤原1970）。

　この下北半島の南通湿原におけるヤチカワズスゲーミタケスゲ群落においても，上流域から，

絶えず流入する流水とともに，泥土の流入のある不安定立地上の群落といえる。

23）　ヤチスゲ群落（Tab．60）

　61αrθκ　！’〃ε08α一Gese蓋董schaf£
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　東通村小田野沢の南通湿原や尻量の湿原等の泥炭や泥土が露出し，浅く冠水した立地に発達す

る小型スゲ群落。ここ下北半島におけるヤチスゲ群落は，ヒライーカモノハシ群集やハリガネス

ゲーヤチカワズスゲ群落，ミツガシワ群落，サギスゲ群落等と接して，湿原内の泥炭の表面を流

れる，表面流状の浅い小流水中に発達している。主に亜高山粥以上の山地湿原に小型スゲ類の一

種であるヤチスゲによって標徴されるヤチスゲ群集（宮脇，伊藤，奥田1967）の発達が知られて

いる。しかし，ここ下北半島では海岸砂丘後背湿地に発達した群落で群落の規模も小さく，また

隣接群落の影響を受けて，混生する種群は亜高山におけるヤチスゲ群集とは異なっている。ここ

ではヒライ，アゼスゲ，タチギボウシ，ヤチカワズスゲ，ハリガネスゲ，ミツガシワ，チゴザサ

など，おもにヨシクラスの種群が低い植被率ながら混生している。このようにヤチスゲは多くの

異なる群落中に群生し，ヤチスゲー種を標微種としてヤチスゲ群集にまとめるのには問題が多い。

したがって，ここではヤチスゲ群落としてまとめるにとどめた。

　24）　サギスゲ群落（Tab．6！）

　　1『rεo］Pん。｝’ωπLcorθαπ郡〃ひGese茎lsckaft

　サギスゲ群落は砂丘後背湿地難生であるヒラィーカモノハシ群集等に接して，湿原植生曝露を

流れる流水辺に発達している。この斜面上部からの流水は，はっきりした流水路はなく，湿原内

を癬的な拡がりをもって流れており，軟弱な泥土が露呈しているような場所に発達している。

　　　　　　　Fig．90．サギスゲ群落の群落相観（小田野沢南：通湿原）．

Physiogno崩e　der　Eノー～砂1Lo，wノぼ。ノ署α〃～‘ノルGesellschaft　auf　dem　Mimanldori．Moor　i職Odanosawa．
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　　　　　　Tab．61．サギスゲ群落
　　　　　E1ゴρ♪ん02－～4〃z　coノでαπκ〃z－Gesellschaft

a：Untereinhelt　von　Jl〃～o～∬♪，o加5c碑5ガ5　ヒライ下位群落

b：Typische　Untereinheit典型下位群落

。：Unte「einhelt　von即｝πτ9ノπ∫’83砺5々耀’5　ヨシ下位群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨・
b C

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6βe　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Gesellschaft（cm）：

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：

Artenzah1：

調査番号

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

出現種数

　1　　2　　3　　4　　5
2×5　2×3　2x3　2×3　1×3
　30　　　　40　　　　40　　　　70　　　　50

　80　　　　90　　　　50　　　　60　　　　60

　！3　　　14　　　　5　　　19　　　　9

Trennart　der　Gesellscllaft＝

　E2亘ご砂んα司ε↓ηzco1層εα2躍〃乙

Trennarten　der　Untereinhelten：

　」滋、八州∫ζyo々03‘6刀∫’5

・∫αノ諺gz4∫507闇ろ硯θノ～～ぜケbZ∫αvar．α伽

　Hb5楓，卿ec雄b蕉α

　∫bgoπfαブ＠oπ記π

　Lツαψτ‘3アπ召α6た如ノ～”5

　鐸L7π8フノ漉85α～45〃αzゴ∫

Sonstige　Arten：

　Cωで灘孟1z～〃め819ガ

　ゐ。加Z∫α50∬’ム⑳〃α

　E～ψ6zご。ノゴ～〃π♂fπ4Zのαノzz〃フ3

　Cα2’6諾6妙沼αむθα

　G8η加ノ～α孟プ卯・1πvar．ノ＠・π’ごα

　Cαプ6∬oノ加⑳zα

　鳶8プゴ∫4（ηzごαごα

　ムαoんπθgZoう05α

群落区分種

　サギス’ゲ

下位群落区分種

　ヒライ

　ナガボノシロワレモコウ

　タチギボウシ

　トキソウ

　ヒメシロ不

　ヨシ

その他の．種群

　アゼスゲ

　サワギキョウ

　サワヒヨドリ

　ハリガネスゲ

　ェゾリンドウ

　ヤチカワズスゲ

　ニガナ

　チゴザサ

11；2　　3・3　　4・3　　3・3　　394！

i4・4　　3・3；

i＋　＋｝
1　　　　　　3
i3・3　　1。21

3　　　　i
ほ・2　　十1
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●

1。1

o

●

1。1
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●

十

●

1。2

十

十

十

●

●

十

。

●

ら

●

●

D

●

●

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

　i1．2　＋i
　：2・2　　2。3：

1。2

十

●

o

●

■

●

●

！・1

十

十

十

十

●

2。2

o

●

十・2

●

o

●

十。2

出現一回の種：Auβerdem　je　einmal　in　Aufnahme．　Nr．1：ゐ5F∫～〃～‘～ぐ1z∫α4αz，～〃・～cαクサレダマ　十，ノァ¶f∫

　θπ∫‘παvar．砂ω～顔ηoαノハナショウブ十・2，互9’”58々〃〃α’惣6ノ～5～∫スギナ十jn　Nr．2：C～（7～〃‘R，’1’〔，5α

　var．πψρoπf6αドクゼリ十，．勘らpgoπz〃μ5’6ゐ。～4～1ウナギツカミ十，乃¶8〃α〃〃～‘～5’α7～αたα6オオニガナ十，

　琢凶ηo礎yZ8ノ噂αノπゲ10’「αオオチドメ1・2jn　Nr，3：Eσ認58Z～〃〃ραZ～’5〃『6イヌスギナ2・3，　Mω恰7α〃〃～8∫

　かのZfα如ミツガシワ牽・2，　in　Nr。4：CαZα〃’α9／ro5♂’5～απ95401”fイワノガリヤス十，05〃’～♂〃4αノα・

　♪oπ此αゼンマイ十，ぬノブzα∬～α診α細諾1ゴ5ウメバチソウ十，7ワ躍らψ妙一おρα伽5z7’～5ヒメシダ十，　Wo～α

　ηβ7でα4π4αツボスミレ十，1乃‘忽4伽π1πノαPoηfα〃μミズオトギリ十・2，αノ‘∫加厚加〃14曜～〃μタチアザミ

　十，1切。ノ’ガcz〃μ8’ぞ。‘z4ノノ～オトギリソウ1・1，　M揺αノz〃LZ’55’ノ己8ノ～515ススキ十jn　Nr．51ひ〃弓’c～’Zα’¶～α～ル

　ご。〃π84∫αコタヌキモ2・3，％ご‘z〃～．og6∠o〃4’5々ノ～c如5ヒルムシロ十，ん♂α〃～ogθ’oη加1τ13ご014！’イ1・モ十．

Fu且dort調査地：Minamldori－Moor，　Odanosawa小田野沢南通湿原

Datu孤調査年月日：27．　Jun．1978．

サザスゲ群落は，サギスゲ一種で他の群落から区分される群落であり，他にはハリガネスゲ，

アゼスゲ，ヒライの常在度，三度が高い。

サギスゲ群落は，冠水立地においてはアゼスゲ，サワギキョウなどを小被度で混生するだけの

サギスゲー種の優占群落から，ヒライ，タチギボウシ，サワヒヨドリなどヒライーカモノハシ群
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集の構成種群を比較的多数混生する群落まであり，群落の出現種数は5ないし20種とはぽが大き

い。サギスゲー種の優占群落は典型下位：群落（Tab．68－b）にまとめられ，ヒライーカモノハシ

群集の構成開国ヒラィ，ナガボノシロワレモコウ，トキソウで区分される群落は，ヒラィ下位群

落に，さらにヒメシロネ，ヨシで区分されるヨシ下位群落とに，それぞれ下位区分された。この

サギスゲ群落は下北半島ではきわめて局部的に発達しているにすぎない。

　25）　ミツガシワ群落（Tab．62）

　　！膨επ〃αηfんθ8frεfoZεαfα一GeseBschaft

　砂丘後背湿地内を流れる流入河川は，多くは水深の浅い，湿原泥炭上のわずかな凹状地の表面

を漂うように流れており，水深も10cm以内のことが多い。湿原内を流れるはっきりした河川は，

泥炭を侵食して，湿原面との比高1～2m下の低地を流れている。ミツガシワ群落は，このよう

な泥炭上の浅い表面流水に沿って発達している。ミツガシワ群落は，ミッガシワー種で他の群落

から区：分され，水深のやや深い所ではミツガシワの単独群落を形成する。ミツガシワは北半球に

広く分布する種群であると同時に我が国においても冷温帯に広く分布し，隣接群落のちがいから

様々な種群と混生している。とくにヨシクラス，ホロムイソウクラスの両植生域にまたがって生

育するためにその群落の位置づけがされ得ていない。ここ下北半島の湿原においても，ミツガシ

雛1，鱒
Fig．91．浅い流水中に発達しているミツガシワ群落の群落相観（小田野沢南通湿原）．

　Physlognomle　der　Mθ1老yαノ～彦1L8∫〃ぴb〃α診α．Gesellscha壬t｛m　seichten，1angsamflie8ende鍛

　Wasser（Minamid◎ri－Moor　in　Odanosawa）．
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ワはヨシクラスの種油との混生群落とホμムイソウクラスの種群との混生群落を形成しており，

ミツガシワに結びつく特定の種群がない。したがって，ここではミツガシワを区分種とするミツ

ガシワ群落にまとめるにとどめる。ミツガシワの群落は，その生育の違いから以下の下位群落が

認められた。

　　a）　ドクゼリ下位群落

　ドクゼリ，イヌスギナで区分される。その他にもサワギキョウ，ヒメシロネ，タチギボウシ，

クサレダマなどのヨシクラスの種群の常在度が高く，ヒオウギアヤメーイヌスギナ群落との移行

群落である。ドクゼリ下位は，さらにミゾソバ，クロヌマハリイで区分されるクロヌマハリイ下

位群落と特別の区分種をもたない典型下位群落に区分された。

　　b）　コタヌキモ下位群落

　コタヌキモ，イトモ，ジュンサイで区分される。比較的水深のある小沼状地に発達し，沈水植

物や浮葉植物，およびヨシの植被率が高い。

　26）　ホソバノシバナ群落（Tab．63）

　　丁吻互OC配πPα肱就rθ・Gesellschaft

　ホソバナノシバナは，本州ではきわめて稀に湿原内に生育するホロムイソウ科の小型穂物であ

る。このホソバノシバナは，尻笹野湖辺においてヒライーーカモノハシ群集にあたる低湿地植生内

Tab．63．ホソバノシバナ群落
丁ノ鎗／θ‘ん’πノ）αZ”5〃で．GeseUschait

Nr．　d，　Aufnahme：

GrδBe（L　Probeflache（mxm）＝

H6he　d．　Gesellschaft（c㎜）：

Decl＜ung　d．　Gesellsc1｝aft（％）：

Wassertief（cm）：

Artenzahl：

調i奄番号

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

水深

出環種数

　1

1×2

　50

　80

　5

2 3 4 5

1×21×0．5　1x2　1×1

50　　　　20　　　　10　　　　20

80　　　　50　　　　40　　　　40

ユ　　一　　　！　　　1

6　　4　　3　　3

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　7男9ごoc1Lカψαzこ魏7℃

　ひ〃一fα‘zα1ゴα加ごθ7・7〃64∫α

Trennart　d．　Unterelllheit：

　Ffη爵r‘5らrzゴ55～め6ゴ鐘）∫cα諺α

Sonstige　Arten：

　押3ブα9フπ漉5α～f∫〃闇α〃5

　R加ηc肋功。プααZう‘～

　5ご’ψ1’5オα加ηzαo〃zo〃彦αノ躍

　Cαアで記～α5ど。‘αψ‘τvar．　ocぐ～’伽π5

　乃の1～αzαゑ麹〃α

　σ紘ぬ廊7μZgα’闇∫5　vaLノ・ψ・ノ廠z

Fun（10rt調査地：下北郡大間町大閾崎

群落区分種

　ホソバノシバナ

　コタヌキモ

下位群落区分種

　ヤマイ

その他の種群

　ヨシ

　ミカヅキグサ

　フトイ

　ムジナスゲ

　ガマ

　タヌキモ

1＋・2耐…幅・2’．…糧「3・43・41

…＋！．2、．32．32．3i

1．．昼至嘱樹・

十

●

■

●

■

　十

十・2

　●

　十

　●

　●

十

●

o

o

o

十

■ o

●　　　　　　　　　　　　9

÷　　　十

●　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　◎

■　　　　　　　　　　　　0

5　　　　　　　　　　　　●

Datum（L　Aufnaime調査年月｝ヨ：6．　Augほ979．
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に散生して生育しているのが認められる。しかし，大間碕の突端にある後背湿地においては，こ

のホソバノシバナの優占する群落が認められた。大間崎における後背湿地は一時水田として利用

されていた形跡があるが，現在ムジナスゲ群集，カサスゲ群集およびツルコケモモーオオミズゴ

ケ群落などが発達している。

　ホソバノシバナ群落はホソバノシバナ，コタヌキモで区分され，湿原内にわずかにひろがる冠

水立地，水深1～5cm位の泥土上に発達している。ホソバノシパナ群落は尾瀬ケ原や釧路湿原

内にも生育が認められており（宮脇・藤原1970），ホソバノシパナの他に，コタヌキモ，あるい

はヤチコタヌキモが高い常在度で生育している。したがって，これらの群落はホソバノシバナ，

コタヌキモを区分種としてホソバノシバナ群落として含めまとめられるものと考えられる。

　ホソバノシバナ群落は，さらにヤマイで区分されるヤマイ下位群落と特別の区分種をもたない

典型下位群落に下位区分された。

　27）　エゾサワスゲ群落（Tab．64）

　　（アαrθκ　ひεrεdlπZαロGesellschaft

　エゾサワスゲは，カムチャッカから北海道，本州中部にかけてまれに産する，高さ20～30cm

の叢生する小型スゲ植物である。下北半島では，わずかに小田野沢北部の砂丘地帯に観察される。

砂丘後方にあるクロマツ植林地とそれに続く砂丘後背湿地植生ヒラィーカモノハシ群集との境界

部に発達している。やや小高い砂丘からしみ出るように湧いている小湧水辺にこのエゾサワスゲ

は群生している，，もっとも湧水地に近い駈では，エゾサワスゲが単独で生えており，下：方ではオ

オイヌノヒゲ，あるいはホタルイ，チゴザサ，ヒライを混生している。土質は砂質土壌である。

また水位の変動する湖岸蔀砂上にも群生している。このエゾサワスゲはきわめてまれに産するス

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．64．エゾサワスゲ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　Cω・O」じτ，f1・～4～イZα．Gesellsehaft

　Nr。（1．　Aufn．：　　　　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　　　　　　　　1　　　　2　　　　3

　Gr6絡e　d．1）robefache（n1）：　　　　　　　　調査議長　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1　　　　　1

　H6he　d．　GeseUschaft（cm）：　　　　　　群落の高さ　　　　　　　　　！0　　　40　　　30

　Deckung　d．　Gesellschaf亡（％）：　　　　　群落の櫃被率　　　　　　　　　38　　　　85　　　　80

A・t。nzah1・　　　　　　　出現種卸　　　i　l　　3　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
Trennart　d．　Gesel｛schaft：　　　　　　　群落区分種

　Cαプ砿て，読磁Zα　　　　　　　　　　　　エゾサワスゲ

Sonsitige　Arten：　　　　　　　　　　その他の種群

　Rん耀ん0宴）0；Uノ捻如ゴ6～　　　　　　　　　　オオイヌノハナヒゲ

　1π認αC読α’廊　　　　　　　　　　　　　　ミズギク

　5c力少螂1LO孟αノマπ　　　　　　　　　　　ホタルイ

　ムα01昭gZoみ05α　　　　　　　　　　　　　チゴザサ

　汲〃zcz郎ツ。澄05‘6π5ゴ5　　　　　　　　　　　ヒライ

Fundort調査地：Rokkasho－Mura，　Deto六ケ所村嵐茸。

Σ）atum　葺周査年ノヨ揖　：28．　Oc亡．　1971．

匪3 3・4 4・項

■

3・3

十

　●

　●

　●

1・2

　十

十・2
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ゲ植物で，この下北地方でも，隣り合せの二ヵ所で観察されたのみでその生態的二二が不明であ

り，ここではこのエゾサワスゲを区分種としてエゾサワスゲ群落としてまとめられた。この群落

の属する上級単位は不明である。

　28）　ナルコスゲ群落（Tab．65）

　　Cαrθよlcπroεσoπε8騨Gesellscha窒t

　小節陣中に点在する岩上に発達する小型スゲ群落。ナルコスゲの優占群落であり，他にアキタ

ブキ，クリンソウ，ドクゼリ，ヤマテキリスゲ等を混生する群落も認められるが，概してナルコ

スゲ一種が高い一面率で優醒し，他の種群の植被率は低い。

　このナルコスゲ群落は，ブナクラス域における各地の外流中の岩上に特徴的に発達しており，

ナルコスゲを標微種として一群集にまとめられるべき群落と考えられる。しかし，ここ下北半島

では，群落の規模が小さく，局部的にしか分布が認められないため，ナルコスゲ群落としてまと

めておくにとどめたい。

Nr．　d．　Aufn．：

H6he　U．　Meer（m）；

Gr6Be　d．　Probefl琶che（ln2）：

H6he（L　Gesellschaft（cln）；

Deckung　d．　Gesellschaf亀（％）：

Artenzah1：

Trennart　d．　Gesellschaft＝

Tab．65．ナルコスゲ群落
Cαノ・αα‘π，1ωZZ～∫一Gesellschafヒ

　　　　　調査番｝ナ

　　　　　海抜高度

　　　　　調査面積

　　　　　群落の高さ

　　　　　群落の植被率

　　　　　｝：昌現種数

　Cαノ・αr‘マ〃・てゾω～～～∫

Sonstige　Arten：

　1ヤ孟α5”・ノ5ノ‘ψ・〃～‘ノ～で5var．9～9ω～爾’∫

　Pノゴ〃」～”αノ妙θ〃1・’‘・

　ααイ～αて・〃η5周目ar．ノ吻・o〃～ω

　Cω笠むノγαゐ〃αごα

　CααzZ～α‘Zゆ1z～〃〃1bZ∫α

　ゐツ5～‘ん～々θ〃‘α〃”勲αごσげ〃認

Fun（lorte調査地：1＝

　　　群落区分種

　　　　ナルコスゲ

　　　その他の種群

　　　　アキタブキ

　　　　クリンソウ

　　　　ドクゼリ

　　　　ヤマテキリスゲ

　　　　モミジガサ

　　　　ミズバショウ

，21Kooibe－Fl鴻小巷lrl川

1

！00

　8

20

60

　2

2

130

！0

30

90

　7

〇三be．Flu∫3　老剖；月

十 　十

1・1

1・2

十・2

　十

　十

　29）　ヤマテキリスゲ群落（Tab．66－a）

　　CαrθκfZαbθπαfα・Gesellschaft

　恐山の硫気孔からやや離れた湿生の砂礫地上に発達するスゲ群落。粘泥質土壌の少ない小石の

堆積した荒地に発達しており，中型のスゲ植物ヤマテキリスゲー種の単一植物群落である。ヤマ

テキリスゲは河原や道路ぽたなどの荒地にも生育するところがら，硫気孔植生というより，荒地

のパイオニヤ群落として発達するものと考えられる。
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Nr，　der　Aufn．：

　　　　Fig．92．ヤマテキリスゲ群落（恐山），

Physlognomie　der　Cα’昭劣ノZ‘め〃α’α．Gesellschaft（Osorezan）．

　　Tab。66．ヤマテキリスゲ群落，サドスゲ群落
Cα撒τノノ‘め〃α臨，Gesellschaft　und　Cω裟む∫α40βノ～5’5－Gesellscha圭t

　a：Cαノで灘ノ！‘めe〃α‘ζτ一Geselischaft：ヤマテキリスゲ群落

　b：Cα’で灘ぎα♂（ノd〃5～∫一Geselischaft＝サドスゲ群落

Gro3e　der　Probflache（m2）：

H6he　der　Gesellschaft（cm）：

Deckun9（1er　Gesellschaft（％）：

Aτtenzah1：

Trennart　der　Gesellsc｝玉aftl

熱　i
l欝率i

群落の区分種

ヤマテキ・・ゲi

群落の区分種　　｝

　サヂスゲ　　　｛

　！一一一一’「

L薫＿…

㌔竜

1〕亘二鍾t・

　・　・1璽．

b
＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿i

3　　4

4　　4
20　　20

70　　85

1　　　玉

5　　6

4　　4
20　　30

90　　80

1　　！

　Cα撒τ！7αう〃α如

Trelmart　der　Gesellschaft：

■ ■ ●

Cαノ・o灘5α6Jo6〃∫～5 5・4　　5・5　　4・41

　30）　サドスゲ群落（Tab，66－b）

　　Cαreκ　8αdoθπ8ε8繍Gesel呈SC賑a貴

　恐山の硫気孔から離れた砂礫上に発達するスゲ群落，ヤマテキリスゲ群落と同様，砂礫土の荒

地にサi畝ゲー種による単一群落を形成している。またサドスゲ群落ぱ，下北半島丘陵地の河川

沿いにも認められ，やはり硫気孔周辺植生とをまいえず荒地のパイオニヤ群落と考えられる。
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　31）　ヒメゴウソ群落（Tab．67）

　　CαrαψαCOごα一GeseHscLaft

　下北丘陵の尾根にある冷水峠（250m）附近では尾根が広く台地上となり，一部の凹では雨時

に水がたまる小湿地がいくつかある。ヒメゴウソ群落はこのような小凹地に群生している。この

ヒメゴウソ群落はヒメゴウソー種を区分種とし，ヒメゴウソの優占群落となり，ヨシクラスの種

であるシロネ，イワノガリヤスなどを小被度で混生している。したがってヨシクラスに含めまと

められる群落と考えられる。このヒメゴウソ群落は，大型の挺水植物ガマ群落と隣接して発達し

ており，このガマ群落の生育とともに，褐色の粘土がむき出しの小1珊地，水たまりのパイオニヤ

的群落と考えられる。

Tab．67．ヒメ＝ゴウソ牙洋弓

Nr．　d、　Aufllahme：

Gr6Be（L　I）robeflache（m×m）：

Hδ11e　d．　Gesellschaft（cm）：

Deckung（L　Gesellscl、aft（％）：

Artenzahl：

α〃駄τゴ）1～α‘oご‘1－Gesellschaft

　　　　調査番号　　｝

　　　　調査而績　　　｝
　　　　群落の高さ　　　1
　　　　輔の植脚　i
　　　　出現種数　　　　：

　1
2x3

　50

　85

　4

　2　　　　　3

2×2　　　3×5

　60　　　　80

　90　　　　80

　7　　　　　7

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Cα1冠君カノ～αごθ’α

Arten　d．　h6heren£inheiten；

　々yαψ～’51～’c1‘♂～’∫

　CαZα〃’αg御5∫’5Zα’啓∫‘1ωズ万～

　Z螂1z〃召gZoゐ。∫α

　7》1～α！α‘ヴb～’α

　Cω・6，じ〃κ～2コ～〃’o℃し，’‘π～～

Beglelter’

　v7’θ！αて，‘〃・（・ビ～イ’～‘～α

　C‘〃・aじαZ〃α醸

　去ご（〃・～5‘♂θ’‘‘故～

　．！1伽ノ’α9びノ「α♂o～漉5var．θエ・ご」〃’5

　5αノびα’Zαぐノ～∫π8〃5’5

　Rα〃〃～α’z”∫σ～’d！♪α8鷹〃5～5

群落区分種

　ヒメゴウソ

ヨシクラスの種

　シロネ

　イワノガリヤス

　チゴザサ

　ガマ

　ゴウソ

随伴種

　ツボスミレ
　ミ　ノオミロ．スクゴ

　ニガナ

　ノコンギク

　ウマノミツバ

ヤマキツネノボタン

Rmdor亡調査地：Reisui－Pa13冷水峠，海扱：高度250m　Uber　NN．

i・5・5　　…一｛…ち澤5…『…　　　ゴ5i51

÷

じ

十

■

o

●

●

1・2

1・l

l。2

0

十

十

彗一・2

十・2

　■

　●

　o

　●

十

2・2

　0

　●

　●

十・2

　●

　十

　十

　十

　〇

　32）ヤマドりゼンマイ群落（Tab．68）

　　Osノπωπ4αs≠rπηεcεππαηεoη診αε〃己var．　foたεθπ8θ．Gesellschaft

　湿原嗣辺に発達する羊歯植物群落。そう生するヤマドリゼンマイが優占し，ヨシ，ナガボノシ

ロワレモコウ，イワノガリヤス，ノハナショウブ，ヒメシダなどが混生している。ここではヒラ

イーカモノハシ群集，あるいはニッコウキスゲーヌマガや群落に接して発達しており，その隣接

群落のちがいによって混生する種群に大きな差がある。この群落組成に差がある傾向は，尾瀬ケ
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　　Fig．93．ニッコゥキスゲーヌマガや群落の隣接して発達iしたヤマドリゼンマイ

　　　　　　群落（倒名湿層）．

0∫〃耀η4α5〃マ〃π‘～η刀αノ〃。〃瑠〃〃var．ノbた～β刀5θ一Gesellscl｝a士t，　eine　Randgesellschaft（ler　Hθノ｝～θη‘α〃5

ノノ’蔽勧♂01がぜvar．85α’Z8〃ごα一MbZfノ～ゆ5～∫ノ妙。〃16α一Gesellscl｝aft（Mena・Moor）．

原，霧ヵ峰湿原，圃場山湿原その他で報告されている陶名群落においても認められ，隣接群落の

ちがいで組成的に大きな差がある。したがってヤマドリゼンマイー種を区分種とするヤマドリゼ

ンマイ群落としてまとめられるにとどまり，上級単位の所属は不明のままである。今日調査され

た2調査地点のうち調査番穆1はニッコウキスゲーヌマガや群落に接して発達した群落である

（Fig．93）。この群落ではススキ，ザゼンソウ，ヒルガオ，ユウガギクなどを混生し，ヤマドリ

ゼンマイの生育も良く，二又分枝する直径10cm程の地下茎が地表諏をはい，ヤマドリゼンマイ

の鯛体年数の経た群落であることがうかがえる。

　33）　タヌキラン群集（Tab．69）

　　Ca罫iceもul聡podogynae　Ohわa雀975

　湧水あるいは流水のある岩壁に発達する大型スゲ群落。タヌキランはブナ帯から璽高山針葉樹

林域まで広く分布する大型のスゲ植物であるが，その生育立地は，山間の流水辺や滝のまわり，

上部から水のしたたりの多い岩壁など，常になんらかの流動水によって滋養される斜面地に限ら

れて発達している。優占種のタヌキランの下垂する長い葉が引回的な群落である。群落組成は生

育地，隣接群落のちがいによって大きく異なり，共通する種群が少ない。したがって，タヌキラ
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　　　　Tab．68．ヤマドリゼンマイ群落
05〃z．τf2261α∫ごノ・～〃2～．6加ノzα2ηo〃’8ど〃ノ3　var．∫0た’θノ～58．Gesellschaft

Nr．（1．　Aufn．：

GrδBe　der　Probefl盗che（m2）：

H6he　der　Gesellschaft（cm）l

Deckung　der　Gesellscllaft（％）：

Artenzah1：

丁夏ennart　der　Gesellschaft：

調査翻　　　　i
調査面積　　　　　i
群落の高さ　　　i
群落の植被率

鵠現種数

群落区分種

　1
5x4
100

　85

　！5

　2

5×5

120

　90

　18

　0∫〃㍑〃z4α伽‘〃πどノ1／zα〃～・〃’‘ヲ～〃〃var4b肋刀83

Sonstige　Arten：

　P1びα8’〃廓85α～’諾7「αZ廊

　5副g～．”∫・ノ加纏z‘碗！1αvar．α～δα

　CαZα〃1．α8’ノ’o脚31αノ～95ゐノが’∫

　1ノ¶∫∫6ノ～謝αvar。ミρ・ノz顔～βα

　ム4／50απごん～．’5諏ノz8〃3～5

　Cα4y謡69’αノ‘ψoηガαz

3姻1り1∫ノ妙。〃1偲v乏lr．碗β〃〃84～‘～

　＆y〃ψ～o‘αψ～’5プ。ノガb〃～．’3

　κ‘z〃〃～‘〃プ5少～〃刀ζ～ムヴア4α

　Cαノ呵8露∫）妙認。∫α

　7ヲκ～ら，次η『ノ5！）【1！”3〃唖～5

　π05’αノ噂‘子αび～ノ1’乙z

O〃θぐ．’～αど58〃∫～ゐ’1なvarゴノ～’8ノ噛ノ¶～ψ∫α

　ハ）Z）ノ90ノ～～で〃みμツプbZ1α々〃〃

π9”15α〃〃↓ω’η6ノ～56

C～ノ’5々θ〃～〃～’刀4‘躍〃〃～．

αノ～加παρ’グ70ノηvar．ノ妙0〃～α1

ゐツ5～〃’αぐノ～～ご’‘z‘z胃～〃マ’α1

」｝〃～α’5VOた05（沼〃∫ノ5

Cα”藍ταψ～〃‘～‘沼‘～

Pノぞ〃α刀〃L｛俗女」ノ～αた召（ノ

1あ‘．8漉〃αノン’り，〃～ω故

しき，6妙～’．5～π’‘♂～’．5

．4clz〃（ノαμωフノ～fα～

ゐ1’淑’Zα〃’．～’Z∫ヴア。ノ¶α

召’一4c妙♪・6z加ノ’甥脚’1α〃μvar．〃’f581w〃

。。ドリゼ．。イ　1

その他嘱群　　i
。　シ　　　i
　　　　　　　　　　　ミナガボ・沖ワ・モ・ウi

　イワノガリヤス　　　 i

　ノハナショウブ

　ススキ
　ヒルガオ　　　　　i

　イヌゴマ

　ザゼンソウ　　　　i

二雛ゲ｝
　ヒメシダ　　　　　i
　タチギボウシ　　　　　i

　コウヤワラビ

イシミカワ　　　　i
　　　　　　　　　　　i
　スギナ
　タチアザミ

　エソリンドウ

クサ・ダマ　　｛
ヒライ　　　　i
　　　　　　　　　　　…
ノ’リガネスゲ　　1

オオニガナ　　　｛
ミツバツチグリ　　i
　シPネ　　　　　i

　エゾノコギリソウ

　ヤマスズメノヒエ

　ヤマカモジグサ

15・5

1。1

　十

　十

　十

1・2

2。2

1・2

1・2

1・2

　十

十・2

　十

　十

　十

　〇

o

●

o

●

●

●

●

o

●

●

●

5・41

1・2

1。2

！・2

！・2

0

●

●

●

瞭

1・2

9

●

　0

2・3

！・2

ユ．・ユ．

1・1

玉・2

ユ．。2

十

十

十

十

十

十

Fundorte　un（l　Datum調査地と調i査年月iヨ：1；Mella・Moor君レ名湿原（26．　Jun．1977）　2：0danosawa

　！」、「Iil墾予沼疑　（2∠L　JUI瓜．1977）

ンー種を標．徴種としてタヌキラソ群集（大場1975）にまとめられる。ここではタヌキラン群集は

3亜群集に区分された。

a）　ニッコウキスゲ亜群集

　ニッコウキスゲ，アサツキ，ゴマナで区分される。

群落である。

太平洋岸側，泊の海岸岩崖地に認められた
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．69．タヌキラソ群i集

　　　　　　　　　　　　　　　　　Caricetum　podogynae

a：Subass．　von　HemerocaUis　middendorffli　var．　esculentaニッコウキスゲ亜群集

b：Subass，　von　Juncus　effusus　var．　decipiens　イ亜群集

。：Subass．　von　CaIamagrostls　hakonensisヒメノガリヤス亜群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii・ibi・i

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）

Exposition＝

Neigung　（G）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査番号

調査面積

方　　側

傾　　斜

植生の高さ

植生の植被率

｝1島島種数

i　　l
i

i2×10

1　ε
；15
　　90

　　100

　　14

　2
7×5

　50

　60

　85

　6

Kennart　der　Ass．：　　　　　　　　　群集標徴種

　Cαノで澱∫）040ay刀α　　　　　　　　　　　 タヌキラン　　　　 i5・4　5・4

Trennarte鷺der　Subass．：　　　　　　亜群集区分種
　伍〃～召1艦0‘uZZ’α〃’∫認6ノ～‘Zo7がf　var．05α4♂θノ～甜ニッコウキスゲ【

　3

1×3

50

80

8

　4　　　5

7×5　2×2

　N　　N
　70　　60

100　！00

　85　　85

　8　　11

5・4

　・4躍～〃μ∫伽6刀砂1’α∫～〃刀．var．ノb〃03μノπ

　A5‘81’gz81溜が

T∫ennar之en　der　Subass．：

　・加～α‘∫《〃｝‘3～βvar。48ψ’θ刀3

　E♪∫ZO∂々〃ノみ♪ツノγ’ご1～oZO少1～～θ〃

　T～‘！0‘おπ∬，〃・’ω～3～∫

Trennarten　der　Subass．：

　CαZα〃多αgノ’o∫〃51zαゐ。刀8ノ～5～5

　乃如5燃ノ‘ψ・ノ～～螂var．9～9とη～撫∫

　V78∫9｛～」αゐ0ノ惚刀5’5

Begleiter：

　Cル・5々〃ノzか～’〃～4‘z々．θノ1

　．A5〃zδ6〃z～〃め。／9’∫

　ノ15記rα981巳αご0～485var．0副～‘5

　アサツキ

　ゴマナ
亜群集区：分．種

　イ

　アカバナ

　トンボソウ

颯撰集区分種

　ヒメノガリヤス

　アキタブキ

　タニウツギ

随件種
　タチアザミ

　トリアシショウマ

　ノコンギク

1。1　2・2、

i＋　＋・2…

12・3　　十。2．

■

亀

●

ゆ

■

●

o

o

●

●

●

●

o

：2・2；

毒　　；

1十l
i　i
＿．±＿1

o

9

●

4・4　　　5・．4i

■

●

十

●

●

o

i1・2

11・2

：十・2

●

●

●

十・2i

　　l
牽・21
　　：
　十1

1。2

　■

●

●

●

o

十

十

1・2

十

十

●

レ2

1・2

1。1

昌親一團の種：AuBerdem　le　elnmal　ln　Aufnahme　Nr．1：飾5Zα7層8画和Z1αタチギボウシ十，・4c1L〃微

　♪∠αノブ〃’cαvar・7／3α61「oc（〃zαZαエゾノコギリソウ十，▽『oZαgノ勤ρo‘β槻∫タチツボスミレ十・2，君gz4’5θ’～〃π

　α1’W刀∫8スギナ十，．R1耀∫α〃め～8”♂αツタウルシ十，ムy”Z耀ノπ姻αψ5ミソハギ十，孟〃ψ8～｛4）Sおδノ闇ε一

　”ψ召凶ρ～‘～，1α，α　ノブドウ十，滋漉π妙1301・α〃・ψ1院ゾ1αvar．ノ‘ψoノ～～cαツリガネニンジン十，▽初窺’マ〃π

　〃’αα‘た～’シュロソウ十・2jn　Nr。2：汲〃～6～で5：yoた。∫c6ノ～∫～5ヒライ1・2，理〉少βが。’〃η81層8cか’η3オ｝・ギリ

　ソウ十，ln　Nr．3：Gα”～〃～3ノ＠oノ廊～〃πクルマムグラ十jn　Nr．4：8α々」じ’ノ故馨’1’αイヌコジヤナギ十．

　in　Nr．5：50〃‘1㎏o面昭η一α～〃’8αvaLα51αご～cαアキノキリンソウ十，13ノ¶α納M）04～1〃μミyZτ，α’1‘～’〃’var．71’f38／wμ

　ヤマカモジグサ十，Aノ’如癖5如班。漉‘切αオオヨモギ十，・ゐ胡α∬少妙”o躍∫アオコウガイゼキショウ十。

Fundorte　und　Datum調査地と調査年月礒：1，2：Rokkascho－Mura，　Tomari六ケ所村，泊（9，∫ull

　1978），3：Shimoburo下風呂（17．∫uli　1978），4，5：£kikokukan易此間（16．　Sept，1977）

b）イ亜群集

　イ，アカバナ，トンボソウで区分される。津軽海峡に面した海岸段丘崖の水流辺に発達した群

落で傾斜がほとんどなく，低．湿地生の植物群が混生している。
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　　c）　ヒメノガリヤス亜群集

　ヒメノガリヤス，アキタブキ，タニウツギで区分される。

　津軽海峡に面した海岸段丘崖上に発達している群落でタニウツギ，イヌコリヤナギなどの低木

類をも混生している。

h　ミズゴケ群落

　ερ1～α9ππ〃z・Gesellschafもen

　下北半島に生育するミズゴケ類は，量的にはシタミズゴヶ助1zαg7～π？π膨う。う852〃ηとオオミズ

ゴケ勘1昭g7卿ηραZπ5か・8の2種類が大半である。他には，恐山に局部的にウツクシミズゴケ

勘1協g刀〃πρz‘Z61〃・2〃μ，サンヵクミズゴケ勘1雄gノη〃π妙ノ62諏孟z‘ηzが認められるだけである。

　シタミズゴケは，低層湿原生のミズゴケ類であるといわれるように，下北半島においても，ヒ

ライーカモノハシ群集他の低層湿原群落1ブヨに，表面水に侵たるように一一面に生育している。また

オオミズゴケにしても，岡じヒラィーカモノハシ群集他の低層湿原内に群生している。これらの

ミズゴケ群落は，低層湿原内にコケ層として生育していることから，それぞれの，おもに灘シクラ

スの各群落の一部としてまとめられている、，しかしながら，一部のミズゴケ群落は，ブルト状のミ

ズゴケ群落とシュレンケ状地のミズゴケ群落であり，高等植物類の被度の低い疎開したミズゴケ

群落である、，これらのミズゴケ群落はツルコケモモーミズゴケクラスに属する群落と考えられる。

　　　　　　　　　　丁歌b．70．津軽半島と下北半島に，おけるミズゴケ類

　　　　　Auf　der　Tsugaru．　un（1　Shimokita．Halbinsel　vorkommendeβρ乃αgノ～，〃〃．Arten．

　　生育するミズゴケ類
vorkommende勘ゐα8’〃～〃ルArten

津　軽　半　島
Tsugaru－Halbinsel

Sh蓋。1翻Ilb盈sel

助んα9〃”〃’♪‘～1〃5ご肥

β擁α9’～～‘η≧∫～冶。δcs‘‘〃1

翻るα9〃～θノ多♪‘ψ〃。∫～〃〃

勘1～αg川’〃ヴン〃めノゾα如〃

51♪1iα9〃κ〃’砂～α‘！α如μ

勘1zα9〃’〃π39’κ～ノブη3’ω凄

趣1Lαg’〃’〃μα〃め4｝ψノ院ゾ！～〃〃

β1）1躍9η～〃2り，～’1c1証1wπ

赫ミズゴケ　．1…．

シ・・ズゴケ　i

イボミズ・ケ　1
ヒメミズゴケ　　　　旨
　　　　　　　　1（サンカクミズゴケ）1

　　　　　　　　…
ウ嶽コミズゴケ　　i
アオモリミズゴケ　l

　　　　　　　　rウツクシミズゴゲ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　また，同様の砂丘後背湿地の発達している陸奥湾を隔でて対岸の津軽半島での湿原と，この下

北半島の湿原を比較すると，津軽半島では7種類のミズゴケ類が確認され，下北半島の湿原で4

種類，うち2種類は恐山の一角に局部に認められただけである。

　したがって，下北半島の湿原は，ミズゴケ類が多量に生育するものの一般に低層湿原の性格が

強い特徴が認められる。これに対して津軽半島では，生育するミズゴケ類も多く，高層湿原生のイ

ボミズゴケなども生育することなどから，より高層湿原化した，より発達した湿原といえる。津軽

半島の古砂丘は，下北半島の砂丘に比較して成立年代が古いといわれることと対応，一致している。
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　　　　　　　　　　　　Tab．71、ッルコケモモーオオミズゴケ群落

　　　　　　　　　　　0澱yω‘c～4∫ノ）αZz‘5〃ゼ5．助1～αgπ～〃2凄♪αZz‘5’プ8．Gesellschaft

A・f・．翫　　　　　　調査嗣　　　 i　　・
G・δB・d。P・・b・fla・he（m・）・　　調郁i積　　　　i　　4
H・he　d．　G・・ellsch・f・（。m）・　　群落騙さ　　　i　3・

　Deckung　d．　Gesellsc1ユaft（％）：　　　　群落の植被率　　　　　　　　　　100

　Artenzah1；　　　　　　　　　　　　　出現級数　　　　　　　　　　　　　12
．．．．．一一．一．、＿＿＿＿＿．一＿＿＿　＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2

　4

30

100

10

Trennarten（1．　Gese11schaft：

　の1Lαgπ～〃〃♪αZz魏1で

　0澱yωcαβμZμ5〃プ5

Sonstige　Arten：

　ωノ耀！㍑∫10確ψαvar。・6ご♂’～！πノ～∫

　乃Llug〃～’彦θ5α～‘5‘1・召zゼ5

　E’ψαZo1ゾ～〃ノ3　Z～〃‘ZZ6ツα刀～〃π

　泌∫偲～～〃L～，5∫’刀6〃5／5

　％孟6ノπ～〃‘zノ海ツ〃∫‘z刀α

　5απ9～細’加影8・雇1b〃αvaLα伽

　義yα功z’∫チ〃‘7α漉～αノ～～’∫

　飾伽敵壌ゲb〃α

　必θ～cμ5ツ。々0566刀5∫5

　ムy∫∫η観むノZ彪4‘即脚廊α

　Tん8卵’8ノブ5ραzκ5‘1廊

　05〃3z‘刀4‘り妙。ノ”cα

Fundort調i査地：Ooma－1くap大聞崎

群落区分種　　　　　1

　オオミズゴケ

　ツルコケモモ

その他の起動

　ムジナスゲ

　舅　　　シ

　サワヒヨドリ

　ススキ
　ミツバツチグリ

　ナガボノシロワレモコウ

　ヒメシロ不

　タチギボウシ

　ヒ　ライ

　クサレタマ

　ヒメシタ

　ゼンマイ
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　1）　ツルコケモモーオオミズゴケ群落（Tab．7！）

　　0κ〃cocc郡8　Pα‘亙εs毒rε8鱒鋤んα9ππηεPαZπ8‘rε一Gesellschaft

　下北半島の大閥崎にある海岸段丘上の湿地に発達したオオミズゴケの群落。大閥崎での湿原は

イワノガリヤスー・ヨシ群集をはじめ，ヒライーカモノハシ群集，ムジナスゲ群集などが認められ

るが，このツルコケモモーオオミズゴケ群落は，ムジナスゲ群集に接して発達しており，オオミ

ズゴケの伏1賑．状に盛り上がった一ヒにツルコケモモが葡生している。さらにミズゴケ層の下の深層

部に根茎を張るヨシ，ムジナスゲ，ナガボノシロワレモコウ，ヒメシダ，ヒメシロネ，タチギボ

ウシなどのヨシクラスの種群の生育も多く認められる。ミズゴケ摺がまだ浅く，ヨシクラスの影

響を強く受けている。群落の規模も小さく大きいもので巾4，5m大の群生群落である。下北半

島ではミズゴケを含む群落は各地に認められるが，その主なミズゴケはシタミズゴケとオオミズ

ゴケである。しかし，これらのミズゴケを含む群落の多くは，低層湿原植生であるヒライーカモ

ノハシ群集，ムジナスゲ群集などの下位単位に含めまとめられる。

2）サンカクミズゴケ群落（Tab．72－a）

　鋤んαρπ郡7η　αpjcπ’α‘㏄πa・Gese茎蓋sc暴aft
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　　　　　　Fig．94．ッルコケモモーオオミズゴゲ群落（小田野沢南通湿原）．
　0．笠y‘occ～‘5ραZ”5々”∫一β〃’α9〃’〃〃！）‘8～〃51”ご・・Gesellschとしft　auf　dem　Mnami（lori－Moor　in　Odanosaw乙｝．

　サンカクミズゴケ群落は，下北半島では，恐山にある宇曾利湖畔にのみ認められた。斜面上部

から流入する流水によって滋養される小湿原内に発達している、，サンカクミズゴケ群落は，サソ

カクミズゴケ，ヌマガヤ，モウセンゴケ，ハリコウガイゼキショウ，ヒライの5種類の常在度が高い。

　サンカクミズゴケ群落は，後述のウツクシミズゴケ群落とモザイク状に隣接して発達している。

サソカクミズゴケ群落がサンカクミズゴケのマットがブノしト状に盛り．i．＝がつた群落であるのに対

し，ウツクシミズゴケ群落は，流水中にウツクシミズゴケのマットが没しており，シュレンケの

群落といえる。しかし，サソカクミズゴケ群落のミズゴケのマットグ）盛り」：二がりは低く，増水時

には，やはり流水にひたっており，全体としては両群落ともシュレンケ，あるいは低湿地の群落

ということができる。また，群落の種組成にも，ミズゴケの他は大きな違いはなく，ヌマガヤの

被度に差があるにすぎない。

　3）　ウツクシミズゴケ群落（Tab．72－b）

　　助hαρπzεηLP配εclzrz己ηレGese茎蓋schaft

　恐山，宇曾利湖畔の湿原内に，サンカクミズゴケ群落と接してモザイク状，あるいはベルト状

に発達している。

　ウツクシミズゴケ群落は，ウツクシミズゴケの他に，ヌマガヤ，モウセンゴケ，ハリコウガイ

ゼキショウの4種類によって構成される。ウツクシミズゴケのマットは植被率95％におよぶが，



Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　ProbeH琶che（rn×m）：

H6he　d，　Krautschicht（cm）；

DeckUHg　d．　Krautschicllt（％）：

Deckung　d．　Moosschicl、t（％）：

Artenzahl：

Tab．72．サソカクミズゴケ群落およびウツクシミズゴケ群落

助1L4gππノμ妙fα4Zαごzごηz．Gesellschaft　u．彫る．メ》πZ61zプπノルGesellschaft

a：励）ん㎎・ππノπ＠f膨Z硯㍑ノルGesellschaft；サンカクミズゴケ群落

b：の1～α9ノ～～〃2zρ～‘～6ゐアwπ・GeseUschaft＝ウツクシミズゴケ群落

調査番号

調査二子

草本層の高さ

草本層の外被率

コケ常温被率

出現種数

a

　　1　　2　　3　　4　　5
　2x2　1x2　ユ．　x2　1×2　1×5

　　50　　　　20　　　　30　　　　30　　　　301
　　60　　　　40　　　　50　　　　60　　　　50

　　95　　　　95　　　　95　　　95　　　　95

　　3　　4　　4　　5　　6

「」…

　6
1×1

　30

　10

　95

　4

b

Trennart　d、　Gesellschaft：

　彫1～璽〃z〃π妙品α4α友∠〃’

Trennart　d．　Gesellschaft：

　の加9π～〃ノリウ～4z6ん巳～〃〃．

．Sonstige　Arten：．

　昏眠Z’敏～カ5’∫ノ妙。ノ～fcα

　D1層058πz　7』o彦z〃～4ヴ～o距α

　J14ηぐ郡5割αz〃61琵αηπ3

　」吻‘配5ツ。々。∫08η5’∫

　琵4z〃ノ砂αzπ5〃℃var．4醜～吻fZo5～〃π

　Rゐ04b漉π（カηπ61rαぐみひ76αψ～‘〃3

Fundort調査地＝Osorezan恐山

群落区：分種

　サソカクミズゴケ

群落区分種

　ウツクシミズゴケ

その他の種群

　ヌマガヤ

　モウセンゴケ

　ハリコウガイゼキショウ

　ヒライ
　イソツツジ

　バクサンシャクナゲ

　　7　　8　　9　　10　　11
0．5×0．5　1×2　1×30．5×玉、　1x1

　20　　　　20　　　　20　　　　20　　　　30

　＝L5　　　30　　　ユ．0　　　　5　　　10

　95　　　　95　　　　95　　　　95　　　　95．

　　4　　4　　4　　4　　4

Datum　d．　Aufnahne調査年．目日：5．　Aug．1979
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王64

ミズゴケマットの上に生育する高等植物類の全植被率は総じて10％程度であり，隣接するサンカ

クミズゴケ群落に比較して，きわめて小被度である。

　ウツクシミズゴケ群落は，降水時に流水の通り道になる凹状地づたいに，ベルト状に発達して

おり，降水時には，2～3cmの水深下に没したミズゴケのマット群落である。水面上に20～30

cmの高さのヌマガヤ，ハリコウガイゼキショウの葉が抽出しているにすぎない。

　このウツクシミズゴケ群落は，尾瀬ケ原で記録されている同じシュレンケのミズゴケ群落であ

るヌマガヤーウツクシミズゴケ群集（宮脇・藤原：1970）に種類組成的にもっとも類似しており，

このヌマガヤーウツクシミズゴケ群集の種類組成の貧化した一形とも考えられる。しかし，尾瀬

ケ原におけるヌマガヤーウツクシミズゴケ群集の平均嵐言種数8種に比較して，平均出現種4種

類と多くの漏話を欠いており，ここではウツクシミズゴケ群落としてまとめるにとどめた。

　下北半島におけるミズゴケ類は，我々の調査によるとシタミズゴケとオオミズゴケの2種類に

限られており，この恐山宇曾利湖畔にのみサソカクミズゴケおよびウソクシミズゴケの2種類が

生育していることは興味深い。

圭沈水植物群落
　Su董｝merse　Laichkrau毛・Gesellschafen

　下北半島地域には，多くの湖沼があり，南部の小川原湖，鷹架沼，尾駁沼，市柳沼等の大型湖

沼群をはじめ，北部には大沼，長沼，左京沼，姉沼，妹沼等の中小の湖沼才洋がある。これらの南

部の湖沼群については三沢高校の田高昭二を中心とする小川原湖沼研究グループにより多岐にわ

たる調査研究がおこなわれ，多くの報告書も鳩されている他，北部の左京沼では倉田（1958）を

中心とする左京沼研究グループによる湖沼学的研究がなされている。

　個々の湖沼に関する湖沼学的，生態学的研究はそれらの記文に譲り，ここではこれらの湖沼群

に生育する高等植物群落について概述する。

　小田野沢以北の北部湖沼群には，主に新生砂丘によるせき止め湖といわれ，砂質地に発達した

浅い沼が多く，したがって概して貧養湖であり湖岸の挺水植物群落，および沈水植物ともにきわ

めて貧弱である。

　挺水植物群落，沈水植物群落ともに沼に流入する河川流入域を中心に小規模にみられ，沈水植

物群はホザキノフサモ，センニソモ，セキショウモ，クロモ，シャジクモの一種などが生育して

いる。それに対して南部の湖沼群は小川原湖，尾二三，鷹架沼などの汽水湖を含み，概して寓栄

養湖が多く，挺水植物群落，沈水植物群落ともに概して豊富であるといえる。

1）　クロモーマツモ群落（Tab．73－a）

　石r〃め・επασεr‘jcεπαfα・Cθrα加pゐ〃〃郡7πdθ7πer8ωηレGesel藍schaft

富栄養湖に多く発達する沈水植物群落で，汚れた湖水中，おるいは流水中にもよく繁茂する。



　　　　　　　　　　　　　　　Tab．73．沈　水　植　物　群　落

　　　　　　　　　　　　　　　Submerse　Laichkraut．GeseUschaften

a：夏ソめ露Zαη8r∠～ぐ〃αごα一C6ノ・碗（4峻y♂♂～’〃L漉〃82鼻5～〃ルGese】1schaft　クロモーマツモ群落

b：Rz輿）∫αプ05∠8ZZα’α一Gesellschaft　カワツルモ群落

。：V々．Z♂∫5π8r～αα3如々6α．Gesellschaft　セキショウモ群落

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he（1．　Gesellschaft（cm）：

Deckung（L　GeseUschaft（％）

Artenzah1：

調査番号

調査野積

群落の高さ

群落の植被率

出現回数

a

1

1

90

　4

b

7　　　8　　　9

4　　　4　　　4

20　　20　　20

50　　70　　70

3　　　3　　　3

C

　2

　1

20

100

　2

　3

　1

25

100

　3

　4

　1

30

100

　2

　5

　1

30

100

　3

　6

　1

30

100

　3

10

4

60

　5

11

　1

90

　1

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　C6ノ’α’妙1り〃πチπ漉〃z8ノー5πノμ

　亙y41’だzα”8r彦’c’zzαごα

　n）彦α〃～嬉8’0πηZααC泡απZ‘5

Trennart（1．　Gesellschaft＝

群落区分種

　マ　ツ　モ

　ク　ロ　モ

　センニンモ

群落区分種

　カワツルモ

下位群落区分種

　　ヒノレムシロ

　ホザキノフサモ

　　ヒロバノエビモ

群落区分種

　　セキショウモ

随伴種
　　イ

　　コウホネ

　　ヨ　　　シ

　　ショウブ
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マツモ，クロモは全国各地及び世界に広く分布する淡水生の沈水植物で，群落の植物社会学的位

置付けはまだ不十分である。したがって，ここでは淡水窟栄養湖中のクロモ，マツモ，センエン

モを区分種としてクロモーマツモ群落としてまとめておく。このクμモーマツモ群落は下北南部

の大型湖沼群地帯に認められ，貧養湖の多い北部湖沼群にはほとんど認められない。

　2）　カワツルモ群落（Tab．73ゐ）

　　君μ即εαro8渉θ船酔・Gesellschaft

　汽水湖である鷹架沼で認められた群落。糸状によく分岐したカワツルモの優占する沈水植物群

落で，カワツルモ群落はタヌキモを混生するタヌキモ下位：群落と，ホザキノフサモ，ヒロバノエ

ビモを混生するホザキノフサモ下位群落に下位区：分された。

　小笠原諸島において，カワツルモ群集（大場1977）の名が報告されているが，群落組成は不明

であり，ここではカワツルモ群落としてまとめておく。

　3）セキショウモ群落（Tab．73－c）

　　ア4πε8πθrεαα8εαだ。α鵜Gesellschaft

．霊水の市柳沼の小河川に見られたもので，50～100cmにも達する長さのセキショウモが繁茂し

ている。セキショウモ群落は小河川の流水中，及び湖水中の両方に生育している。セキショウモ

群落はこのセキショウモー種を区分種としてまとめられた。市柳沼以外の他地域ではほとんど観

察されていない。

4）　タチモ群落（Tab．74）

　笹戸P勿伽㎜π88ωrεθπ8θ・Gesellsckaf£

海岸に近い砂丘後背地の小さい沼地に発達している沈水植物群落。水深約60cmで植被率は90

　　　　　　　　　　　　　　Tab．74．タチモ群落
　　　　　　　　　　　　　　八軒1ゴ（ψ1り，’‘55’〃勧56－Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

GrδBe　d．　Probef1琶che（mxm）：　　　　　　　　調査面積

Hβhe　d．　Gesellschaft（cm）：　　　　　　　　　　群落の高さ

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：　　　　　　　　群落の植被率

Arte雌ah1；　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

　1

1×1

　60

　90

　3

　2
1x1

　60

　90

　3

T也nnart　der　Gesellschaft＝　　　　　　　　　群落区分種

　吻液ψ1酬Z飯祝螂躍ノゾ6π58　　　　　　　　　　　タチモ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　その他の種

　σ〃『蜘Zα磁τ～確副5vaLノ・ψω漉α　　　　タヌキモ

　伽αηz・98一読5団々κ孟z∬　　　　．　　ヒルムシ・

FundGrt調査地＝Minamidori，　Odanosawa小田野沢，南通

Datum調査年月日：13．　Sept．1977．

｛5・5
．．．

T；51

1・2

1。2

十・2

2・2



　　　　　　　　　　　Tal）．75．オヒルムシロ群落とジュンサイーヒツジグサ群落

∫b如〃～ρg初。／zノ～α’αノ～5．Gesellschaft　undβrαぶ61ゴα5漉ノ肋8rガ．〈砂〃4）加θα’8’ノーαgり〃αvar、απg，‘5’α．Gesellschaft

　　　a：Ib如〃zog認。ππα‘αノz5．Gesellschaftオヒルムシμ群落

　　　bl．B1一α58〃～α5σんノ『6δ81”一卵〃ψ1zα6α‘8ケαgoノ～αvar．αη9’‘∬α一Geselischaftジュソサイーヒツジグサ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．．　　　．．．．．　　「　　　　　　　　　　　．　　F

Nr．　d．　Aufn．：

Hδhe　d．　GeseUschaft（cm）：

Deckung　d，　Gesellschaft（％）

Artenzah1：

a b

調査番号

群落の高さ（水深）

群落の植被率

1斐乏見丁数

80　　　50　　100　　100　　230　　150　　100　　200

60　　　40　　　30　　　50

2　　2　　3　　3

50　　　80　　　90　　　60

1　　1　　1　　2

9　　10　11

40　40　40

60　60　90
2　　2　　2

！2　　　13　　　14　　　！5

130　　　80　　　20　　　40

70　　　70　　　20　　　60

　4　　3　　5　　5

Trennart　d．　Gesellschaftl

　％ごα〃309密0ノ～π曜απ5

Trennart　d．　Untereinhe玉t：

　ハ45η晩’o少1りp〃～〃πuθノ・ご’c1〃αご〃〃’

Trennart　d．　untereinheitl

　n）ごα〃～09｛ノ‘0ノ～2ノ～αα0ゐぬノπゼ5

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　β’・α5（ノ〃～‘z5ぐ1Lノ・eゐ8ノゴ

　び〃ゴα‘～α1’～αノ‘ψ0／Z～αZ

Tre漁nart（L　Untereinhelt；

　Nl．ψ1Lαノ曜ノ妙ω～ゴα〃ノ～

Trennarten　d．　untereinheit：

鐸〃層α9〃z～孟85αz硲孟ノ「α♂δ

アbご8η海〃α♪αz～‘謡万∫

Sonstlge　Art：

珊〃ψゐα6α‘β〃’α9・παvar，αノzgz‘5‘α

群落区分種

　オヒルムシロ

下位群落区分種

　フ　サ　モ

下位群落区分種

　セソニンモ

群落区分．種

　ジュンサイ

　タヌキモ

下位群落撒丙種

　コウホネ

下．位群落区分種

　ヨ　　　シ

　クロバナロウゲ

その他の種

　ヒツジグサ
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％に達し，密に繁茂群生している。小二度で沈水植物のタヌキモ，浮葉植物のヒルムシロを混生

している。きわめて局地的な群落で，他の下北半島地域には同様の群落は観察されていない。

　5）オヒルムシQ群落（Tab．75－a）

　　PO‘α7π09θ置0π　πα∫απ8－Gesel貰schaft

　数10cmから2m近い水深のある湖沼中に発達する浮葉植物群落。水嚢上にオヒルムシ；・の浮

水葉が優熱し，一部ヒツジグサを混じえている。水深が1mをこえる場所ではオヒルムシロ一種

の単一種群落を彼成している。水深1m以内の浅い場所ではフサモ，センニンモなどの沈水植物

が生育している。オヒルムシロー種の単一群群落はオヒルムシロ群落の典型群落に，まとめられ

フサモで区分される群落はフサモ下位群落，センニンモで区分される群落はセンニンモ下位群落

としてそれぞれまとめられた。

　6）　ジュンサイーヒツジグサ群落（Tab．75－b）

　　βrα8θπ」α8eんrθδθrε・1V〃ηLpんαθα　ごeεrαgoπαvar。απρ配8εαりGese藍蓋schaft

　ジュソサイーヒッジグサ群落は，湖沼中に発達する浮葉植物群落であ惹，水面上にはジュンサ

イの浮水葉が高い植被率で占め，コウホネ，ヒツジグサの浮水葉が混じっている。水深は20cm

講琴妻夢一メ碑置

　Fig，95，ジュンサイーヒツジグサ群落の群落相観，ジュンサイの新芽の

　　　　　つみとり作業がおこなわれている（荒沼，小田野沢）．
β，・α58〃～α5c1〃でる8パ．遅y〃ψ1～α8αご6〃rαgoノ～αvar，απg～‘5‘α．Gesellscl、aft　im　Aranuma　See．

Junge　Brasenia・Sprosse，　d1e　essbar　sind，　werdell　vom　Boot　aus　gesammelt．
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　　　　　Fig，96，水路流水中のウキシバ群落（六ケ所村掲戸），

掘～ど40’妙ん～5”た～51L∫∂α．Gesellschaft　im　flie信enden　Wasser（Deto　ln　Rokkacho。Mura）．

　　　　　　　　　　　　　　Tab。76．ウキシバ群落
　　　　　　　　　　　　　　Aακ♂oノτψノL’51’々～51L～ろα一Gesellschaft

N「・d・Aufn・： @　　　　　　調査番号　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査ノヨ日（月／｝三D．Datum　d．　Aufn：

H・he　d．　Gese11・chaf・（cm）・　　　灘の高さ　i

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：　　　　　　　　群落の植被率　　i

A，、。。zahl、　　　　　　　｛槻騰　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ITrennart　d．　Gesellschaf：　　　　　　　群落区分種

　A6～雇ωτψ痂5～漉齢1しめα　　　　　　　　　　　　　ウキシバ　　　，

§・墜藍　　　　　その他の種　｝
伽ω廊紳”～・・‘　　　　　　セ　リ　i

　！
10／28

　80
　30
　　2

　2
10／28

　80
　95
　　2

i5・4一……　｝㎜5；5π

1。2 十・2

から130cm位までの群落が調査されたが，難して水深の浅い小型の湖沼中に良く発達し，オヒル

ムシロ群落の発達する湖水より當養な湖水中に発達している。ジュンサイーヒツジグサ群落は，

ジュンサイ，タヌキモで区分され，さらにフサモ，コウホネを区分種とするコウホネ下位群落お

よびヨシ，クロバナロウゲで区分されるヨシ下位群落に区分された。

ア）　ウキシバ群落（Tab，76）

　P8θμdorαP薦8π翫8配δα・Gesellscぬaft
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　水深40cm，巾1～2mほどの小川のふちにイネ科ウキシバ属のウキシバが流の水の中にかぶ

さるように繁茂している。流水は比較的清涼で，その水上にウキシバがよく分岐し，また節から

細根を出し，水面の上下変動に適応している。ウキシバ群落は，ウキシバ…種で区分される群落で

あり，他にセリを混生するだけのウキシバー種の優占群落である。下北半島では，東通村出戸の

海岸に近い水路に局部的に分布が認められたにすぎない。

B代償植生ErsatzgeseUs磁aften

a耕地雑草群落
　Ackeru銑krautgese11schaften

　D　ナギナタコウジュ一丁チジョウナ群集（Tab．77）

　　Elsholtzia　ci葉iata．Sonchusもrachyot藍s－Ass．　Miyawaki1969

　下北半島の南部，下北丘陵では広い火山灰台地（標高100m以下）が拡がり，これらの台地上

や沖積低地でひろく畑作地，および牧草地として利用されている。半島北部においても山岳部の

狭い台地上や沖積地に畑作地が認められる。これらの畑作地では主菜類，根菜類の他トウモロコ

シ，ムギ，落花生，ソバ，アスパラガス，ダイズ，アズキ，カボチャ，ナガイモ，イチゴ，一部

タバコ等が栽培されている。これらの栽培植物に混じってシロザ，ハコベ，イヌビエ，メヒシバ，

タニソバなどの雑草忌物が散生している。下北半島の東部のほぼ全域にわたって，これらの畑地

や，一部は放棄畑，あるいは収穫間もない畑地の雑草植物群落について植生調査を約40ヵ所以上

についておこなった。その結果下北半島の畑地雑草群落は，すべてナギナタコウジュ，タニソバ，

ハチジョウナで標徴されるナギナタコウジューハチジョウナ群集に含めまとめられることが明ら

かとなったナギナタコウジューハチジョウナ群集は，北海道および東北地方北部に分布する畑地

雑草群落（宮脇1969）である、，

　群落の高さは40～180cm（平均67cm），群落出現種数7～27種（平均出現種数17種）であった。

これら群落高，出現種数に巾があるのは畑地の管理の送婁いによるものと考えられ，一部では標徴

種群の欠落する群落も見られた。

　下北半島でのナギナタコウジューハチジョウナ群集は，以下の3麗群集，2変群集に区分され，

下北半島内での分布が示された（Fig．97）。

　　a）　ハルノノゲシ亜群集

　ハルノノゲシ，ノボロギク，セイヨウタンポポで区分され，一ド北半島の北部，津軽海峡側，お

よび太平洋燈側の中北部セこ分布が認められた。

　　b）典型亜群集

　特別の区分種をもたず，群集標徴種と上級単位の種群，および随伴種群によって構成される群

落である。この典型亜群集は，下北半島北部に編在しているが，むしろ畑地の管理の違いをこよっ
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て種群の欠落があると考えられ，出現画数7～12種（平均出現種数13種）ともっとも少ない値を

示している。分布域からみてハルノノゲシ亜群集の区分種の欠落した群落と考えられる。

　　C）　スベリヒユ亜群集

　スベリヒユ，オオイヌタデ，ヒメスィバ，イヌビエで区分される。津軽海峡沿岸域を除く，ゆ

つ市以南のほぼ全域に分布している。

　　イ）ハルノノゲシ変群集

　ハルノノゲシ，ノボ揖ギク，セイヨウタンポポで区分される。ハルノノゲシ亜群集の区分種群

が，同時にこのハルノノゲシ変群集区分種である。下北半島北部，および陸奥湾沿岸域に分布し

’

　　　　　　●　　●

。㌔

ま・魂箏

●　Subass．　von　Sonchus　oleraceus：
　　　　　　　ハルノノゲシ亜群集

▲　Typische　Subass．

O　Subass．　von　Portulaca　oleracea，
　　　Var．　von　Sonchus　olcraceus．
　　　　　　　スベ弓ヒユ覗群集，ハルノノゲシ変群集

△　Subass．　von　Portuiaca　oleraceus，
　　　Typische　Var．
　　　　　　　スベリヒユ亜群．襲，典型変群集　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　Flg．97．ナギナタコウジューハチジョウナ群集の調査地点図，
Verbrei£ung　der　Subassoziationea　und　Varianten　der　Acker穏nkrautgesellschaft

Elsholtzia　cihata，Sonchus　brachyotis－Ass　aufderHalbinsel
Shimokita．
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ている。

　　ロ）典型変群集

　特別の区：悔種をもたないスベリヒユ亜群集の典型植分である。

　以上ナギナタコウジューハチジョウナ群集は，主に璽群集（ハルノノゲシ亜群集，スベリヒユ

亜群集）レベルにおいて，Fig．97で示されるように地域的にほぼ区分することができる。

2）　ヒメジョオンーヒ：メムカシ…ヨモギ群落（Tab，78）

β吻θroπαππ砺8・β吻θroπcαπαdθπ8f8・Gesel茎sc熱aft

ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落は，畑作放棄跡地や荒地に発達する高茎の一年生雑草植

　　　　　　　　　　Tab，78．ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落
　　　　　　　　　　　Eノ∵g召’『θ〃α〃ノ～8’1‘5－E’曙～g61’o〃α～〃α‘Z8〃51∫．GeseUscllaft

N，．d．　A。fn．：　　　　　　調査翻　　i　　、

臨認1溜両・　灘蝶さ…・罷
器llL鰍1㎞Mt（％）：　獺二念被率…ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Trelmarten（L　Gesellschaf駐　　　　　　　　　　群落区分種

へ雛鑑喚，　。騒∵■：1
1）～9～！・・磁・磁・・〃伽・　　　　　　メヒシ・・　　i　　3・4
C。“““，〃“。。θ“，ノ“，“，～、　　　　　　ツユクサ　　i　　1．2

助，9＿“Z。，ゆ，鰍　　　　　イ。，デ　1　＋

ハ伽噸。！。・、酬。，。　　　　材ヤマ。スマi　．
7り耀’＿脚・、　　　　　　沖ツ・クサ　i　　＋

濃地細1　　箒ウナi＋ゴ

　2
6x8
1．7

　75

　22

3・3

1・2

3・3

2・2

十・2

　十

2・3

　十

　〇

o

十

2・3

　十

　十

！・2

十・2

1二Ll現一回の・種：AuBerdem　le　iIl　Nr．1：0d〃。〃L6”α伽〃〃’5アレチマツヨイグサ十，πα〃忽go～α7zc80！α如

　ヘラオオバコ十，1二野～〃κ～♂3’αC盛ん窃‘飴オカトラノオ÷，ノ1g”1〃’o〃～αノ妙01～’（，αキンミズヒキ÷，

　M∂5～αノ），f〃‘r々，Z‘1’αイヌコウジ。。十．　III　NL　2：且’撫〃”5’αブ‘ψ‘，〃～ぐαオトコヨモギ1・2，7セ〃1αζτα‘～”μ

　瞭yc’〃αんセイヨウタンポポ十，ゐ0々∬ご。〃”α♂Zα”f5　var．ノ‘ψo〃～‘〃5　ミヤコグサ÷，」醐α〃如90α5∫ごz’～6α

　オオバコ十，∫セ如5’齢ノ‘ψo〃’c”5var．　g～gα〃頗’∫アキタブキ十，　R～〃ノ欺じ。う々’5ヴb！～～‘5エゾノギシギシ十，

　刀LZ8～‘班ノ）α〃∫α‘Z‘1∠”〃Lアワガエジ十，％‘c〃’”αノ）弓α8’α万。’48∫var．〃’αノ01’キジムシロ十．

Fundort調査地：Chikagawa，　Stadt　Mutsu．むつ．i．h近川，　Datum調査年月日：22，　Aug．玉972，
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懸灘舞鐙購態 蓬轟

　》　．　ギ

　葱織灘解

簸鍵1

　　　　　　轡

鎧盤魏

避黒∴灘

　　　　　　　Fig．98．ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落（むつ市近川）．

　　　　　　Geschlossene　Eが8御ηノzα〃1’烈5．E7徳留η7～cαノ～α48／1∫～3．Gesellscl職ft　au壬Brach．

　　　　　　ackem（Chikagawa　in　der　Stadt　Mutsu）．

物群落である。群落の高さ150～170cmでヒメムカシヨモギ属（Eプゼ98プ。π）のヒメジョオン，ヒ

メムカシ繋モギが優難し，その下履にメヒシバ，ツユクサ，シロザ，ミミナグサなどが生育して

いるQヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落は，畑地放勇、後一時的に繁茂する一年生草本群落で，

群落組成が畑地の一年生雑草植物群落であるシロザクラスの種群を多く混生していることから，

シロザクラスに含めまとめられる群落である。このヒメジョオンーヒメムカシ澱モギ群落は，お

もをこ関東以西の常緑樹林域（ヤブツバキクラス域）の畑放棄地群落であるヒメムカシヨモギーオ

オアレチノギク群落（宮脇他1975，埼玉）に対応する北方型の轡落である。南方型のヒメムカシ

ヨモギーオオアレチノギク群落では，さらにハルジョオン，オオアレチノギクのヒメムカシヨモ

ギ属の種群が加わり，穂被率も高くなる。

　下北半島でのこのヒメジョオソーヒメムカシヨモギ群落はむつ市で一部認められたが｛垂納には

きわめて少ない。

　3）　カモガヤ群落（Tab．79）

　　1）αcご〃疏8σZoη轟erαオαのGesel茎schafも

　下北半島一帯は，本州においてはもっとも牧場の多い地域にあたり，やはり牧場の面積の広い

岩手県の山地から続いて，下北半島の丘陵地一帯に広く認められる。この牧場の中には森林を伐
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　　　Tab．79．カモガヤ群落
DαのZおglo2ノ～βノ縦α．Gesellschaft（Kunst．Wiese）

Nr．　d。　Aufn，：

Datum　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Gesellschaft（cm）：

Deckung　d．　Geselischaft（％）：

Artenzahll

調査番号

調査年月臼（月／日）

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

出現種数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　1）召α汐Z～59～oηzθノu如

　習1zβ’θπρ’α∫ε刀sε

　T”ゲbZ詔〃」ρノ’α∠θ刀38

　1乃¶ヴbZノπη凄ノ’ψ8ノ～5

Sonstige　A質en：

1ヒ’〃〃αo玩〃54b～∫～｛5

孟π（r〃’～5’α〃，0刀‘α刀α

E9～‘’58’～〃♪～ω艦刀87～58

PZ瑚’αgo召5～α’～ごα

P‘81¶’4～π〃Zα9’イ～Z’2～～‘ク〃．var．～α’～π∫6～4Z～〃ノ～．

勘α伽5ノ妙0〃’αイ5var，9’8㍑π孟8μ∫

・∫ω～9”～30ノ噛δα’βノ～～‘ゲ∂！ガαvar．αZ占α

ノ1‘ヲz～〃8ααイμノ’‘」

κα〃〃’‘～’弓’3♪～〃κ～’ゲ『4召

”zノ噂α9’ノπ露6ぶ‘～”5’ノ’αz∫5

P∫θ噛～∫ノ‘ψo〃ノ6α

乙β功84ααα〃～｛ノα！α

1〃ψβ剛αり伽4”ノ‘7αvar漉・翻9～f

群落区分種

　カモガヤ

　オオアワガエジ

　アカツメクサ

　シロツメクサ

その他の種

　エゾノギシギシ

　オオヨモギ

　スギナ
　オオバコ

　ワ　ラ　ビ

　アキタブキ

ナガボノシロワレモコウ

ノコギリソウ

ユウガギク

ヨ　　　シ

コウゾリナ

メヂハギ

チガヤ

i　1　2　3　4　5　6i7／2411／71。／288／238／2。8／2。

i
i　3Gx30　　　3×3　　2×2　　至G×1G　10xlO　6×10

｝302040308050
i・・8・9・8・9895
i657181820t

lil：1∵：糧難1：崇

ii．　．　．　．＋　＋、

十

●

十

十

●

十

1・2

　●

●

o

●　　　　　　　　○

●

十

●

●

十

●

十

●

十

2・3

2・2

　■

十

　●

D

●　　　　　　　　○　　　　　　　　●

●　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　●

●　　　　　　　　o ●

●　　　　　　　　■　　　　　　　　　・　　　　　　　　●

o　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

十

十

2・2

十

　●

十

十

●

　o

　十

　十

　十　十・2

2・2　1・2

　十　　十

　十　　十

十・2　1。2

●

十

十

十

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
出現一風の種：合魅13erdem　je　einmahn　Aufnahme　Nr・1：P1ノ～8Z”α砂フ～α！αカラスビシャク＋，｝n　N｝

　2：548〃αノ噂’α〃6♂～αハコベ1。2，Clz6ノ～（や。♂’7’〃’α！δ’〃〃シロザ十・2．　ln　Nr。3：遅y4m60砂！6ノ・α〃zヴZo／rα

　オオチドメ十，Lly5’〃～配る’αノ曜）o加。αf．5’め∫855∫～～5コナスビ十・2jn　Nr．4＝Ag1’⑳y1切～々β〃zoノ’カモ

　ジグサム。ごκ5ω〃～ゴ6μ！‘～’”5var．ノ＠o〃∫c～♂5ミヤコグサ十・2，1わ∫召〃ご”αノ泥5η～fαノ～μミツバツチグリ十，

　Aノ”6〃’∫5’αブ妙。〃’cαオトコヨモギ！・2，α1’5々〃〃．∫〃～胡4‘τ∫」〃πタチアザミ十，義y5’〃’α61ゴαoZ8’111η1485

　オカトラノオ十，5α々」じw’々）加αキツネヤナギ十，君）♂（〃漉”αノ〉扁α89α万。～4邸キジムシロ十，rbα少プ硯仏

　ノ～5’∫ナガバグサ1・2，ε砂！～01曙αノY4・肥∫cθ1～∫var，α’～9ε4∫∫ケb！’αクララ十，＆’～ご♂α」じc1～fノ～oサルトリイバラ

　十．in　Nr．5：M～∬απ〃L’‘∫5ノ〃8ノ～3おススキ十，　A3ご8ノ’α981寵。～ζ！85　var．　oηα∫μ5ノコンギク十，3ρ～7・αノ～一

　躍8∫∫加ω’∫’ぶネジバナ十．in　Nr，6：G61π1～∫～〃ノ3〃露2〃め61召’～fゲンノショウコ十，　Cか∫’π2παo〃～oノ・8ノ～56

　アオモリアザミ十，f㌃砂α～己禰擁姻加～lgだスズメノヒエ十，　P～αノ撫go～αηc¢o如孟αヘラオオバコ　十，

　Eノゴg6’η〃α〃ノ～1”‘5ヒメジョオン十．

開した跡地や，林内放牧あるいはi圭1然草地をそのまま利用したものも見られるが，多くはカモガ

ヤ，シρツメクサ，アカツメクサ，オオアワガエリなどの外来牧草の種子を播種して人工革地を

形成している。下北半島地域ではとくにカモガヤの草地が多く，ここでは人工草地カモガヤ群落

としてまとめた。カモガヤ群落はノゲシ，シロザ，カタバミなどが混生することからシロザクラ

スに含めまとめられる群落である。
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　　　　Flg　99　放牧地内のカモカヤ群落（東通村二野訳）．

VoH　Rmdern　beweldete　Kunst・Wlese　aus　Dα6り，！7占ψ〃～‘ワα如（Kabanosawa　ln

Hlgash玉don－Mura，50m　NN）

b路傍雑草群落
　嬰ri就gesellschaften

　1）　チカラシバーオオバコ群落（Tab　80威）

　　Pθηπε8θ加〃εαZopecπroεdθs・P’απ加goα8εα伽α一Gesellschaft

　多年生草木植物チカラシバ，カモシクサ，キンミズヒキで区分される路上踏跡群落。チカラシ

パーオオバコ群落は，畑作地内の路上や荒地なとに懇懇するか，人間瞥の立入りの少ない畑作地

の辺縁部や，放棄畑内の路上＾曾こ多い。チカラシバーオオバコ群落は，路上踏跡窃落としてオオ

バコクラスの貿格（種群の混生率）が弱まり，次期遷移群落と考えられる裂モキ，ゲンノショウ

コ，カキトウシなとのヨモキクラスの種群やススキ，メトハキ，ノチトメなどのススキクラスの

種群の混生が目立っている。群落の高さも80cmと路上踏跡群落中もっとも高い。

　2）　ミノボロスゲーオオバコ群落（Tab。80－2）

　　Cαrθκα’δαfα・PJαπごαgoα8」αfεcα・Gese蔑董sc蓋aft

　多年生草木植物種群による路上踏跡群落。ミノホロスケ，カワラスケ，ヌカボで区分される。

群落区分種の他にもオオバコ，シロツメクサのオオバコクラスの種群か混生し，群落の高さは，
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15～25cmと比較的低く，出現種数6～7種の群落である。

　ミノボロスゲーオオバコ群落は，森林植生の林冠による被陰地や，湿性土壌上の路上に発達し

ている。

　3）　カゼクサーオオバコ群集（Tab。80－3）

　　Eragrostio　ferruginei－Planもaginetum　as圭at玉cae　Tx．197ア

　下北半島のほぼ全域に認められる路上踏跡群落で，カゼクサ，スズメノカタビラで他の群落か

ら標徴，区分される。比較的高茎のカゼクサがおもに優占し，オオバコ，ハイミチヤナギ，アキ

メヒシバ，シロツメクサの常在度，および植被率が高い。群落の高さは10～60cm（平均27cm），

平均歯骨種牛は9種（6～15種）と少ない。

　現在なお使用されている農道上など，中康から乾燥立地上の路上草本植物群落である。

c　水田放棄地植物群落

　Unkrautgese蓋1schaften　brachliegeRder　Reisfe茎der

　下北半島のとくに東海岸（太平洋岸）側の東通村小田野沢から三部にかけては，水田（一部畑

地）がほぼ全域にわたって放棄されている。これらの放棄畑ではアイバソウ，イ，アゼスゲ，ヨ

シ，ススキ，イワノガリヤスあるいはオノエヤナギやイヌコリヤナギなどの低木類〔が様々な植被

率で混生し，雑多な植分を形成している。しかし，広大な面積でひろがるこれら水田の放棄地群

落は，群落相観として三つの群落に区分することができる。すなわち，放棄された後も地下水位

が高く，冠水立地である場所でのセリーアゼスゲ型，冠水のない粘土がむき出しの場所でのヤナ

ギ型，比較的乾燥した粘土質の場班でのススキーヤナギ型である。これらの各植分を植生調査し

た結果2群落，2下位群落のやはり3つの植分に組成的に区分することができた。

　1）　アイバソウーアゼスゲ群落（Tab，8！－1）

　　8eεηPεε8　ωεcゐμrαe－0αreκ　〃‘置επbθrρεε轄Gesellschafも

　アイバソウーアゼスゲ群落はアゼスゲ，セリ，ヨシ，ミソハギ，オオチドメ，クサレダマ，オ

オニガナ，ヒメジソ，チゴザサの湿性指標種群で区分され，これらの区分種の他にも，イ，スギ

ナ，アイバソウ，ナガボノシロワレモロウ，サワヒ預ドリ，イワノガリヤスなどの常在度が高い。

このアイバソウーアゼスゲ群落は，さらに以下の2下位群落に下位区分される。

　　a）ガマ下位群落

　ガマ，サワオグルマで区分される。群落の高さは40cmともっとも低く，比較的低茎のアービス

ゲ，セリ，イの植下率が高い。水田放棄地の中でもっとも湿潤で，冠水立地を含み泥土の堆積の

ある場所に発達している。このガマ下位群落は，群落相観で区：分されたセリーアゼスゲ型に対応

しており，群落構成種からヒライーカモノハシ群集へ遷移してゆくものと考えられる。
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　　b）　オノェヤナギ下位群落

　オノエヤナギ，イヌコリヤナギ，ハンノキの低木類によって区分される。オノエヤナギ群落は

低木層（60～300cm高）と草本屡（20～130cm）の二層群落を形成している。低木層にはオノェ

ヤナギ，イヌコリヤナギ，ハンノキ，キツネヤナギが生育し，草本層には放棄水田植生に共通す

るイ，スギナ，アイバソウ，イワノガリヤス，サワヒヨドリ，ナガボノシロワレモコウなどが生

育している。このオノエヤナギ下位群落は，群落相観で区分されたヤナギ型に対応し，水はけの

悪い黄褐色の粘土質土壌がむき出しの水翻放棄地に発達している。オノエヤナギ下位群落は，マ

ツバスゲー・ハンノキ群集に遷移するものと考えられる。

　2）　オノエヤナギーススキ群落（Tab．8！－2）

　　8αεεκ　8αcんαZεπθπ8ε8冒！陛ε8cαπfゐ配8　8επθπ8ε8哺Gesellsc数aft

　水田放棄地の中でも乾田の部類に属し，しかも水田利用の為に造成し，月日を経ないまま放棄

されたような，ローム質土壌の露呈した場所に発達している。オノエヤナギーススキ群落はスス

キ，ユガナ，ケヤマハンノキ，パッコヤナギ，チチコグサ，ク獄マツ，メドハギ，オオ翼モギ，ハン

ゴンソウ，ミヤコグサ，ノコンギク，ハマハナヤスリ，コヌカグサ，ミミナグサなどの多くの種

Fig，100．秋季のオノエヤナギーススキ群落の群落相観，穂をつけたススキが

　　　　一面おおいでつくしている（小田野沢南通）．
Herbst．Aspekt　der　3α♂ゼ¢5α61zα♂加θノz5∫∫．Mを15‘α漉13～‘∫5～ノz8π豆ぶ一Gesellschaft　Init　Rispen

von泌30απZlzμ55ゴ2～θノ酪（M1namidori，　Oda鳶osawa）．
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群で区分される。これらの区分半群はススキクラス，オニシモツケーオオヨモギクラスの構成種

群が多い。またオノエヤナギ，イヌコリヤナギ，ハンノキなどの低木類をも混生し，低木層と

草本層の二層群落となっている。ナノエヤナギーススキ群落はイ，アイバソウ，オオチドメなど

の水田放棄群落の共通点である湿性指標種群の常在度が低くなっている。オノエヤナギススキ群

落クルマバソウーミズナラ群落に遷移するものと考えられる。

d　湿生一年生草本植物群落

　NaBei皿海hrige　Krauもgesellschaften

　D　サジオモダ力群集（Tab．82）

　　Alis拠eもum　o罫ienもalis　荊圭yawak量1960

　下北半島の沖積低地を中心に耕作されている水田内の雑草植物群落である。良く管理された水

田内ではウキクサ，コナギ，オモダカ，イヌビエなどがごく小噺度で生育するに過ぎず，群落の

把握に困難である。調査された群落は苗代田の跡地のもので，サジオモダカ，ミズアオイ，コナ

ギ，オモダカ，スブタ，イボクサ，ヒルムシロなどの常在度と植被率が筒い。この水田雑草群落

Tal）、82．サジオモダカ群集

AhSmetum　orientalls
Nr．　d。　Aufn，：

Gr6Be　d，　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung（1．　Vegetation（％）：

Artenzahl；

調査番号

調査禰積

植生の高さ

植生の植被率
1：嬉現種i数

　1
5×5

　60

　80

　9

　2
3x4

　30

　90

　9

　3
5x10

　40
　60

　11

Kennarten　d．　Ass．：

　ZIZ／5〃～αμ～脚90一α9～f磁α記var．・ノ物’ごα16

　脇刀06ん01プαた0’・3αゐOZρ1ご

Arten　d．　h6heren　Einheiten：

　Mb／106勧ブα澱9’〃・τ～～5　var．ρ～α〃卿〃6・τ

　5α9漉α団々ψ1～αvar．α219～ご∫〃1b”α

　おらP：ταご8rαご。ψ61”’α

　＆1ゆ～‘5乃。ごαノマ’ガ

　A刀8～z8〃～αん815αた

　E‘〃加oc1～！oαα’～‘5－9α〃

　0㍑8〃ααμ∫〃～o∫‘海5

Begleiter：

　Pbピαη309θ君。／z　4∫5彦∫ノz‘’zイ∫

　σ〃ゾαイZ副αηπZgαノゴ∫var．ノ妙伽‘声α

　助〃048Zαρoζ：y涜穏α

　Eセ0ごんαが∫ツ0ゐ0508ノ～5～5

　乃πzg〃～～螂α～‘∫芸π1〃5

　αツ68加6砂αゆ8剛αvarゴノザプ脚

群集標微種

　サジオモダカ

　ミズアオイ

上級単位の種群

　コナギ
　オモダカ

　スブタ
　ホタルイ

　イボクサ

　イヌビエ

　ミズオフ㌃ノζコ

随伴種
　ヒルムシロ

　タヌキモ

　ウキクサ

　マツバイ

　ヨ　　　シ

　ウキガヤ

1・2

3・3

1・2

十

ト2．

3・3：

3・3

2。2

●

十

4・3

■

●

1・2

十

〇

十

●

‘

2・2

工・2

1・2

　●

　o

十・2

　●

5・4

●

1。2

十

●

■

●

2・2

1・2

十

〇

●

十

2・3

1・2

十

●

十

十

Fundort調査地：Akagawa　in　der　Stadt　Mutsuむつ市赤州，　Datum調査年月日：20．　Au9．1972，
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はサジオモダカを標微種とするサジオモダカ群集に含めまとめられる。

　2）　ミゾソバ群集（Tab．83）

　　po藍ygo無etum　亡血“簸わerg圭i　Lohm．　etMiyawaki　1962

　流水辺に発達する一年生草本植物群落。一年生草本植物ミゾソバによって標微される。ミゾソ

バ群集は，小流水辺に群生するが，流水路が水田や住宅地，畑地に近い場所を流れる：有機質に富

んだ水流辺に発達している。土壌は黒亀の粘泥土である。ミゾソバ群集は過富養水の指標群落と

もいえ，一般には水闘のまわりや，河川の流水辺にもっとも多く生蕎している。下北半島では東

通村の老部の水田地帯を流れる流水辺に認められた他は，比較的少ない。

　ミゾソバ群集は，ウナギツカミ，サワオグルマ，タチギボウシ，オオニガナ，クサレダマ，ア

ゼスゲで区分されるウナギツカミ亜群集と特別の区分種をもたないミゾソバ優占群落である典型

麗群集とに区分された。

Nr．　d．　Au正n，：

Gr6Be　d，　Probeflache（m×m）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahll

Tab．83．ミゾソバ群集

POIygOnetUm　thUnbergii

調査番弩　　　i・
　調査面積　　　　　　　i

　植生の高さ　　　　　　　　　70

　植生の植被率　　　　　　　　100

　出現墨書　　　　　　　　　　　2

2　　3　　4　　5　　6　　7

1x32×42×22×43×33x32x3
100　　　60　　　50　　　40　　　60　　　50

100　100　！00　100　100　100

　3　　3　　4　　6　　9　14

Kennart　der　Ass．：

　∫b砂goπz〃π’んτ‘ノめ81：9～∫

Trennarten　der　Subass．：

　％砂90刀z〃μ脚∂014～～

　58〃8cfoμ61η躍

　κo吻7’86’蜘Z如

　乃一θ〃α〃〃躍5∫α刀αた‘昭

　ムy5～〃鷹1zfαζ1側Z〃廊α

　Cα1即〃多～〃～ムθノ：9～～

麺1eiter・、

　衡～4～5薦‘〃’α～wノ～∫8

5α〃9～ぐ∫∫ω加’8〃！’ゲbZ’αvar。αZ加

々ゾαψ”∫z‘イ6～4螂

α1・5～〃μゴノ～z〃z♂α∫～〃π

CαZα’〃α9ノη漉∫Zα〃9540ノが～

勿〃ηwπα〃。砂5

Cfα廊曲η5αvar3確を♪θ漉α

，んノ～α∬lyo々。∫08ノ～5お

群集標的種　　　　　　i
　　　　　　　　　　　i　ミソソバ
i臣群集区分種　　　　　　1

ウナギツカミ　　　1
サワオグルマ　　1
　　　　　　　　　　　　・チ輔ウシ　　1
高島ニガナ　　　　｛

クサ・幽　　　i
　　　　　　　　　　　ミ

随簾ゲ　i
スギナ　　　　　i
ナガボノ沖ワレモコウi

　シロネ　　　　　　　i
タチアザミ　　　i
　イワノガリヤス　　　i

・ソーギ　　　i
　ドクゼリ　　　　　i

・ライ　　　1

i5●5　5．5　5●5　5・5　5・5　5。5　 1。21

Fundoτt調査地：Oibe赤部，　Datum調査年月日：25．　Jun．1977．
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Fig．！01。冨養水の流水辺に発達したミゾソバ群集（東通村老部）．

　DichterBestan（ldes王’olyg・netuln　thunbergiiamUfer
　　（Oibe　in　Higashidori一亙＞lura）．

　3）　カワラスガナーマツバイ群落（Tab．84）

　　C〃Pθ「π8　8απσπεπo∫θπ挽εs殉EZθoc’Lαrεs〃。左08ceπs駕s“GeseUschaft

　水田の稲刈り跡地や，放棄水田中に発達する湿生の一年生：1￥〔木構物群落。カワラスガナ，ニッ

ポンイヌノヒゲ，マツバイ，ヤナギタデ，ウシクグ，ミゾソバ，イヌビエ，タウコギ，アカバナ

などの多くの一年生草本植盤勿が混生している。調査のおこなわれた群落は，稲刈り後の秋季の群

落で，イネ科とカヤツリグサ科の植物種群がとくに目立ってい翫、この群落は，カワラスガナ，

・・ッポンイヌノヒゲ，マツバイを区分種としてカワラスガナーマッバイ群落としてまとめられ

た。カワラスガナーマツバイ群落はさらに以下の下位群落に区分される。

　　a）　ウシクゲ下位群落

　ウシクグ，ヤナギタデ，オオタネツケバナ，ヒメムカシヨモギ，ミゾソバで区分される。

　ウシクグ下位群落は，さらにコモチゼキショウ，ツボスミレ，オオバコで区分されるコモチゼ

キショウ下位群落と特別の区分種をもたない典型下位群落とに区分された。

　　b）　キヵシゲサ下位群落

　キカシグサ，ヒメクグ，ハリイ，ガマ，ウナギツカミ，コケオトギリで区分される。冠水立地

のある湿田でキカシグサ，アカバナ，イの植被率が高い。
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　4）　オオニワホコり一アゼテンツキ群落（Tab．85）

　　βrα9m8伽ρ1Jo8αvar．　or〃2θfo川〃レ∬ε1π6r∫sf〃1ε88卿αrro8α・Gesel茎schaft

　沼地の水位が下がることにともなって生じる露泥地に発達する小型一年生草本植物群落。小型

カヤツリグサ科のアゼテンツキが高い植被率で生育する他オオニワホコリ，ヌメリグサ，アメリ

カセンダングサの一年生草本植物を多く混生している。またさらにオオヨモギ，オオバコ，アキ

メヒシバ，ウシノシッペイ、オオマツヨイグサなどの多年生草本植物をも小被度で混生し，平均

出現種数は9種類を数える。この群落は一年生の小型草本植物アゼテンツキ，オオニワホリ，ヌ

メリグサを区分種としてオオニワホコリーアゼテンツキ群落にまとめられた。このオオニワホコ

リーアゼテソツキ群落はカリマタガや群落と同様短期的，一時的な群落であり，群落の分布の量

的ひろがりも小さい。

　　　　Tab．85．オオニワホコリーアゼテソツキ群落
Eノ璽ノη5’～5ρ～！・5αvar．　oノ）・之。伽wルn〃めノゾ5り・～～y　59～κzη’o∫α・Gesellsehaft

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be　d．　Pr・beflache（1蝋×m）：

H6he　d．　Gesellschaft（cm）l

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：

Artenzah1：

Tre職narten（ler　Gesenschaft：

　nl〃～ゐ万∫4yZ～5∫9～κτ〃一〇5α

　κ”解1り∫‘∫5μZ・5αVar，・’ぴ，鰭01Wπ

　5α‘6∫oZゆお〃κ1～ぐα

Sonstige　Arten：

　B認8115〆〉ηノπ10認

　エ）∫gf∫α1伽面oZα溜ノ～∫

　．A7・ご0ノπお’α刀置0ノ躍α刀α

　迎σ〃如goα廊如α

　π8ノπα7・診ん1ゴα51ろル・～ぐα

　06〃。〃z8／8α81γんノη∫砂α1α

　汲‘〃α‘5」’oた05ご6〃5

xα〃〃1’z4〃，∫孟〃‘ノπαノゴ～〃π

〃yαψ～‘∫ノμαα漉∫α〃～‘5お

調査番号

調査簡積

群落の高さ

群落の植被率

臨現種数

群落区分種

　アゼテンツキ

　オオニワホコリ

　ヌメサグサ

その他の種

　アメリカセンダングサ

　アキメヒシバ

　オオ訟モギ

　オオバコ

　ウミノシッベイ

　オナマツヨイグサ

　ヒ　ライ

　オナモミ

ヒメシ・ネ　　　i

　1

1×1

　20

　70

　8

　2

1×1

　30

　70

　9

　3
1×！

　30

　60

　10

Fundort調査地：Nei　See根井沼，　Datum調査年月日：5．　Nov．1973．
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　5）　カリマタガや群落（Tab．86）

　　Dε〃εθrεαorπε疏opodαvaτ．毒θπ8rα・GesellSC蓋aft

　小池沼のまわりに発達する短期一年生の小型草本植物群落。夏から秋期にかけての下水期に干

上った沼の水際わのまわりにふちどるように発達する。カリマタガや群落は，イネ科の小型一年

生草本植物カリマタガヤー種で区分される。このカリマタガや群落の認められた小沼地は，海岸

砂丘のクロマツの造林地内にあり，水の引いた群落の生育地は泥土ではなく，砂を多く含むロー



Aufn，　Nr．：

Gr6βe　d．　Probeflache（m×m）：

｝｛6he　d．　Gesellschaft（cm）：

Deckung　d．　Gesellschaft（％）：

Artenzahl＝

　Tab．86．カリマタガや群落
DガηL8r∫αoプη∫〃吻）04αvar．’θηθrα一Gesellschaft

調査番号

調査面積

群落の高さ

群落の植被率

出現種数

Trennart〔ler　Gesellschaft：

　D厩8ノ’∫α・ノ7Z勧妙・4αvar．勲θ2’α

Trennarten　der　Untereinheit：

　Z6ツ5如仰。πゴごα

　鳶θブ’5487παごα

Trennarten　der　Untereinheit＝

　Aη〃z4〃昭zzαhゴプ∫α

　鳶01Lα8〃zz〃η‘ノ’α∬ψβ∫

　み〃zα45矧α♂Zfcんゴαノzz‘5

　衡4ブ0ぐ0砂Z8ノη〃げ70ノ闇α

Trennart　der　Untereinheit；

　R1りη～61LO砂。ノ’αノを‘ノ”α刀α

Sonst玉ge　Arten：

　Pたr璽〃碗θ∫αμ5’ア「αzガ∫

　1つ評〃L1－～〃〃・απαψ5

　Z∫α‘んノ～6gZoδo∫α

　A91’o∫齢5cαう1¶α

　R1κyηc乃．0ψo／u！詑～〃ゴ召’

　CoccκZπ301・ろ～α4α伽∫

　5αノ～9～痂・7加伽πσbZ∫αvar．α伽

　1◇7‘9ρ～｛∫2〃．ααご葱αノz～’5

　Aプ〃取Zエ。ノ～1L’功～漉45

　P∫ノ～μ5ごん’〃z加19～～

　AZ刀π∫ノ妙。π’6α

群落区分種

　カリマタガや

下位群落区分種

　シ　　バ

　ニガナ
下位群落区分種
　　ザ　　　　　　　
　トタシバ

　カモノハシ

　ハリコウガイゼキショウ

　オオチドメ

下位群落区分種

　コイヌノハナヒゲ

その他の種群

　ヨ　　　シ

　ミソハギ

　チゴザサ

　ェゾヌカボ

　ナオイヌノハナヒゲ

　アオツヅラフジ

　ナガボノシロワレモコウ

　ヒメシロ不

　コブナグサ

　クロマツ

　ハンノキ

　1　　2　　3　　4
1x！　l×1　1×1　1x1
　20　　　　20　　　　20　　　　20

　90　90　95　95
　9　　6　　8　　9

　5　　6　　7　　8　　9　　10
1×1　2×2　2x2　2x2　1x1　1×1
　40　　　　30　　　　30　　　　30　　　　40　　　　40

　90　　　　85　　　90　　　　90　　　　95　　　　95

　9　　　13　　　14　　　12　　　　9　　　　9

　11　　12

1×1　1×1

　40　30
　90　85
　10　　10

2・33・34・45・45・45・45・45・55・51・2二理．．1
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1十　　十　　十

3・3｝　。

　：
●　　　F　　　　　●

　1

●

●

●

●

●

●

●

●

●

o

1十　　 1・2　　　十　　　 十　　　 十　　　十1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

｝十　　 1・2　　十・2　　十●2　　　。　　十●21
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1十　　十●2　　十・2　　　十　　　　●　　　　◎　；
に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

L＿＿＿±＿＿±．．．＿土＿＿！＿．．＿士」

o

o

十

・

●

●

●

　十

1・2

1・2

十・2

　十

　●

o

o

●

●

■

●

●

o

●

●

●

●

●

●

●

●

十　　・

●

●

o

十

　●

十・2

　●

十

十

〇

十

●

●

●

●

●

●

o

　十

十・2

　十

十・2

●

十

●

●

1・2

十

十

十

●

十

●

●

●

●

●

1・2

十。2

1・2

　●

●

●

十

●

●

●

●

1・2

十

3・3

十

〇

●

十

十

十

●

十

●

1・2

　十

十・2

十

●

十

十

十

十

十

十

1・2

十

1・2

十

●

●

●

●

十・2

　●

　十

●

1・2

十・2

十・1

十。2

十。2

　0
●

・

・

十

●

・　　14・4　　4・4：

　十

十・2

1。2

十・2

2・2

　■

●

o

o

●

●

十

十

2・2

1・2

1・2

十

●

十

●

o

●

　十

十・2

十。2

　十

十・2

●

o

o

●

■

o

出現脚数：AuBerdem　je　einmahn　Au魚ahme　Nr．1：06／zo〃L8ノ・α6ノγんη5砂αZαオオマツヨイグサ十．　in　Nr．4；飾Zoノ闇αg∫57癖。ノーαπご1Lαアリノトゥグサ

　1・2．inNr．5＝Cα1’8」じ診ん〃z加ノ79’～アゼスゲ十．inNr．8：5αZ舵か喫9ノ噂αイヌコリヤナギ十．王nNr．9：E1θo読αr∫5τむ’oんμ7’αoシカクイ十．inNr．12：

　M5cα〃疏Z‘∫5加ε〃5f5ススキ十．

Fundort調杳地：Mu亡suyokohama陸奥横浜，　Da亡um調査年月臼：1，　Nov．1972．

蕊
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ム質土壌である。このカリマタガや群落は，以下の三下位群落に区分され，沼の水際わ線に平行

して生育している。シバ，ニガナで区分されるシバ下位群落は，水際わよりもっとも離れた比較

的乾燥した場所に生育し，トダシバ，カモノハシ，ハリコウガイゼキショウ，オオチドメで区分

されるトダシバ下位群落は，シバ下位群落より下部，水際寄りに生育している。コイヌノハナヒ

ゲ下位群落はもっとも水際わに近い場所から一部，冠水地にまで分布している。このカリマタガ

や群落は翌年の同上である秋にはすでにほとんどみることができなかった。

c人工造林植生

　K樋nsもforsten

　1）　ク日マツ・アカマツ植林（Tab．87）

　　Pεππ8疏ωπ6erσεε・Pεππ8　dθπSεf置orα・Forst

　下北半島の南部の上北丘陵地（標高100m以下の台地）上や，太平洋岸および陸奥湾，津軽海

峡に面した砂丘地帯などで防風砂林として広くクロマツ，一部アカマツの植林がおこなわれてい

る。

　これらのクロマツ，アカマツの造林地は，砂丘の砂防用として重要な植分であると同時に，冬

季の強い季節風期にまったく落葉する夏緑広葉樹四域にあって，ここでは常緑針葉樹のクロマツ，

アカマツ林は，また重要な防風林としての機能的役割をになっている。

　このクロマツ，アカマツの人工造林の植生調査は25調査区でおこなわれた。その結果はクロマ

ツ，アカマツの人工植栽木を除いた，おもに林床植生の違いから以下の3群落に区分された。

　　a）　オニシバ群落

　オニシバ，ハマボウフウ，ヒメスイバ，イソスミレ，コウボウシバ，ハマニガナ，ケカモノハ

シ，ヒメムカシヨモギ，ハマヒルガオ，シロヨモギで区分される。

　オェシバ群落は，砂丘の前線域に砂防胴として植林されたクロマツ林でクロマツの高さは0．8

～3．Omと低木解状を呈している。また群落区分種の多くがハマニンニクーオニシバ群集の群落

構成種であることから，海岸砂丘草本植物群落であるハマニンニクーオニシバ群集を潜在自然植

生域とする造林地といえる。

　　b）　イヌコリヤナギ群落

　イヌコリヤナギ、ヒライ，センダイハギ，ミソハギで面分される他，オニシバ群落との共通種

群ハマナス，ヘラオオバコ，ヤマアワ，ハイネズによって他の群落から区分される。

　イヌコリヤナギ群落は，やはり砂丘前線域に砂防用に植林されたクロマツ林である。比較的地

下水位が高くヒラィ，センダイハギ，ミソハギなどの湿原生植物群を混生するがイヌコリヤナギ，

ハマナス，ハイネズなどの低木類が高い常在度と植被率で生育することから，潜在自然植生をハ

マナスーハイネズ群集とする地域のクロマツ造林地といえる。
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　　　　　　　b：イヌコリヤナギ群落5αZ～即”～紹gπ↓．Gesellschaft

　　　　　　　c；ガマズミ群落Wゐ’〃7z’‘〃’4’♂ζ磁”〃ルGesellschaft

　　Fig．102．クロマツ，アカマツ植林の林床群落別平均群落高と出現丁数．

Mittlere　Gesellschaftsh弓heしmd　Artenza1｝l　von　I写ノ塒〃L，θめ（ヲ，審～’．PZノ～～，∫‘Z6／z曜Zoフπ一Forst．

　　c）　ガマズミ群落

　ガマズミ，ヤマグワ，カマツカ，ナワシロイチゴ，ノイバラ，ミヤマイボタ，カスミザクラな

どの夏緑低木類の他，ヤマカモジグサ，キンミズヒキ，アオモリアザミ，アキカラマツ，オカト

ラノオ，ホソバヒカゲスゲなどの多くの草本願物種群によって区分さオtる。ガマズミ群落は，砂

丘地帯のやや後方や，山地丘陵地帯のおもに火山灰土壌上に植栽されたクロマツ林である。群落

の高さも一部を除いて7～20mの高さに及び，三層の群落階層をもち，平均禺現種牛は49種類の

多数にのぼる。このガマズミ群落に属するクロマツ植林は，おもに植栽後の年数，環境の差異か

らさらに以下の下位群落に区分できる。

　　i）　ホタルカズラ下位群落

　ホタルカズラ，エゾフユノハナワラビ，オケラの草本植物種群で区分され，植栽後の年数の浅

い，より海岸寄りの植栽林分である。
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Fig。103，砂丘上の若令林のクロマツ植林（オニシバ群落）（六ケ所村1二｝炉）．
Junger　I3estand　ei且es　1）∫π”5オ1L’〃めωgノ～．Forstes（Zの5’α〃βαごプ05如‘1～yα，Gesellschaft）

auf　D萱nen（Deto　ln　Rokkasho．Mura）．

漸夢・
襲

謹島

Fig。104．砂丘上防風林として良く発達したクロマツ植林（イヌコリヤナギ

　　　　群落）（小田野沢南通），
Als　Schutzwald　gegen　den　Meeresw三nd　gut　entwlckelter　P〃z～‘∫〃L～励01召一～～一Forst

（3召Z～酒ノ～ご68『ノ・α一GeseliSChaft）（醗nam三dor三，0（1anosawa）．
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Fig．！05，丘陵地上のクロマツ植林（ガマズミ群落），夏緑広葉樹類の生育が

　　　　　著しい（東通村蒸餅）．
1『～ノz～∬〃L♂〃めd’g’ムForst（▽1必’‘〃～～〃ノ’ゴ∫Zα♂α顔〃’．Gesellschaft）mlt　zalllreichell　Q～‘御℃～‘∫

〃’o〃go〃。αvar．9ノη∫5β58ノブ饗’αund　anderen　s・mmergr茸nen　Laubh・1zarten（慧orobe　ln

Higashidori－Mura，1！0mNN）．

　　ii）　ワラビ下位：群落

　ワラビ，タチツボスミレ，アキタブキ，マイヅルソウ，ホウチャクソウの草本植物種群の他，

カシワ，ミズナラ，ヤマブドウ，ウワズミザクラ，ホウノキ，ハリギリ，ノブドウ，オオカメノ

キ，ミズキ，ベニイタヤなどの多くの夏緑広葉樹類によって区分される。比較的内陸部のローム
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質土壌上に植栽された植分である。ワラビ変群落の植分の中には，群落高2～3mの若い低木林

も含められていることから，植栽年数の差より，土壌条件の差が前述のホタルカズラ下位群落と

の差と考えられる。ワラビ下位群落は，さらにコハマギク，ノガリヤス，スイカズラで区分され

コハマギク下位群落（陸奥湾側の海岸），ノコンギク，トダシバ，ミツバツチグリ，オトコエシ，

キツネヤナギ，オオアブラススキ，オオバギボウシ，オミナエシ，ヤナギタンポポ，ヒヨドリバ

ナなどの多くの草本植物で区分されるオオアブラススキ下位単位（主に上北丘陵地），アズキナシ，

チゴユリ，ヤマウルシ，ナナカマド，ノリウツギ，イヌドウナ，クマイザサ，ハエドクソウ，ム

ラサキシキブ，サルナシなどの多くの夏緑広葉樹類によって三分されるアズキナシ下位群落（上

北丘陵地上で植栽後の年数の長い植分），および特別の区：分種をもたない典型下位群落（上北丘陵

地）に下位区：分された。以上のガマズミ群落は群落組成から潜在自然植生をクマイザサー灘ナラ

群落とするものと考えられる。

　2）　スギ植林（Tab．88）

　　Or〃p加ηεerεαノαρoπεcα一Forst

　スギは下北半島のほぼ全域で植栽されているが，半島南部の三沢箭から六ヶ所村にかけての火

山灰台地では，クロマツの植林がもっとも多く，スギは火山灰：台地と沖積低地との間に形成され

る狭い谷部に限られている。ヒノキアスナロの森林地帯である半島中部の山陵山地帯では，最近

はより成長の早いスギ造林におきかえられてゆく様子である。また半島北部の津軽海峡に面する

地域に火山灰台地が拡がっているが，ここでは南部と違なり，この火山灰台地上にまでスギが造

林されており，成長も良好のようである。これらのスギ植林のいくつかを植生調査した結果，

林床に生育する種群はきわめて多く，オオバクロモジ，ムラサキシキブ，ハナイカダ，サンショ

ウ，ハイイヌツゲ，ミズナラ，ハリギリ，ホウノキ，ヤマモミジ，オオカメノキ，ミズキ，ツノ

ハシバミなどのブナクラスの標徴種群の他にミゾシダ，トリアシショウマ，オシダ，ムカゴイラ

クサ，タマブキ，クルマバソウ，イヌドウナ，ツクバネソウ，ホウチャクソウ，フタリシズカ，

サカゲイノデ，トチバニンジンなど適潤立地の指標種群であるニレーシオジオーダーの標微種肥

が多数混生している。したがって，地形的に谷部を中心に植栽されるスギ植林は潜在自然植生を

ニレーシオジオーダーに属する群落域に多いといえる。

　これら調査されたスギ植林は林床の群落組成から以下の3群落に区分される。

　　a）　クマイザサ群落

　クマイザサ，オウレン，バアソブ，クサギ，スミレサイシンで区：分される。このクマイザサ群

落は，他の2群落型に比較してもっとも中養立地に近く，またスギ植林の群落型に共通するオオ

バクロモジ，ミズナラ，ムラサキシキブ，ハイイヌツゲ，オオカメノキ，ツノハシバミなどのブ

ナクラスの標徴種を多く混生することから，ヒメアオキーブナ群集を潜在自然植生域とする立地

上の植分と考えられる。
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　　　　　　　Fig．106．スギ植林の1：1三i観（東通村大利），

Gut哺ch・ig・・F・・s…nC・脚〃・・1幻・ψ…’・・（O・t・・e　i・Hig・・hid・ri．M。，。）．

　　b）　サワグルミ群落

サワグルミ・ミズ・ミショウ・モミジソグサ・ミヤマ・シダ，り。ウ・ンシダ，オニシモツちアマ

チャヅル，サワアザミ，ミズタマソウ，ジュウモンジシダで区分される．これらの区分種群はジ

・ウモンジシダーサワグルミ群集の標懇懇群が多く，潜在自然1窪性をジ。ウモンジシダ～サワグ

ルミ群集とする立地上での植分と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　c）　キタコブシ群落

キタ’ブシ・ウワミズザクラー・ザ・・ガマズ・，モ・ジイチゴ，アオ姓，・メ財キ，
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ミヤマイボタ，コマユミ，エゾアジサイ，エゴノキ，クマヤナギ，ツルウメモドキ，マタタビな

どの多くの低木類や，さらにチゴユリ，タチシオデ，ノブドウ，ゴマナ，ツルリンドウ，キンミ

ズヒキ，ミツバアケビ，ニガナ，アキカラマツ，マイヅルソウ，サルトリイバラ，サラシナショ

ウマ，サルメンエビネ，ノブキ，ミヤマカンスゲ，ヒ謝ドリバナ，クルマユジ，ゼンマイ，オオ

カモメヅル，ヨツバムグラ，オヤマボクチなど多くの草本植物曝露によって区分される。群落内

出現種数は，66種から76種類におよび，きわめて多数の種群が生育している。群落組成の内容を

みると林床の人為的撹乱からツル髄物などのマント群落構成種群や，オニシモツケーオオヨモギ

クラスのソデ群落構成種群の混入も慰立っているが，湿生の多年生草本植物が多いことからクル

マバソウーミズナラ群落を潜在霞網植生とする立地上の植分と考えられる。

　3）　ケヤマハンノキ植林（Tab．89）

　　汲ZπωS　ILεr8猷’α齢Forst

　夏緑広葉樹のヤマハンノキは，ごく最近植林されるようになった樹種で，生長：が早く，生態的

生育域の広い，応用範醐のひろい樹種である。下北半島では，ハンノキ林立地の過湿潤立地から

道路路肩ののり面線化用として露岩立地まで広く利用されているが，おもに湿潤立地の造林木と

して利用している。調査区1の植分は，道路のり面の乾生立地のものでクマィザサが林床を占め

・・

　　灘・

警灘

耀瀬賎

　　Fig。107．ヤマハンノキ植林の林内梢観（三沢市），

配η～，31L∫プ∫～，’αauf　wechseifeuchten　Standorten（Stadt　Misawa＞
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ナンブサナギイチゴ，イヌコリヤナギなどの低木類を混生，出現種数！0種類と少ない。調査区2，

3は，やや湿半の平坦地での植分でタニウツギ，トリアシショウマ，カシワ，モミジイチゴなど

の明野で曽爾づけられる他オオヨモギ，ススキ，タチツボスミレなど数多くのオニシモツケーオ

オヨモギクラス，ススキクラスの種群が混生し，礁現種数は30種を越えている。

　4）　オオバヤシャブシ植林（Tab。90）

　　∠π勘犀488εθわoJdεαπα幅Forsも

　オオバヤシャブシは，下北半島では砂丘の防風防砂用として植栽されている。とくに太平洋側

の三沢市から六ケ所村にかけての砂丘上および津軽海峡沿いの入口部落から岩屋にかけての砂丘

地に多い。良く生長した植分で！0mの高さに及んでいる。林床は低木類の生育が少なく植被率20％

前後のものが多い。しかし，草本層は一般に植被が高く約70％の植被率を示しており，2層および

3層群落の植分が多い。オオバヤシャブシ植林は林床の植生のちがいから以下の2群落が認めら

れた。

　　a）　オォウシノケゲサ群落

　オオウシノケグサ，ミゾソバ，サワヒ諏ドリ，ギシギシで区分される。地下水位の高い立地上

の群落で，群落高も4mと低木林状の2層群落である。群落出現年数15種類でもっとも少ない。

　　も）　ナワシqイチゴ群落

　ナワシロイチゴ，ニワトコ，ヤマグワ，アキタブキ，アオモリアザミ，ノブドウ，クマヤナギ，

アキノキリンソウで区分される。とくに低木類の侵入が1ヨ立ち，群落高6～10mの3層群落を形

成している。群落の平均娼現種数も22種と多い。ナワシロイチゴ群落は，さらにノイバラ，ミヤ

マイボタ，ツタウルシ，オオヨモギ，サンショウ，クロマツ，エゾフユノハナワラビ，カラマツ

（植樹），キンミズヒキ，サルトリイバラ，アカネで区分されるミャマイボタ下位群落とニセア

ヵシヤ，モミジイチゴ，ヒカゲスゲ，ナガボノシロワレモコウ，ヒメシロネ，ミズナラで区分さ

れるモミジイチゴ下位群落とに区：分された。これらのうちモミジイチゴ下位群落の植分がその群

落組成からもっとも森林植生の種群を多く含んだ群落といえる。

2。植 生 図

　a　現存植生図

　　D　下北地点の現存植生図（30k風圏）（縮尺1：50，000）

　下北小田里並沢地点を中心に，半径約30kmの範囲内の現存植生図が作成された。

　現在植生図は，森林植生13，低木群落6，草本植物群落16の凡例で示した。

　自然植生としての主な森林植生であるヒノキアスナロ群集やヒメアオキーブナ群集あるいはジ

ュゥモンジシダーサワグルミ群集は，下北丘陵地や恐山一元火山群地帯の，おもに国有林を中心

によく残存生育している。これらの森林殖生は，下北半島一帯の山地を特徴づける代表的な，そ



192

して，もっとも広い面積を占める植生群である。

　また田名部低地帯をはじめ，各地の低湿地には，マツバスゲーハンノキ群集の湿地林が発達し

ている。海門門衝林としては陸奥横浜を中心として，むつ下側の海岸砂丘上にヤマカモジグサ～

カシワ群集が特徴的に発達している。また，恐山一寸火山群地帯の平館海映の沿岸域や津軽海峡

に面する沿岸域にエゾイタヤーシナノキ群落が発達し，いずれも，北西面よりの季節風の影響に

対応した植生と考えられる。さらに，下北・’卜島における最高峰である釜臥山（879m）出門では

ミヤマナラ，コメツツジ，マルバシモツケなどの低木植物による凝1Hi高1．i．1風衡低木林マルバシモ

ッケーコメソツジ群集が発達している。

　恐山一燧火山群地帯の中にあるカルデラ湖，宇曾利湖の北側には，多くの硫気孔があり，ここ

では硫気孔周辺植生として特有の群落が発達している、、すなわち，イオウゴケーコメススキ群落

やヤマタヌキラン群集の草本植物群落とともに，イソツツジ群落，シロバナシャクナゲーアカミ

ノイヌツゲ群落の低木群落などが発達している。

　次に，．i．＝北丘陵地に代表される火山灰台地や沖積低地のほとんどは，現在，畑作地，水田，牧

場などとして利用されている。斜面地や丘陵地．しの一都にはクマイザサーコナラ群落，クロマツ，

スギの人工林などの森林植生の他に，クマイザサやススキ群落，アカソーオオヨモギ群集など多

くの草本植物群落が認められ，大都分は代償植生として発達している。

　また，とくに太平1羊側の海岸に発達している広大な砂丘，猿ヶ森砂．丘や，天ヶ撒砂厩に代表さ

れる砂丘上では，よく発達した砂丘植生がみられ，海岸汀線から内陸部へ瀬次楕；状に各群落が発

達している。すなわち海岸汀線からハマニンニク先駆群落，ハマニンユクーコウボウムギ群集，

ハマニンニクーオニシバ群集，ハマナスーハイネズ群集と連続している．、これらの砂丘砂土群落

の後方には，砂．丘後背湿地があり，多彩な群落が発達している、，ヨシクラスに含めてまとめられ

るイワノガリヤスーヨシ群集，ムジナスゲ群集，ミズオトギリーアゼスク貿洋集，ヒライーカモノ

ハシ群集，ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落，さらにヤチスゲ群落，ミツガシワ群落などの多

くの草本割物群落の発達が認められる、，これらの砂丘砂上および砂丘後背湿地植生を含めた海浜

植生群は，我が国では，他に類を見ない程多彩で大規模に発達し，今なお現存している点で貴重

なものといえる。

　また，下北半島南部のノ1・川原大型潮沼旧地｝1昔では，イワノガリヤスーヨシ群集，ウキヤガラー

マコモ群集あるいはヒライーカモノハシ群集などの低湿地植生群とともに，海岸沿爆域には，

ツルヒノキカサーウミミドリ群集やコアマモ群集などの塩沼地植生が発達している。

　代償植生としては，下北半島北部の田名部仁震地帯および半島南蔀の上北丘陵地を中心に，畑作

地や水酬雑草群落など人為的影響の草本植物群落が広く分布している。また牧場地として利用さ

れているカモガヤ群落やナガバグサーシバ群落などの草地が広く拡がっている。この牧場地の人

工華地は，下北丘陵地の山地帯にも拡大されつつある。

　また，沼岸地や丘陵地上では，主に防風防砂林としてクロマツ（一部アカマツ）の人工植林が
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多く認められ，二次林としてのクマイザサーコナラ群落とともに，丘陵地の森林植生を二分する

ほど広い面積を占めて発達している。

　　2）下北地点の現存植生図（5km圏）（縮尺1：25，000）

　植生図の凡例は，基本的には，下北地点周辺30kmの現存植生図の凡例と嗣じものを使用し，

森林植生7，低木群落2，草本植物群落12，その他2の凡例で作成された。

　　3）　下北地点現存植生図（1，2）（縮尺1：5，GOO）

　植生図の凡例は，1），2）の下北地点周辺30km，5kmの現存植生図に比較して，より詳細な

凡例を使用し，森林植生6，低木群落2，草本植物群落！0，その他2の計20の凡例で作成された。

　b）　潜在自然植生図

　〈下北半鳥の原：植生と潜在i自然植生について〉

　下北半島の主要な山岳である，半島の北西部に位置する恐山一燧火山群，および半島中央部の

三門山地である下北丘陵は，主に第三紀起源の安山岩を母岩とする三体である。ここでは，抜き

伐りなど多少の人為的影響が加えられているもののヒメアオキーブナ群集，ヒノキアスナロ群集

などの磨然植生が現存檀弓として多く残存している。

　したがって，下北半弓の主な山岳地帯でぱ，原植生誰現存植生二潜在自然植生という，現在あ

る植生である現存植生が，そのまま原植生と潜在自然植生として適応できる地域が大半であり，

現存植生の拡がりから比較的容易に原植生と潜在爵然植生を判定することが可能である。

　すなわち，山岳地帯の中庸立土也における潜在自然植生は，ヒメアオキーブナ群集とヒノキアス

ナロ群集が占め，この両群集の中に土地的な極相林として渓谷都のジュウモソジシダーサワグル

ミ群集，海岸風衝地域のエゾイタヤーシナノキ群落が局部的に威立すると考えられる。

○低海抜地でブナの生育が確認された地点

　1）　下北郡東通村袈部

　2）　むつ市大芦洲崎

　3）　上北部東北町横沢

　4）　東津軽郡平内町三所

○低海抜地においてヒノキアスナロの生育が確認された地点

　1）　下北旧風三浦村沼村沿岸一帯

　2）　下北部大閻町沿岸

　3）下北郡佐井柑沿岸一帯

　4）　下北郡脇野沢村沿岸

　5）　上北郡六ケ所村物見崎，中山崎

　6）　東津軽郡平内町夏泊半島

　7）　むつ市大芦洲崎
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　8）　下北郡東通村猿ケ森

　9）　（下北郡東通村猿ケ森，天然記念物ヒノキアスナロ埋没林）

　ヒメァオキーブナ群集とヒノキアスナロ群集の両森林植生の住み分けは，半島中南部の下北丘

陵地で標高約450m，北東部の恐【⊥1外輪山付近で約500m，燧岳付近で約450mが境界になって，高

海抜地にヒメアオキーブナ群集が，低海抜地にヒノキアスナロ群集が発達する（Fig．108参照）。

この標高約500mを境界としてヒメアオキーブナ群集とヒノキアスナロ群集が垂直分布的に住み

わけている。一般に，山地植生の垂直分布が，主に温度要因に起因することから，一見，主に温

度要因により住み分ける結果のように見える。しかし，下北半島での両群集の分布は，単純に温

度要因による垂直分布とは性格がことなるようである。すなわち，主に安山岩，花崩岩を母岩と

する山地の頂上域は，台地状地形や十一形状地形をしており，傾斜角度が吊るく，良く発達した

かっ色森林土壌が分布する。またヒノキアスナロ群集そのものが，ブナとヒノキアスナロの混生

林であり，両樹種とも，海抜Om地まで生育が認められる。またヒノキアスナロ群集域で，ヒノ

キアスナロが択伐，伐採されると，二次林としてヒメアオキーブナ群集が発達する例が多々認め

られることなどから，気候的には，低地においても十分ブナ林の成立する可能姓はあるといえる。

これらのことから多分に湿性な斜面中下甜1において陰樹のヒノキアスナロが優勢になったものと

考えられ，ヒメァオキーブナ群集とヒノキアスナ1・群集の住み分けは，温度要因によるものより，

むしろ土壌的要因による立地的な住み分けの結果といえる。

　次に，恐山一燧火山群や下北丘陵などの主な山岳地帯の山足甜1や低地についてみると，現存植

生としては，そのほとんどが，代償植生としての二次林，人工植栽林あるいは，放牧場や耕作地

などとして土地利用がおこなわれており，残存する自然植生林は皆無々こ近い。
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　しかし，下北半島全域にわたる植生調査の結果，ほとんど海抜Om近い沿岸域まで，ブナ，ヒ

ノキアスナロの残存林分，残存木が観察された（Fig．108参照）。

　このヒノキアスナロの残存植生のうち1）～6）までの各地点（前ページ参照）は，海摩まで火

成岩類がおし出している地区であり，立地的には，恐山一燧火山群の山地帯の延長であり，Om

地帯までヒノキアスナロ群集が生育しているのは立地的にも，気候的にもむしろ自然である。同

じく，火成岩類が海抜まで迫っている対岸の津軽半島でも現実にヒノキアスナロ群集が海岸にま

で迫って発達している。
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　したがって，このような現存植生の主な分布状態からみる限り，ヒメアオキーブナ群集，ヒノ

キアスナロ群集の主要な森林植生は，恐i目一燧火山群，および下北丘陵地の主に第控紀起源の火

成岩地帯に眼って発達しているともいえる、，

　しかし，低地におけるブナとヒノキアスナロの生育地のうちブナ生育地の2）～4），ヒノキアス

ナロ生育地の7）～9）（p．187参照）までは，沖積台地」＝や7【i1雁｛｛低地．」＝の残存林あるいは遺存木で

あることが注iヨされる。

　とくに，東津軽郡平内町の？lll積低地上のブナ，猿ケ森砂丘内のヒノキアスナロ林と繊麗林，む

つ市大湊芦洲崎の砂洲上のブナとヒノキアスナ｛・林は原植生をさぐる上で震要な残存林といえる。

また田名部低地の第四紀層や混炭層の中から一様にヒノキアスナi・（一部ブナ）の材片が発見さ

れている（山内！957，調理・山内！956）。

　これらの残存林や遺存物竿から推定すると過去には，山足部や低地の洲1積低地までヒノキアス

ナロ群集が拡がっていたと考えられる。

　しかし，原植生と潜在自然植生は，あくまで今日ある地形と土壌上で論ぜられるべきである。

そうしてみると，むつ市大騒騒洲崎の砂洲，猿ケ森砂丘の古砂丘の成立時代は，少なくとも！200

～2000年前と仮説されており（大矢・市瀬1957，大竹1957），沖積地の中でも比較的古い地域と

されている。芦洲崎および猿ケ森のヒノキアスナロ残存林は，こうした古い沖積地上に残存した
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特異な遺存群落といえる。

　この他の大半を占める新生の段丘面上や低地でみると，ブナ，ヒノキアスナロともに，ほとん

ど残存木，生育木をみることはできず，台地上では火山灰土を母材とする黒ボク土壌地帯が拡が

り，聡ナラ，カシワ，ミズナラのナラ属の森林植生が発達している。また海岸の新砂丘上では，

砂丘砂を母材とする未熟土壌地帯があり，ミズナラーアカマツ群落やクマイザサーコナラ群落

（Fig．31参照）などが発達している。

　このようにブナとヒノキアスナロの残存木がほとんど認められないことと，土壌が黒ボク土壌

型と未熟土壌であることから上北丘陵や田名部低地一帯，および海岸段丘上の火山灰台地上や砂

丘上では，新生の火山灰層や砂層をもつ現地形上では，原植生としても，大半はコナラ，ミズナ

ラのナラ林であり，ブナとくにヒノキアスナμを欠いていたものと考えられる。したがって，現

在少なからず土地利用がおこなわれている上北丘陵はじめ，火山灰台地や段丘面上，砂丘上の潜

在自然植生としては，気候的極相林であるヒメアオキーブナ群集やヒノキアスナロ群集などのブ

ナやヒノキアスナロ林ではなく，遷移1約により溝段階の植生と考えられるクマイザサーコナラ群

落，クルマバソゥーミズナラ群落などが妥当であると考えられる。

　また湿潤立地上における森林植生としては，現存植生の生態的特徴から，主に山地火成岩地帯
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の水はけのよい砂礫質渓谷部に発達するジュウモソジシダーサワグルミ群集と，主に低地の泥炭

土壌や湿性の低地グライ土壌上にマツバスゲーハンノキ群集が潜在自然植生として考えられる。

　また地下水位のより高い，あるいは冠水立地では，現存植生としてツル認ケモモーミズゴケク

ラスの植生と，ヨシクラスの植生が，各地に多数自然植生として残存していることから，現存植

生であり，同時と潜在自然植生として類似立地上に拡大判定することができる。

　とくに田名部泥炭地として知られる，むつ市目名湿原や大曲泥炭地帯では，ヨシクラスの植生

の他，ニッロウキスゲーヌマガや群落やツルコケモモーオオミズゴケ群落等の泥炭上の群落が発

達する。これに対し，小田野沢南通湿原などの海岸砂丘上後背湿地では，一一部にニッコウキスゲ

ーヌマガや群落やオオミズゴケ群落が認められるが，大半はヨシクラスに含められるムジナスゲ

群集やヒライーカモノハシ群集などが発達している。しかし，ミズゴケ類も多くは低湿地生のシ

タミズゴケが多く生育しており，湿原成立の歴史がより浅いものといえる。

　対岸の津軽半島立海岸における砂丘内湿地植生が，ッルコケモモーミズゴヶクラスに属する群

落が多く発達し，ミズゴケ類もイボミズゴケ，オオミズゴケ，ヒメミズゴケ，アオモリミズゴケな

ど多種であり，砂丘の成立と湿原の成立の歴史がより古いこと島の後背湿地植生と対象的である。

　以上，下北半島における原植生と，現存の現実在植生の具体的配分から，植生と立地との関係

配分（Fig．111）が考察された。また下北半島の広域的な潜在自然植生の概念図（Fig・112）が

f乍成された。

　D　下北地点の潜在自然植生図（5km圏）（縮尺1：25，000）

　　（下北小田野沢地点周辺5km圏）

　現存植生図で示される各群落は，その土地の立地条件と対応して極相状態にあると考えられる

自然植生と，さらに，それらの各植生に人為的な伐採，火入れ，放牧，耕作など様々な影響を加

えたことによって生じている多くの代償植生によって示されている。

　このような人為的な影響を一切ストップし，そのまま自然に各植生の復元をおこなわせた結果

生ずると予想される植生単位で描かれた植生図が潜在自然植生図K：ar£e　der　pote践tiellen　natUr－

1ichen　Vegetationである。

　したがって，潜在自然植生図とはその土地が支え得る立地本来の自然植生を表現したものであ

り，逆にその土地の立地の質を表現したものといえる。

　潜在自然植生図は土地利用に際して，その適合性と土地，地域保全施策を暗示する。同時に，

変形・破壊された植生や自然環境の復元・創造に対して適正な樹種の選択，実施計画の生態学的

な基礎図となるQ

　下北小田野沢地点，周辺5km圏の潜在自然植生図は以下の10の凡例によって表示された。

　a　森林，低木林植生

　　1．　ヒノキアスナロ群集

　　2．　ヒメアオキーブナ群集
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3．

4．

5．

6．

7。

8．

マルバマンサクーブナ群集

ジュウモンジシダーサワグルミ群集

クルマパソウーミズナラ群落

クマイザサーコナラ群落

マツバスゲーハンノキ群集

ハマナス群団

　b　草本植物群落

　　9．　ハマボウフウクラス

　10．　ヨシクラス

　2）　下北地点潜在自然オ直生図　（1，2）　（縮尺　1：5，000）

　下北地点構内での自然植生は，海岸砂丘地および砂丘後背湿地を中心に，比較的大面積で残存

している。したがって，これら砂丘地，砂丘後背湿地においては，現存植生の群落の配分が，そ

のまま潜在自然植生の配分と一致している場合が多い。　しかし，やや海岸から離れた凸状地形

上や，下北陵丘地にかけての斜礪では，畑作地やススキ草地，あるいはク“マツの植栽林など，

様々な代償植生群によってほとんどが占められている。とくに森林植生については，自然植生は

様々な人為的干渉下に消滅変化させられて，若い再生二次林や人工植栽林が見られるにすぎない。

また面積的にも慮然植生は少ない。したがって，これら代償植生域の潜在自然植生の判定は，下

北半島金域の広域的な調査結果から導き出された。

　この下北地点構内の大半を占めている海抜高10∬αから30m前后の緩るい緩斜顧や台地は，降起

によって形成された低位段丘であり，西側後方に位躍する標高200～300mの下北丘陵地とは，　j／也

質的にも，また成立した時代も異なっている。現存する自然植生も，下北丘陵地ではヒノキアス

ナロやブナよる森林植生が認められるが，この低位段丘顧上には，ブナ，ヒノキアスナロをまっ

たく欠き，原植生でも，ヒノキアスナロやブナによる森林植生が発達していた形跡がない。土壌

的にも新生の残積土や火山灰起源の黒ボク土壌が占めている。これらの事実から，低位段丘面上

の中庸立地上の潜在自然植生として，下北半島一帯の気候的極相林であるヒメアオキーブナ群集

およびヒノキアスナロ群集より，遷移系列上で前段階に位置すると考えられるクルマバソウーミ

ズナラ群落およびクマイザサーコナラ群落が推定された。

　以上の結果から，下北地点（1km圏）の潜在膚然植生図は12の凡夢1によって表現された。

　c　下北地点の自然度図（30km圏）

　本州北端の下北半島も含めて我が國の植生は，高山や互巨高山などの一部の植生を除いて，長い

闘に多かれ少なかれ，多種多様な入蘭の干渉を受けており，もともとあった自然櫨生が破壊され，

様々な形の代償植生に置：きかわっている。

　現在ある自然植生と，様々な代償穂生の位置と拡がりを地図上に表現したのが現存植生図であ
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る。この現存植生図で表現されている多くの代償植生が，それぞれ，どの程度の人為的干渉によ

って生じた群落であるかを相対的に区分したのが植生自然度図である。植生肖然度図は，また同

時に自然植生に復元するまでの時間的な遷移系列の相対的位置を表現した図である。

　したがって，植生自然度は，植生の自然度Nat負rlichkeitsgrades　der　Vegetationであると同

時に，代償植生度Grad　der　Ersatzgesellschaftenでもある。

　植生自然度は，5～1の5段階に区分される5段階自然度級数と10～1の段階に区分される10

段階自然度級数が今日使用されている。本報では，環境庁1976でまとめられた10段階の自然度級

数を使用した。

　この10段階蔭雨蓋は，植生の時間的な遷移系列の相対的な位置を基本にしながらも，植生の質

的な生活形の違いをも加味した区分である。

自　然　度　10

　自然植生のうち，群落の生活形が草本植物群落であるもの，および海岸低木群落を含む。

　下北半島では，砂丘上草本植物群落および低木群落，海岸段崖上草本植物群落および低木群落，

　硫気孔周辺植生，塩沼地植生，低湿地草本植物群落，崩壊地や林〆高茎草本植物群落が含めら

　れる。下北半島地区においては，海岸，湖沼周辺を中心に，比較的広く分布が認められる。

該当群集および群落

　ハマナスーハイネズ群集，ハマナスーエゾノコリンゴ群集，ミヤマビャクシン群落，ハマオト

　コ望モギーーコハマギク群集，ミヤマトウキ群集，ハマニンニクーコウボウムギ群集，ハマニン

　ニクー幽暗シバ群集，エゾオグルマ群落，スナビキソウーハマニソニク群集，コウボウシバ群

　落，シ整流モギーハマニンニク群落，オカヒジキーハマァカザ群落，ハマナス先駆群落，イヌ

　コリヤナギ先駆群落，イソノキーヤチヤナギ群落，イソツツジ群落，イオウゴケーコメススキ

　群落，ヤマタヌキラン群集，ツルヒキノカサーウミミドジ群集，チシマドジョウツナギ群落，

　ロアマモ群集，ニッコウキスゲLヌマガや群落，ウシノシッペイ群落，アカソーオオヨモギ群

　　　ミズーツリフネソウ群落，クロバナヒキオ灘シーオオ菰モギ群集，カワラハハ脈一ナ島国

　モギ群落，イワノガリヤスーヨシ群集，ウキヤガラーマコモ群集，ヒライーサンカクイ群落，

　シズイ群落，ガマ群落，シカクイ群落，ヌマハリイ群落，クロヌマハリイ群落，ヤマイ一心リ

　コウガイゼキショウ群落，タマミクリ群落，ヒメカイウ群落，ミズドクサ群落，ヒオウギアヤ

　メーイヌスギナ群落，ツルヨシ群集，爬羅バセンキュウーオニナルコスゲ群集，カサスゲ群集，

　ツルカワズスゲ群落，ムジナスゲ群集，ヤチスゲ群落，ハリガネスゲーヤチカワズスゲ群落，

　ヤチカワズスゲーーミタケスゲ群落，ヒライーカモノハシ群集，ナルコスゲ群落，ヤマテキリス

　ゲ群落，サドスゲ群落，エゾサワスゲ群落，ヒメゴウソ群落，ヤマドリゼンマイ群落，ツルコ

　ケモモーオオミズゴケ群落，サンカクミズゴケ群落，ウツクシミズゴケ群落，クロモーマツモ

　群落，カワツルモ群落，セキショウモ群落，タチモ群落，オヒルムシロ群落，ジュンサイーヒ

　ツジグサ群落，ウキシバ群落，カリマタガや群落
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自　然　度　9

　自然植生のうち，高木の森林植生および低木林。下北半島の山地一帯を占める自然林の他，海

　岸における風衝低木林，硫気孔周辺低木群落，湿生林などが含まれる。

　下北半島では，脊陵山地一帯に広く分布する。また海岸の一部にも認められる。

該当群集および群落

　ヒノキアスナロ群集，ヒメアオキーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集，ヒノキアスナロー

　キタゴヨウ群落，ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ヤチダモーサワグルミ群落，エゾイタ

　ヤーケヤキ群落，エゾイタヤーシナノキ群落，タマブキーケヤキ群落，アカマツーミズナラ群

　落，ヒメヤブランークロマツ群落，ヤマカモジグサーカシワ群集，マッバスゲーハンノキ群集，

　マルバシモツケーコメツツジ群集，ヒメノガリヤスードクウッギ群落，ヤマブキショウマーヒ

　メヤシャブシ群集，シロパナシャクナゲーアカミノイヌツゲ群落

自　然　度　8

　自然植生の森林植生が，過去に伐採，抜き切りをおこなった，自然植生の二次林。下北半島で

　は，森林植生の自然植生が拡がる脊陵山地に多く分布している。

該嘉群落

　クルマバソウーミズナラ群落

自　然　度　7

　亜高木林から高木林のコナラ，ミズナラ優占のナラ型森林植生。主に二次林であり，代償植生

　として成立している。

　下北半島では，海岸近い台地上や低地を中心に拡がっている。

該当群落

　クマイザサーコナラ群落

自然度6
　高木林の人工植栽林。

　下北単島においては，クロマツ，アカマツ植林とスギ植林がもっとも多く，その他にケヤマハ

　ンノキ，オオバヤシャブシ，一部カラマツ，トウヒなどの植栽林が点在する。

該当群落

　クロマツ・アカマツ植林，スギ植林，ケヤマハソノキ植林，オオバヤシャブシ群落。

自　然　度　5

　草原植生の極相群落とされるススキ草原。下北半島でも，低地から山地まで広く分布している。

該当群集

　ノハナショウブーススキ群集。

自　然　度　4

　伐採跡地群落，畑放棄地群落，水囲放棄地群落などの主に草本植物群落。
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　下北半島では，主に人里近い低地と，山地の伐採地に拡がる。

該当群集および群落

　クマイチゴーモミジイチゴ群落，ヒメジョオ遊一ヒメムカシヨモギ群落，アキタブキーオオヨ

　モギ群落，オノエヤナギーススキ群落，スギナ群落，ミズハコベーカワラスガナ群落，アイバ

　ソウーアゼスゲ群落。

自　然　度　3

　外来樹種植栽林，果樹園。

該当群落

　なし。

自　然　度　2

　群落高の低い草本植物群落であり，主に一年生草本植物群落。

　水月雑草群落，畑地雑草群落，踏跡群落，人工草地などを含む。

　下北半島では，集落周辺に広がる水田，畑作地を中心に分布が広く認められる。

該i当群集，群落

　サジオモダカ群集，カモガヤ群落，ナガバグサーシバ群落，ナギナタコウジューハチジョウナ

　群集，チカラシバーーオオバコ群落，ミノボロスゲーオオバコ群落，カゼクサーオナバコ群落。

自　然　度　1

　住宅地や旧地など，ほとんど植生のない場所。

その他

　自然旧地や開放水域など植生がなく，自然度区分の不”∫能な地域。

3．植生と土壌

　下北半島における典型的な植生，とくに自然植生に対して，土壌調査をおこなった。ここにあ

げた土壌断面は，森林植生4，海羅砂丘植生4，湿原構生4の計12ケ所のものである。
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　1。　ヒメアオキーブナ群集とその土壌断面

　　Aucubo・Faget覗m　crenataeun（董seinBode飛prof圭1

土壌断面一1　B福色森林土（Bild．14参照）

　母材料：花崩岩

　調　査　地：下北郡大畑町燧岳

　海抜高度：450m

　地形：山頂台地
　方位・傾斜：平坦地

　植　　　生：ヒメアオキーブナ群集

土壌断面記載

L：3cm，ブナ落葉層

Ao：3cm，黒褐色，粗腐植層

A1：10cm，暗茶褐色，中根，細根に頗

A2：30～35cm，茶褐色，砂の湿じたロー

　　　ム質：土，一部に母材より成る小礫を

　　　含む，全体やや固く，細根が多い

B正：40～50Cln，灰褐色，砂の多い粘土質

　　　土，一部に母材より成る礫をやや多

　　　く含む。中根，細根を認む

B2：20～30cm，灰色，山崩場の風化砂

　　礫，根はほとんどなし

C：灰白色，花崩岩の母場

鑛

　Fig．113．ヒメアオキブナ群集の土壌断面．

Bodenprofil（lesAucubぐレFagetulncrenatae
（Berg　Hiuchi　450m）．



Fig。1！4．ヒメアオキーブナ群集とその土壌断面
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　2．　ヒメアオキーブナ群集とその土壌断面

　　Aucubo－Faget睦m　crenaもae　undse量nBodenprofil

土壌断面一2　B褐色森林土（Bild．15参照）

　母材料：安山岩

　調査地二下北郡東通村一切山

　海抜高度：250m

　地　　形：山地斜面

　方　　位：SE

　傾　　斜：10Q

　植　　生：ヒメアオキーブナ群集

土壌断面記載

Ao：5cm，黒色，粗腐植層

A1：20cm，黒褐色，ササの地下茎他中

　　　根，細根多い

B、：20cm，明茶色，巾根，細根含む。

　　　柔かい

B、：20～25cm，明茶色，中根，細根少

　　　し含む

C1：25cm，褐色，安山岩の風化礫を多く

　　　含む

C2：灰白色，花樹岩の母署

　Fig。115．ヒメアオキブナ群集の土壌断面．

Bodenprofil　des　Aucしlbo－Fagetum　crenatae

（13erg　Issaiyalna　250in）



Fig．116．ヒナァオキーブナ群集とその土壌断面
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　3．　ヒノキアスナロ群集とその土壌断面

　　Thujopsieもu廻ho烈dae　undsein130denprofi藍

土壌断面一3　PD　III乾性弱ボドゾル化土壌

　母材料：安山岩

　調査地：下北郡大畑町薬研

　海抜高度：70m

　地　　形：山地斜面

　方　　位：S

　傾　　斜：15。

　植　　生；ヒノキアスナロ群集

土壌断面記載

Ao：4cm，黒色，腐植に富む，細根多い

A：10cm，黒褐色，中根，細根多い

B：20～30cm，灰褐色，6～7cm大の角

　　　礫多数含む，中根多い

C：褐色，安山岩の風化礫土



Fig．葺7．ヒノキアスナロ群集とその土壌断面．

　　　　Thu｝opsietum　hondae　undselnBodenprofi1
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　4．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ヒノキアスナロ亜群集とその土壌断面

　　Polysticho騨Pterocaryetu恥τho童fol隻ae，　Subass．　von　Tkujopsis

　　do正abrata　var．　honδae　u飛dse圭職Bodenprofil

土壌断面一4　Pw（h）m湿性弱ボドゾノレ化土壌

　母　材　料：安山岩

　調　査　地：下北郡東通村一切山

　海抜高度：260m

　地形：山頂台地
　：方位，傾斜：平坦地

　植　　　生＝ジュウモンジシダーーサワグルミ群集，ヒノキアスナロ範群集

土壌断画記載

Ao：3cm，黒褐色，腐朽した植物体混在，湿

A：5cm，暗褐色，中根，細根多い，湿，弱い還元層をはさむ

B：70CIn，茶褐色中根，細根散生，小礫，湿

C：安山岩の母岩と風化未熟土



Fig。118，ジュウモンジンダーサワグルミ群集，ヒノキアスナロ亜群集とその土壌断面．

　　　Polystycho．Pterocaryetum　rhoifoliae，Subass．　von　Thujopsis　dolabrata　var．　hondae　undseinBodenprQfil
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　5．　スナビキソウーハマニンニク群集とその土壌断面

　　Messerschmidio・Elymeもum　moll董s　undseiRBode叩rof董董

土壌断面一5　1m未熟土

　母　材　料：未団結風積砂

　調査地：小懸野沢，南通

　海抜高度：3m

　地形：海岸砂丘，凹状地

　方位，傾斜：ほぼ平坦

　植生：スナビキソウーハマニソニク群集

土壌断面記載

　1：灰色，単粒状でさらさらする砂履

　豆：灰色，圧縮された密な話沙層

　還：黒色，ヨシ，スゲの埋褐没泥炭層，湿潤，ここまで根が達している。

　w：暗灰色，密な砂層，湿潤



Kg。119．スナビキソウーハマニンニク群集とその土壌断面．

　　　　Messerschmidio．E玉ymetuln　mollisundseinBodenprofil．
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　6．ハマニンニクーオニシバ群集とその±壌断面

　　Elyl臓。πLollis－Zoysietum　π≧acrostackyae　undse薫nBodenprofil

土壌鐘斥面一6　 1m未譲～土

　母材料：未団結風積砂

　調査地：下北郡，東通村，小田野沢，南通

　海抜高度：2m

　地　　　形：海岸砂丘

　方位，傾斜：ほぼ平坦

　植生：ハマニソニクーオニシバ群集，オニシバ先駆群落

土壌断面記載

　1：1Gcm，白灰色，粗い砂，古い中根が散生

　琵：11cm，黒灰色，やや密な砂，細根が散生

　皿120cm，灰色と黒灰色の砂の多重層，主要な根茎都と細根多い

　W：20～25cm，灰色と黒灰色の砂の多重層，中根と細根多い

　V：賭灰色，砂，湿潤，根群ほとんどなし

　地下水位：75cm



F圭g．120．ハマニソニクーオニシバ群集とその土壌断面．

　　　　£1ymo　mollis．Zoysietum　macrostachyae　uadseinBodenprofi1．
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　7．ハマニンニクーオニシバ群集とその土壌断面

　　Elymo　mollis・Zoysietu職macrostac査yae　u塾d　se量nBodenpmf童1

土壌断面一7　1m未熟土

　母　材　料：未団結風積砂

　調　査　地：小田野沢，南通

　海抜高度：3m

　地　　形：海岸砂丘

　方位，傾斜：平坦

　植　　生：ハマニンニクーオニシバ群集

土壌断面記載

　1：灰色一灰黒色の風積砂



Flg．12ユ。ハマニンク一価ニシバ群集とその土壌断颪．

　　　Elymo　mollis．Zoysietum　macrostachyae　undse玉aBode且profil．
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　8．　ニッコウキスゲーヌマガや群落とその土壌断面

　　Eθ7πθrocαπε8而鋸θπdorffだvar．θ8c麗’θπオα・！陵bZ伽εopsεsノαpoπεcα・Gese璽崖schaft　uロ産sei喰

　　Bodenprofil

土壌断面一8　泥炭土

　母材料：火山灰および泥炭

　調　査　地：下北郡東通村，小田野沢，南通

　海抜高度：10m

　地　　　形：海岸砂丘後背湿地

　方位，傾斜：ほぼ平坦地

　植　　　生：ニッコウキスゲーヌマガや群落

土壌断面記載

P。：10cm，茶褐色，ミズゴケの層，地中植物の大半の根群が位置する

PI：10cm，黒褐色，細根と植物遺体の多い泥土

　P2：10～！5cm，黒褐色，混，細根混じる

　C1：40cm，暗褐色，粘土の混じたややグライ化した粘土，潤，細根まれ

C2：明るい茶褐色，かべ状の粘土，敏物根ほとんどなし

地下水位：55cm（24時間放置した後の水位によって測定）
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Flg．122．ニッコゥキスゲーヌマガや群落とその土壌断面．
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　9．　ムジナスゲ群集とその土壌断面

　　Caricetum　occultantis　uadsei総Bo6e塾pro£ii

土壌断面一9　凝似グライ土

　母　材　料：泥炭

　調査地：下北郡東通村小田野沢南通

　海抜高度：7m

　地形：海岸砂丘後背湿地

　方位，傾斜：ほぼ平坦

　植　　　生：ムジナスゲ群集

土壌断面記載

P、：10cm，黒色，海綿状に密生した根群層，過湿

P2：20cm，黒色，泥砂，スゲ，ヨシの地下茎の一部あり，過湿

C：黒色，砂丘砂，層からの泥土も混じる過湿

地下水位：25cm



Fig．123。ムジナスゲ群集とその土壌断面．

　　　　Caricetum・ccultantls　undseinBodenpr・f11。
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　愴．　ヒライーカモノハシ群集とその土壌断面

　　Junco　yokoscensis－lschaenletu臓　crassipes　undse量nBodenprofil

土壌断面一10　凝似グライ土

　母　材　料：残積泥土

　調査地：下北郡東通村小田野沢南通

　海抜高度：10m

　地　　　形：海岸砂丘後背湿地

　方位，傾斜；ほぼ平坦

　植生：ヒライーカモノハシ群集

土壌断面記載

　L　：1～2cm，カモノハシ，ヒライなどの枯葉，幹

　P1：10～12cm，黒褐色，密な根網層

P2：15cm，細根多い，こげ茶色，泥土，植物遺体，コケの未分解体が多く混じる泥土

　P3：15cm，黒，わずかに細根が混じる，植物遺体，コケの未分解体が多く混じる泥土

　C1：60cm，黒褐色，粘土，根はなし

　C2：黒灰色，砂層

地下水位：35cm



Fig．！24．ヒライーカモノハシ群集とその土壌断面．

　　　　Junco　yokoscensis．Ischaemetum　crassipes　un（iseinB◎denprofil．
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　11．ヤチカワズゲーミタケスゲ群落とその土壌断面

　　0αrθκ　oη認απα鱒0αrθκ　配jeんαπκεαπα　var．α8εαfεcα印Gesellsckaft　un｛至sein　Bodenprofil

土壌断面一11　凝似グライ土

　母材料：火山灰と泥炭

　調査地：下北郡東通村小田野沢南通

　海抜高度：！0m

　地　　　形：海岸段丘

　方位，傾斜：ほぼ平坦地

　植　　　生：ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落

土壌断面記載

　P、：10～15cm，黒色，地下茎，細根の密生根群層

　P，：40cm，黒色，細根が密に分布

P3：茶褐色，泥土中根，細根わずかに入る，一部に下部に大形岩石を認む

地下水位：Ocm

雄



　Fig．125．ヤチカワズスゲーミタケスゲ群落とその土壌断面．
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4．　貴　重　植　物

　下北半島地域に生育する多様な植物種群の中から，地域的な特産種，全国的に個体数の少ない

稀産種，以前には多く生育していたが今日激減している植物，分布的に重要な種などの観点から，

以下の17種の植物種群が貴重植物としてあげられた。

　！．　ミヤマビャクシソ（ヒノキ科）諏πψ8㍑55〃曾θ漉f∫Takeda

　　　全国的に分布するものの本州以爾では，高山帯に生育する針葉樹である。

　　　物見崎，尻屋崎

　2．　シロバナシャクナゲ（ツツジ科）Rho諺。ゴ8η4roπ∂rα‘んッ6αアψz〃z　D．　Don　var。7－05θz〃7dくoidz．

　　　バクサンシャクナゲの変種で，恐山宇曾利湖畔の硫気孔周辺に群生している。

　3，　ガンコウラン（ガンコウラン科）乃7ψ8彦rz‘”3厩gプπ規var．ブ忽）o厩α‘5　K．　Koch

　　　北海道，本州中部の高山に生える常緑低木植物。

　　　闇屋：崎，物見崎，桑畑山

　4．　ヤチヤナギ（ヤマモモ科）硬yr覚αgαZ8　Linn．　var．孟077zε泌05αC．　DC．

　　　本州三重県以東に分布する夏緑低木植物，亜高山高層湿存内に生育する。

　　　むつ市

5。イソツツジ（ツツジ科）加4z碑ραZz‘56r6　Linn．　var．4加8r5ψガZ・5z〃ノ3　Nakai

　　　Fig．126．ミヤマビャクシン（物見崎）．

諏刀ψ81マ，5∫αノ書召〃∫～～（Monomizaki，　Shlmokita－Halbinse1）．
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ハ，畢脳、 鏑撚驚　　　　μ溜

幾
～

馨饗驚

　　　　　　　　　　Flg　127　イソツツシ（恐μ1）

ゐ副’〃〃ノ｝α！～’～ρでvar　4’η8ハψ〃owη1（Osoreyama　200m　NN）．

　　　　Rg128　サギスケ（小田野沢南通湿原）

E’砂1z・1～〃7～ωノ8αノ～z’〃凄（Odan・sawa　Mmam玉d・r三一Mo・r）．
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Fig．129．チシマドジョウツナギ（物見il晦）．

　　ハ’‘ノご～～～‘ノ！～～‘乞　た’”．～～‘”～∫～5　　（釣IQI1（）Iniza1（i）．

6，

7．

8，

9．

10．

東北地方から北海道にかけて分布する常緑低木，高山の湿原，硫気孔無辺特有の出物。

恐山宇曾利湖畔

サギスゲ（カヤツリグサ科）E1’f（4漉。惣〃πcoroα7zz〃z　Palla

本州の中国地方以東から北海道まで分布する。

小田野沢，爾通湿原

チシマドジョウツナギ（イネ科）P躍。伽8競αたz〃認8／z5おHOnda

北海道の塩沼地に多く分布するが，本州ではきわめて稀。

物見崎，海岸

ホソバノシバナ（ホロムイソウ科）乃ゴgZo6痂ηρα伽5孟ノでLinn．

本州中北部から北海道にかけて湿地にまれに生育する。

尻屋崎，大間崎

ヤチスゲ（カヤツリグサ科）Cαr砿鍾愛05αL始n．

本州兵庫県以東の亜高山，高層湿原内に生育する。

小田野沢南通湿原

イワノガサヤス（イネ科）Cα♂α卿α8γo漉5Zα7zg㌻40灘落Trin。

北海道，本州，閥国の山地から高山の湿地に生育する。

小囲野沢南通湿原，図名湿凍
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　Fig．130．ヤチスゲ（小田野沢南通）．

Cα鷹伽・∫α（Odan・zawa　Minam玉d・ri－Mo・r）．

11．　ク担／ミナロウゲ（ノミラ零DPo’8／3廊ZZαραZz‘舘ブおScopoli

　　本州中部以北の山地湿地，池畔に生育する。

　　小遡野沢，南通湿原

12．　ムジナスゲ（カヤツリグサ科）Cα瑠κ♂α5如侃7ψαEhrh．　var，　oocπZ如7～5　Kuke帳h・

　　本州中部以北の璽高由，高翔湿原周辺に生育する。

　　小鷺野沢爾通湿原，難名湿原

13．オオウメガサソウ（イチヤクソウ科）C勧π妙ん磁撚ゐ6ZZα‘αW．　Barton

　　本州福島以北の海岸二次林内に生育する。

　　猿ケ森砂丘，小難野沢南通

14．　ウツクシミズゴケ（ミズゴケ科）彫漉α8フzπ窺ρπあん岬〃π

　　主にシュレンケに群生するミズゴケ類であり，恐山に下北半島でも唯一の分布地点である。

15．サンカクミズゴケ（ミズゴケ科）莇＞1zαgη泓7πゆ∫傷Zα翻祝

　　上記のウツクシミズゴケと隣接して群生するミズゴケ類，やはり恐山が下北半島唯一の分

　　布地点である。

！6．　蕪蜂エゾデンダ（ウラボシ科）Po⑫04魏魏ηz‘Zgα7－8　Linn．

　　東北，山陰から北海道に分布する常緑多年生草本植物。

　　桑畑山
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　　　　　　　　　　　Fig．131．ムジナスゲ（小田野沢南通）．

　　　　　　　Cα1で説α蜘。αψαvar。　ocα‘Z伽5（Odanoz乏1wa　Minamidovi・Moor）．

17，　フジマリモαα4（4》1め2・α5αz‘’θプ∫f．乃z〃％o／z5おSakai

　　淡水性の藻類で，球状の集合体を成することで知られている。県の天然記念物に指定され

　　ている。

　　左京沼，市柳沼，田面木沼


